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序

関越自動車道新潟線は、太平洋側の首都東京と日本海側の新潟市を結ぶ高速自動車道

として、昭和60年10月 1 日に開通いたしました。本道部の開通に際しては、数多くの埋

蔵文化財が道路建設工事に先立って調査されました。本県でも 58か所の埋蔵文化財包蔵

地が発掘調査され、記録保存されています。

本報告による有馬遺跡は、渋川市有馬、及び八木原に所在する埋蔵文化財包蔵地であ

り、昭和57年 1 月から昭和59年 1 月にかけ、当事業団が調査しました。弥生時代の墳墓、

住居、古墳時代の畑、古墳時代から平安時代にかけて継続的に営まれた集落跡等が調査

され、弥生時代後期の人物形土器、鉄剣、礫床墓等古代における本県の歴史を知る上で

数々の貴重な資料が得られました。昭和62年 9 月から、これらの資料の報告書作成のた

めの整理作業が行われました。既に、古墳時代後期に大爆発した榛名山ニッ岳の火山灰

が、降下して堆積した FA層より上層にある遺構については報告書が刊行されました。

FA層より下層にある遺構については、今回整理が完了し、有馬遺跡の第 2 分冊として

報告書を作成することができここに有馬遺跡の整理作業がすべて完了しました。

発掘調査から報告書の作成に至るまで、日本道路公団東京第二建設局、群馬県教育委

員会、渋川市教育委員会、地元関係者等から種々のご援助、ご指導、ご協力を賜りまし

たことに対し、深甚なる感謝の意を表し、併せて本報告書が広く県民各位、研究者、教

育機関等に活用され、本県の歴史を解明するための資料として役立てられることを願い、

序とします。

平成 2 年 3 月 1 日

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長 清水一郎





例 言

1.本書は関越自動車道（新潟線）建設工事に伴い事前調査された有馬遺跡の報告書第 2 分冊である。本遺

跡は縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中・近世、各時期にわたる複合遺跡であり、本書はこのうち弥生時

代から古墳時代後期初頭 (FA層以下の遺構）にかかる住居跡、周溝墓など集落に伴う遺構と畑跡、およ

びこれに伴う出土遺物の発掘調査結果を掲載している。

2. 本遺跡は群馬県渋川市有馬、および八木原に所在する。

3. 事業主体日本道路公団東京第二建設局

4. 調査、整理主体群馬県教育委員会から委託を受け詞群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施。

5. 発掘調査期間昭和57年 1 月 30 日～昭和59年 1 月 31 日

6. 発掘調査担当者

大西雅広 神谷佳明 佐藤明人 関根慎二 友廣哲也 山口逸弘

発掘調査、整理・報告書作成事務に関わった閲群馬県埋蔵文化財調査事業団職員、及び役員（昭和56~58

年度、同62～平成元年度）

小林起久治 白石保三郎 邊見長雄 井上唯雄 松本浩一 大澤秋良

田口紀雄 上原啓己 神保侑史 近藤平志 定方隆史 住谷 進

平野進一 真下高幸 国定 均 笠原秀樹 小林昌嗣 須田朋子

吉田有光 柳岡良宏 並木綾子 野島のぶ江 吉田恵子 吉田笑子

今井もと子 松井美智子 角田みずほ

7. 本書の作成を担当した嘱託員、及び補助員

鈴木幹子 福島恵理子 岩渕フミ子 神谷順子 金子加代 高橋節子

高柳哲子 高田栄子 田中暁美 田村栄子 田村千種 平野照美

光安文子 吉田せつ子 六反田達子

(3 次元測定班）

長沼久美子 佐藤美代子 尾田正子 八峠美津子 千代谷和子 高梨房江

8. 本書の編集、執筆者

有馬遺跡におけるプラントオパール分析 宮崎大学農学部 藤原宏志

有馬遺跡出土の弥生時代後期人骨について 聖マリアンナ医科大学 森本岩太郎 吉田俊爾

有馬遺跡出土鉄剣の分析 日立金属株式会社安来工場冶金研究所 清永欣吾

有馬遺跡出土ガラス玉の材質分析 慶応義塾大学文学部 富沢 威

東京大学理学部 富永 健

東京大学アイソトープ総合センター 小泉好延

有馬遺跡資料花粉分析 . パリノサーヴェイ株式会社

石製品の石材鑑定

編集、本文執筆

群馬県地質研究会 飯島静男

帥群馬県埋蔵文化財調査事業団 佐藤明人

9. 本書の作成にあたり下記の諸氏の指導、協力を得た。

赤山容造 新井房夫 内田俊秀 梅沢重昭 大塚真弘 大谷 猛 大塚昌彦



大塚初重

近藤義雄

横田公男

乙益重隆

田中 琢

横倉興一

柿沼恵介

千田剛道

熊野正也

能登 健

工楽善通

宮崎重雄

小林良光

山口 明

小宮恒雄

山田昌久

10. 本遺跡の発掘調査においては、日本道路公団、地元の関係者、及び大勢の発掘調査作業員の協力があっ

た。

11. 出土遺物、実測図、写真、その調査記録は一括して群馬県埋蔵文化財調査センターに保管されている。



凡 例

1.本書で使用する遺構番号は発掘調査時に付された数字を踏襲しているが次のように遺構の呼称記号を改

めている。 s J→住居、 sz →墓（周溝墓）、 SD →溝、 SK については一部を土塙とする。

2. 挿図、遺物観察表、写真図版に付されている遺物番号は共通であり、遺物の種類にかかわらず出土遺構

ごとに付された通し番号である。

3. 遺構図に示す北方向は国家座標に基づくものである。

遺構図中にスクリントーンによる表現はじ口＝後世の攪乱による部分、亡コ＝焼土帯、亡コ＝灰、炭化粒

子の広がり、惚忽＝遺構基盤か第v層をそれぞれ表している。

挿図中住居内のピットに付記した（ ）内の数値は床面からのピットの深さを表す。

断面図中の遺物ドットは床面からの高さを表わしている。

4. 遺構覆土中より出土した完形、半完形土器(1 /6 周以上）については復元実測し、およそ全点を掲載

している。このほか文様の特徴が把握できる破片については拓本実測図を掲載している。

5. 遺物観察表において法量の項目中、口＝口縁部の直径、頸＝頸部の直径、胴＝胴部の最大径、底＝底部

の直径、脚＝脚部の直径をあらわす。単位はセンチメートル。胎土中の砂粒の粒子の大きさについては

おおよそ0.25~2.0mmの間を、細砂粒、砂粒、粗砂粒の 3 段階に区分している。

色調については農林省農林水産会議事務局監修新版標準土色帖に基づいている。遺存状態の項中に記さ

れた分数数値は全周を 1 とした場合の遺存の程度を表している。パーセントによる数値は全周を100 として

いる。

6. 礫床墓の部位名称と計測点は下図に示すとおりである。墓計測表の単位はメートルである。

7. 挿図中の土器の描写では、ヘラミガキは、施す面に対して、くまなく一様に施すばあいと暗文のように

間隔を空けて粗く施す場合があるが、本書では後者の場合のみ幅、本数を正確に表現し、前者の場合、同

様な表現は困難であるため範囲、方向、ミガキの幅を表し、なるべく実感を似せるように努めた。写真図

版中の遺物の縮尺は一律に挿図のおよそ95％であるが、一部に特に大型の土器棺が載る図版に限って挿図

の80％としている。

8. 文中遺構の時期については伴出土器に従って弥生

後期を第 1 期～第 3 期（前、中、後葉）の 3 時期に

区分している。区分の根拠、内容については「関越

自動車道（新潟線）調査報告書第18集新保遺跡II 」、

及び佐藤明人「樽式土器の様式推移と地域色」『群馬

の考古学j 1988 闘群馬県埋蔵文化財調査事業団に

準拠している。

了［し二ここ」 I礫床幅
] / 側部礫集積帯

｀土』［
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(1) 発掘調査の経過

有馬遺跡の発掘調査は昭和57年 1 月 22 日に開始された。有馬遺跡の調査体制及び調査計画は、関越自動車

道の60年全面開通の工事日程と関係遺跡の調査計画と連動させながら進められた。このため工事用資材搬入

道路、ボックスカルバートなどの構造物と本道部を分離しての調査、中途段階での大久保B遺跡への調査班

の移動など調査工程・調査体制上複雑さを伴うものとなった。

関越自動車道新潟線関係遺跡の発掘調査に至る経過と調査の経過の概要は以下のようである。関越自動車

道新潟線建設の基本計画が決定された昭和44年に群馬県教育委員会により始めて分布調査が行われ、さらに

昭和46年整備計画に基づく計画路線内の関連公共事業の調査に伴う、文化財調査が県教育委員会により実施

され、渋川以南に有馬遺跡を含む22遺跡が確認された。この調査結果に従って、昭和48年「関越自動車道新

潟線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する了解事項」が締結され、これにより昭和48年以後群馬県教育委

員会の直営により発掘調査が着手された。昭和54年には前橋インターチェンジ以南の15遺跡の調査が完了し、

昭和55年共用開始を見ている。

前橋インターチェンジから以北の調査予定遺跡（前橋～月夜野町間で27遺跡、 60万mりの発掘調査につい

ては有馬遺跡の発掘調査開始時点では、ほとんどが未着手あるいは未完遂であった。これらの遺跡の発掘調

査は、群馬県埋蔵文化財調査事業団が16遺跡を受託実施し、それ以外は関係市町村に県教育委員会から職員

を派遣して対応するところとなった。

本事業団が対応した16遺跡は一部群馬町地区では53年時点から着手をみているが、 56年度から 58年度の 3

か年の間に本格実施されている。

有馬遺跡調査班は、 56年 1 月から 57年度の調査では工事工程上の要請により早期に取りかかる必要のある

工事用道路部分及びボックスカルバート区域の調査を完了させ、引き続き大久保B遺跡の調査に当たった。

当初計画では有馬遺跡の本道部の調査は58年度に別班が投入される予定であったが、大久保B遺跡の発掘調

査では予想されていた古墳群が調査区内に確認されず、また奈良•平安時代集落の中心からも外れたことに

より、調査は短期に終了し、 58年 2 月に調査班は再度有馬遺跡に戻った。

58年度の本道部の発掘調査では、確認された遺構数量に対応するには有馬班の現状の班体制では困難であ

ることが予想されたため有馬条里班の応援を受けることとなった。昭和58年10月 12 日～11月 5 日、及び12月

8 日～12月 21 日有馬条里班の応援を受けた。

遺跡の範囲確認試掘調査は昭和57年度調査開始時期に当初調査予定区域 (E~H 区）に対して実施された。

その後調査の進行に伴って遺構の広がりが北、及び南へ当初調査予定区域外へ延びることが判明したため路

線内の北区域外、及び南区域外への遺跡の範囲確認調査が行われた。遺構の南区域外のトレンチ試掘調査は

昭和58年 3 月 11 日から 3 月 30 日にかけて行われ、北区域外では58年11月 20 日～25 日にかけて実施された。こ

の結果南区域外では各時代の畑の存在が認められ、そのうちでも古墳時代 FA層直下の畑の検出面は地表下

6mに達した。畑以外の遺構は認められなかった。北区域外では遺構面は深く、湧水も著しく、この調査では

北の範囲確認についてのなんら成果を得る見込みが立たず、所期の計画は中断した。早期のうちに北区域外

の状況が把握できなかったことは調査最終段階になってH区の平面調査により北区域外へ遺構が濃密に延

びることが確認されながらも十分な対応ができないという状況に追い込まれた。結果的には諸般の制約によ
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り北区域外への調査区の拡張は確認された住居の及ぶ範囲である 10m以内にとどまらざるを得なかった。

57年 58年 59年
2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 

調査内容

1. 試掘トレンチ調査 □ 1. 30~2.19 

2. E 区FA層直下畑 □8.24~9.30 

3. E 区浅間 B 軽石層直下畑 l 8. 9 ~8.11 

4. E 区浅間 C 軽石層直下畑 日 9.30~10.6

5. E 区FA層直下畑、大溝 目 5.4~5.26 巳l 9.7~10.4 

6. F 区奈良•平安時代住居 |]叫翡言謁薗言l 3. 4 ~6.23 日 3.3~3.19

7. F 区FA層直下畑、大溝 l 亘言亘言亘亘言言冒言昌言昌言昌言［言［［］］］］］：：：：：言：［言, 3 .4-7 .22 |巴- 3 19~5 .23 

8. F 区浅間 C 軽石屑直下畑

9. F 区弥生・古墳時代住居

10. G 区浅間 B 軽石層直下畑

11. G 区浅間 C 軽石層直下畑

12. G 区奈良•平安時代・中世造構

13. G 区FA層直下畑

14. G 区弥生・古墳前期住居

日 5.23~6.2

二9.28~1 1. 24

□ 6.12~7.16 

I 9. 2 ~9.4 

□ 8.20~9.4 

二5. JO~7. 18 

ロロコ 7.7-10.14 

10.29~12. 19ニ

15. H 区浅間 B 軽石層直下畑 6.2~7.6口に二］ 7.27~10. l m 10.26~10.31 

16. H 区FA府直下畑

17. H 区有馬火山灰浅間 C 軽石層直下畑

18. H 区弥生・古墳時代住居

19. 南区域外トレンチ調査

に10.5~12.15

日 3.11~3.30

11. 16-11.21 a 日 12.19~12. 27 

1. 7~1.31ロ

1. 10~ 1. 31 ロ
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(2) 調査日誌 平安時代住居、 FA層直下大溝、 F

昭和57年 A層直下畑の調査続行。

1. 25 資材搬入、諸準備。発掘調査開始。 6. 2~7. 6 H 区ボックス部浅間B軽石層直下水

1. 30~2. 19 試掘トレンチ調査の実施。 田の調査。

2. 13 群馬大学新井房雄教授土層観察指導 6.12~7.16 G 区浅間 B軽石層直下畑の調査。

のため来訪。 6.23~7. 22 F 区北部 FA層直下畑の調査。

2.17 F 区～H区、東側道、ボックスカル 7. 27~10. 1 H 区北ボックス部FA層直下畑の調

バート部（以下ボックス部とする） 査。

の試掘に着手。 8. 4 宮崎大学藤原宏志氏プラントオパー

2. 27 F 区東側道、ボックス部遺構確認作 ル採取。 NHK宮崎支局が取材。

業着手。 8. 9~8.11 E 区東側道部浅間B軽石層直下畑の

3. 4~6. 23 F 区東側道、ボックス部南部、奈良・ 調査。

平安時代住居 FA層直下畑、大溝の 8. 20~9. 4 G 区 FA層直下畑の調査。

確認、調査。 8. 24~9. 27 E 区 FA層直下畑の調査。

4. 22 F 区側道、ボックス部南部、奈良・ 9. 2~9. 4 G 区東側道部浅間C軽石層直下畑の

2 
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調査。 住居群の調査本格化する。

9.18~9.30 E 区 FA層直下畑の調査。 5. 23~6. 2 F 区本道部浅間C軽石層直下畑の調

9. 28~11. 24 F 区弥生、古墳前期住居の調査。 査。

9. 30~10. 6 E 区浅間 C軽石層直下畑の調査。 6. 9~ F 区本道部第IV層の遺構確認調査。

10. 5~12.1s H区北ボックス部弥生、古墳前期住 弥生時代以前の遺構は希薄である。

居の調査。 7. 7~10.14 G 区本道部北部 FA層直下畑の調

10. 28 墓主体部覆土の水洗いによる玉類検 査。

出作業着手。 7. 29 F 区本道部埋め戻し。

11. 1 大久保B遺跡の調査開始。調査担当 8. 6 G 区浅間 C軽石層直下遺構確認。畑

者、作業員の一部を分遣する。 を小部分で確認。

11. 3 現地説明会を実施する。 9. 7~10. 4 E 区町道部の調査。

11.20 リモコン飛行機による航空写真撮 9. 26 G 区本道部南部弥生時代遺構の確認

旦hゾ'o 作業。

11. 24 花粉分析、資料採取。 10.12 G 区本道部南部弥生時代遺構の調

11. 1 新井房雄群馬大学教授土層観察指 査。本格着手。

導。 10, 14 G 区本道部北部弥生時代遺構確認着

12, 2 有馬調査班の主力を大久保B遺跡に 手。

移す。 10. 26~10. 31 H区浅間 B軽石層直下水田の調査。

12. 6 渋川市教育委員会による礫床墓、土 10, 29~12. 19 G 区本道部北部弥生、古墳前期住居

層の移築保存作業実施。 の調査。

12.18~19 ステレオ写真実測の実施。 17号、 18 11.16~11. 21 H区本道部 FA層直下畑の調査。

号、 19号、 20号、 22号墓 11. 28~2. 23 電動フルイにより墓主体部覆土中の

昭和58年 玉類など洗い出し作業。

2.26 大久保B遺跡の調査終了に伴い調査 11. 30 H 区本道部有馬火山灰層下の遺構確

班を有馬遺跡に戻す。本格調査再開。 認作業。

F 区本道部の表土掘削着手。浅間B 12.17 礫床墓のステレオ写真実測着手。

軽石層直下～第III層上面の遺構確 12, 19~12. 27 H区北部FA層直下畑の調査。 G 区

芸印刃心o 埋め戻し。

3. 3~3. 19 F 区本道部奈良•平安時代住居、浅 昭和59年

間 B軽石層直下畑の調査。 1. 7~1.13 H 区北部浅間 C 軽石層直下畑の調

3.19~5. 23 F 区本道部 FA層直下畑の調査。 査。

3.11~3. 30 南区域外トレンチ調査。 1.10~2. 2 H区北部遺構確認作業。有馬火山灰

3.15 南区域外トレンチ浅間B軽石層直下 層直下より畑検出する。浅間C軽石

畑、 FA層直下畑を検出。 層直下畑の調査。弥生、古墳時代住

5. 4~5.26 E 区本道部FA層直下畑、大溝の調 居の調査。

査。 1. 23 遺構が調査区域外へ延びているた

5.10~7.18 G 区本道部南部奈良•平安時代、中 め、 H 区の調査区を北へ 7m拡張す

世遺構の調査。 る。

5.16 セスナ機による FA層直下畑の航空 1. 27 新井房雄教授来跡。土層観察指導。

写真撮影。 2. 2 発掘調査終了。土器洗い、図面整理。

5. 19 F 区本道部FA層直下畑の掘り方調 3. 26 現場撤収。

査。 G 区本道部北部奈良•平安時代

3 
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2 有馬遺跡の地理、歴史的環境

有馬遺跡は渋川市有馬字前原・同八木原字川原皆戸に所在する。遺跡の位置はJ R上越線八木原駅の西方

へおよそ700m、県道八木原停車場線と午王川の間に挟まれた、南北500mの区域である。現況は一帯に桑、野

菜を主とする畑地帯で、北部の低湿な地帯では午王川沿いに水田が東西方向に延びている。調査が実施され

た区域には、現在関越自動車道が完成し、頭上を上り線、下り線の車両が頻繁に往来している。

遺跡は榛名山の東山麓部最下段の緩傾斜地の中位に位置する。榛名山東山麓は山体部と山麓山地部、最下

段の利根川に接する平坦な緩傾斜地にはっきり別れる。山体部は標高 1,448mを最高峰とする山頂カルデラ

を形成し、その東側には新規に噴出した寄生火山、ニツ岳、水沢山が取り付いている。東部山麓山地は水沢

山の裾部、標高600mの水沢観音付近から東へ下り、五輪平を経て標高290mの若伊香保神社裏手の台地上まで

のおよそ4.2kmに及ぶ地帯である。最下段の緩傾斜地はこの台地下の標高220mからおよそ 3 km下り、標高150

mで利根川に接するまでの地帯である。遺跡の占地する緩傾斜地の勾配は 1,000分の23である。

遺跡周辺の地形は 6 世紀初頭から中頃にかけての、榛名山ニツ岳の 2 回の噴火を契機に大きく変容する。

この一連の噴火に伴う火砕流の堆積の後、これに誘発された河川氾濫、河川侵食、河道の変遷などが頻発し、

周辺環境は不安定な状態が長く続く。有馬遺跡の周囲においては火砕流（軽石流）と以後の氾濫堆積物の厚

さは深いところで 4~6mに達している。

有馬遺跡は山麓山地を深く谷を作って流下する 2 条の小河川、滝沢川と午王川に挟まれた台地状の高燥地

から北方に低い緩傾斜地にかけて立地する。この付近を境に以北と以南の地域では地形、地質上の差違は大

きい。有馬遺跡の北部 (G 、 H地区）から午王川付近にかけては急勾配で北方向に傾斜し、以北には有馬田

圃と呼称する広域な水田が広がっている。台地部と水田面との比高はおよそ10mを前後する。一方、台地部は、

吉岡村、群馬町方面の火山扇状地へと続く、一帯に高燥な畑作地帯である。

渋川市街地付近の更新世における地形生成については「ボーリング資料等によると下部から必ず円礫を多

く含む砂層が出でくることから吾妻川が悠々と流れていた川原であったことがわかる。この川原には吾妻川

が運んできた土砂が堆積するとともに山麓部をけずりこんだ小河川から、山麓部堆積物が運ばれた小さな扇
(1) 

状地をつくりながら、吾妻川の流路を東へ押しやっていく傾向にあった。」と説明されている。

遺跡地内台地部の第v層（ローム層）は薄い砂礫層を介在させながら 2~3mの厚さの堆積をみるが、その

下層には拳～人頭大の円礫層となる。この状況から、北の低地部では大河川の作用が主に進行したのに対し

て、台地部では更新世後期には川原上に専ら、上記の扇状地堆積物と関東ローム層の堆積が進み台地化した

ものと理解されよう。

6 世紀のニツ岳噴火に伴う火砕流は午王川、吉岡川間の山麓山地の谷合を流下し、西南方向から遺跡地に

流入し、古墳時代の畑を埋め尽くしている。火砕流の堆積は山麓山地の端部では、午王川の谷の右岸壁は厚

さ 6m以上、滝沢川と関越自動車道が交わる辺りで 2m以上、有馬遺跡地内では最南部で厚さ 1.5m、最北部
(2) 

で30cmであり、南方向に厚く、北に薄い様子が顕著に認められる。なおニツ岳第 2 軽石流 (FPF-2) の
(3) 

堆積は本遺跡の調査区内ではほとんど認められないが、本遺跡の北に隣接する有馬条里遺跡では FPF-1

が1.2m前後、 FPF-2 は1.5mに達する堆積がみられるのでここでは別な流入経路を検討する必要があ
(4) 

る。ニツ岳の噴火以後、山麓山地における新たな侵食谷の生成に伴う土砂の流出と堆積、氾濫、河道移動な

どにより渋川市域一帯の変貌は大きく、旧地形は厚い土砂に深く覆われている。
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2 有馬遺跡の地理、歴史的礫境

1. 有馬逍跡 7. 鳥居貝戸逍跡 13. 長久保古墳群

2. 有馬条里遺跡 8. 坂之下遺跡 14. 東町古墳群

3. 中村逍跡 9. 中筋遺跡 15. 坂下町古墳群

4. 後田東遺跡 10. 平石遺跡群 16. 行幸田山古墳群

5. 有馬廃寺遺跡 11. 有馬堂山古墳群 17. 清里・庚申塚遺跡

6. 空沢逍跡 12. 南下古墳群

●弥生時代集落跡

■ 古墳時代逍跡

▲古墳

第 3 図 有馬遺跡と周辺逍跡
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2 有馬遺跡の地理、歴史的環境

周辺の遺跡について見ると、渋川市街地を中心に東麓一帯は上記のように厚く土砂に覆われており、現地

表からの把握は他地域に比べると進んでいない。しかし近年関越自動車道建設に代表されるような大規模な

開発事業に伴う遺跡の調査が続くなかで、弥生、古墳時代の事情も次第に明らかになりつつある。弥生時代

～古墳時代前期の遺跡を近隣に求めると、有馬遺跡の北に隣接し、関越自動車道建設に伴い調査された有馬
(5) 

条里遺跡、さらにその北に続き、同様な調査が行われた中村遺跡、北西方向400m、午王川の左岸の後田東遺
(6) 

跡などは有馬遺跡に直接関連をもつ集落遺跡である。有馬条里遺跡と中村遺跡の間には幅20m程の小河川茂

沢川を挟むが弥生集落は直接つながっている。両遺跡にまたがるこの弥生中期～古墳中期の集落はこの間連

綿と継続し、住居軒数は100軒近くに及んでいる。後田東遺跡では午王川左岸の微高地上に弥生時代住居 7 軒

を調査している。また本遺跡の西方450mでは有馬廃寺遺跡の一画で弥生後期前葉の住居 2 軒が調査されてい

る。有馬遺跡を中心とする1. 5km の範囲は本県でも例の少ない大規模継続型の集落群域であったといえよ
(8) (9) 

う。渋川市街周辺地域では、礫床墓や鉄剣が検出された空沢遺跡や、弥生住居が調査された鳥居貝戸遺跡な

ど、この時期の集落遺跡は、包蔵地が軽石流、砂礫層に厚く覆われた広域な低地地帯の縁辺部に比較的濃い

分布が認められる。

翻って遺跡の南方、現在一帯に畑地帯が広がる吉岡村、群馬町に続く台地部では弥生～古墳前期の分布は
(10) 

希薄である。弥生中期、竜見町式期の環濠集落、清里庚申塚遺跡の他は見るべき調査例はない。この相馬ケ

原火山扇状地を中心とする地帯は弥生時代にあっては高崎周辺地域の濃厚な集落遺跡分布域との間にあって

地域交流上の緩衝地帯であったともみなすことができる。

古墳時代後期の段階では、有馬遺跡の調査区域内は、一面に畑に転換するが、同様な状況が有馬条里遺跡

においても認められる。有馬条里遺跡ではニツ岳火山灰 (FA) 層下は畑、 FP ・ニツ岳火砕流 (FPF-2)

の直下は一面に小区画水田が検出されている。中村遺跡では FA 、 FP の直下は共に幅30m程の浅い谷地に小
(11) 

区画水田が調査されている。また本遺跡の北方 4 kmの吾妻川沿いに位置する坂之下遺跡の調査でも FA直下
(12) 

から小区画水田を検出している。中筋遺跡では FA直下から畑と水田が共に検出されている。総じて狭小な

水田可耕地の周囲に広域な畑地帯が展開するといった景観を示している。
(13) 

目を転じ遺跡の南方では FA直下畑が本遺跡の西南 3 kmに所在する吉岡村平石遺跡群で調査されており、

これが現在のところ東麓地域における FA直下から検出される畑の南限の例である。東南麓地域では群馬町
(14) 

国分寺中間遺跡の畑が北限であり、この間には畑はもとより、弥生後期以降 6 世紀前半期の遺跡は希薄であ

る。しかし 6 世紀後半以降はこの地域一帯に大規模な集落、古墳群が出現する。有馬堂山古墳群、南下古墳

群、長久保古墳群など火山泥流丘に寄生した横穴式古墳を主体に、その数は昭和10年編纂の上毛古墳総覧に

掲載されたもので688基を数える。一方渋川市域周辺では 4 世紀から 6 世紀にかかる古墳群は、昭和30~40年
(15) 

代に東町古墳群、坂下町古墳群、井野熊古墳、子持村有瀬古墳群など積石塚古墳が古くから知られ、近年で
(16) (17) 

は行幸田古墳群、空沢古墳群などこの時期の古墳の調査例は多くにのぼっている。その後は終末期まで、一

貫して前方後円墳や大型古墳は作られないという地域の特色を見せながら、戟石切組式の県指定虚空蔵塚古

墳や前庭、扉石を持つ金井古墳、有馬遺跡の西へ 2 km登った地点の軽石流上に造られた172基（古墳総覧掲載）

からなる堂山古墳群など、多くの後期、終末期古墳が造営されていく。

参考文献

(1) 久保誠「渋川誌史第 1 巻 自然編」 1987 渋川市誌編纂委員会

(2) 佐藤明人「有馬遺跡一有馬遺跡周辺の域性」『研究紀要 l 』 1984 群馬県埋蔵文化財調査事業団
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3 発掘調査の方法

(3) 新井房雄氏の現地調査の結果による。

(4) 「有馬条里遺跡」『年報 3 』 1984 帥群馬県埋蔵文化財調査事業団

(5) 「中村遺跡ー関越自動車道路（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書」 1986 渋川市教育委員会 群

馬県教育委員会

(6) 「後田東遺跡―市内遺跡 I ー渋川市発掘調査報告書第19集」 1988 渋川市教育委員会

(7) 「有馬廃寺遺跡一渋川市発掘調査報告書第16集」 1988 渋川市教育委員会

(8) 「空沢遺跡第 2 次・諏訪ノ木遺跡発掘調査概報」 1980 渋川市教育委員会

(9) 文献（6）に同じ

(10) 「清里・庚申塚遺跡」 1981 閲群馬県埋蔵文化財調査事業団
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(12) 「中筋遺跡第 2 次発掘調査概要報告書」 1988 渋川市教育委員会、水田の調査については大塚昌彦氏よ

り教示。

(13) 「平石遺跡群発掘調査報告書」 1988 群馬県北群馬郡吉岡村教育委員会

(l0 「国分寺中間地域遺跡」『年報 2 』 1983 群馬県埋蔵文化財調査事業団

(15) 尾崎喜左雄「古墳文化」『北群馬・渋川の歴史』 1971 北群馬・渋川の歴史編纂委員会

(16) 「行幸田山遺跡」 1978 渋川市教育委員会

(17) 「空沢遺跡一渋川市発掘調査報告書III 」 1978 群馬県渋川市教育委員会、「空沢遺跡（第 3 次）」 1982 群

馬県渋川市教育委員会

3 発掘調査の方法

グリッド設定法 関越調査道の建設予定区域は幅員約80mである。建設予定区域は有馬地区では遺跡地を

ほぼ南北方向に貫いている。グリッドの軸線方向、グリッドポイントは国家座標に沿って設定した。すなわ

ち国家座標のY軸方向（南北方向）に一致させて、グリッドのy軸を設定し、この直交方向を X 軸とする。

グリッドの最小単位は 2m方眼である。

グリッド呼称法は、y軸については中軸線を50 とし、東から西に 2mごとに数値は増していく。 X軸方向は

100m ごとに南から E地区～H地区を設定し、各区間に設定された50グリッドはそれぞれ頭に E~H のアル

ファベットを付して南から00~49の数値をもって呼ぶこととした。たとえばE 区のあるグリッドを呼ぶには

50-E29、 G 区では 60-G07 となる。

国家座標とグリッドの対応関係は、グリッドのyの数値20 は、国家座標第IX 系のY の数値ー73.290に一致

する。同様に (Y) 30 は (Y)-73.310、 (Y) 40 は (Y)-73.330、 (X) EOO は (X) +51. 500 、 (X) GOO は

(X) + 51. 700 にそれぞれ一致する。

遺構の検出方法弥生後期、古墳前期の住居の確認、検出は第IVb 層の面でできるよう努めたが多くの場

合第IVb ～第V層の漸移層で確認、検出を行っている。検出作業の最終段階では柱穴など、住居内外を第v

層（ローム質土層）まで下げて精査した。

墓については周溝や主体部の土壊を第IVb 層段階では正確に確認検出できなかった。調査段階で検出した

周溝、土壊についても正確さを欠いたと判断されるものは本書では削除している。総じて周溝は第V層以下

に深く達していないものも多いので本来周溝が存在していたにもかかわらず、検出されていない場合も少な



4 標準層序

くないと思われる。主体部については、礫床や礫集積は土塙を伴っていたと思われるが、多くの場合検出で

きなかったため検出状態は礫床、礫集積が周囲から浮き上がった状態になり、実測図もこの状態のままを表

現している。

主体部内の遺物についてはガラス小玉など細かな物でも出土位置を記録することに努めた。検出段階で確

認できなかった物でも、主体部の土は、総てふるいにかけながら水洗いしているので漏らさずに取り上げら

れたとみて良いだろう。

4 標準層序

本遺跡の自然堆積層の状況は南部の高燥地区 (E~G 区）と H区では若干様相を異にする。遺跡の周辺の

地形についてみると、 G 区の傾斜部を境界にして以北のH区と以南の E 、 F 区では地形、地質条件の差が大

きい。それは対称的な土地利用現況、大きな標高差、湧水位の違い、浅間 C軽石を始めとする軽石の堆積状

況の違いなど全般にわたって認められる。

第 I 層 現耕作土である。 E~G 区は畑、 H 区では水田である。 E 、 H両区の地表面における比高は 7~8

mである。畑耕土は厚さ 30~50cm灰褐色で砂質である。水田耕土は暗灰褐色でやや粘質である。浅間A軽石層

の堆積は明瞭ではない。

第 II層 E~H区全域にわたって 1~1.5mの厚さで、灰褐色の砂礫層が堆積する。数層の砂礫層からなり、

砂礫の大きさや層の厚さは各区で多様である。特に E 区では河道の跡が見られ厚さ 20cm~lmの礫層が見ら

れる。 F~G区では厚さ lm前後で薄い褐色細砂層を介在させながら砂層中に 1~3 cmの軽石を多量に含む。

最下層には浅間 B軽石層の純層が堆積する。 E~G区では B軽石層は厚さ 2~3 cmで 4~5 か所で、砂層や

浅間 B軽石層に覆われた大小の畑の広がりを検出している。 H区では暗灰色の浅間B軽石純層が 5 cm前後安

定的に堆積している。浅間 B軽石層を挟んで上下に、厚さ 3 cm前後の黒色粘質土の縞状堆積が認められる。

縞状堆積には、緩い水流による波状の乱れが認められる。この黒色土中にはヨシ類の葉が珪酸体の状態で多

量に含まれている。この直下層は奈良•平安時代の水田耕土であるが、耕土面と浅間 B軽石層の間にはこの

黒色土層が介在する。

第 III層 榛名山ニツ岳火山噴出物を主成分とする。 E~G 区では最上層は黒褐色で土壌化した火砕流 (F

PF-1) で、奈良•平安時代の遺物包含層、最下で遺構を確認している。浅間B軽石層直下の畑の耕土で

もある。以下は FPF-1 層、 FA層との間層は無く、下位層へ続く。ニツ岳火山第二軽石流 (F PF-2) 、

およびFP は調査区域内には認められない。調査区内の一部でFPF-1 層直上に 2~3 mmの黄褐色の軽石

粒の薄いブロックが確認される。これは調査区の隣接地域に FPF-2 が流下した際巻き上がった灰塵の堆

積と想定される。 FPF-1 層は黄褐色で厚さ30cm~1.5mで南に厚く北に薄い。 FA層は厚さ 5~7 cmであ

り、上下 2 層に分離できる。上層は指頭大の黒灰色の岩片を多量に含み、下層にはこれが見られない。 H 区

ではFPF-1 層の上部 7~10cmは淡褐色に土壌化した奈良•平安時代の水田耕土である。

第N層 最上部は畑の耕土である。厚さは10~15cm。 E~F 区では暗褐色で比較的柔らかくやや粘質であ

る。 G 区では畑の耕土は黒味が強く礫の混在が目立つ。中位部は浅間 C軽石混土層（第IV a 層）で、厚さ 5~

10cm。軽石層下に畑が検出される。 E~G 区では黒褐色の軽石混土層である。 H区では厚さ 5~7 cm、灰黒

色で純層に近い。 E~G区でも畑や周溝墓の溝内には C軽石はほぽ純層の状態で認められる。 H区では FA

層と浅間 C軽石層の中間に有馬火山灰層が堆積する。 H区は調査区内の北部の低い部分であり、有馬火山灰
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第 4 図 遺跡全体図（弥生後期・古墳前期）





5 調査した遺構の概要 6 検出した遺構・遺物

はこの標高の低い区域に水成堆積している。北に地形が下がるに従って厚さを増し、調査区の北端部では厚

さ 1.5m前後を測る。堆積状態は、一部風成堆積部分では厚さ 10cm、灰白色の微細な火山灰層である。水成堆

積の状態は、軽石の細粒を含む灰白色の砂質土層と淡褐色の粘質な火山灰層が縞状に数層に重なった状態で

堆積する。水成有馬火山灰の直下から畑が検出されている。浅間C軽石混土層の下層は黒褐色の硬い粘質土

（第IVb 層）であり、厚さ 15cm前後で漸次褐色ローム質土に移行する。この黒褐色土層の上部は弥生、古墳

時代初頭の遺物包含層で、下部が遺構確認面になる。

第 v層 関東ロームの堆積と榛名山麓の扇状地堆積が複合し、生成した土層である。ローム質土でE~G

区は褐色で堅い粘質土。 H区は灰白色で細砂を含む粘質土あるいはシルト質である。 G区では礫層が介在す

る場所が多い。特に斜面部分には拳～人頭大の礫を主体とする礫層帯が広がっている。

5 調査した遺構の概要

本遺跡の調査により弥生時代から中・近世にかかる多数の遺構が検出された。縄文時代では、前期、中

期、後期に属する土器破片がそれぞれで 1~3 片出土するのみで、縄文時代と確認できる遺構はない。 G地

区で峡状耳飾りの半欠品を伴う石囲遺構 1 基をみるが、時期は明確ではない。

二ツ岳火山灰 (FA) 層下に検出される遺構については、住居は弥生時代後期から、古墳時代前期のもの

までが検出され、墓は弥生後期に限られ、畑は古墳初頭（浅間C軽石層直下）、中期（有馬火山灰層直下）、

後期 (FA層直下）のものが 3 面検出される。

各時期の遺構数は、住居総数83軒。このうち弥生後期が59軒、弥生後期終末から古墳初頭にかかるもの、

または弥生後期か古墳前期かどちらかに属するものが12軒、古墳前期が12軒である。墓は弥生後期の単位墓

群、周溝墓（主体部群の最小単位で、周囲に周溝が確認されたものは周溝墓と呼ぶ。）は27基。単位墓群、周

溝墓は礫床、礫集積により特徴づけられる礫床墓と称する主体部 1~10某より構成され、また一部では土器

棺も含む。礫床墓は総数87基。土器棺の一部は単位墓群、周溝墓に含まれるが、多くは土器棺のみで群域を

構成している。土器棺と認定できたものは総数46基。土壊墓は 2 韮。この他、弥生後期～古墳前期の土墳は

7 基、溝は 7 条を検出している。

6 検出した遺構・遺物

(1) 住居観察表
(PL.は写真図版編）

番号 位 置 平面形 規模 (m) 面積 比率 主軸方向 主柱穴 炉跡の位置 時 期 掲 載 頁

72号 32-F33 隅丸長方形 辺 8.9X6.5 57.8 1. 4 N-12ー -W 6 本構造 奥 2 主柱の外側 弥生後 1 期 11頁 PL. 8 

73号 39-F38 隅丸長方形 辺 5.4X3.9 21.1 1. 4 N-05ー -W 4 本構造 側部主柱間 弥生後 2 期 15頁 PL. 9 

74号 46-F33 長方形 辺 5.0X2.7 13.5 1. 9 N-56"-W 不明確 不明確 弥生後期 17頁 PL. 9 

75号 56-G49 長方形 辺ーX6.3 N-00ー  4 本構造 不明 弥生後 3 期 18頁 PL. 10 

76号 53-G49 長方形 辺 7.9X6.4 50.6 1.2 N-ooｷ 4 本構造 奥主柱間 弥生後 3 期 21頁 PL. 10

77号 55-H4 隅丸長方形 辺 3.0X2.3 6 9 1.3 N-76"-W 不明確 不明 弥生後 3 期 23頁 PL. 10

78号 57-H4 隅丸長方形 辺 3.1X2.4 7 4 1.3 N-78ー -W 不明確 不明確 弥生後 3 期 24頁 PL. 10 • 11 

82号 44-H3 隅丸方形 辺 9.5X8.8 83.6 1.1 N-56ー -E 4 本構造 主柱の傍ら内側 古墳前期 162頁 PL. 40 

83号 57-H6 長方形 辺 4.8X45 21 6 1.1 N-12° —E 4 本構造 不明 弥生後 3 期 27頁 PL. 11

, 



6 検出した遺構・遺物

番号 位 置 平面形 規模(m) 面積 比率 主軸方向 主柱穴 炉跡の位置 時 期 掲 載 頁

84号 57-H5 不明 不明確 不明 弥生後期 30頁 PL. 11 

85号 34-H3 不明 不明 中央部 古墳前期 167頁 PL. 41 

86号 36-H7 隅丸方形 辺 8.7X7.8 67.9 1.1 N-73° —E 4 本構造 不明 弥生末～古墳初 142頁 PL. 34 

87号 27-H8 長方形 辺 8.5X7.5 63. 7 1.1 N-20ー -W 4 本構造 不明確 弥生末～古墳初 144頁 PL. 35 

88号 48-G48 長方形 辺 6.5X5.5 35.8 1. 2 N-30ー -E 不明確 不明 弥生後 3 期 30頁 PL. 11 • 12 

89号 28-Hl3 隅丸長方形 辺 5.7X4.7 26.8 1. 2 N-72· —E 4 本構造 不明 弥生末～古墳初 146頁 PL89 

90号 29-Hl8 隅丸長方形 辺 6.8X4.8 32.6 1. 4 N-13"-W 不明 不明 弥生末～古墳初 149頁

91号 53-H6 隅丸長方形 辺 5.6X4.0 22.4 1. 4 N-90' 不明確 不明確 弥生後期 33頁 PL 12 

195号 50-G21 隅丸長方形 辺 5.4X3.3 17.8 1.6 N-31ー -W 不明確 不明 弥生後～古墳前 150頁 PL36 

196号 60-G25 隅丸長方形 辺 3.5X2.7 9.5 1.3 N-28ー -W 不明確 中央部に 2 か所 弥生後 3 期 36頁 PL 12 

197号 58-G27 長方形 辺 4.8X2.9 13.9 1.6 N-27"-W  2 本構造 不明確 弥生後 3 期 38頁 PL 12 

198号 65-G33 隅丸長方形 辺 4.2X2.8 11.8 1.5 N-43ー -W 2 本構造か 中央部等 4 か所 弥生後期 39頁 PL 13 

199号 65-G37 隅丸長方形 辺ーxz.7 N-82'-W 不明確 中軸線上東壁寄り 弥生後 3 期 41頁 PL. 13

200号 56-G35 隅丸長方形 辺 4.6X3.8 17.5 1. 2 N-10"-W 不明確 中央部等 2 か所 古墳前期 169頁 PL 41 

201号 51-G31 方形 辺 5. Q X4.7 23.5 1.1 N-29ー -E 不明 不明 古墳前期 171頁 PL 42 

202号 49-G36 隅丸長方形 辺 6.3X4.5 28.4 1. 4 N-22° —E 不明確 中央部に 2 か所 弥生後 3 期 42頁 PL 14 

203号 46-G36 隅丸長方形 辺 4.9X3.7 18.1 1.3 N-30ー -W 不明確 中央部 古墳前期 172頁 PL 42 

204号 42-G34 隅丸方形 辺 5.0X4.8 24.0 1 0 N-18ー -W 4 本構造 不明確 古墳前期 174頁 PL 43 

205号 52-G37 長方形 辺 4.8X3.8 18.2 1 3 N-15'-E 不明確 中央部 弥生末～古墳初 151頁 PL 36 

206号 50-G38 隅丸方形 辺 4.3X4.l 17.6 1.1 N-52ー -W 不明確 中軸線上北西寄り 弥生後 3 期 44頁 PL. 14 • 15 

207号 56-G38 長方形 辺 3.6X3.l 11.2 1.2 N-5r-W 不明確 中央部等 3 か所 弥生後 3 期 46頁 PL. 15

208号 57-G41 隅丸長方形 辺 4.3X2.4 10.3 1.8 N-03ー -E 2 本構造か 北壁寄り 弥生後 3 期 47頁 PL. 16

209号 55-G42 隅丸長方形 辺 4.9X4.7 23.0 1.0 N-32"-W 不明 中央部 古墳前期 176頁 PL. 43 

210号 54-G43 長方形 辺 6.3X54 34 0 1.2 N-32ー -E 4 本構造 主柱の外に 3 か所 弥生後 3 期 48頁 PL. 16

211号 52-G42 長方形 辺 53X4 2 22 3 1.3 N-04° —E 2 本構造か 北壁寄り 弥生後 3 期 53頁 PL 17 

212号 52-G44 隅丸方形 辺 63X6 3 39.7 1.0 N-31ー -W 4 本構造 中央部 古墳前期 178頁 PL 44 

213 • 54-G47 隅丸長方形か 辺 8 5x - N-04"-W 不明確 不明確 弥生後 3 期 56頁 PL 18 
228 • 
229号

214号 48-G45 隅丸長方形 辺 6.5X5.7 37.1 1.1 N-24"-W 4 本構造 中央部 古墳前期 182頁 PL. 45 

215号 45-G46 隅丸長方形 辺―X3.9 N-09° —E 不明確 中央部 弥生後 3 期 60頁 PL. 18 • 19 

216号 43~G43 方形 辺 47X4 5 21.2 1.8 N-31° —E 4 本構造 不明 古墳前期 184頁 PL 45 • 46 

217号 47-G39 隅丸長方形 辺 3.5X2.4 8.4 1.5 N-72"-W 不明 中央部 弥生後 3 期 63頁 PL 19 

219号 42-G37 隅丸長方形 辺 6.5X5.8 37.7 1.1 N-80"-W 4 本構造 不明確 弥生末～古墳初 152頁 PL 37 

220号 35-G30 隅丸長方形 辺 5.2X4.7 24.4 1.1 N-72ー -E 不明確 不明 弥生後～古墳前 154頁 PL. 38 

221号 67-F48 長方形 辺 7.4X5.4 40.0 1.4 N-08"-E 4 本構造 主柱外側等 2 か所 弥生後 3 期 64頁 PL. 20 

223号 46-G43 胴張り方形 辺 3.6X3.6 13 0 1 0 N-19ー -E 不明確 中央部に 2 か所 弥生後 3 期 67頁 PL. 20 

224号 45-G43 不明 南北軸3.2 N-19° —E 不明 不明 弥生後 3 期 69頁 PL20 

225号 47-G42 長方形 東西軸4.6 N-24ー -E 4 本構造 不明 弥生後 3 期 70頁 PL. 20 

227号 67-G4 長方形 辺 4.3X27 11 6 1 6 N-53"-W 不明確 中軸線上西壁寄り 弥生後 3 期 71頁 PL 21 

230号 49-G44 長方形 辺ーX5 5 N-15ー -E 4 本構造 不明 弥生後～古墳前 155頁 PL 38 

231号 34-Hl2 隅丸方形 辺 5.9X - N-10'-W 4 本構造 西主柱間 弥生後～古墳前 157頁 PL. 39 

232号 40-H12 長方形 辺 62X4 6 28.5 1. 4 N-36ー -E 4 本構造 不明 弥生後 3 期 73頁 PL. 21 • 22 

233号 39-Hl4 長方形 辺 5.5X42 23.1 1.3 N-60" —E 4 本構造 不明 古墳前期 187頁 PL. 46 

234号 40-Hl8 長方形 辺 5.1X3.2 16.3 1.6 N-25"-W 不明確 中央部 古墳前期 190頁 PL. 46 

235号 42-Hl7 長方形 辺 72X5.4 38.9 1.3 N-13ー -W 不明確 壁寄りに 2 か所 弥生後 3 期 75頁 PL. 22 

236号 46-Hl7 長方形 辺 4 5X3.7 16.7 1.2 N-25ー -W 不明確 西壁際 弥生後 3 期 79頁 PL 23 

237号 44~Hll 不明 N-32ー -W 不明 不明 弥生後～古墳前 158頁 PL 39 

10 



(1) 住居観察表 (2) 弥生時代後期の住居跡

番号 位 置 平面形 規模 (m) 面積 比率

239号 42-H20 不明

240号 38~H20 長方形 辺 5.8X47 27 3 1.2 

241号 34-H21 長方形 辺 4.7X28 13.2 1. 7 

242号 41-H17 長方形 辺 5.8X42 24 4 1.4 

243号 39-Gl2 長方形 辺 72X5.6 40.3 1.2 

244号 53-H33 不明 南北軸5.0

245号 52-H35 長方形 辺ーX4.7 

248号 52-H37 不明

246号 51-H34 長方形 辺 4.7X - 14.6 1.5 

249号 48~H39 長方形 辺 9.2X6.1 56.1 1 5 

250号 45-H33 隅丸長方形 辺 5.5X4.2 23 1 1.3 

251号 44-H35 長方形 辺 4.8X39 18 7 1.2 

252号 45-H22 長方形 辺 6.9X46 31. 7 1.5 

253号 40-H24 長方形 辺 8.4X5.6 47.0 1.5 

254号 40~H30 長方形 辺 7.5X5.7 42.7 1.3 

255号 35-H30 長方形 辺 82X6.0 49.2 1 4 

256号 37-H29 不明 辺 6.lX -

257号 41-H38 長方形 辺 8.0X6.5 52.0 1.2 

258号 50-H25 長方形 辺 4.0X2.8 11. 2 1 4 

259号 31-H38 長方形 辺ll.2X6.4 71. 7 1 8 

260号 30-H24 長方形 辺 8.5X7.2 61.2 1.2 

261号 53~H23 隅丸長方形 辺 4.6X2.7 12.4 1. 7 

262号 44~H39 隅丸長方形 辺ー X4 1 

263号 31-H38 隅丸長方形 辺ll.8X70 82.6 1 7 

264号 40-H39 不整長方形 辺 5.1X4.0 20.4 1.3 

268号 34-H22 隅丸長方形 辺 78X5.3 41.3 1.5 

(2) 弥生時代後期の住居跡

72号住居（第 5 図、 PL. 8) 

位置 32-F33に位置する。

主軸方向 主柱穴 炉跡の位置 時 期

不明 不明 弥生後 3 期

N-70ー -E 不明確 中軸線状西壁寄り 弥生後 3 期

N-OT-E 2 本構造か 中央部 弥生後 3 期

N-13ー -W 不明確 北壁寄り 弥生後 3 期

N-21"-W  4 本構造 北奥 2 主柱穴間 弥生後 1 期

N-09ー -E 不明確 不明 弥生後 3 期

N-42"-W 4 本構造 側部主柱間 弥生後 3 期

不明 不明 弥生後 3 期

N-80ー -W 4 本構造か 中軸線上西壁寄り 弥生後 2 期

N-46ー -W 6 本構造 北西奥 2 主柱外側 弥生後 3 期

N-90" 4 本構造 西奥主柱内側 弥生後 1 期

N-23"-W 2 本構造か 中軸線上北壁際 弥生後 3 期

N-10ー -W 4 本構造 壁寄りに 2 か所 弥生後 3 期

N-62"-W 4 本構造 北西奥主柱の外側 弥生後 3 期

N-44"-W 4 本構造 主柱外側に 2 か所 弥生後 3 期

N-13ー -W 4 本構造 主柱外側に 2 か所 弥生後 3 期

N-00ー  不明 不明 弥生後 3 期

N-70"-E 4 本構造 主柱外側に 2 か所 弥生後 3 期

N-34ー -E 2 本構造か 中央部 弥生後 3 期

N-15ー -W 6 本構造 北奥主柱穴間 弥生後 3 期

N-30ー -W 不明確 側部主柱間 2 か所 弥生末～古墳初

N-90ー  2 本構造か 中央部北寄り 弥生後 3 期

N-28ー -W 不明 不明 弥生後 2 期

N-15'-W 6 本構造 奥壁際等 3 か所 弥生後 3 期

N-75ー -E 不明確 中軸線上東壁寄り 弥生後期

N-l7ー -W 4 本構造 主柱外側に 2 か所 弥生後 3 期

形状、規模、方位 隅丸長方形。規模は長軸8.9m、短軸6.5m。方位はN-12°-W。

掲 載 頁

81頁 PL. 22 

84頁 PL. 23 • 24 

86頁 PL. 24 

88頁 PL. 24 

90頁 PL. 25 

93頁 PL 25 

94頁 PL. 26 

98頁 PL. 26 

98頁 PL 26 • 27 

100頁 PL 27 

103頁 PL. 28 

106頁 PL. 28 

109頁 PL. 29 

111頁 PL 29 • 30 

113頁 PL 30 

117頁 PL 31 

122頁 PL. 31 

123頁 PL. 32 

128頁 PL. 32 

129頁 PL. 32 • 33 

159頁 PL. 39 • 40 

132頁 PL. 33 

127頁 PL. 32 

133頁 PL. 33 

137頁 PL. 32 

139頁 PL 34 

周壁、壁溝 周壁の遺存状態は良好、黄褐色土（ローム質、第v層）、上部はローム漸移層。

床面 黄褐色土（第V層）で堅い。基盤層には拳大から頭大の河原石が多量に混在している。

柱穴 6 本構造。柱穴覆土中にも河原石の混在が目立つ。南側出入部に 1 対のピットがある。主柱穴の壁は

拳大の円礫層である。

炉跡炉跡は北、奥側の 2 主柱穴間と周壁寄りの 2 か所に認められる。

覆土 厚さ 10cm前後の浅間C軽石混土層が床面上30~40cmにほぽ水平に堆積する。床面及び覆土下部に拳大

の河原石が多量に混在する。

遺物出土状態 南側と東側周壁際に土器破片が集中して出土している。壁際の埋没が進んだ段階で投棄され

たものである。南周壁と東南主柱穴の間、床面直上より石製の勾玉未製品が検出された。

時期弥生後期第 1 期

他の遺構との関係 南辺部で本住居の覆土上に 4A号墓の北側周溝が造られている。

11 



6 検出した遺構・遺物 |
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A·C セクション 11 暗褐色 大型の円礫を多量に含む。焼土粒、ローム粒子を少

1 暗褐色 粘質、 FA下畑跡の耕土。 量含む。

2 暗褐色 浅間 C軽石を多量に含む。 IVa 層。 12 暗黄褐色 粘質、やや小振りの円礫、ロームブロックを多量に

3 暗褐色 浅間 C軽石細粒、ローム粒、砂礫を多董に含む。微 含む。

量の炭化物も認められる。 13 暗褐色 やや明るい。円礫、ローム粒子を少量含む。

4 暗褐色 粘質、ローム粒、細砂を含む、ロームプロックが点 14 暗褐色 やや暗い。円礫を多量に含む。

在。 15 暗褐色 粘質、微量の焼土粒子を含む。

5 暗褐色 少輩のローム粒子、砂礫を含む。 16 暗褐色 微量の砂礫を含む。

6 暗褐色 粘質、少量の円礫、ローム粒子を含む。 17 暗黄褐色 粘質、微量のローム粒子を含む。

7 暗褐色 ローム粒を多量に含む。 18 暗黄褐色 大型の円礫を多氣に含む。

8 暗褐色 ロームブロック粒子を主体とし、砂礫を含む。 19 暗褐色 大型の円礫を多量に含む。

9 暗黄褐色 大型のロームプロックを多量に含む。 20 暗褐色 ローム粒子が多量に混入する。

10 暗黄褐色 粘質、大型のロームプロック、少量の円礫を含む。 21 暗褐色 黒褐色土とロームの混土層。

第 5 図 72号住居
12 



(2) 弥生時代後期の住居跡
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第 6 図 72号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構・遺物
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第 7 図 72号住居出土遺物 (2)

72号住居出土土器観察表 PL. 95 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 互·— 口 20.0 口縁は僅かに内湾 外 口縁部はヘラミガキ、ハケメ、頸部は等間隔止め 粗砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 35.1 する。胴最大径の 簾状文 3 段、胴部はヘラミガキ。 堅緻、黄橙色

位置は低い。 内 口縁部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。

2 罪一 口 13.6 内面、指オサエ痕 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ、ヘラナデ。 粗砂粒を含む。 ほぼ完形

嗣 16.1 めぐる。 内ハケメ。 堅緻、橙色

高 19.9

3 g ＝七 口 8.0 口縁端部に相対し 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 8 5 て 1 対の小孔を穿 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色 頸～底部％周

高 10.4 つ。 内外面円彩

4 =竺ゴ=· 胴 2 1. 0 外 頸部は櫛描直線2段に縦沈線、胴上部は波状文の下 細砂粒を含む。 頸～胴上部

にヘラ沈線鋸歯文に斜線充填。 やや堅緻、浅黄橙 一部遺存

内ヘラナデ。 色

5 甕 口 12.0 受け口状口縁。 外 口縁部は波状文、頸部は 2 連～ 3 連止め簾状文を 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 13.0 2 段、胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色

内 口縁部ヨコナデ、以下ヘラミガキ。

6 甕 底 6.4 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴下部½周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍黄橙色

7 台付甕 □ 13 4 受け口状口縁 外 口縁部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文、胴部は 細砂粒を含む。 口縁部½周

胴 139 ハケメ後ヘラミガキ。 やや堅緻、暗赤褐 頸～胴部全周

内 口縁～胴部はヘラミガキ。 色

8 台付甕 脚 3.7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、明黄褐色, 高 坪 脚 8.7 外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部½周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、黄橙色

10 ミニチュア 口 7.6 器壁は厚い。 内外面とも指オサエ痕が巡る。 細砂粒を含む。 完形

高 2.7 手づくね 堅緻、赤褐色 底部に黒斑

72号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

11 互ギ 口 18 受け口状口縁 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 灰白色 16% 

12 竺一 口 20 外口縁部は波状文、付文。内丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 淡赤橙色 7% 

13 甕 口 12 受け口状口縁 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明灰褐色 34% 

14 甕 口 16 受け口状口縁 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 4% 

72号住居出土玉類観察表 PL. 95 

遺物番号 I 名 称 I 長さ I 厚さ 形状、成形、整形 色調 I 材質 備 考

15 I 勾玉未製品 I 3.s I 2.0 I 成形段階の未製品。孔は未貫通で、深さ 4 mm。器 1 明緑灰色 1 変質安山岩 I 完形
面は研磨面の稜線、粗い研磨痕が明瞭である。

14 



(2) 弥生時代後期の住居跡

72号住居出土石器観察表 PL. 95 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 X横 x 厘さ） I 石 質 I 重獄(g) 特 徴

16 I 刃 器 2.7X 7.6X 2.11 黒色安山岩 42.8 I 片面に自然面を残す横長の剥片。刃部は両面から剥離調整してい

る。厚手である。

73号住居（第 9 図、 PL. 9) 

位置 39-F38に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸5.4m、短軸3.9m。方位はN-5°-W。

周壁、壁溝 壁土は暗褐色土（第V層）で場所によっては礫を多量に含む。壁溝は検出できない。

床面床面は堅く平坦。

柱穴 主柱穴は 4 本構造。南周壁際に 1 対のピット有り。

炉跡 西側 2 主柱穴間に地床炉を設けている。

覆土 覆土中には拳大～頭大の円礫の混在が目立つ。

遺物出土状態 遺物の出土は少ない。時期の分かる資料は、東壁際の床面上より甕の大形破片出土。

時期弥生後期第 2 期。

乏

I—== _, ~ 

こ
0 1:2 5cm 

[ｷ-=--

V 文～
| 4 

口
0 1:3 10cm 

第 8 図 73号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物
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B•Dセクション

1 黒褐色 浅間 C軽石、礫、ローム粒を混入。

2 暗褐色礫、ローム粒を混入。

3 暗褐色 礫の混入が多い。ローム多量に混入。

4 黒褐色 ローム粒多く混入。

5 暗褐色 ローム粒を少量混入。小礫を含む。

6 暗褐色 ローム粒を微量に混入。

7 暗褐色 ローム粒を少量混入。

8 黒褐色 ローム粒、炭化物を混入。

9 褐色 浅間 C軽石を少量、ローム粒を多く混入。

10 黒褐色 ローム粒をプロック状に含む。

11 暗褐色 ローム粒、浅間C軽石を多量に混入。

12 暗褐色 ロームプロックを混入、浅間 C軽石を少量

混入。

13 黒褐色 ローム粒混入。

第 9 図 73号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

73号住居出土土器観察表 PL. 95 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 14.2 口縁部はやや受け 外 口縁部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文、胴上部 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 15.1 口状。 は波状文。 堅緻、黒褐色 胴部½周

高 19.9 内ヘラミガキ。

2 尚 坪底 6.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 脚部全周

内ナデ、ハケメ。 堅緻、赤褐色

73号住居出土石器観察表 PL. 95 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

3 刃 器 6.2X 4 6X 1.4 黒色頁岩 30.3 縦長の剥片、片面に剥離調整を施す。刃部は両側縁に見られる。

刃部の細かい剥離は使用痕とみられる。

4 砥 石 13.6Xl0.4(+) X 2 7 砂岩 326.4 裏表面とも砥面となっており、磨減って、とくに中央部が薄い。

両面に鋭い溝が 2 条できている。一端は欠損している。

74号住居（第10図、 PL. 9) 

位置 46-F33に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸5.0m、短軸2.7m。方位はN-56°-W。

周壁、壁溝 壁土は礫を混じる褐色土（第v層）、壁溝はなし。

.3 

\ 
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B
-

B' 
9 -

〇
攣

A' 

A•C セクション

1 暗褐色浅間C軽石、ローム粒を含む。

2 暗褐色浅間C軽石を多量に含む。

3 黒褐色 ローム粒を多量に含む。

4 黒褐色 ローム粒を混入する。礫を含む。
C' 

」
L=182.7m 

疇
A
 

A' 

B
 

B
 

゜ 1 : 60 2m 

第10図 74号住居

17 



6 検出した遺構・遺物

床面 検出面は凹凸が著しい。床面は検出できない。不整形

な土壊状の落ち込みが 2 か所見られる。

柱穴不明瞭。検出できない。

炉跡不明瞭。検出できない。

覆土 覆土上面に土器棺が埋置されている。

遺物出土状態 覆土中より土器破片が僅かに出土する。時期

の分かる土器は甕の口縁部小破片数片。

時期弥生後期。

他の遺構との関係 覆土上部に甕棺が 1 基埋置されている。本遺構は住居ではない可能性が高い。

汀
り

゜ 1 : 3 10cm 

第 11 図 74号住居出土遺物

74号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形

翌ロ 11
2 I 甕

文様・整形

外頸部は簾状文。内ヘラミガキ。

外胴上部は波状文。内ヘラミガキ。 ｀：こ I:；堅： 1 :：褐：I :: 

75号住居跡（第13図、 PL. 10) 

位置 56-G49に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。南部は調査区境界であり、 213号住居との重複もあって不明確。規模は

東西6.3m。方位はN- 0 ゜。

周壁、壁溝 壁土は礫を含まない黄褐色上（第V層）、壁溝は検出されない。

床面 黄褐色ローム質土を踏み固めている。
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第 12図 75号住居出土遺物（ 1)
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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C•Dセクション

1 黒褐色 浅間 C軽石、炭化物を多鼠に混入する。

2 黒褐色 炭化物、焼土を多旦に含む。

3 黒褐色 炭化物を多皇に含む。浅間C軽石を含む。

4 暗灰褐色 炭化物を多星に含む。ロームを少鼠含む。

5 褐色 炭化物を少最含む。

6 暗灰褐色 ローム粒を含む。

7 暗灰褐色 ロームとの混土層、粘質。

8 暗灰褐色 ローム粒を混入。

第13図 75号住居
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6 検出した遺構・遺物

柱穴 主柱は 4 本構造と推定される。北側に 2 対の主柱穴を検出するがこのうちの 1 対は建て替えに伴うも

のと思われる。

炉跡 炉跡は不明。東側 2 主柱間に炉跡に伴うと思われる長細い石が床面に密着して据えられている。この

位置に炉跡があった可能性もある。

覆土 覆土上面に灰、焼土帯が比較的広い範囲で認められた。

遺物出土状態 覆土中より土器破片が多数出土する。床面上の出土は少ない。

時期弥生後期第 3 期

他の遺構との関係 南部で213号住居と重複する。

, 
こ二三

゜ 1 : 3 10cm ゜ 1 : 2 5cm 

第14図 75号住居出土遺物 (2)

75号住居出土土器観察表 PL. 96 

遺物番号 器 種 法 籠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 胴 31. 4 外頸部は櫛描直線文、肩部は波状文。 細砂粒を含む。 頸～胴部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

2 台付甕 口 15.2 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 16.2 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

3 尚 坪 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪下部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

75号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法絨 1 器形・成形
4 壺 口 22 折り返し口縁

文様・整形

外口縁部はヘラ刻み。内ヘラミガキ。 砂：m：」こi口明赤褐色 5% 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

遺物番号 器種 法旦 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

5 盆士 口 30 折り返し口縁 外 2 段の刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 9% 

6 甕 口 18 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 15% 

7 甕 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 10% 

8 甕 外櫛描縦直線に横直線。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 14% , 台付甕 口 11 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 淡橙色 23% 

75号住居出土石器観察表 PL. 96 

遺物番号 名 称 計測値（縦 X横 x 厚さ） 石 質 重鼠(g) 特 徴

10 土掘り具 9.4X 4.9X 1.6 I 黒色頁岩 57.o I 横長剥片を素材とした、両面加工品、とくに両側縁、刃部は両面

から剥離調整している。

76号住居跡（第16図、 PL. 10) 

位置 53-G49に位置する。

形状、規模、方位 長方形。北半部と南半部では調査区が異なり時期を異にして調査される。規模は長軸7.

9m、短軸6.4m。方位はN-0 ゜。

10cm 

¥ 3 

ご
゜ ゜ 1 : 2 5cm 

第 15図 76号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

周壁、壁溝 周壁は黄褐色土（第V層）、良好に検出される。壁溝は見られない。
床面 床面は黄褐色土（第V層）を踏み固めている。西北コーナ一部は緩い壇上になり、炭化材が集中する。
南半部では床面上に焼土、炭火材が著しく検出される。火災に遭っている。
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B セクション

1 暗褐色 炭化物を少盤含む。茶色粒子を多量に含む。
2 黒褐色炭化物を含む。
3 暗褐色炭化物を多量に含む。
4 暗褐色炭火物を多量に含む。

第 16図 76号住居

Dセクション

1 暗褐色 炭化物を多量に含む。
2 淡灰褐色水成ロームを含む。
3 暗灰褐色 炭化物を多鼠に含む。
4 暗灰褐色 炭化物を多量に含む。
5 暗褐色 ローム粒を含む。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

主柱穴 主柱は 4 本構造と推定できる。北側 2 主柱穴を検出する。

炉跡 北、奥側 2 主柱穴間に炉跡の据え石と思われる長細い円礫が床面に密着して見られる。焼土帯は確認

できない。

遺物出土状態 床面上より、土器破片が数点出土している。

時期弥生後期第 3 期

76号住居出土土器観察表 PL. 96 

遺物番号 器 種 法 輩 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 ロ 9.4 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

高 13.4 内 ヘラミガキ、底部はヘラナデ。 堅緻、赤褐色 底部全周

2 台付甕 口 17.8 外 口辺～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 21. 4 内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色 頸～胴部½周

3 高 坪 大型で器壁は厚 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚上部全周

しと。 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、赤色 外面丹彩。

76号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4 甕 口 22 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 11% 

5 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 6% 

6 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍黄橙色 8% 

7 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

8 台付甕 口 12 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 暗赤褐色 8% , 鉢 口 16 折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 14% 

76号住居出土石器観察表 PL. 96 

遺物番号 I 名 称 I 計洞値（縦 x横 x 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

10 I 刃 器 7.8X 5.8X 1.3 I 黒色頁岩 72.8 I 片面に自然面を残す縦長剥片、両先端部に刃部を作り出している。

両側縁は鋭利ではあるが、二次調整や使用痕はない。

77号住居（第17図、 PL. 10) 

位置 55-H04に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形で小規模である。規模は長軸3.0m、短軸2.3m。方位N-76'-W

周壁、壁溝周壁は深さ 15cm前後、ほぽ全周検出する。壁溝は無し。

主柱穴 検出できない。浅いピットが 2 か所に検出される。このうち東壁沿いのピットは主軸線上に位置し

ており、主柱穴の可能性もある。

床面 床面上の数か所に焼土帯、炭化材が散在する。火災に遭った可能性がある。南縁辺部、床面直上に径

40cmの偏平な河原石が置かれている。
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6 検出した遺構・遺物

炉跡不明

遺物出土状態 出土遺物はほとんど

ない。覆土中より甕の破片が数片出

土する。

時期弥生後期第 3 期。

A
 

g
 

゜

\ 
-g 

ｮ A' , 
L=168.4m 

A m| ;と m|

• ゜ 1 : 60 2m 

A•Bセクション

1 暗褐色央雑物は少ない。

2 暗褐色炭化物を多量に含む。

3 赤褐色鉄分の凝集著しい。
゜ 1 : 3 10cm 

第 18図 77号住居出土遺物 第17図 77号住居

77号住居出土土器観察表（拓本）

遺物：号 1 器：種 1 百召 I ::::]と形 1 : ::;:  :様::.::：：整 形 三□： 1 ：三臼三 I::

78号住居跡（第19図、 PL. 10) 

位置 57-H04に位置する。

叶
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雪
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゜ 1 : 60 2m 

A·B セクション

1 黒褐色浅間C軽石小粒を微星に含む。

2 黒褐色 炭化物を少景含む。

L=l68.2m 3 暗褐色浅間C軽石、炭化物を少量含む。

叶
第 19図 78号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸3.lm、短軸2.4m。小型の住居である。方位はN-78°

-w。

周壁、壁溝 周壁は淡黄褐色（第V層）。 10~15cmの高さで全周検出する。壁溝はなし。

主柱穴 検出できない。
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第20図 78号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

床面 淡黄褐色ローム質土面を踏み固めている。

炉跡検出できない。

遺物出土状態 住居中央部の床面上より土器破片が多数集中して出土した。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 84号住居と北西部で重複するが本住居の方が新しい。
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第21 図 78号住居出土逍物 (2)

゜
1 : 2 5cm 

78号住居出土土器観察表 PL 96 

遺物番号 器 種 法 屈 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

I 壺 接合痕目立つ。 外 頸部は 3 連止め簾状文、胴上部は波状文に縦櫛描 細砂粒を含む。 胴部一部遺存

直線 2 条垂下する。 堅緻、鈍橙色

内ナデ。

2 甕 口 14 8 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色 頸～胴上部％周

3 聾 口 162 折り返し口縁、段 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 186 は弱し）。 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 胴上部％周

4 罪」 口 160 折り返し口縁 外 口縁部はヨコナデ、口辺～胴上部は波状文、頸部 砂粒を含む。 口縁～胴上部％

は櫛描直線文。 堅緻、鈍橙色 周

内ヘラミガキ。

5 甕 口 15.5 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部

内ヘラミガキ。 堅緻、灰白色、黒 ％周

褐色

6 甕 口 12.8 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部ほぽ全周

胴 13.6 器壁は薄い。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 胴部½周

7 甕 口 12.2 外 口縁～胴上部波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 13.8 内 ヘラミガキ、器面は荒れる。 堅緻、鈍橙色

8 甕 口 12.0 頸部付近接合痕目 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 5 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部全周

胴 15 8 立つ。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色 頸～胴部％周, 甕 口 14 8 外 口縁～胴上部波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 ロ縁～胴上部

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 ％周

10 台付甕 口 9 5 折り返し口縁。段 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 9 3 は目立たない。 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

11 台付甍 口 137 外 口縁～胴上部は波状文。頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 14 3 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 頸～胴部％周

12 片 ロロ 7 4 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 5 9 内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色

78号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番局 I 器種 I 法斌 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

13 壺 外頸部は 4 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 I 細砂粒を含む。 I やや堅緻 I 鈍橙色 I 27% 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

78号住居出土石器観察表 PL. 96 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重盤(g) 特 徴

14 刃 器 7.3X 5.6X 1.1 黒色頁岩 41.5 縦長知」片の片面を剥離調整している。片側縁に片面剥離により刃

部を作っている。

15 刃 器 5 9X 4.lX 1.5 黒色頁岩 40.0 片面に自然面を残す縦長剥片、両側縁に刃部を作る。片側に使用

による細かい剥離がみられる。

83号住居跡（第22園、 PL. 11) 

位置 57-H06に位置する。南半部で84号住居と重複する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。西辺は不明であるが主柱穴などから正方形に近いと想定できる。規模

は長軸4.8m以上、短軸4.5m以上。方位はN-12'-E 。

周壁、壁溝 西側周壁部は調査区域外のため不明。壁土は灰褐色土（第V層）。 84号住居の周壁との間に弱い

段が生じている。壁溝はなし。

主柱穴主柱は 4 本構造。

床面 周壁際で炭化物、焼土帯が多贔に見られる。火災に遭ったとおもわれる。 84号住居との境界部はわず

かに段を認めるが明瞭ではない。

炉跡不明

遺物出土状態 住居中央部床面上 5 cm前後より土器大形破片が多数出土している。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 84号住居と南半部で重複するが本住居の方が新しく、 84号住居の床面を切っている。

83号住居出土土器観察表 PL. 97 

遺物番号 器 種 法 黛 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色

1 士互 口 16.7 折り返し口縁。

高 29.7

2 壺 胴 20.1

3 甕 口 15.5 折り返し口縁。

高 264 

4 甕 口 16.6 折り返し口縁。

胴 20.4

5 甕 底 7.7 底部は丸い。

6 高 坪 脚 6.0 

83号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形
7 甕

8 I 台付甕

9 I 高坪 1 口 16

外 口縁部はハケメ後ヘラミガキ、頸部は 3 連止め簾 粗砂粒を含む。

状文、胴上部は波状文。以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色

内ヘラミガキ。

外頸部は櫛描直線文、胴部は波状文、ヘラミガキ。 細砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 細砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色

外 口縁部はヨコナデ、一部に波状文、口辺～肩部は 細砂粒を含む。

波状文、胴部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。

外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

外ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、褐色

胎 成文様・整形

外頸部は櫛描横直線に縦直線。

外波状文。内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。

細砂粒を含む。

細砂粒を含む。

砂粒を含む。

堅緻

やや堅緻

堅緻

遺存状態・備考

口縁部½周

頸部％周

胴～底部全周

ほぽ完形

スス付着

口縁～胴部％周

胴下部～底部

全周

坪部％周

脚部½周

色 調 遺存

赤褐色 17% 

鈍橙色 16% 

赤色 9% 
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検出した遺構・遺物
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83号住居

會—30)

Q)(-26.5) 

----------------------

84号住居

Q 

(-21) (-47) 

⑤ O ( (-49) 

吋
叶

L=168.lm 

A' 

.g 

3̀ 

illl 叶

A
 

A' 

゜ 1 : 60 2m 

1

2

3

4

5

6

 

淡黒色

淡黒色

灰白色

黒褐色

黒褐色

淡褐色

粘質。

1 にほぼ同じ。

粘土。

粘質、鉄分が沈着。

鉄分の沈着がより目立つ。

ロームプロック主体。

0

1

2

3

 

l

l

1

1

 

7

8

9

 

黒色

淡黒色

淡黒褐色

淡黒色

淡灰黒色

黒色

黒褐色

炭化物層。

粘質。

ローム、焼土、炭化物を含む。

淡褐色粘土がプロック状に混在。

鉄分の沈着目立つ。

粘質土、淡褐色ロームプロック含む。

ロームプロックを多く含む。

第22図 83号、 84号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第23図 83号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構・遺物
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゜ 1 : 3 10cm 

第24図 83号住居出土遺物 (2)

84号住居（第22図、 PL. 11) 

位置 57-H05に位置する。

形状、規模、方位形状は不明。北部は83号住居と重複し、西部は調査区域外。

周壁、壁溝壁土は灰褐色土（第V層）。壁溝はなし。

主柱穴 主柱穴は不明確。南側出入部に 1 対のピットがある。

床面 灰褐色土を踏み固めている。 83号の床面よりも 5 cm前後高い。

炉跡不明

遺物出土状態 出土遺物は僅少。住居の時期の決め手になる遺物は見られない。

時期弥生後期

他の遺構との関係 83号住居と重複。本住居の方が古い。

88号住居（第25図、 PL. 11) 

位置 48-G48に位置する。

形状、規模、方位長方形を呈する。規模は長軸6.5m以上、短軸5.5m、方位はN-30°-E。南辺部は調査

区域境のため明確に検出できない。

周壁、壁溝壁土は砂質褐色土（第V層）。周壁は無し。

主柱穴、その他ピット 主柱穴と明確に特定できるピットは認められない。北西コーナ一部及び西壁際の 2

か所に貯蔵穴と思われるピットを検出する。北西コーナ一部のピットは径60cm、深さ 40cm、周囲に幅30cm、

高さ 5cmの周堤を巡らしている。ピット内からは上部が完存する壺と長細い石が出土している。西壁下のピッ

トからは胴部欠損の壺が出土している。

床面 黄褐色土を平坦に踏み固めている。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面上からの出土遺物は少ない。覆土中より弥生後期終末の土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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B·E セクション

1 暗灰褐色 央雑物は少ない。

2 暗灰褐色炭化物目立つ。

3 灰色 灰色珪酸体の陪。

4 暗灰褐色 炭化物を多屈に含む。

5 褐色 ローム粒を含む。

6 暗灰褐色 炭化物を多砒に含む。

7 淡灰樹色 ローム粒を多拡に含む。

8 淡灰褐色 ローム粒点在。

9 暗灰褐色褐色ローム粒肘。

第25図 88号住居
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6 検出した遺構・遺物
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第26図 88号住居出土遺物

88号住居出土土器観察表 PL. 97 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 箕士 口 169 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部はハケメ後ヘラミガキ、頸部は 2 連 粗砂粒を含む。 口縁～頸部全周

止め簾状文。肩部は波状文。 堅緻、明赤褐色

内 ハケメ後ヘラミガキ。

2 高 坪 脚 11 5 外ヘラミガキ。 細砂粒を多量に含 脚部全周

内ヘラナデ。 む。堅緻、鈍橙色

32 



(2) 弥生時代後期の住居跡

88号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3
-
4
-
5
 

壺
一
壺
一
甕

口

口

16 

14 

折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。

外頸部は櫛描縦、横直線、肩部は櫛描羽状文。

外頸部は櫛描直線文。内ヘラミガキ。

細砂粒を含む。

砂粒を含む。

粗砂粒を含む。

やや堅緻

やや堅緻

やや堅緻

橙色

淡橙色

赤褐色

15% 

10% 

88号住居出土石器観察表 PL. 97 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重鼠(g) 特 徴

6
 

刃 器 9.ZX 8.ZX 2.0 I 黒色頁岩 145.4 I 片面に自然面を残す剥片、二次調整は施していない。側縁部に細

かい使用による剃離が多数みられる。

91号住居（第27図、 PL. 12) 

位置 53-H06に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。東南コーナーは鈍角でやや台形状を呈する。規模は長軸5.6m、短

軸4.0m。方位はN-90°。

周壁、壁溝 壁土は灰褐色土（第V層） で、検出状況は良好。検出できた壁高は50cm。竪穴の深さに比べ住

居規模は小さい。

主柱穴 中軸線上に 4 か所、四隅にそれぞれ 1 か所円形ピットを検出する。中軸線上のピットには深さ 42cm、

あるいは35cm といった深いものがあり、 これらが主柱穴になると思われる。

床面

炉跡

灰褐色土（第V層） を踏み固めている。

不明確。検出できない。

遺物出土状態 床面上からの出土は少ない。床面上30cm前後の覆土上部より弥生土器、古式土師器の完形個

体、大形破片が集中して出土している。 これらの遺物は住居が廃絶され、埋没が半ばまで進んだ後に東方向

から投棄されたものである。覆土の堆積状況は、住居中央部がレンズ状をなし、自然埋没と認められる。浅

間 C軽石を含む土層は最上部に15cm程の厚さで認められる。軽石の降下時にはほぽ埋没し、わずかに浅く窪

んでいる状態であったと思われる。

時期 弥生後期。

他の遺構との関係 他の住居との重複関係はない。
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6 検出した遺構・遺物
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A·Dセクション

1 暗褐色 浅間 C軽石、炭化物を少足混入する。

2 黒褐色 炭化物を少屈混入する。

3 灰褐色 ロームブロックを混入する。

4 黒褐色 ロームプロックを混入する。炭化物を少箪含む。

5 黒褐色 ロームを少星混入する。

6 灰褐色 ロームを混入する。

7 黄褐色 ロームプロックを混入する。

8 黄褐色 大粒のロームプロックを混入する。

9 黒褐色 浅間 C軽石を僅かに混入する。

10 黄褐色 ローム粒を混入する。

11 暗灰褐色浅間 C軽石を多星に含む。

12 灰褐色 粘質。

13 暗灰褐色 黄褐色ロームを含む。

第27図 91号住居

91号住居出土土器観察表 PL. 98 

遺物番号 器 種 法 足 器形・成形 文 様 整 形 胎上・焼成・色 遺存状態・備考

1 盆士 口 8 8 口縁部に円孔 2 個 外ヘラミガキ、丹彩。 粗砂粒を含む。 口縁～胴上部

並びで 2 か所にあ 内ヘラナデ、丹彩。 やや堅緻、赤色 全周

り。

2 甕 口 158 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 31. 6 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

3 士g 胴 23.3 内面は接合痕が目 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部％周

立つ。 内ナデ。 堅緻、赤褐色

4 甕 口 1 1.6 外 口縁～肩部は波状文。 粗砂粒を含む。 ロ縁～胴上部

内ヘラミガキ。 やや軟弱、暗赤褐色 ％周
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第28図 91号住居出土逍物
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6 検出した遺構・遺物

91号住居出土土器観察表 PL. 98 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 台付甕 口 12.2 外 口辺～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 14.6 内ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色

6 甕 口 15.0 頸部内側に接合痕 外 口縁部はハケメ状のヨコナデ、胴部はヘラナデ。 砂粒を含む。 口縁部％周

が目立つ。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、暗褐色

7 坦▲ 胴 7 8 器壁は厚い。 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色 内外面丹彩

91号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 幣形 胎 土 I 焼

8
-
9
-
1
0
 

壺
一
甕
一
甕

折り返し口縁

4

0

 

ー

1

ロ
ロ

外口縁部はヘラ刻み目。内外面に丹彩。

外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。

外 LR単節縄文。 言細砂粒を含む。 堅緻

調遺存

ロ
91号住居出土石器観察表 PL. 98 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 X横 X 厚さ） I 石 質 I 重鼠(g) 特 徴

11 I 刃 器 I 7.4(+)x 6.9X 2.6 I 頁岩 106.1 I 横長剥片を両面剥離調整する。両側縁に刃部を作っている。半欠

品とみられる。

12 | ＜ぽみ石| 27.9X20.9＿刈3.2 |粗粒安山岩 I 718゜． 0 |自然石の片面に半球形のくぼみを作る。

m| 吋

196号住居

（第29図、 PL. 12) 

位置60-G25に位置する。

形状、規模、方位隅丸長方

形の小型住居。規模は長軸3.

5m、短軸2.7m。方位は N

-28°-W。

周壁、壁溝周壁は暗褐色土

（第V層）で明確。壁溝は検

出できない。

主柱穴住居中央部中軸線上

に 1 か所径25cm、深さ 60cm程

の円形ピットを検出する。こ

れは主柱穴の可能性が高い。

ただ北部にはこれに対応する

36 
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A·Bセクション

1 黒褐色浅間C軽石を多量に含む。

2 黒褐色浅間C軽石を少量含む。

3 黒褐色 砂質焼土、硬くしまっている。

4 黒褐色焼土。

第29図 196号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

ピットは認められない。このほか東辺の周壁際に深さ 50cm前後のピットを 3 か所で検出する。

床面 床面は小礫を含む暗褐色で、平坦に踏み固めている。

炉跡 地床炉が 2 か所に設けらている。径 lm、深さ 20cm前後の円形ピットの内面が焼土化している。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。覆土中より弥生土器破片が数点出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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第30図 196号住居出土遺物

196号住居出土土器観察表

遺物番号 I 器種 I 法 量 I 器形・成形

1 I 台付甕（？叶脚 9.0 

文 様

外ヘラミガキ。

内ヘラナデ、ナデ。

整 形 胎土・焼成・色 1 遺存状態・備考

砂粒を含む。 脚部％周

堅緻、赤橙色

196号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

2 ·罪＝ピ 2 段口縁 外口縁部は波状文。内ハケメ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 6% 

3 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰褐色 6% 

4 甕 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 褐色 4% 

5 台付甕 ロ 8 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 赤褐色 10% 

196号住居出土石器観察表 PL. 98 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 x 厚さ） 石 質 重星(g) 特 徴

6 刃 器 5.3X 4.7X 1.5 黒色頁岩 30.8 片側に自然面を残す剥片、 1側縁を剥離調整しており、使用によ

る細かい剥離があり、刃部は両側縁にわたっている。

7 刃 器 4.4X 5.lX 0.7 黒色頁岩 14.9 片側に自然面を残す剥片、二次調整は施されていないが、 2 側縁

が刃部となっており、こまかい剥離使用痕がある。
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6 検出した遺構・遺物

197号住居（第31図、 PL. 12) 

位置 58-G27に位置する。

形状、規模、方位 東辺が短かく、やや歪んだ長方形の小型住居。規模は長軸4.8m、短軸2.9m。方位はN-27°

-W。

周壁、壁溝壁土は褐色粘質土（第V層）。

主柱穴 中軸線上に 2 か所、東辺部に 3 か所、円形ピットを検出する。中軸線上の 2 ピットは深さ 24~28cm

で、主柱穴と認められる。

床面 円礫を多量に含む平坦な褐色土面。

炉跡不明確。検出できない。

覆土覆土上部には礫群が乗っ

ている。

遺物出土状態覆土中より弥生

土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

吋 ul
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1: 60 2m 

A·Bセクション

1 暗褐色 浅間C軽石、黄褐色土小粒を少量含む。

2 暗褐色浅間C軽石を含まず。黄褐色小礫を微量に含む。

3 暗褐色基盤層（第V層）少量含む。

第31 図 197号住居

197号住居出土土器観察表

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギ互 底 170 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内ナデ。 堅緻、浅黄橙色

2 甕 頸 13.5 外 頸部は 2 連止め簾状文に櫛描縦直線、肩部は波状 砂粒を含む。 頸～胴上部％周

文。 堅緻、赤褐色

内ヘラミガキ。

3 甑 底 3.9 底部に小孔10個あ 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

り。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色
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(2) 弥生時代後期の住居跡

ヽヽ
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゜ 1 : 3 10cm 

第32図 197号住居出土逍物

197号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法駄 1 器形・成形
4 甕 口 20 折り返し口縁

文様

外波状文。内ヘラミガキ。

整形 胎土 I 焼成 I 色 調 I 遺存

細砂粒を含む。 I 堅緻 I 暗褐色 12% 

198号住居（第34図、 PL. 13) 

位置 65-G33に位置する。

0 1 : 3 10cm 

0 1 : 2 5cm 

第33図 198号住居出土逍物
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6 検出した遺構·遺物

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈す

る小型住居。規模は長軸4.2m、短軸2.

8m。方位はN-43°-W。

周壁、壁溝壁土は褐色粘質土（第V

層）。壁溝は検出できない。

主柱穴中軸線上、 3 か所に深さ

25~40cmの主柱穴と見られるピットを

検出する。その他、周壁際に多数のピッ

トを検出する。

床面床面は褐色粘質土。西コーナー

部に細長く溝が検出されるが、これは

間仕切りの可能性も考えられる。

炉跡 4 か所に地床炉と思われる焼土

帯を検出する。それぞれ一様に 5~7

cmの深さの掘り方が認められる。中央

の炉跡は西の縁辺に長さ 20cm程の長細

い円礫を据えている。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。弥

生土器破片、石器が数点あり。

時期弥生後期。

叫 ~1
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疇 0 1 : 60 2m 

A•Bセクション 炉跡セクション

1 黒褐色 浅間C軽石を多量に含む。 1 焼土塊

2 黒褐色 浅間C軽石を少鼠含む。 2 焼土混土層。

3 黒褐色炭化物を僅かに含む。

第34図 198号住居

198号住居出土土器観察表

遺物番号 1 器 種 1 法 輩 1 器形
甕底 6.0

成形
| 
外

内

文様

ヘラミガキ。

ヘラミガキ。

整 形

三言口：備考

198号住居出土石器観察表 PL. 98 

遺物番号 1 名 称 1 計測値（縦 X横 x 厚さ） 1 石
2 土掘り具 6.6(+) X 9.6X 3.4 砂岩

質 I 重量(g) 特 徴

244.5 I 片面に自然面を残す。刃部、側縁部は両面からの剥離調整を施す。

基部は欠損している。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

199号住居（第35図、 PL. 13) 

位置 65-G37に位置する。

形状、規模、方位

する小型の住居。西辺部は調査区域

外のため不明。規模は長軸不明、短

軸2.7m。方位はN-82°-W。

周壁、壁溝 壁高は30cm前後を検出

する。壁土は黄褐色土（第V層）

良好に検出する。壁溝は無し。

主柱穴

隅丸長方形を呈

で

主柱穴と考えられるピット

A 

io I 

• 7 

ail 

は認められない。南周壁際に lmの

間隔をとって 1 対の長円形ヒ゜ットを

検出する。深さ 20cm前後。

入のための施設に伴うピットであろ

う。

床面

これは出

床面直上に炭化材が目立つ。

焼失に遭ったと思われる。また床面

上 2~3 cmに拳大～頭大の円礫が多
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冨三一
A·Bセクション

1 暗褐色浅間C軽石を含む。

2 暗褐色 粘質、 1 層よりも粒子が細

かく、浅間 C軽石を含む。

第35図

L=169.6m 

.~i:o 1 

1 : 60 2m 

199号住居

量に集積して見られ、 この石の間隙には炭化物の散在が目立って見られた。

炉跡 東壁から約 lmの位置に地床炉が設けられる。炉跡は径50cm前後の焼土帯で、西縁には長さ 30cm前後

の長細い円礫を据えている。

遺物出土状態 床面上より弥生土器破片が数点出土している。後期第 3 期のものが主体であるが、第 1 、第

2 期の破片も混入している。

時期 弥生後期第 3 期。
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第36図 199号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

199号住居出土土器観察表 PL. 98 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 士g 頸 12 0 外 頸部は 2 連止め簾状文。肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

2 甕 口 12.0 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

3 甕 口 16.6 折り返し口縁 外 口縁～頸部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

199号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法漿 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4 壺 口 22 受け口状口縁 外口縁部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 5% 

5 罪• 外肩部は簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 8% 

6 甕 口 18 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 7% 

7 鉢 口 12 外ハケメ。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 12% 

202号住居（第38図、 PL. 14) 

位置 49-G36に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸6.3m、短軸4.5m。方位はN-22"-E 。

周壁、壁溝 壁土は褐色土（第V層）。壁高15cmで全周検出する。壁溝は検出できない。

主柱穴 不明確。主柱穴と明確に特定できるピットは認められない。東部に不整形なピットを 2 か所に認め

るが位置的に主柱穴にはなり得ない。

床面比較的平坦な面を検出する。

炉跡 中央部やや西よりに長径l.Om に達する長円形の地床炉が見られる。炉の掘り方は 2 か所あり、炉の移

動に伴うものと思われる。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面、覆土中より弥生土器小破片の出土が見られる。このうち小破片で

はあるが東関東系、北陸系の土器も見られる。

時期弥生後期第 3 期。
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第37図 202号住居出土遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡

叶吋

゜• 5 
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汀1-22) II 上
履—20)

゜

\ 
L=170 Om 

炉L=l695m 

•.£o::i l 吋A 

-ロ疇£ A•Bセクション

1 暗褐色 粘質、浅間C軽石を含む。炭化物を少量含む。

2 暗褐色 粘質、浅間C軽石、第V層土を少量プロック状

゜ 1 : 60 2m 

炉跡セクション

l 焼土。

2 焼土混土層。

に含む。

3 暗褐色粘質、浅間C軽石を含まず。

4 暗褐色粘質。

第38図 202号住居

202号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 5% 

2 甕 口 14 外頸部は櫛描横直線に縦直線文、付文。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 13% 

3 甕 口 16 受け口状口縁 外ヨコナデ。内ヨコナデ、胴部はナデ。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 明褐灰色 13% 

4 甕 外櫛描縦区画内に横波状文、付文。 砂粒を含む。 堅緻 褐色 2% 

5 台付甕 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 7% 

6 台付甕 外胴上部は波状文、付文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 10% 

7 高坪 口 14 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 やや堅緻 赤色 13% 
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6
 

検出した遺構・遺物

206号住居（第39図、 PL. 14) 

位置 50-G38に位置する。

形状、規模、方位 不整形な隅丸方形の小型住居。規模は長軸4.3m、短軸4.lm。方位はN-52'-W。

周壁、壁溝

主柱穴

壁土は黄褐色土（第V層） で良好に検出する。壁溝は西南半部にのみ検出される。

深さ 10~15cmの

不整形な大小のピットが

みられるが主柱穴として

はそれぞれやや明確さを

欠く。南東側の短辺の壁

際に 1 対のピットがあり、

深さ 16~30cm。出入部の

施設に伴うものと思われ

る。

床面

炉跡

り、

褐色の平坦な面を

検出する。

中軸線上北西寄

2 主柱穴間の辺りに

地床炉を設けている。径

7 cm程の掘り方を伴い、

炉の縁辺部には長細い石

を据える。

遺物出土状態 床面上覆

土中より、弥生土器大形

破片が数点出土する。

A 

,8 

¥0 

吋

で(-10) 

三疇£
炉跡セクション

二． 1 焼土主体混土層。

////////////“'//”“ 
A·Bセクション

1 黒褐色浅間C軽石を多龍、炭化物を少鍵含む。

2 黒褐色浅間C軽石、炭化物を少鼠含む。

3 暗褐色 ローム粒を含む。

匠

吋

A' 

0
1
 
·9·~ 

時期 弥生後期第 3 期。

吋

A' 

L=169.5m 

炉L=169.0m

1 : 60 2m 

第39図 206号住居

206号住居出土土器観察表 PL. 98 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.2 外 口縁～胴部は櫛描斜行直線文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

内 口縁部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、明褐色 全周

2 甕 底 5.2 外胴部はハケメ後櫛描斜行直線文。以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

3 甕 底 7.8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍褐色

206号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4
-
5
 

甕
一
甕

外胴部は撚糸文。内ナデ。

外頸部は 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。

砂粒を含む。

砂粒を含む。

やや堅緻

堅緻

灰白色

橙色

8% 

8% 
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第40図 206号住居出土遺物

206号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

6
-
7
 

翌 1 口 22
鉢

外胴部はハケメ。内口縁部はハケメ。

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。
細砂粒を含む。 1 やや堅緻 1 灰褐色 1 10% 
砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 5% 
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6 検出した遺構・遺物

206号住居出土石器観察表 PL. 98 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横X 厚さ） 石 質 重星(g) 特 徴

8 刃 器 5.2X 6.5X l 5 黒色頁岩 43.0 片側自然面の縦長剥片で、刃部は両面に粗い剥離を施している。, 土掘り具 ll.2X 4.8X 1.4 黒色頁岩 95.1 作りは丁寧で、短冊形に整えられ、刃部、側縁部に細かい調整が

施されている。

10 刃 器 7.3Xll.5X 3 3 黒色頁岩 245.4 片側は自然面、刃部には両面からの剥離調整を施している。

207号住居（第41図、 PL. 15) 

位置 56-G38に位置する。

形状、規模、方位長方形を呈

する小型住居。規模は長軸3.6

m、短軸3.lm。方位は N-51°

-w。

周壁、壁溝壁土は黄褐色土（第

V層）で良好に検出される。壁

溝は無し。

主柱穴住居内に大小のピット

が多数検出されるが主柱穴とし

てそれぞれ明確に認められな

し）。

床面床面の土は褐色土でやや

粘質。覆土中には床面直上まで

多量の浅間C軽石を含む。

炉跡 中央部に 3 か所地床炉が

見られる。中央部のものが最も

大きく、径80cm。

遺物出土状態床面上より弥生

土器破片が数点出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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゜ 1 : 60 2m 

炉跡セクション

1 焼土プロック A·B セクション

2 暗褐色土、焼土を含む。 1 黒褐色 ロームを含む。

第41図 207号住居

207号住居出土土器観察表

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 g 一 底 6.2 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴～底部全周

内 ヘラミガキ、指ナデ、粗いヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 外面黒色付着

2 甕 底 6.6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 外面丹付着
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弥生時代後期の住居跡
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゜ 1 : 3 10cm 

第42図 207号住居出土逍物

207母住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3 壺 外頸部は 4 連止め簾状文。内ナデ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 19% 

4 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、口辺部は波状文。 細砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 6% 

5 甕 折り返し口縁 外口縁部は波状文にヘラ刻み目。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 5% 

6 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、口辺部は波状文。 砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 7% 

7 尚坪 口 10 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 25% 

208号住居（第44図、 PL. 16) 

位置 57-G41 に位置する。

形状、規模、方位 著しく長い隅丸長方形を呈する。規模は長軸4.3m、短軸2.4m。方位はN-3°-E 。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色土（第V層）。ほぽ良好に検出する。壁溝は認められない。
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第43図 208号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

主柱穴 中軸線に 2 か所、主柱穴に関わると．

思われるピットを検出する。西側局壁際に大

小のピットを検出する。

床面 黄褐色土面を平坦に踏み固めている。

床面上 3 cm程の覆土中に拳大の円礫が10数個

散在し、この中には凹石も 1 点見られる。

炉跡 中軸線上北部に地床炉を設けている。

長径70cmの焼土帯を検出する。

遺物出土状態出土遺物は少ない。住居内

ピット中より弥生土器高坪下半部、床面上よ

り台付甕破片を見る。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 南辺部で、円形土塙が重

複するが、本住居に付設したものではないと

思われる。

g̀ 

。

A 

• (-9) @(-28)  

Q)(-13) 

i 
•2 

A
 

L=l69.5m 

., 379号土塙

疇

g
 

A' 

A' 

吋

゜ 1 : 60 2m 

A·Bセクション

1 黒褐色黄色ローム粒を多量に含む。

2 黒褐色 ローム粒を含む。

3 暗褐色 ローム混土層。

第44図 208号住居

208号住居出土土器観察表 PL. 98 

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形 1 文 様 ・ 整
1 高 坪底 8.3 外ヘラミガキ。

内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。

形

三:I~：色 1：三・備考

208号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形

2 I 台付甕

文様・整形

外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細：五三口緻こ暗赤褐色 13% 

210号住居（第45図、 PL. 16) 

位置 54-G43に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸6.3m、短軸5.4m。方位はN-32°-E 。

周壁、壁溝 壁土は砂質黄褐色土（第V層）で検出状態は良好。検出できた壁高は50cm。

主柱穴 主柱は 4 本構造。深さは30~40cm。このほか周壁際などに多数のピットを検出する。南側周壁際20

48 



(2) 弥生時代後期の住居跡

cm程内よりに 1 対のピットを検出する。出入部の施設に関わると思われる。

床面 床面の土は黄褐色細砂質土で、この層の下20cm は黒色礫層。

炉跡 北側奥 2 主柱穴間やや外寄り、東西両側部 2 柱穴間外寄りの 3 か所に地床炉を検出する。それぞれ掘

り方を伴う同規模の炉跡である。このほか中央部にも 1 か所径30cm程の小規模な焼土帯を検出する。

遺物出土状態 炉跡の周辺部に獣歯が点在する。覆土中、床面上より出土遺物は比較的多い。鉄鏃は東部の

`
3
 

D
 

A
 

(-27)◎（一25)
(-28) 

(-20) 

言れ）霞。）
(-20) ( 

|乱4••I□|6( 
( -16) 

•9 

ぐ
／
．

~
＂
＂
夕
E
'

霊
声
巡
i

•f\ 
_
C
 

B
 

` ＜／•こ＝—●'-(-5)

。

疇

A' 

E
 

疇
E
 

゜
＼賃。：：30)

り心(-21)'f:"33) @(-27)  

A
 

B
 

B' 

D'ul 

L=l69.0m 

炉L= J 68.5m

F
 

疇
F
 

A' 

u| 
G
 

疇
G' 

B
 1' 

1 
— ::4 

ミ3

゜ 1 : 60 2m 
B•C セクション

1 黒褐色浅間C軽石を含む。

l' 黒褐色浅間C軽石純層。

2 黒褐色炭化物小粒を含む。

3 灰褐色砂層。

4 灰層 焼土粒、炭化物を含む。

5 淡褐色第V層土主体。

6 黒褐色炭化物小粒を含む。

7 黒褐色

8 黒色 炭化物を多輩に含む。

炉跡セクション

1 灰層

2 淡褐色砂質、焼土粒を含む。

第45図 210号住居
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第46図 210号住居出土遺物（ 1)
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炉の縁部床面に密着した状態で出土している。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 北半部で209号住居と重複する。本住居の方が旧い。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第47図 210号住居出土遺物（ 2)

210号住居出土土器観察表 PL. 99 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギg 口 16.0 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺～頸部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内 口辺部はヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

2 甕 口 13.1 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 23.7 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 斌 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

3 台付甕 口 11 3 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～胴下部

胴 11.0 内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、淡橙色 ％周

4 台付甕 口 9 8 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺部は波状文。頸部は櫛描 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

直線文。 堅緻、鈍黒褐色

5 台付甕 口 12.3 折り返し口縁、端 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 12.8 部は角ばる。 内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色 ％周

6 高 坪 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 脚上部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部は指ナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

210号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7 = g 2 段口縁 外口縁部は 2 段の刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 赤灰色 7% 

8 ギ互 口 28 2 段口縁 外口縁部は刻み目、以下丹彩。内丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 赤色 10% , 甕 折り返し口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明橙色 8% 

10 甕 外頸部は櫛描直線文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 6% 

11 甕 口 16 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 灰赤褐色 14% 

12 台付甕 口 17 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 明橙色 11% 

13 甕 口 18 頸部微隆起帯 外口縁端部無節絡状体押圧、頸部は櫛描文。 細砂粒を含む。 堅緻 灰色 7% 

14 甕 頸部突帯押圧 外口縁端部無節絡状体押圧、口辺部は絡状体。 細砂粒を含む。 堅緻 灰褐色

15 甕 外胴上部は櫛描文、胴下部は無節絡状体。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色

210号住居出土石器観察表 PL. 99 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重栞(g) 特 徴

16 石 核 8.6X 8.4X 3 8 細粒安山岩 471 3 円礫の片面を剥離調整している。刃器の未製品か。

17 土掘り具 14.SX 9.2X 2.3 灰色安山岩 299 7 片側は自然面、他面の剥離面は面が粗く打撃方向は不明確。周縁

部を細かく調整している。

18 刃 器 6.8X 8.8X 2.8 ケイ質頁岩 159.6 片側に自然面を大きく残す横長剥片で、刃部には粗く剥離調整が

なされている。細かい剥離は使用痕とみられる。

19 刃 器 3.6X 4.0X 0.7 黒色頁岩 10 2 両面剥離片の両側縁を鋭利な刃部としている。刃部には使用によ

るとみられる細かい剥離がみとめられる。

20 磨 石 12.6X 5.5X 3.3 粗粒安山岩 367.4 自然石の一端に僅かに摩滅痕が認められる。

21 くぼみ石 12.3X 9.7X 7.0 粗粒安山岩 781.0 やや多孔質の自然石の両面にくぼみが見られる。くぼみ面は敲打

による細かい凹凸があり、磨った滑らかさはない。

22 くぼみ石 14.6Xl2.3X 8.2 粗粒安山岩 1947. 0 大形の円礫の両面に径 5 cm程のくぼみが見られる。

210号住居出土土製品観察表 PL. 99 

遺物番号 I 名 称 I 長さ I 径 形状、成形、整形 色調 I 材質 備 考

23 I 土 錘 I 2. 9 I 3.3 I 円筒状を呈する。器面には指押さえによる凹凸が I 橙色

目立つ。器面全体に粗いヘラミガキが施される。

土製 完形

210号住居出土鉄鏃観察表 PL.99 

遺物番号 I 器 種 I 計測値（縦 x横 X 厚さ） I 材 質 I 重:!il:(g) 特 徴

24 I 鉄 鏃 3.4X2.5X0.15 士 I 鉄製 2.5 I 無埜、逆刺（カエリ）は長く、わずかに外反している。逆刺の片側

端部に欠損が見られる。鏑は認められない。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

211号住居（第48図、 PL. 17) 

位置 52-G42に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸5.3m、短軸4.2m。方位はN-4°-E 。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色細砂質土（第V層）。壁溝は検出できない。

主柱穴 中軸線上に 3 か所にピットを検出する。これらが主柱穴に関わるピットと思われる。その他周壁に

沿って数か所にピットを検出する。

床面 黄褐色細砂質土を平坦に踏み固めている。

炉跡 中軸線上の北壁の近くに地床炉を見る。長径80cmの焼土帯で円形掘り方ヒ°ットを伴う。西周壁近くに

更に 1 か所焼土帯と灰の広がりを認めるがこれも炉跡の可能性が高い。

遺物出土状態 床面直上より弥生土器、覆土下部から上部にかけて弥生土器、古式土師器が多数出土してい

る。北辺部、覆土上部に投棄によると思われる完形に近い古式土師器の一群が出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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1 灰色、炭化物を含む。
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第48図 211号住居

A·B セクション

1 黒褐色粘質、炭化物が点在。

2 黒褐色 淡褐色第v層土を含む。

2' 黒褐色褐色土を含まず。

3 黒褐色

4 黒褐色 灰色味が強く、壁土の褐色土を含む。

5 黒褐色第V層土、炭化物を含む。

゜ 1 : 60 2m 
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検出した遺構・遺物
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第49図 211号住居出土遺物（ 1)
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第50図 211号住居出土遺物（ 2)

211号住居出土土器観察表 PL. 99 • 100 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 罪• 胴 16.6 胴中位に焼成後の 外 頸部は 3~5 連止め簾状文、胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口辺～胴部½周

円孔あり、径 8 mm 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、鈍黄橙色

2 甕 口 174 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描き横直線に縦 粗砂粒を含む。 口縁～胴上部

直線。 やや堅緻、橙色 ％周

内ヘラミガキ。

3 甕 口 1 1. 6 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 13.6 内ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色 全周

4 甕 口 12.6 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 13.2 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 全周

5 坦 ロ 9.8 ロ縁部は下端部に 外 口縁部はヘラミガキ、胴部はヘラミガキ。 砂粒を多量に含む。 口縁～底部％周

高 21. 2 強い段を作る。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はナデ、粗いヘラミガキ。 堅緻、橙色

6 甕 口 14.5 口縁部はやや内湾 外 口縁部はヨコナデ、弱い凹線を作る。胴部は粗い 小石、砂粒を含む。 口縁部％周

高 14.6 する、丸底。 ハケメ。 やや堅緻、灰白色 頸～底部全周

内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。
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6 検出した遺構・遺物

211号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法鼠 I 器形・成形 文様 整形

7
-
8
 

壺

甕
3 段口縁 1 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。
折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。

胎

□量ご二橙色橙色
211号住居出土石器観察表 PL. 100 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重鼠(g) 特 徴, 刃 器 10.9X 4 8X 2.2 黒色頁岩 105.3 縦長剥片の両側縁に両面剥離による刃部を作っている。片面に一

部自然面を残す。

10 磨製石斧 6 8(+)X 7 4X 2.2 変輝緑岩 215.8 刃部側が半ばで折損し、失われている。稜線は比較的明瞭、器面

は滑沢である。

11 刃 器 8.lX 6.3X 2.5 黒色頁岩 88.8 両面剥離の縦長剥片で両側縁に刃部を作る。刃部の二次剥離調整

は細かく片面にみられるが、使用痕も含んでいる。

12 土掘り具 22.5Xl2.2X 3.2 輝緑岩 859 0 長大な横長剥片を素材にしている。側縁は両面剥離調整し、刃部

は片面に細かな剥離調整痕がある。

13 刃 器 7.1Xll.8X 4.2 砂岩 546 3 自然石の片側縁に両面剥離調整を施し鈍い刃部を作っている。

213号住居（第52図、 PL. 18) 

位置 54-G47に位置する。

形状、規模、方位 隅丸方形、あるいは隅丸長方形を呈する。北辺部は調査区域の境のため明瞭に検出され

ない。規模は長軸8.5m。方位はN-4°-W。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色土（第V層）。西南コーナ一部は229号住居の覆土。壁溝は部分的に検出できない

箇所があるが、南半部はほぼ全周する。

主柱穴 深さ 20~30cmの小ピットが主柱穴の配置される位置に数個見られるが、本住居のピットとして明確

には特定できない。南周壁際に 1 対の円形ヒ゜ットが見られるがこれは出入部の施設に関わると思われる。床

面中央部には228号住居が重複しており、周壁際は黄褐色土。重複部は228号住居の覆土。床面上には多量の

炭化材が中央部から壁土際へ放射状に見られる。火災に遭ったと思われる。

炉跡不明確。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面上 5~10cmより弥生土器小破片が出土する。覆土中より弥生土器、

古式土師器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 228号住居と菫複。本住居の方が新しい。また西南コーナ一部に229号住居が検出された

が、これよりも本住居の方が新しい。

228号、 229号住居（第52図、 PL. 18) 

位置 228号、 229号住居はともに213号住居内に重複している。

形状、規模 228号住居は隅丸長方形ないしは隅丸方形で、東西6.4mである。 229号住居は西南コーナ一部を

中心に鈎状に周壁が検出されている。

周壁、壁溝 228号住居の周壁は213号住居の床面下に10cm程の段を認める。 229号住居の西南コーナー部の周

壁は深さ 50cmで良好に検出される。壁溝は両住居とも認められない。

主柱穴、炉跡、時期 主柱穴については、いずれのピットがどの住居に属するか特定するのは困難である。

炉跡はともに検出できない。時期は両住居ともに弥生後期。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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2 淡褐色 FA層、縞状堆積。

3 黒褐色 粘質、浅間 C軽石を多量に含む。畑耕土。

4 黒褐色浅間C軽石を含む。

5 褐色 浅間C軽石が点在、炭化物を含む。

6 暗褐色浅間C軽石を含まず。突雑物少ない。

7 暗褐色 浅間 C軽石を含まず。炭化物を含む。

8 暗褐色炭化物を多星に含む。

9 黒褐色 粘質、炭化物を殆ど含まず。
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6 検出した遺構・遺物
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213号住居、 228号住居、 229号住居

1 赤褐色焼土主体。

2 黒褐色黄褐色土との混土層。

3 黒褐色 黄褐色土が僅かに混在。

4 黒褐色炭化物を含む。

5 黒褐色黄褐色土が縞状に入る。

6 黒褐色黄褐色土を含む。

゜ 1 : 60 2m 

第52図 213号、 228号、 229号住居

213号住居出土土器観察表

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 底 6 6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

2 高坪？ 底 1 1. 0 外ヘラミガキ。 砂粒を多量に混入。 脚部全周

内 天井部は指ナデ、以下ハケメ。 堅緻、灰黄褐色
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第53図 213号、 228号、 229号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

213号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法址 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 4% 

4 甕 外ヨコナデ。内ヨコナデ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 7% 

5 甕 折り返し口縁 外ヨコナデ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

6 甕 外頸部は 2~3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 5% 

7 台付甕 口 12 外頸部は 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 12% 

8 台付甕 外波状文、付文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 3% , 甕 口 20 外胴部はハケメ。内胴部は指ナデ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 明褐灰色 10% 

10 甕 □ 24 外ヨコナデ。内ナデ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰褐色 10% 

11 鉢 口 16 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 10% 

213号住居出土石器観察表 PL. 100 

遺：：号 1 ±1',掘り:i l ]祖::-(:<x:8xx厚:: I :]安山：手 1 重::), 1 両面、 特を剥離調整により偏平に、また側縁：：線状に整え
ている。基部、刃部を欠損している。

228号住居出土土器観察表 PL. 100 

遺物番号 器 種 法 皿 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 □ 15.3 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

2 甑 底 4.4 底部に焼成前に 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

孔 1.0 穿った円孔あり。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

229号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法星 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 1 色調 I 遺存

壺 1 口 12 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 I 小礫を含む。 I 堅緻 I 赤色 10% 

215号住居（第54図、 PL. 18) 

位置 45-G46に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形の小型住居。規模は短軸3.9m。方位はN-9°-E 。

周壁、壁溝 周壁は黄褐色土（第V層）で検出状態は良好。壁高は50cmを検出。

主柱穴 周壁下に深さ 15cm前後の小ピット列を認めるが、明確に主柱穴と特定できるピットは認められない。

中軸線に 2 か所主柱を配すると想定できる。

床面 黄褐色土面を平坦に踏み固めている。

炉跡 中央部やや西よりに地床炉を検出する。縁辺に長細い円礫を据え、円形掘り方を伴う。

覆土 覆土の堆積状況はレンズ状を呈し、典型的な自然埋没状況を示している。覆土中の浅間C軽石の堆積

は認められず、軽石降下時にはすでに埋没していたと思われる。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面上に口縁～頸部が全周している壺、獣歯を検出する。

時期弥生後期第 3 期。
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1 焼土を微誠に含む、炭化物層、

焼骨混入。

吋

｀ニニニ『

A·Bセクション

l 暗褐色 褐色プロックを点在。

2 暗褐色

3 黒褐色

4 暗灰褐色褐色土プロックを多量に混入。

5 褐色 黄褐色土を多量に含む。

6 黒褐色

7 黄褐色 壁土の崩れ。

8 暗褐色 黄褐色土プロックが点在。

9 暗褐色

゜ 1 : 60 2m 

第54図 215号住居

215号住居出土土器観察表 PL. 100 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 一罪 口 24.0 2 段折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文を 2 段、頸部は櫛描き横直線に 粗砂粒を含む。 口縁部％周

縦直線、肩部は波状文。 堅緻、明褐色

内ヘラミガキ。

2 ·互— 底 15.3 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色

3 甕 口 17.6 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部はハケメ、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

4 甕 口 17.0 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文。頸部は 3 連止め以上の簾 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

状文。 堅緻、鈍赤褐色

内ヘラミガキ。

5 甕 口 107 口縁部はやや角ば 外 口縁～胴上部まで波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

る。 内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色 ％周

6 台付甕 口 14.0 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色 頸～胴部％周
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6 検出した遺構・遺物
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第55図 215号住居出土遺物

215号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7 甕 口 12 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰褐色 10% 

8 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 褐色 9% , 甕 口 17 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 16% 

10 台付甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 14% 

11 鉢 口 14 外ハケメ、ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 14% 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

217号住居（第56医、 PL. 19) 

位置 47-G39に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形の小型住居。規模は長軸3.5m、短軸2.4m。方位はN-72°-W。

周壁、壁溝 壁土は礫を多量に含む褐色土（第V層）。壁溝は検出できない。

主柱穴不明。

床面 褐色土面を踏み固めている。北半部は小礫を多量に含んでいる。

炉跡 中央部やや北寄りに地床炉を設けている。焼土帯の南縁辺に偏平な円礫を据える。

遺物出土状態 床面上 5~10cm前後に土器小破片が散在する。

時期弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物

217号住居出土土器観察表 PL. 100 

遺物番号 器 種 法 斌 器形・成形 文 様

1 甕 口 131 折り返し部は部分 外 口縁～頸部は波状文。

的に薄い。 内ヘラミガキ。

2 さ じ径 破損部には柄が付 外ヘラミガキ。

8 2X7.5 く。 内ヘラミガキ。

高 4 4 

217号住居出土土製品観察表 PL. 100 

遺物：号 1 ±i!,製勾:E I 勺： I :, I ::  I ::  I 断面 l：月い：；部に：ま：：

217号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鼠 器形・成形 文 様 整 形

4 壺 口 16 折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。

5 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、以下波状文。

6 甕

7 高坪 口 18

8 台付甕 口 14 折り返し口縁

221号住居（第58図、 PL. 20) 

位置 67-F48に位置する。

外 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。

外頸部は波状文。内ヘラミガキ。

整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

砂粒を含む。 口縁部ほぼ全周

やや堅緻、黄橙色

細砂粒を含む。 柄は欠損

やや堅緻、暗赤褐色

整形

器面全体にナデ。 門鈍橙色 完形

考

胎 土 焼 成 色 調 遺存

細砂粒を含む。 やや堅緻 黄橙色 14% 

細砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 7% 

小礫を含む。 堅緻 鈍赤褐色 8% 

砂粒多い。 堅緻 鈍橙色 11% 

砂粒を含む。 やや堅緻 明黄褐色 21% 

形状、規模、方位長方形を呈する。規模は長軸7.4m、短軸5.4m。検出状態は良好である。方位はN-8°

-E 。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色細砂質（第V層）。上部は焼土化している。壁際には焼土が床面まで多量に崩落し

ている。西側周壁で高さ lmに達する。覆土中には炭化材が多量に検出される。炭化材は焼土塊の上に位置す

るものが多い。本遺跡においては最深である。

主柱穴 主柱は 4 本構造。それぞれ深さ 40~50cmの円形ピット。この他、周壁下に小ピットを数か所で検出

する。南周壁際に深さ 20cm前後の 1 対のピットを見る。 2 つのピット間は約 lm。出入部の施設に関わるピ

ットと思われる。

床面 床面は黄褐色細砂質土面。覆土中には炭化材が多量に検出される。炭化材は焼土塊の上に位置するも

のが多い。火災に遭っている。

炉跡 北奥 2 主柱穴と周壁間及び、西側 2 主柱穴間の 2 か所に地床炉を検出する。それぞれ円形の浅い掘り

方を伴う。

遺物出土状態 床面上に弥生土器破片が散在する。

時期弥生後期第 3 期。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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A·C セクション

1 黒褐色浅間C軽石を含む。

2 黒褐色小礫を含む。

3 黒褐色第V層土に淡褐色焼

土炭火材を含む。

4 黒褐色褐色砂粒、焼土を含む。

5 褐色 第V陪土を含む。

ヽ
゜

第58図 221号住居
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6 検出した遺構・遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡

221号住居出土土器観察表 PL. 100 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 罪士 底 15.6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内器面が荒れている。 堅緻、鈍橙色

2 甕 ロ 9.6 口縁端部には面を 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部½周

作る。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色

3 台付甕 口 164 外 口縁端部、肩部に付文を添付。それぞれ推定 5 個、 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 16.8 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 堅緻、赤黒色

内ヘラミガキ。

221号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法最 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4 ·盆＝ピ 2 段口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 11% 

5 ギ互 口 20 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。 小礫を含む。 堅緻 橙色

6 盆一 2 段口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 7% 

7 甕 口 14 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 10% 

8 甕 口 16 外頸部は櫛描横直線に縦直線。 小礫を含む。 堅緻 鈍橙色 14% , 甕 口 14 折り返し口縁 外頸部は櫛描横直線に縦直線。 粗砂粒多い。 堅緻 鈍橙色 16% 

221号住居出土石器観察表 PL. 100 • 101 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

10 刃 器 4.5X 3.6X 1.3 黒色頁岩 17 3 両面二次剥離調整を施した小形品。周縁部に剥離調整痕が巡る。

11 刃 器 4.2X42X07 黒色頁岩 11.4 縦長剥片の一側縁を刃部としている。刃部には細かい剥離使用痕

が見られる。片半が欠損している。

12 くぼみ石 9.4X 8.4X 5.8 粗粒安山岩 440. 9 自然石の両面にコウ打によるとみられる＜ぼみがある。＜ぽみ面

223号住居（第60図、 PL. 20) 

位置 46-G43に位置する。

に磨った滑らかさはない。

形状、規模、方位 やや胴の張った方形を呈する。規模は東西、南北両軸とも 3.6m。方位はN-19°-E 。

北辺、及び西辺はそれぞれ224号、 225号住居の各辺と一致している。 しかし接点ではわずかに不連続面が認

められる。

周壁、壁溝壁土は黄褐色細砂質土（第V層）。 壁高は65cm検出し、特に深い、検出状態は良好である。壁

溝は認められない。

主柱穴 不明確。周壁下に深さ 30cm程の小ピットを数か所で検出する。

床面 黄褐色土面で、一部に張り床面を造っている。

炉跡 2 か所に地床炉を検出する。北側の炉跡は薄い黄褐色土の張り床面の下に見られる。北側の炉跡には

縁辺部に沿って大型土器の長さ 30cm程の破片を埋め込んでいる。北側の炉跡が使われなくなった後漸次南に

炉が移動していったと思われる。

遺物出土状態 床面上より弥生土器大形破片が数点出土している。
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6 検出した遺構・遺物

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 225号、 224号住居を切っている。
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第60図 223号、 224号、 225号住居

A·B·Cセクション

1 黄褐色 第V層土の二次堆積。

2 黒褐色

3 暗褐色

4 暗褐色

5 暗褐色

6 黒色

7 暗灰褐色

8 暗灰褐色

9 暗灰褐色

10 橙色

第V層土を斑状に含む。

第V層土を僅かに含む。

4 層よりも黒色味が強い。

粘性が強く礫は少ない。

小礫を多量に含む。

5 層に同じ。礫が目立つ。

IV層土を含む。

焼土、炉跡。

゜ 1 : 60 2m 

223号住居出土土器観察表 PL. 101 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 14.5 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

2 甕 胴 9.8 外頸～胴上部は波状文、胴下部はヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴部½周

底 5.1 内胴部はヘラミガキ。 堅緻、暗赤色 底部全周

3 甕 口 107 外 口縁～胴上部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 全周

4 台付甕 口 1 1.7 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 12.3 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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 第61 図 223号住居出土遺物

223号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色

5 甕 折り返し口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 橙色 I 9% 
6 甕 口 16 口端部角ばる 外口縁端部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 淡赤橙色 I 19% 
7 鉢 口 12 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明黄褐色 113%

224号住居（第60図 PL. 20) 

位置 45-G43に位置する。

形状、規模、方位 形状、規模は不明。規模は南北軸3.2m、方位はN-19°―E 。

周壁、壁溝 周壁は砂質黄褐色土（第V層）。南側及び北側周壁はともに223号住居の周壁のほぽ延長線上にの

るが、両住居の接点の壁面は不連続である。

主柱穴不明。

床面 223号住居の床面よりも約20cm高い。 225号住居の床面よりも 12cm程低い。床面は黄褐色土面で、踏み

固められた痕跡は顕著ではない。

炉跡不明。

覆土 比較的黄褐色ローム質土の混入が目立つ。223号との接点では本住居の覆土が切られている状態が認め

られ、 225号住居の覆土を本住居が切っている。本住居の覆土中に225号住居の床面は延びていない。

遺物出土状態 床面上より弥生土器の甕の完形個体が下半部が破損し、崩れた状態で直立していた。この他

南周壁下に甕の底部破片を認めるが、全体に出土遺物は少ない。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 223号住居に切られており、本住居の方が旧く、 225号住居を切っており、本住居が新し

し＼。
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6
 
検出した遺構・遺物

224号住居出土土器観察表 PL. 101 

遺物番号 I 器 種 法 誠 器形 成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

甕 口
胴
高

12.71 折り返し口縁。

16.8 

23.2 

外
内

口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描直線文、胴下砂粒を含む。

部はヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

ハケメ後ヘラミガキ。

ほぼ完形

225号住居（第60図、 PL. 20) 

位置 47-G42に位置する。

形状、規模、方位

N-24'-E 。

周壁、壁溝

長方形を呈する。規模は東西軸4.6m。方位は

礫を含む黄褐色土（第V層）。特に南周壁は礫層を切

って造られている。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。南側の 2 主柱穴を明確に検出する。北

側の主柱穴は不明確。 224 号住居内に認められる小ピットは本住

居に伴う主柱穴の可能性が高い。
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床面

炉跡

小礫を多量に含む黄褐色土面。

不明。

゜ 1 : 3 10cm 

第62図 224号住居出土遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡

遺物出土状態 床面上から 5~10cmの高さで弥生土器破片が散在する。南側から投棄されたと見られる。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 223号、 224号住居よりも旧い。

225号住居出土土器観察表 PL. 101 

遺物番号 器 種 法 星 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 14.2 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ロ縁～胴部全周

胴 14.5 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

2 甕 胴 14.6 外 口辺～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

225号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量： 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3 竺一 折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。丹彩？ 砂粒多い。 堅緻 赤色 9% 

4 士互 多段口縁 外ヘラ刻み目。 細砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 10% 

5 • 竺 2 段口縁 外ヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 赤橙色 9% 

6 甕 口 16 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒多い。 堅緻 暗赤褐色 11% 

7 甕 口 16 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍黄橙色 15% 

8 台付甕 口 12 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 18% , 台付甕 口 11 折り返し口縁 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 16% 

227号住居（第64図、 PL. 21) 

位置 67-G04に位置する。

ml 吋

¥] 6 ` (-4) 
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A 'ー I 

A
 

A•B セクション

1 黒褐色粘性が強い。炭化

物を僅かに含む。

2 黒褐色黄褐色第V層土プ

ロックを多量に含

•上吋

む。

3 黒褐色下部で黒色灰面が

ある。

4 黄褐色第V層土主体、黒

褐色土を少量含

む。

5 橙色 焼土、炉跡。

゜ 1 : 60 2m 

第64図 227号住居
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6 検出した遺構・遺物

形状、規模、方位 長方形を呈する小型住居。規模は長軸4.3m、短軸2.7m。方位はN-53'-W。

周壁、壁溝壁土は黄褐色土（第V層）。壁溝は認められない。

主柱穴 住居の中軸線に沿って、また周壁際にそって、深さ 10cm前後の小ピットを認める。

床面 黄褐色土面で、炉跡を中心に東周壁際まで灰層が広がる。

炉跡 中軸線上西部に地床炉を設けている。

遺物出土状態 床面上、覆土中より弥生土器破片が出土する。

時期弥生後期第 3 期。 ` 
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第65図 227号住居出土遺物

227号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鍼 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 g 一 外頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒多い。 やや堅緻 鈍黄橙色 14% 

2 甕 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰赤色 7% 

3 台付甕 口 12 外頸部は等間隔止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒多い。 堅緻 赤褐色 12% 

4 鉢 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 粗砂粒を含む。 堅緻 赤色 8% 

5 尚坪 外口縁端部はヘラ刻み目、丹彩。内丹彩。 粗砂粒を含む。 堅緻 赤色 8% 

227号住居出土石器観察表 PL. 101 

遺物：］三二
6 刃器

計測値（縦 x横 x厚さ） I 石質 1 重量(g) I 特 徴
6.5X 9.7X 2.0 黒色頁岩 84.8 片側の一部に二次剥離調整を加えた剥片で、刃部は剥離調整はな

いが鋭利である。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

232号住居（第66図、 PL. 21) 

位置 40-H12に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。北コーナ一部から北東辺部にかけては233号住居と重複し、不明確。規

模は長軸6.2m、短軸4.6m。方位はN-36'-E 。

周壁、壁溝 壁土は淡褐色土（第V層）。南東コーナ一部では壁高は70cmに達する壁高を良好に検出する。

主柱穴主柱は 4 本構造。深さ 25~30cmのピットを 4 か所で検出する。

貯蔵穴 南コーナ一部に径50cm、深さ約45cm程の円形ピットが見られる。ピットの周囲には土手状に幅30cm

程の低い高まりが認められる。貯蔵穴の可能性が考えられるが、ピット内より獣骨片のほかに出土遺物はな

し＼。

床面 床面は淡褐色土を平坦に踏み固めている。

炉跡不明。

覆土 覆土の堆積状態は、中央部に顕著なレンズ状堆積が認められ、典型的な自然埋没の状況を示している。

中央部が後の段階まで窪地として残っていたとみられるが、土層中に浅間 C軽石の混入が目立たないことが

注意される。

/ 

I ¥ ¥ r:ol I 
I 
I 

\ 
233号住居

I 
I 

ミ◎(-叶23) 
11 ［）層

A·B セクション

1 暗灰色小礫を含む。

2 黒色 7 層に似る。

3 灰褐色砂質。

4 暗灰色 1 層よりも濃い。

゜ )i A 1 麗I
5 黒色 灰色第V層土のブ

ロックを含む。

5. 9 • 6 灰褐色壁土（第V 層）

主体。

7 黒色 7 層に似る。

口（一26) 3• ~ (-29) I¥ 胃＇
8 黒色土

9 灰色 やや砂質。

10 灰黒色灰色壁土を多量に

含む。

11 黒色 壁土の混入により

吋
灰色味を持つ。

6. /""I l/,¥ ¥'¥ ¥ ¥ ;、' 12 灰黒色淡褐色プロックが

点在。

L=l67.7m 13 灰色

A' 14 黒色

15 黒色 灰色土混土層。

゜ 1 : 60 2m 

第66図 232号住居
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6
 
検出した遺構・遺物

遺物出土状態 床面上、覆土中より弥生土器破片が多数出土する。中央部床面上 5 cm程から古式土師器の高

坪の大形破片が出土している。この土器は住居が廃棄された後、比較的永く窪みが残り古墳時代の段階に混

入したと思われる。

時期 弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 北部で233号住居と重複する。 233局住居よりも本住居の方が旧い。

¥ l ,  3 

ヽ

1 

□三門二二＼
2 

ー一 、~· -

: 

I 

三5; I ¥ 
/I 

, I 4 

ロニ三□—―ニ-三ミ

口
゜ 1 : 3 10cm 

第67図 232号住居出土遺物

232号住居出土土器観察表 PL. 101 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.2 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ。口辺部は波状文、頸部は 2 連 粗砂粒を含む。 口縁～頸部全周

止め簾状文。 堅緻、鈍赤褐色

内ヘラミガキ。

2 甕 口 10.1 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部

胴 13.4 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 ほぽ全周
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(2) 弥生時代後期の住居跡

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色

3 台付甕 口 16.9 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒、小石を含む。

胴 19.4 内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色

4 台付甕 口 13.9 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。

胴 15.1 内ヘラミガキ。

5 高 坪 口 23.0 坪部下端部に段を 外ヘラミガキ。

作る。 内ヘラミガキ。

6 甑 口 15.6 底部に焼成前に 外ヘラミガキ。

高 14 3 穿った円孔有り。 内ヘラミガキ。

232号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整

7 甕 口 13 折り返し口縁 外 LR縄文、内ヘラミガキ。

8 甕 口 18 折り返し口縁, 甕 口 16 折り返し口縁

10 甕 折り返し口縁

235号住居（第68図、 PL. 22) 

位置 42-H17に位置する。

外波状文。内ヘラミガキ。

外波状文。内ヘラミガキ。

外頸部は櫛描直線文。

堅緻、暗褐色

細砂粒を含む。

堅緻、赤橙色

細砂粒を含む。

堅緻、鈍橙色

形 胎 土 焼 成

粗砂粒を含む。 堅緻

砂粒を含む。 やや堅緻

細砂粒を含む。 堅緻

小礫を含む。 堅緻

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸7.2m、短軸5.4m。方位はN-13°-W。

周壁、壁溝壁土は細砂質灰褐色土（第V層）で良好に検出される。

主柱穴不明確。

遺存状態・備考

口縁～胴部％周

口縁～胴部½周

坪部ほぼ全周

口縁部％周

色 調 遺存

赤褐色 14% 

鈍褐色 12% 

褐灰色 17% 

黒褐色 7% 

貯蔵穴 東南コーナ一部に不整形なピットが設けられる。ピット形状は 3 個の円形ピットが接した状態で、

周囲は灰褐色土が床面よりも 15cm程周堤状に高い。

床面 242号住居との重複部は灰色のV層土と黒色土の混土層。重複部以外は灰褐色土（第V層）。重複部の

土は客土と認められる。

炉跡 242号住居との重複部分、中軸線上北側周壁寄りと西側周壁の傍らの 2 か所に地床炉が見られる。両炉

跡とも焼土帯が良く生成しており、長細い円礫を据えている。北側の炉の周辺には広く灰層の広がりがあり、

骨片が点在する。

遺物出土状態 床面上、覆土中より弥生土器破片が多数出土する。住居中央部覆土上部（床面上10~20cm)

より古式土師器破片が多数出土する。これらの古式土師器は埋没が進んだ段階で投棄されたものだろう。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 本住居の床面下に242号住居が重複する。本住居は242号住居の覆土の状態などから 242

号住居の拡張、建て替え住居と考えられる。
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検出した遺構・遺物

_~ 

g̀ 

A
 

Q
 

心
芦
ー
ー
ー
ー

l

_
_
_
 
V
|
1
1
1
1

ー
ー

1
1

ー
ー
ー
ー

1
9
1
9
9
1
1
9

ー
／

{
l
l
l
o

◇
/
。
『
皇
『

}
、
公81
3
)

←

こ
．
／
＼
‘
／
竺

/

/

0

5

l
 

二
、
＼

6

-—

-.®4/

j
u•— 

ニ
ー
＼
へ
ai

}
4
3
e
I


l
\

t
{
笠
）
＾
浚
．
o


l

（
ー
＼
、
1
1
8
7
C
)
-

•

l 

-

)
 /
]
畔
Q
宣

1
2
9

一
乙
叫

5
-
l
l
l

I
I
I
l
l
1

ー
1
9
1
1
1
1←
ー1
9
9
1
1
ー
9
9
9
/
l
G
f
9
,
'
_
1
1

ー
＼‘

l

A' 

C' 
•一

吋 L=l67.5m 

' 

A
 

A' c
 

c
 

/ ーー／／／／／／／／／／／／犀/////·/” 贔ヽ
A·Bセクション

1 暗灰色

2 暗灰色

3 暗灰色

4 暗灰色

5 暗灰色

6 暗灰色

炭化物を含む。

灰色味が強い。

3 層より灰色が強い。

灰白色v陪プロックを含む。

灰白色v層プロックを含む。

0

1

 

1

1

 

7

8

9

 

暗灰色

暗灰褐色

暗灰褐色

暗灰色

黒色

第68図

灰色土を含まない。

炭化物など灰雑物が多い。

央雑物が少ない。

灰褐色プロックを含む。

灰色味が強い。

貯蔵穴セクション

l 暗灰褐色黄褐色土小粒を含

む。

淡褐色V層土をわず

かに含む。

炭化物粒を含む。

シルト状。

黒色粘質土を含む。

粘質。

シルト状。

2
 

3

4

5

6

7

 

暗灰褐色

黒褐色

明灰色

明灰色

黒色

灰褐色

゜ 1 : 60 2m 

235号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第69図 235号住居出土遺物 (1)
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6 検出した遺構・遺物
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第70図 235号住居出土遺物 (2)

235号住居出土土器観察表 PL. 102 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 g 士 口 24.0 2 段の折り返し口 外 口縁部は刻み目 2 段、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

頸 14.0 縁。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 ％周

2 g 士 口 14.4 折り返し口縁。 外 口縁部は鋭いヘラ刻み目、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 16.6 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

3 ·宮— 口 18.8 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

4 甕 口 11 4 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 4 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 13.0 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

5 甕 口 10.9 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、黒褐色

6 台付甕 口 15.5 外 口縁部はヨコナデ、口辺～胴上部は波状文、頸部 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 160 は 2 連止め簾状文。 堅緻、黒褐色

内ヘラミガキ。

7 甕 口 18.0 外 口縁～頸部はハケメ後ヨコナデ、胴部はハケメ、 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 18.2 ヘラケズリ。 やや堅緻、灰白色

内 ヘラナデ、肩部に指オサエ痕が巡る。

8 甕 口 14.5 外 口縁～頸部はハケメ後ヨコナデ、胴部はハケメ。 小石を含む。 口縁～胴部％周

胴 17.6 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、褐灰色, 甕 口 16.2 頸部はややコの字 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

状。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色

10 甕 底 5.4 外ハケメ。 粗砂粒を含む。 胴下部～底部

内ヘラナデ。 やや堅緻、褐色 ％周

11 甕 底 6.0 外ハケメ。 細砂粒を含む。 底部全周

内ヘラナデ。 堅緻、明褐灰色

12 高 坪 口 16.0 坪部下半部に段が 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪部％周

作られる。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

13 高 坪 外ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 脚柱状部のみ遺

内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色 存。

78 



(2) 弥生時代後期の住居跡

235号住居出土石器観察表 PL. 102 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 x横x 厚さ） I 石 質 I 重塁(g) 特 徴

14 I 土掘り具 I 14.3(+) X 7.0X 3.51 黒色頁岩 347.3 I 比較的肉厚で側縁は直線的、基部は欠損している。両面に丹念に

剥離調整を施している。

236号住居（第71図、 PL. 23) 

位置 46-H17に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸4.5m、短軸3.7m。方位はN-25°-W。

周壁、壁溝 壁土は灰褐色土か又は青灰色土（第V層）で良好に検出する。検出できた壁の高さは30cm前後

を測る。壁溝は認められない。
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B·C セクション

1 暗褐色 砂質土、青灰色シルトを含む。

2 暗褐色 青灰色シルト混土層。

3 暗褐色 砂質、黒褐色。

4 暗褐色 シルトを含まない。

5 青灰白色 シルト主体。

゜ 1 : 60 2m 

第71図 236号住居
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検出した遺構・遺物
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第72図 236号住居出土遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡

主柱穴 住居の東半部に深さ 30cm程のピットを 2 か所で検出する。これらが主柱穴になると思われる。周壁

際の数か所に小ピットが検出される。

床面青灰色土を踏み固めている。

炉跡 西周壁際に地床炉を設ける。焼土帯の西縁部傍らに長細い円礫を 2 個並べている。炉跡の中心部は東

周壁際の柱穴から 60~70cmで近接位置にある。

貯蔵穴 住居→東南コーナ一部に長径60cm、深さ 23cm程のピットが認められる。これは貯蔵穴になる可能性

が高い。周提は認められない。

遺物出土状態 床面上より多数の弥生土器が出土する。北東コーナ一部に壺、甕の上部全周個体が並んで出

土している。

時期弥生後期第 3 期。

236号住居出土土器観察表 PL. 102 • 103 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色

1 壺 口 195 折り返し口縁。

2 罪• 胴 21. 4

3 士互 口 12.2 折り返し口縁。

高 14.8

4 壺 頸 13.0

5 台付甕 口 15.4

胴 17.6

6 高 坪

7 ミニチュア 口 4.8 手づくね

高 2.5 

8 鉢 口 13.2

高 6.5 

236号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形, 互ギ 折り返し口縁

10 壺 口 26 折り返し口縁

1 1 壺

12 甕 口 12 折り返し口縁

13 台付甕 折り返し口縁

239号住居（第73図、 PL. 22) 

位置 42-H20に位置する。

形状、規模、方位不明。

外 口縁部はヨコナデ、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。

内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、灰褐色

外頸部は 4 連止め簾状文を 2 段、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内 口縁～頸部ヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、橙色

外ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、赤色

外 頸部は 3 連止め簾状文、肩部は波状文、以下ハケメ。 砂粒を含む。

内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、鈍橙色

外 口縁～胴上部波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

外ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

外 ヘラ・ミガキ。 粗砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

文 様 整 形 胎 土 焼 成

外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒多い。 堅緻

外口縁部は沈線区画に刻み目。 粗砂粒を含む。 堅緻

外頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒多い。 堅緻

外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒少ない。 堅緻

外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻

周壁 不明確。検出できなかった。 竪穴住居ではない可能性も高い。

主柱穴不明。

遺存状態・備考

口縁～頸部％周

頸～胴部全周

胴部スス付着

口縁部½周

内外面丹彩

胴上～頸部½周

口縁～胴部全周

坪下部％周

口縁部½周

口縁部％周

色 調 遺存

赤褐色 8% 

鈍橙色 11% 

赤褐色 8% 

赤褐色 20% 

淡橙色 9% 
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6 検出した遺構・遺物

床面黒褐色土面を踏み固めている。床面上には灰の堆積が広く著しく見られ、炭化材の散在も顕著である。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面上に弥生土器大形破片が多数密集している。

時期弥生後期第 3 期。

$ `  i 
5~6 

8~ミ受：炭乙
l c 

一
242号住居

゜ 1 : 60 2m 

第73図 239号住居

239号住居出土土器観察表 PL. 103 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギg 口 286 2 段口縁。 外 口縁部は刻み目文、口辺部はハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部½周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

2 竺= 口 255 折り返し口縁。 外 口縁部は沈線で区画し、上下に刻み目文、頸部は 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

頸 144 2~3 連止め簾状文、肩部は波状文、付文 4 か所。 やや堅緻、鈍橙色

内 口辺～頸部はハケメ後ヘラミガキ、胴部はヘラナ
T-ｷ 。

3 甕 ロ 209 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 胴部½周

4 甕 頸 144 外 頸部は 2 連止め簾状文。肩部は波状文。 砂粒を含む。 口辺～胴上部

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍赤褐色 ％周

239号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

5 壺 口 24 3 段口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 12% 

6 宮·— 多段口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 13% 

7 g = 口 23 折り返し口縁 外口縁部は沈線区画に刻み目。 細砂粒を含む。 堅緻 灰白色 12% 

8 壺 口 20 折り返し口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内丹彩。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 18% , 甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 灰赤色 15% 

10 甕 折り返し口縁 外口縁部は付文、波状文。頸部は簾状文。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍褐色 8% 

11 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 9% 
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゜ 1 : 3 10cm 

第74図 239号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

240号住居（第75図、 PL. 23) 

位置 38-H20に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸5.8m、短軸4.7m。方位はN-70°-E 。

周壁、壁溝壁土は灰色土（第V層）。

主柱穴 主柱穴は明確ではない。住居内には大小の多数のピットが検出されるが主柱穴と特定できない。中

軸線上に深さ 10cmの浅いピットを 2 か所に検出する。

床面床面は灰色土（第V層）。

叶 吋

口
i..;1 

o| 

•(-34) (-19) 

• (-10) • (~9) 

ｮ 

+, II 
し］

ｧ I 
バl A' 

I」 B' -

• (-30) 

I• 

こ＝＝＝
A 

叶 吋 ...｣ ul 叶

謬
旦 ー＝ー一亨上

B•Dセクション

l 黒灰色炭化物、灰色土プロックを含む。

2 黒灰色 やや褐色味が強い。

3 黒灰色 暗灰色土プロックを含む。

4 暗灰色灰色土プロックを含む。

5 灰黒色灰色土を僅かに含む。

6 黒色 純灰層。

7 橙色 焼土、炉跡。

゜ 1 : 60 2m 

第75図 240号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

炉跡 中軸線上西周壁寄りに地床炉を設けている。浅い窪みを伴い、窪みの壁面は焼土化し、窪みの中の黒

色灰下部は珪酸体の層が充填している。 また住居の中央部に長さ 30cmの長細い円礫が検出されるが、炉の据

え石の可能性が高い。周囲に焼土の点在が認められる。北壁寄りにも地床炉を設けている。

遺物出土状態 床面～床面上 5 cm程に弥生土器大形破片が出土している。

時期 弥生後期第 3 期。

-— 

｀
＼
ぃ
｀
｀

\ 

一

—-—— ーミニ . 

=: -=-= 
・ニ

==  -

ニー＝

\\I'Iロロ＝ご
こ

二．＝＝／／―=_ I -

~.＇＝デご= ー＝ゴ‘===—↑

` ==—· 

こ：
=-

‘`‘ ―`ク：

ミ

•、

、

¥̀1]¥n[I 書彎
\ 9 ヽ l

ヽ
ヽ : 4 

゜ 1 : 3 10cm 

/
3
 

冨
皿狐》

齊

三＿ C-一＿て一一—- ---- - • ` === 
/ _ ＿コ

~ -''"" 
-,  

ヽて一二—

C -= --
ー ーニ

-----ご: --•一―-
ヽ— ・・ = 

-- -_9 =— :,、
二＞ < 

冬

□□ 
5
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第76図 240号住居出土遺物

240号住居出土土器観察表 PL. 103 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 19.0 折り返し口縁。 外 口縁～胴部はヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 24.2 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ、丹彩。 堅緻、赤褐色

2 高 坪 口 206 外 口縁部は細かい刻み目、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 16.8 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩
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6 検出した遺構・遺物

240号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

3
-
4
-
5
 

三 I : ]: I:::：口縁 1 日［巳竺：：みへ目：、：／：ラ、ガキ。 ：：：：儡。 1 ；；軟弱 1::: 1 言
粗砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 12% 

240号住居出土石器観察表

遺物番号 1 名 称 I 計測値（縦 x横 x厚さ） I 石 質 1 重星(g) I 特
6 磨 石 12.3X 5.6X 3.1 粗粒安山岩 360.2 自然石の一端に使用による摩滅痕がある。

徴

241号住居（第77図、 PL. 24) 

位置 34-H21 に位置する。

形状、規模、方位長方形を呈す

る。規模は長軸4.7m、短軸2.8m。

方位はN-7'-E 。

周壁、壁溝壁土は灰色土（第V

層）、検出できた壁高は10cm。

主柱穴 中軸線上に深さ 40cmの主

柱穴になるとおもわれる円形ピッ

トを認める。この他周壁際、コー

ナ一部などに深さ 20cm前後の小

ピットを認める。

床面 268号住居と北部で重複す

るが、貼り床など認められない。

炉跡中央部に地床炉が設けら

れ、周囲に黒色灰の広がりが見ら

れる。

遺物出土状態出土遺物は少な

い。床面上 3 cm前後から覆土中に

弥生土器が出土する。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係北部で268号住

居跡と重複する。

u| 叶

\ 

II ' 
(~3) 

D II 
,_ 

D' 
A 

¥l 
-_ 

(-33]| 

A' 
・言

B 

(-8) 

(-5) 畏
4. (-41 l II 

(-9) 

゜ 履貫(-38) 園 L=l67.0m

A 

B////·／／／三三重’B

A·Cセクション

1 灰黒色粘質。

2 灰黒色灰白色第V層土を含む。

3 黒色 灰純層。

4 黒褐色

第77図 241号住居

A' Q| 

量冒
炉跡セクション

l 灰層。

2 焼土。

゜ 1 : 60 2m 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

\ 2 二互 ：〕只□
5 

＝三ニニシ

゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 2 5 cm 

第78図 241号住居出土遺物

241号住居出土土器観察表 PL. 104 

遺物番号 I 器壺種[: 13量， I:｝り：し・ロ：0 形 1: :―口；：ご：し：：；：：：：］まハケ：／ヘラ 1::i::::l 1:t;]:］：：：考
ナデ。

241号住居出土土器観察表（拓本）

遺：号 1 器； I 法量 I ：こ□/jX.：
文様・整形

外肩部は波状文。内ヘラミガキ。

外波状文。内ヘラミガキ。 `で:: 1:: 成 1三 I:;

241号住居出土石器観察表 PL. 104 

遺物番号 I 名 称

□舟 器
一
器 計測：：：：□］ I ら::: I 重：己 I :；［：合五：：口；：：：は：；言；z：：：：：：
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6
 
検出した遺構・遺物

242号住居（第79図、 PL. 24) 

位置 41-H17に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸5.8m、短軸4.2m。方位はN-13°-W。

周壁、壁溝 本住居は235号住居の床面下に検出されており、壁土は灰褐色（第V層）で、壁高は15cmほど検

出されるが、 235号住居の壁高もあわせれば、 50cm以上になる。

g
 

-g 

~25) 

1.5 (-21) 

百
A
 ｩ) (-21) 

3• A' 

/
 235号住居

L=l67.5m 

炉L=l66.6m

A A' 

三
m| 

饂·
炉跡セクション

焼土、灰混土層。

焼土。

1

2

3

4

5

 

灰色

黒色

黒色

黒色

黒色

灰白色第v層土と黒色土の縞状堆積。

黒色土主体灰色土混土層。

灰色土主体黒色土混土層。

灰色味が強い。

黒色灰主体。
゜ 1 : 60 2m 

第79図 242号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

主柱穴 主柱穴は中軸線上、炉跡と周壁の間に 1 か所認める。この他、周壁下に数か所、深さ 20cm前後の小

ピットを検出する。コーナ一部 3 か所、長辺の中間部の壁際に小ピットが認められる。

床面床面は灰褐色土。

炉跡 中軸線上北周壁寄りに地床炉を設けている。炉跡内には長さ 30cm程の長細い円礫及び大形土器破片を

縦に埋め込んでいる。浅い円形掘り方を伴う。

遺物出土状態床面上より弥生土器破片が出土する。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 本住居は235号住居の床面下から検出される。

I I 

I I 

亨
三疇

ーニーニ—--==-

2
 

I I 

I I 

4
 ゜ 1 : 3 10cm 

第80図 242号住居出土遺物

242号住居出土土器観察表 PL. 104 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 胴 29.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部

内 頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、赤褐色 ほぼ全周

2 台付甕 口 15.7 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 4 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 15.2 内 ヘラミガキ、指オサエ痕。 堅緻、橙色

3 甕 胴 7.2 外胴上部は波状文、胴～低部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、灰褐色

242号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形

4
-
5
 

壺
一
甕

折り返し口縁

折り返し口縁

文様・整形

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。

外波状文。内ヘラミガキ。
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6 検出した遺構・遺物

遺：番号 1 器：種 I : : I 器形・成形 1 : :̀: :様：以：整 形 三三 I:：成 1ビ I:: 
243号住居（第81図、 PL. 25) 
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L=l71.2m 

炉L=170.7m

B
 ＂疇］

炉跡セクション

1 暗褐色

2 焼土橙色。

B·C セクション

1 暗褐色粘質。

2 暗褐色炭化物を少星含む。

3 黄褐色 黄褐色砂質土をより多く含む。

4 暗褐色 やや砂質、黄褐色土を含む。

5 暗褐色黄褐色土を混じる。

6 暗褐色焼土混土層。

第81図 243号住居

゜ 1 : 60 2m 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

位置 39-Gl2に位置する。

形状、規模、方位長方形を呈する。規模は長軸7.2m、短軸5.6m。方位はN-21'-W。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色土で良好に検出する。検出できた壁高は40cm前後である。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 4 主柱穴を明瞭に検出する。

床面黄褐色土を踏み固めている。

炉跡 北寄り 2 主柱穴間に地床炉を設ける。径50cm程の円形焼土帯を生成し、縁辺部に 3 個の円礫を据えて

いる。この他中央部にも小範囲に 2 か所焼土帯が認められる。炉跡としてはやや不明確であるが、これらも

地床炉の可能性が高い。

遺物出土状態 床面上に多数の弥生土器の完形個体、大形破片が多数出土している。遺物はとくに住居南部

の出入部と炉跡の周囲に集中している。

時期弥生後期第 1 期。

他の遺構との関係 北部で本住居の覆土上に 7 号墓の南側周溝が造られている。

243号住居出土土器観察表 PL. 104 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 一宮 ロ 8.1 外 口縁部はヨコナデ、頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 完形

高 10.8 内 口縁部はヘラミガキ、胴部はハケメ、頸部に丹彩。 堅緻、橙色 外面丹付着

2 壺 ロ 8 1 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 9.4 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ、頸部丹彩。 堅緻、橙色 外面丹付着

3 
— g 

口 13.1 口縁部は著しく内 外 口縁部はヨコナデ、頸部は沈線間に斜行ヘラ描沈 砂粒を含む。 口縁～頸部

頸 1 1.4 湾する。 線を巡らす。羽状になるだろうか。 やや堅緻、橙色 ほぼ全周

内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ、ナデ。

4 士四 胴 17.3 外 頸部等間隔止め簾状文を 2 段以下ハケメ、ナデ。 砂粒を含む。 頸～胴部全周

内ヘラナデ。 やや堅緻、鈍橙色 胴部スス付着

5 甕 底 5.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

6 台付甕 口 13.3 口縁端部に幅広の 外 口縁端部に付文、頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 12.6 面を作る。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラミガキ。 やや堅緻、橙色

7 高 坪 脚 8.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内脚部はハケメ。 堅緻、橙色

8 高 坪 脚 8.2 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部ヨコナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩, 高 坪 口 12.4 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラケズリ、ハケメ。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 9.1 内 坪部はヘラミガキ、脚部はヨコナデ、丹彩。 堅緻、黄橙色

10 高 坪 口 12.9 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部½周

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

243号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

11 士互 受け口状口縁 外口縁部は波状文。内ハケメ。 砂粒を含む。 堅緻 浅黄色 11% 

12 壺 受け口状口縁 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 鈍橙色 9% 

13 一宜 受け口状口縁 外頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 やや軟弱 灰白色 9% 

14 甕 口 16 外頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 堅緻 鈍黄橙色 20% 

15 甕 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は鋸歯文。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍褐色 17% 

16 甕 受け口状口縁 外口縁端部は刻み目、口縁部は波状文。 砂粒を含む。 堅緻 鈍黄橙色 9% 
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(2) 弥生時代後期の住居跡

243号住居出土石器観察表 PL.104 

一17 砥石
計測値（縦 x横 x厚さ） I 石

12.3X 7.5X 3.5 砂岩

質 I 重量(g) 特 徴

310.s I 断面が紡錘形で両面が砥面となっている。中央部が摩滅により、

細まっている。

244号住居（第83図、 PL. 25) 

位置 53-H33に位置する。

形状、規模、方位 形状不明。住居の西半部は調査区域外である。規模は南北5.0m。方位はN-9°-E 。

周壁、壁溝壁土は灰白色土、砂質（第V層）。壁高は50cm前後を検出する。壁溝は一部に認められる。深

さは 3 ~5 cm。

主柱穴不明確。

土壌 東南コーナー部に長径80cm、深さ 40cmのピットを検出するが、これは貯蔵穴になる可能性がある。

覆土 覆土は北方向からの埋没が顕著である。

床面 灰白色土（第V層）で平坦に堅く踏み固められている。

炉跡不明。

遺物出土状態 東周壁下、床面上より弥生土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

(-12) 
¥ I A‘ \ \ •f 

ｮ( -95`ll  

1 黒色 粘質白色。土をブロック状に含む。

A 

2 暗灰色灰

色 黒味が強い。3 暗灰

4 黒色

粘質。A' 5 黒色

6 暗色灰色 灰色プロックを含む。

(-40) 

7 黒 色灰色土を含む。8 灰黒

A 

9 黒色

色 炭化物を含む。10 灰黒

2m 

゜
1 : 60 

第83図 244号住居

244号住居出土土器観察表

遺物番号 1 器 種 1 法 量 1 器形
1 台付甕（？）脚 5.0 

成形
| 

外

内

文様

ヘラミガキ。

ナデ。

整 形 胎土・焼成·色 1 遺存状態・備考

砂粒を含む。 脚部全周

堅緻、橙色
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6 検出した遺構・遺物
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第84図 244号住居出土遺物

244号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

2
-
3
-
4
 

馴I 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、以下波状文。

外波状文。内ヘラミガキ。

外口縁部は付文。内ヘラミガキ。
：：：：晶。 1 :：軟弱 1 ::：色 I ]]: 

粗砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 15%

244号住居出土石器観察表 PL. 104 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

5 刃 器 3.5Xll.3X 1.4 頁岩 60 5 縦長の剥片の一側縁を刃部としている。刃部には全体に細かい剥

離使用痕がある。

6 土掘り具 4.4(+) XlO 3X 2.7 粗粒安山岩 217.2 身部中央部の破片であり、刃部と基部を欠損している。大形の横

長剥片を素材としている。両側縁の調整は丹念。

7 磨製石斧 10.SX 5.lX 2.6 変玄武岩 243 3 基部側縁は強い稜をもって面を作っている。基部、刃部には使用

による破損が著しい。

245号住居（第85図、 PL. 26) 

位置 52-H35に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。西半部は調査区域外のため不明。規模は短軸4.7m。方位はN-42°-W。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

周壁、壁溝壁土は灰白色土（第V層）。壁溝は検出できない。

主柱穴主柱は 4 本構造と思われる。

床面 灰色砂質、床面は平坦、薄いワラ状のものが床面上の大半部分に広がって認められた。住居のレベル

が湧水以下のため、木片など床面上に多数遺存して検出された。

炉跡 北東周壁側、側部 2 主柱穴間に地床炉を設けている。長さ 35cm程の細長い円礫を焼土帯の縁辺部に据

えている。浅い円形の掘り方を伴う。

遺物出土状態 西南周壁下の床面上に胴部以下を欠く弥生土器の壺、甕が 3 個倒立状態で検出される。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 246号（後期第 2 期） 248号住居と重複する。

A
_
 叶吋

“疇瓢i
炉跡セクション

1 黒灰色灰。

2 橙色 焼土。
ヽ

゜ 1 : 60 

B 
——--. 

2m 
¥ｩ(-41)  

] 
A
 

叫

•- - -• 

• (-26) 

245号住居

248号住居

1 黒色炭化物を含む。

2 黒色炭化物、灰色土粒を含む。

3 黒色灰色土、炭化物を少量含む。

4 黒色灰色土を多量に含む。

叶 吋

ヒ·‘

• ` ̀ ̀ `‘.. 

u| o| 
上． u i、1.o 炉L~l65.5m

こ上
B·Dセクション

1 黒灰色炭化物小粒を含む。

l' 黒灰色炭化物、黒色灰純層。

2 暗灰色 灰白色土をプロック状に含む。

3 灰黒色

4 黒色 粘質、灰白色土大プロックを含む。（壁土の崩壊）

5 暗灰色 灰白色土、灰黒色プロックを多量に含む。

6 暗灰色

7 黒灰色 床に敷いたいね科植物を含んでいる。

8 黒色

9 黒色 灰白色土プロックを多量に含む。

10 黒色 灰白色土プロックをより多量に含む。

第85図 245号、 248号住居
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6 検出した遺構・遺物
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第86図 245号住居出土遺物（ 1)
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第87図 245号住居出土遺物（ 2)

245号住居出土土器観察表 PL. 105 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 一g 口 28.4 折り返し口縁。 外 口縁部は刺突文、頸部は波状文。 粗砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内 口縁～頸部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、橙色

2 ·宜ニ 口 8.2 折り返し口縁。 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 8.8 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ、丹彩。 堅緻、赤褐色

3 甕 口 11.4 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文。頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色 ½周

4 甕 口 14.3 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺～胴上部は波状文。頸部 砂粒を含む。 口縁～胴上部

は等間隔止め簾状文。 堅緻、黒褐色 全周

内ヘラミガキ。 スス付着

5 甕 口 16.0 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口縁～口辺部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

6 甕 口 137 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文。 粗砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙褐色

7 甕 口 13.3 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

245号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

8 壺 口 14 折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 橙色 14% , g • 口 16 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内ナデ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 12% 

10 甕 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 7% 

11 甕 口 11 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 12% 

12 台付甕 口 10 外頸部は 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 灰褐色 13% 

13 甕 外 R撚糸文。内ヘラミガキ。 砂粒少ない。 堅緻 赤褐色 7% 

245号住居出土石器観察表 PL. 105 

遺］：号 1 土名掘り:i I 計:?7(:x::: c'l3)4 し：桑疑灰質岩 1 重？。：）1 |片側に自然面特を残す大形の横長剥片を素材とする。：樟象を丹含に
剥離調整している。基部側縁には摩滅が目立つ。
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 I 名 称 l 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 石~ 質 l 重量(g) 特 徴

]: 1 : : 

10.4x 7.2X 4.0 1 石英閃緑岩 1 448.7 1 自然石の片面に僅かに摩滅痕が見られる。
10.3X 6.5X 3.1 石英閃緑岩 326.2 自然石を残す片面に僅かに摩滅痕が見られる。

248号住居（第85図、 PL. 26) 

位置 52-H37に位置する。

形状、規模、方位住居の大部分が調査区域外、 245号住居との重複により形状は不明。辺の方向は245号住

居と一致する。

周壁、壁溝 壁土は灰白色土。壁高は25cm前後で、良好に検出する。壁溝は認められない。

床面 灰白色土面で245号住居とのレベル差は10~15cm。

主柱穴 不明。住居内に深さ 10cmの小ピットを検出するが柱穴になるか明確ではない。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面上より弥生土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 245号住居と大きく重なる。 245号住居の覆土中に張り床面などが認められないので本住

居の方が旧い可能性が高い。

／
り
ー

一
} 

2
 

゜ 1 : 3 10cm 

第88図 248号住居出土遺物

248号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色

: I : ::|2 段口縁 外口縁部は刺突。内ヘラミガキ。

外波状文。内ヘラミガキ。 :::::: 1:: I::色|]芸：

246号住居（第89図、 PL. 26) 

位置 51-H34に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。北西部は245号住居と重複しており、不明確。規模は長軸4.7m、短軸は

不明確。方位はN-80°-W。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

周壁、壁溝 北側周壁は灰色第V層の最上部に位置するため、ほとんど検出することができない。南周壁は

壁高 8 cm を検出する。

床面 床面は黄褐色土で平坦。北周壁際に径50cm程の範囲に赤色顔料の広がりが検出された。

主柱穴 主柱は 4 本構造と思われる。南側に 2 か所主柱穴を良好に検出する。北側では検出できなかった。

東側周壁際に 1 対のピットを検出する。これは出入部の施設に関わるピットと思われる。

炉跡 中軸線上西部に地床炉がある。浅い円形の掘り方を伴い灰、焼土を充填する。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面上、覆土中より弥生土器破片が出土する。

時期弥生後期第 2 期。

他の遺構との関係 245号住居と西南部で重なる。本住居は245号住居に切られている。

_C , 疇2 1 2 -C' 

245号住居
叫 吋

／9 顔、 \ 

゜
冒

（料）

炉跡セクション

＼ノ
ヽ— (-49)。

1 黒灰色灰。

2 橙色 焼土。

• 
(-29) 

召•(-26) ◎←2を7i-う35)ll A' 

ク

\ ●)レ

ミ

= 
m |ク

L=l66.0m 

吋

゜ 1 : 60 2m 

第89図 246号住居
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第90図 246号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

246号住居出土土器観察表

遺物番号 I 器壺種 1: ::I 器形・成形 1：二：門°、ガ・キ胴部：五こ I::'a:•こ・色：ロニ

246号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形

2 一宜
3 壺

4 甕

5 高坪 口 14

249号住居（第91図、 PL. 27) 

位置 48-H39に位置する。

文 様 整 形

外口縁部はヨコナデ、ハケメ。内ハケメ。

外胴上部は鋸歯文、付文。

外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。

胎 土 焼 成 色 調 遺存

細砂粒を含む。 堅緻 淡黄色 7% 

砂粒を含む。 堅緻 鈍褐色 5% 

砂粒を含む。 堅緻 褐灰色 9% 

細砂粒を含む。 堅緻 赤色 12% 

形状、規模、方位長方形を呈する。大型住居。規模は長軸9.2m、短軸6.lm。方位はN-46°-W。

周壁、壁溝壁土は灰白色土。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱は 6 本構造。 5 か所に長円形の大規模なピットを検出する。深さは40~80cm。東端部のピット

内には柱材が残存し、床面上25cmほど突出した状態で検出された。周壁際に多数の小ピットが並んで検出さ

れる。

床面 床面は灰白色土面で薄い藁状の堆積物の広がりが検出される。

炉跡 北西奥 2 主柱穴と周壁の間に地床炉を設ける。焼土帯が良好に生成し、周囲に広く灰層の広がりが認

められる。

遺物出土状態 床面上より弥生土器大形破片が出土する。土錘は床面密着状態で検出される。

時期弥生後期第 3 期。

249号住居出土土器観察表 PL. 105 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色

1 壺 胴 13.4 外胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。

底 5.1 内胴上部はヘラミガキ。 堅緻、褐色

2 甕 口 15.3 折り返し口縁。 外 口縁～頸部波状文。 粗砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍赤褐色

3 甕 口 20.0 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

4 台付甕？ 脚 9.2 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。

内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、橙色

249号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成

5 gギg 口 26 3 段口縁 径 2 mmの補修孔が 3 か所に見られる。 砂粒多い。 堅緻

6 壺 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻

7 甕 口 14 外頸部は等間隔止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻

8 台付甕 口 12 折り返し口縁 外頸部は櫛描直線文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻

100 

遺存状態・備考

胴～底部％周

口縁部全周

スス付着

口縁部％周

頸～胴部½周

脚部全周

色 調 遺存

鈍黄橙色 18% 

鈍橙色 7% 

暗灰黄色 14% 

赤橙色 14% 



(2) 弥生時代後期の住居跡
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4 暗灰褐色粘質。
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第91 図 249号住居
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6 検出した遺構・遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第93図 249号住居出土遺物 (2)

249号住居出土土製品・玉類観察表 PL.105 

遺物番号 名 称 長さ 径、厚さ 形状、 成形、 整形 色 調 材 質 備 考, 土 錘 3.2 2 7 円筒形を呈し、両端面は丸みを持っている。器面 鈍橙色 土製 完形

にはヘラミガキを施している。

11 勾玉未製品 4.4 1 2 成形段階の未製品、孔はなし。器面には研磨面の 明緑灰色 ケイ質変質 完形

稜線や粗い研磨痕が明瞭である。尾部に打撃痕が 右山

認められる。

12 勾玉原材 3 8 1. 9 不整形な、三角錐状の剥片。表面は不規則な剥離 明緑灰色 ケイ質変質

面で、一部自然面とみられる風化面あり。 11番の 岩

勾玉未製品と同一原石。

249号住居出土土製品観察表 PL. 105 

遺物番号 I 名 称 I 長さ I 幅 I 厚さ I 孔径 形状、成形

10 I 土製勾玉 I 3.8 I 1.5 I 1.5 I o.3 I 断面は円い。胴部が太い。

整形

器面全体にナデ。 ニ
考

249号住居出土石器観察表 PL. 105 

遺物番号 名 称 計測値（縦x横X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

13 刃 器 5.7X 7.QX 1.9 黒色頁岩 54.8 側面に自然面が残っている剥片。二次調整痕は認められない。一

側縁が鋭利であり、ここを刃部としている。

14 刃 器 4.0X 6.0X 1.1 黒色頁岩 20.4 小さな横長剥片で片面に自然面を残す。刃部は半円状に認められ

る。刃部には細かい剥離使用痕が認められる。

15 刃 器 5.7X 8.6X 1.5 黒色頁岩 60.2 横長剥片の両面に二次剥離調整を加えている。刃部は弧状に、片

面剥離により、作出している。

16 くぼみ石 7 3X 5.7X 5.2 （土） 粗粒安山岩 139.1 多孔質な円礫の片面にすり鉢状のくぽみを作っている。くぼみの

面は磨った状態で、敲打による凹凸は見られない。

250号住居（第94図、 PL. 28) 

位置 45-H33に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。コーナ一部の丸味は一律ではない。規模は長軸5.5m、短軸4.2m。

方位はN-90°。

周壁、壁溝 壁土は灰白色土（第V層）。周壁の高さは15cm前後で良好に検出する。壁溝は認められない。
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6 検出した遺構・遺物

主柱穴、その他ピット 主柱は 4 本構造。深さ 30cm前後、円形ピットを 4 か所で明瞭に検出する。東側周壁

際に径50cm、深さ 40cmの断面が整った逆円錐台形の円形ヒ゜ットが検出されるが、出土遺物は土器破片のみ。

貯蔵穴の可能性がある。また東周壁と主柱穴の間に長円形の小ピットを認めるが、これは出入部の施設に関

わるピットと思われる。

床面 床面は灰白色土で平坦に踏み固められている。

炉跡 中軸線上西奥側主柱よりもやや中央寄りに地床炉が設けられている。円形焼土帯が生成し炉内には長

さ 20cm程の細長い円礫が据えられている。

遺物出土状態 床面上より弥生土器完形個体、大形破片が多数出土する。東南コーナ一部に赤色顔料が床面

に水溜り様に検出された。

時期弥生後期第 1 期。
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B•Dセクション

1 暗褐色粘質。

2 暗褐色青灰色シルトを含む。

第94図 250号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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6 検出した遺構・遺物

250号住居出土土器観察表 PL. 106 

遺物番号 器 種 法 姐 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 23.0 受け口状口縁、頸 外 口縁部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部

部に 1 個円孔あり、 内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、明赤褐色 ほぼ全周

2 孔は貫通せず。

2 互＝ピ 口 17.5 外頸部は 2 連止め簾状文、胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、鈍橙色

3 宮ギ 口 208 外 頸部は等間隔止め簾状文を 2 段、肩部はヘラ沈線鋸 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 22.5 歯文、斜行沈線充岨、付文、以下ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、黒褐色

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ、丹彩。

4 罪• 胴 161 外 口縁部はヨコナデ、頸部は等間隔止め簾状文、胴 粗砂粒を含む。 頸～底部％周

底 7 5 上部は波状文、 1 段。 やや堅緻、灰白色

内 口縁～頸部ヨコナデ、ヘラミガキ、胴部はハケメ。

5 甕 口 15.2 受け口状口縁。 外 口縁部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文、胴上 砂粒を含む。 口縁部½周

高 20.5 部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 スス付着

内 口縁～頸部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。

6 甕 口 140 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 小礫を少量含む。 口縁部％周

高 132 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色 スス付着

7 鉢 口 15.0 口縁部は角ばる。 外ヘラケズリ、ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラケズリ、ヘラミガキ。 堅緻、灰褐色

8 鉢 口 18.3 口縁部はやや歪み 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ、丹付着。 砂粒を含む。 ほぼ完形

吉向 6.4 がある。 内ヘラミガキ、丹彩。 やや軟弱、赤色

9 蓋 ツマミ径 外ヘラナデ。 砂粒を含む。 縁部欠損

2.4 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

250号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形 文様 整形 胎土 I 焼成 I 色 調 I 遺存

10 甕 口 20 口縁短く内折。

251号住居（第96図、 PL. 28) 

位置 44-H35に位置する。

外波状文。内ヘラナデ。 細砂粒を含む。 I 堅緻 I 褐灰色

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸4.8m、短軸3.9m。方位はN-23°-W。

周壁、壁溝 壁土は灰褐色土。検出状態は良好で、壁高は60cmに達する。壁溝は認められない。

21% 

主柱穴 中軸線上に径30cm前後のピットを検出する。また周壁下コーナ一部に小ピットを検出する。これら

が主柱穴、または支柱穴になると思われる。中軸線上の 2 個のピットは深さ 50cm以上である。主柱穴は 2 本

構造と思われる。

床面 床面は灰褐色土で平坦に踏み固められている。

炉跡 中軸線上北周壁から lm程に地床炉を設けている。炉内には長さ 30cm程の長細い円礫を据え、浅い円

形掘り方を伴う。

覆土 覆土の堆積状況は典型的なレンズ状堆積で、自然埋没によったことを示している。埋没途上で黒色灰

の投棄が行われている。

遺物出土状態 床面上、覆土中より弥生土器大形破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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1 灰黒色炭化物細粒が散在。

2 灰黒色灰白色土を多量に含

む。

3 黒色 灰純層。

4 灰黒色 2 層に近似。

5 灰黒色黒褐色土と灰白色土

の混土層。

6 灰白色 より灰白色土ブロッ

クを多麓に含む。

7 暗褐色粘質。

8 黒褐色灰白色土プロックを

含む。

9 黒褐色灰白色土プロックを

多星に含む。

10 暗褐色黒褐色土小ブロック

が点在。

11 暗褐色灰色土v層土ブロッ

クを含む。

12 暗褐色黒色土プロックを多

鼠に含む。

゜ 1 : 60 2m 

第96図 251号住居

251号住居出土土器観察表 PL. 106 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 g 士 頸 14.8 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口辺～肩部½周

内 ヘラミガキ、荒れている。 堅緻、鈍橙色

2 甕 口 17.2 折り返し口縁。 外 口辺～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を多星に含 口縁～胴上部

胴 200 内ヘラミガキ。 む。 ½周

堅緻、黒褐色

3 甕 口 16.1 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 18.2 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

4 台付甕（？） 脚 8.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ナデ。 堅緻、鈍橙色

5 甑 口 17.4 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 1 1.2 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、灰褐色

251号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鼠 器形·成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

6 罪·— 多段口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒多い。 堅緻 橙色 8% 

7 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰赤褐色 9% 

8 甕 口 12 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 20% , 台付甕 口 11 外波状文、付文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 16% 
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検出した遺構・遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡

251号住居出土石器観察表 PL. 106 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 x 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

10 磨 石 14.4X 6.5X 3.2 粗粒安山岩 420.7 細長の自然石の先端にやや摩滅した痕跡がある。

11 ＜ぽみ石 9 6X 7.0X 6.0 粗粒安山岩 412.2 多孔質の円礫の両面にくぼみを作っている。一方がすり鉢状で大

きく、面は磨った状態で、敲打による凹凸はない。

12 刃 器 4.Sx 6.0x 2.0 黒色安山岩 43.1 片面に自然面を残す菱形の剥片で、 2 辺に刃部を作っている。

252号住居（第99図、 PL. 29) 

位置 45-H22に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。南辺部は調査区境のため明確に検出できなかった。規模は長軸約6.9m、

短軸4.6m。方位はN-10°-W。

周壁、壁溝 壁土は灰白色でやや砂質。東南コーナー部は周壁を明確に検出できない。他の 3 辺は壁高20cm

程で良好に検出する。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 3 か所で深さ 50~70cmの主柱穴を良好に検出する。東南部のピットは不明確。・ピ

ットは浅く位置的にややはずれている。

床面

炉跡

床面は灰白色土（第V層）。

北奥 2 主柱穴と周壁の間及び、東側 2 主柱間の 2 か所に地床炉を設けている。北側の炉跡と周壁との

間は80cm程に近接し、この間には灰層の広がりが著しい。両炉跡とも焼土、灰を充填する浅い掘り方を伴う。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。床面上より弥生土器破片が出土する。

時期 弥生後期第 3 期。
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252号住居出土土器観察表 PL. 107 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 ロ 9.3 外ヘラミガキ、荒れている。 粗砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 13.5 内 ヘラミガキ、荒れている。 やや堅緻、赤橙色

2 台付甕 口 17.4 口縁端部は鋭く角 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 17.8 ばる。 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 頸～胴部％周

3 甑 底 4.5 外ハケメ、器面は荒れている。 砂粒を含む。 胴下部％周

孔 0.7 内ヘラミガキ。 軟弱、橙色 底部全周
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6 検出した遺構・遺物
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B·C セクション

1 暗褐色粘質、黒褐色土、青灰色シルトを少最含む。

2 暗褐色 やや砂質、青灰色シルトを多旦に含む。

3 青灰色 青灰色シルトプロックを少旦含む。

4 灰層

炉跡 Eセクション

l 黒色灰

2 黄白色灰、焼土粒混在。
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第99図 252号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

252号住居出土石器観察表 PL. 107 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

刃 器 4.3X 3.7X 1.2 黒色安山岩 21.0 I 横長剥片で、刃部は二次調整が加えられていない外湾状の小部分

で、剥離使用痕が認められる。

253号住居（第101図、 PL. 29) 

位置 40-H24に位置する。

形状、規模、方位

位はN-62°-W。

長方形を呈する。 コーナ一部は比較的角ばっている。 規模は長軸8.4m、短軸5.6m。方

周壁、壁溝 壁土は灰色（第V層）。崩落が著しいが、検出状態は良好。壁高は50cmを検出している。壁溝は

認められない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 1 か所、東部の主柱穴内には幅 3cm程の柱材の残欠が遺存する。各主柱穴は長径

80cm前後で比較的大規模である。

床面

炉跡

床面は灰色土で平坦に踏み固めている。

北西奥 2 主柱穴と周壁の間に地床炉を設けている。

遺物出土状態 床面直上～床面上10cmの覆土中に弥生土器破片が多数出土する。

時期 弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物
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A·C セクション

1 暗褐色 粘質、炭化物、青灰色シルト少量含む。
2 青灰色 シルト主体、暗褐色粘質土を多量に含む。
3 黒褐色 粘質、青灰色シルトを少量含む。
4 暗褐色 粘質、青灰色シルトを多量に含む。
5 暗褐色 青灰色シルトプロックを含む。
6 暗褐色 5 層より少量のシルトを含む。

7 暗褐色 青灰色シルトプロックを多量に含む。
8 暗褐色 6 層より少量のシルトを含む。
9 黒褐色 粘質、青灰色シルトを含まない。
10 黒渇色青灰色シルト。
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第101 図 253号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

253号住居出土土器観察表 PL. 107 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 20.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、橙色 スス付着

2 甕 □ 12.0 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 152 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

3 高 坪 脚 6 7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラケズリ、ナデ。 堅緻、赤褐色

4 甑 底 3.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

孔 0.7 内 ナデ、ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

253号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

5 士g 口 24 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 14% 

6 壺 折り返し口縁 外口縁部は刺突。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 褐色 8% 

7 一団を 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 明褐灰色 8% 

8 甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 20% , 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 暗赤褐色 8% 

253号住居出土石器観察表 PL. 107 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 X横 X 厘さ） I 石 質 I 重鼠(g) 特 徴

10 I 磨 石 12. 0 x 7. 2 x 4. 3 I 黒色頁岩 525.0 I 細長の円礫の一部分に大小の剥離調整を作っている。端部に摩滅

面が認められる。

254号住居（第102図、 PL. 30) 

位置 40-H30に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。北西の辺が南東辺よりも 60cm長く、やや台形。規模は長軸7.5m、短軸

5.7m。方位はN-44°-W。

周壁、壁溝 壁土は青灰色シルト質土。検出状態は良好。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 4 か所で深さ 70cm前後の円形ピットを良好に検出する。このほか周壁下に円形小

ピット列が認められる。東南周壁際には 1 対の長円形ピットが見られるが、出入部に伴う施設に関わると思

われる。

床面床面は青灰色シルト質土。

炉跡 北西奥 2 主柱穴と周壁の間、及び南西側 2 主柱穴間の 2 か所に地床炉を設けている。両炉跡とも浅い

掘り方ピットを伴い焼土帯が生成されている。後者の炉の中には長さ 20cm程の長細い円礫が据えられている。

炉中灰層内には焼けた獣骨片が多数認められる。

遺物出土状態 床面～覆土下部に弥生土器大形破片が多数出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物
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A·C セクション

1 暗褐色粘質、炭化物を少量含む。

2 灰層
3 暗褐色粘質、青灰色シルトを多鼠に含む。

4 暗褐色 粘質、青灰色シルトを小望に含む。

5 暗褐色粘質土と青灰色シルトの混土層。

第102図 254号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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6 検出した遺構・遺物
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第104図 254号住居出土遺物 (2)

254号住居出土土器観察表 PL. 107 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギ空 頸 16.8 外 口辺部はヘラナデ、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口辺～頸部全周

内 口辺～頸部はヘラミガキ、内面は荒れている。 やや軟弱、鈍橙色

2 甕 口 14.0 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺～頸部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部弱周

胴 16.2 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

3 甕 口 13.3 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

4 甕 口 10.5 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 12.2 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 スス付着

5 甕 底 7.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴下～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

6 甕 底 8.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

7 台付甕 ロ 8.0 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 7.6 内ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色

8 台付甕 ロ 8.6 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 9.2 内ヘラミガキ。 堅緻、灰褐色, 鉢 口 13.4 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部½周

高 7.1 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

10 鉢 口 19.9 折り返し口縁。 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部½周

高 11.0 内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色
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(2) 弥生時代後期の住居跡

254号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

11 壺 外頸部は 3~4 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 やや堅緻 鈍橙色 22% 

12 罪一 折り返し口縁 外口縁部は刺突。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰白色 7% 

13 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 8% 

14 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 9% 

15 甕 口 8 外口縁～頸部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 19% 

16 甕 口 16 折り返し口縁 外口縁部は 2 個単位の付文、波状文。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 10% 

17 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 9% 

18 高坪 口 19 外口縁端部は 2 段の刻み目、丹彩。内丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 10% 

19 尚坪 口 15 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 赤色 12% 

254号住居出土石器観察表 PL. 107 

遺物番号 名 称 計消値（縦 x横 x 厚さ） 石 質 重戴(g) 特 徴

20 刃 器 6 3X 7.5X 1.6 粗粒安山岩 54.9 縦長剥片の片側面に二次調整を加え、周縁に鋭利な刃部を作出し

ている。

21 土掘り具 9.7X 5.0X 1.8 黒色頁岩 88.2 横長の剥片の両面を丹念に剥離整形している。片側に自然面を残

している。

22 刃 器 4.lX 8 7X 1.6 黒色頁岩 45.5 片側が自然面の横長剥片で、刃部に小さな剥離が全体に見られる。

使用痕の可能性もある。

254号住居出土石製品観察表 PL.107 

厚さ 形状、成形、整形 色調 I 材質遺ロロ:--
23 紡錘車 I 6.9 2.0 I 片面には断面カマポコ状の浮線が同心円状に巡淡褐灰色 流文岩質る。器面は両面とも滑らかに磨かれている。 1 凝灰岩

255号住居（第105図、 PL. 31) 

位置 35-H30に位置する。

備 考

片半部欠損

形状、規模、方位 長方形を呈する。北西コーナー部は隅丸状を呈するが、大小のピットが集中しているた

めやや不明確である。規模は長軸8.2m、短軸6.0m。方位はN-13'-W。

周壁、壁溝 壁土は灰白色土で、検出状態は良好。部分的に壁溝を検出する。幅15cm、深さは 5 cm前後であ

る。

主柱穴 主柱は 4 本構造。主柱穴は深さ 70~100cmに達するものもあり、総体に深い。南側周壁際に 1 対の長

円形のピットが見られる。出入部の施設に関わるピットと思われる。

床面 灰白色土面を平坦に踏み固めている。

炉跡 北奥 2 主柱穴と周壁の間、及び東側 2 主柱穴間の 2 か所に地床炉を設ける。両炉跡とも浅い掘り方、

長細い円礫を据えている。

遺物出土状態 床面上に弥生土器完形個体、大形破片が多量に出土している。特に土器の上部、または下部

を欠き全周する個体が目立つ。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 256号住居と重複する。本住居が256号住居の覆土を切っている。
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6 検出した遺構・遺物
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B·C セクション

1 黒褐色

2 黒褐色 灰白色プロックを多量に含む。

3 黒褐色 灰白色プロックを僅かに含む。

4 黒褐色黒灰色土を多量に含む。

5 黒褐色 灰白色土細粒多量に含む。

6 黒褐色 灰白色土プロックを多望に含む。

7 黒褐色炭化物が点在。

第 105図 255号、 256号住居

118 



(2) 弥生時代後期の住居跡
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第 106図 255号住居出土遺物（ 1)
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検出した遺構・遺物
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第 107図 255号住居出土遺物（ 2)
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第108図 255号住居出土遺物（ 3)

255号住居出土土器観察表 PL.108 • 109 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 23.3 2 段の折り返しロ 外 口縁部は 3 段の刻み目文、端部に付文。 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 頸部、鈍橙色

2 g ·＝ピ 口 2 1. 3 2 段の折り返し口 外 口縁部は 2 段の刻み目文、頸部は櫛描横直線に縦 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 直線、肩部は波状文。 堅緻、赤褐色 頸部全周

内 口縁部はヨコナデ、口縁～頸部はヘラミガキ。

3 亜一 底 9.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ハケメ。 堅緻、明褐色

4 甕 口 17.8 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺～胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部全

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 周

5 甕 口 16.3 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 胴部スス付着

6 甕 口 13.0 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 16.4 内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

7 甕 口 18.4 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

8 甕 口 11 6 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 13.6 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色, 甕 口 17.0 折り返し口縁。 外 口縁～頸部はヘラミガキ、頸部は櫛描横直線に縦 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

直線。 堅緻、明褐色

内ヘラミガキ。

10 甕 口 150 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は間隔の長い等間隔 砂粒を含む。 口縁％周

高 29.4 止め簾状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、明褐色

内ヘラミガキ。

11 甕 口 12.6 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 19.3 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

12 甕 口 16.8 口縁端部に面を作 外 口縁～頸部は波状文、頸部は簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

る。 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

13 甕 口 10.0 外 口縁～胴上部は波状文、胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

高 1 1.4 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

14 台付甕 口 14.0 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文、 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 13.5 胴部に付文4個。 堅緻、褐色

内ヘラミガキ。
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

15 台付甕 口 15.8 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 15.3 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

16 台付甕 口 13.7 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 14.1 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 頸～胴部％周

17 台付甕 口 12.0 外 口縁端部、口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガ 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 10.8 キ。 堅緻、明褐色

内ヘラミガキ。

18 台付甕 ロ 9 5 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 9.3 内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

19 台付甕 ロ 8 7 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

20 台付甕（？） 脚 8 4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラナデ。 堅緻、鈍黄橙色

21 高坪（？） 脚 10.8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラケズリ。 やや堅緻、灰褐色

22 甑 底 4 7 底部に焼成即の穿 外ヘラケズリ、ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

孔 1 1 孔あり。 内 ヘラミガキ、孔部は指ナデ。 堅緻、浅黄橙色

23 蓋 径 5.5 小円孔 4 個あり。 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 完形

高 2.9 内ナデ。 堅緻、赤色

255号住居出土石器観察表 PL. 109 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 x 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

24 土掘り具 5.4(+)X 4 lX 1.9 黒色頁岩 52.9 横長剥片を両面加工している。片側に自然面を残している。基部、

25 刃 器 44X60Xl2 

26 刃 器 6 4Xll.6X 3 3 

256号住居（第105図、 PL. 31) 

位置 37-H29に位置する。

刃部を欠損している。

黒色頁岩 22.3 やや横長の剥片の片側に二次剥離調整を加えている。刃部は片側

縁に剥離調整を加え弧状に作出している。

黒色頁岩 390.3 長く、偏平な円礫の一側縁に鈍い刃部を作出している。

形状、規模、方位 255号住居に大方を切られていて形状は明確ではない。長軸6.lm、短軸不明。方位はN

-0 °。

周壁、壁溝 壁土は灰白色土（第V層）西側周壁は良好に検出される。壁溝は部分的に認められる。壁溝は

幅15cm、深さ 5 cm。

主柱穴 255号住居内も精査したが検出できない。

床面 灰白色土面を平坦に踏み固めている。 255号住居との床面レベルの差は約10cm。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面上より弥生土器大形破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 255号住居が本住居の覆土を切っている。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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256号住居出土遺物

256号住居出土土器観察表 PL. 109 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 g て 頸 16.1 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口辺～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

2 甕 口 15.7 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 21. 0 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 ％周

3 鉢 ロ 8.2 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 4.2 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

256号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4
-
5
-
6
 

壺
一
壺
一
甕

2 段口縁

2 段口縁

折り返し口縁

外口縁部は刻み目。

外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。

外波状文。内ヘラミガキ。

細砂粒を含む。

細砂粒を含む。

細砂粒を含む。

やや堅緻

堅緻

堅緻

橙色

橙色

暗赤褐色

17% 

5% 

16% 

257号住居（第llO図、 PL. 32) 

位置 41-H38に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。長軸8.0m、短軸6.5m。方位はN-70°-E。住居中央部を東西に貫く

撹乱部分は調査区境に設けた排水溝である。
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検出した遺構・遺物
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暗褐色

暗褐色

暗褐色

暗褐色

黒色

暗褐色

粘質、青灰色シルトを少鼠含む。
粘質、青灰色シルトプロックを少盤含む。
粘性強く、シルトの混入は少ない。

青灰色シルトを多量に含む。

灰を多量に含む。

青灰色シルトを多量に含む。 264 号住居覆土。

炉跡セクション

l 黒色灰

2 灰色灰、粘質。
＊灰層中に獣骨の細片が多数見られる。

゜ 1 : 60 2m 

第110図 257号、 262号住居

124 



(2) 弥生時代後期の住居跡

周壁、壁溝 壁土は灰白色土（第V層）で、明瞭に検出される。

床面 264号住居との重複部は黒褐色土と淡灰褐色土のブロック混土層を客土し、上面に薄いワラ状の植物繊

維の広がりが見られた。

主柱穴 主柱は 4 本構造。主柱穴は一様に長径70cm、深さ 70cm前後の長円形のピットである。周壁下に小ピッ

ト列がほぽ全周にわたって検出されている。

炉跡 東奥 2 主柱穴と周壁の間に地床炉が見られる。炉跡は長径70cm前後で長さ 18cm程の長細の円礫を据え

ている。炉跡は円形の掘り方を伴い、掘り方内には黒色灰と灰色土が縞状に堆積する。

遺物出土状態 床面上より弥生土器の大形破片が出土する。

時期 弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 南周壁部で447号土壊と、北、西周壁部で262号住居と重複する。本住居が土塙と 262号住

居の覆土を切っている。また、 264号住居上を客土し、本住居は造られている。
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第111 図 257号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構·遺物
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第112 図 257号住居出土遺物（ 2)

257号住居出土土器観察表 PL. 109 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 底 19.5 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

2 甕 口 15.0 折り返し口縁の段 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 18.8 は低い。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

3 甕 口 1 1.6 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 14.6 内 ヘラナデ、ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

4 甑 底 4.5 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 底部全周

孔 1.0 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

5 台付甕 口 13.2 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 12.0 内ヘラミガキ。 堅緻、褐灰色

6 台付甕 口 12.2 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。肩部に 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 14.0 付文 4 個。 堅緻、暗赤褐色

内ヘラミガキ。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

257号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7 豆= 折り返し口縁 外口縁部は 2 段の刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

8 ギ互 折り返し口縁 外口縁部は刺突。内ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 暗褐灰色 6% , ｷg ＝ピ 3 段口縁 外口縁刻み目、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 赤色 8% 

10 甕 口 15 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 26% 

11 甕 口 13 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 赤灰色 20% 

12 甕 口 16 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 暗褐色 14% 

13 甕 口 16 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 鈍赤褐色 14% 

14 甕 底 6 外付加条。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤灰色 23% 

15 台付甕 口 8 外ナデ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 24% 

257号住居出土石器観察表 PL. 109 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厘さ） 石 質 重且(g) 特 徴

16 刃 器 5.2X 6.3(+)X 1.1 黒色頁岩 29.1 縦長剥片の両面を剥離調整している。刃部には細かい剥離を施し

ている。

17 石 核 IO.OX 4 2X 5.0 黒色頁岩 344.6 長細の一端に大きな剥離面が 3 か所認められる。

18 ＜ぽみ石 7.0X 8.lX 4.6 粗粒安山岩 235.5 多孔質の円礫の両面に大小のすり鉢状のくぼみを作っている。＜

ぼみはやや長円形で面は磨った状態で、滑らか。

19 刃 器 5.7X 9.0X 2 6 黒色頁岩 95.7 縦長剥片の一側縁に鈍い刃部を作っている。刃部には細かい剥離

使用痕が認められる。

257号住居出土玉類観察表 PL. 118 

遺物番号 I 名 称 I 長さ・厚さ 孔径 I 材 質 色 備考

口 玉
一
玉

0.3 

0.2 

径

0.35 

0.35 叶摩
スカイプルー

スカイプルー

262号住居（第110図、 PL. 32) 

位置 44-H39に位置する。

形状、規模、方位隅丸長方形を呈

し、やや胴が張っている。東、南部

の周壁は257号住居に切られている。

長軸不明、短軸4. lm。方位はN-

28°-w。

周壁、壁溝壁土は灰褐色第V層土。

明瞭に検出される。壁高は10cm前後

を検出する。

床面大方は遺存していない。灰白

色第V層土。

主柱穴不明。

炉跡不明。

\ 一

0 1 : 3 

2
 

ーｷｷ̀ 

10cm 

第113図 262号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

遺物出土状態 床面上より弥生土器大形破片が出土している。

時期弥生後期第 2 期。

他の遺構との関係 本住居の覆土、床面が257号住居に切られている。

262号住居出土土器観察表 PL. llO 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 互一 口 8.0 外 口縁～胴部ハケメ、胴部は粗いヘラケズリ後ハケメ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 18.6 内ナデ、ハケメ。 やや軟弱

2 台付甕 口 11 8 口縁部は短く、強 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 134 く、内側に折れる。 内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、赤色 付文推定 7 個

258号住居（第114図、 PL. 32) 

位置 50-H25に位置す

る。

形状、規模、方位長方

形を呈する。小型住居。

規模は長軸4.0m、短軸2.

8m。方位はN-34°―E 。

周壁、壁溝壁土は灰白

色土（第V層）で検出状

態は良好。壁高は50cm以

上を確認する。壁溝は認

められない。

主柱穴中軸線上に 1 か

所、深さ 10cm 程の浅い

ピットを検出する。この

他周壁下に 2 か所で小

ピットを検出する。

床面灰白色土面を踏み

固めている。

炉跡中央に 1か所地床

炉を設けている。焼土帯

が良好に生成している。

周囲には灰の広がりが比

較的広く見られる。

遺物出土状態床面上に

検出された遺物は少な

い。覆土中より弥生土器

128 
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4 灰黒色炭化物が点在。
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5 暗灰色 灰白色小プロックを含む。

6 暗灰色 灰白色土プロックを含む。

7 暗灰色 灰白色土プロックを少量含む。

8 橙色 焼土。

第114図 258号住居



(2) 弥生時代後期の住居跡

破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

4
 

゜ 1 : 3 10cm 

第 115図 258号住居出土遺物（ 1)

258号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 ギg 口 16 2 段口縁 外口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 13% 

2 甕 口 15 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 24% 

3 甕 口 14 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 17% 

4 甕 口 18 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、以下波状文。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 18% 

5 台付甕 口 10 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 25% 

6 台付甕 口 12 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 14% 

259号住居（第116図、 PL. 33) 

位置 31-H38に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。規模は長軸11.2m、短軸6.4m。方位はN-15°-W。本遺跡で調査さ

れた住居中、最大規模である。

周壁、壁溝壁土は淡褐色土（第V層）。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱穴は 6 本構造になると推定される。主柱穴になると思われるピット列が認められ、東側は 2 か

所、西側は 4 か所見られる。周壁下に小ピットを20個以上検出する。 1 か所の壁下ピット内より、柱材、あ

るいは杭材の残欠が検出されている。

床面 淡褐色土面（第V層）を平坦に踏み固めている。

炉跡 北奥 2 主柱穴の間に黒色の灰の広がりが見られる。地床炉の痕跡と思われる。

遺物出土状態 床面上 5 cm前後より弥生土器大形破片が多数出土する。

時期弥生後期第 3 期。

他の遺構との関係 本住居は263号住居の床面下より検出される。 263号住居の建て替え前の住居である。
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6 検出した遺構・遺物
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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6 検出した遺構・遺物

259号住居出土土器観察表 PL. llO 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 15.2 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 17.6 内ヘラミガキ。 堅緻、明橙色 全周

2 甕 口 124 外 口縁部はヨコナデ、口縁～胴上部波状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部½

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 周

3 台付甕 口 114 外 口辺～胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 12.4 内 ヘラミガキ、器面は荒れている。 堅緻、暗赤褐色 ％周

4 台付甕 口 16.4 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 16.5 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

5 鉢 口 14.8 外ヘフミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 8.6 内ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色 スス付着

6 甑 底 5.0 外ヘフミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

孔 1.2 内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

259号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7 ·空ギ 折り返し口縁 外口縁部は 5 段の刻み目、丹彩。内丹彩。 粗砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 8% 

8 甕 折り返し口縁 外口縁部は付文、波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤灰色 7% , 甕 口 13 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 21% 

10 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 褐色 5% 

259号住居出土石器観察表 PL. 110 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 x横x 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

]: I : : : : ]]]雷：叫ご岩 1 二 I]言□□言竺多：口;::覧：口：？：烹言；
くぼみはすり鉢状で、面は比較的滑らか。

261号住居（第118図、 PL. 33) 

位置 53-H23に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸4.6m、短軸2.7m。小型住居。東辺に比べ西辺がやや

長い。方位はN-90°。

周壁、壁溝 周壁は全周にわたり、良好に検出する。壁溝は認められない。

主柱穴 中軸線上 2 か所に主柱穴と思われる深さ 30~40cmの円形ピットが見られる。周壁下に数か所柱穴と

思われるピットを検出する。南側周壁下に深さ 30cm前後の円形ヒ°ットが 1 対見られるが出入部に関係する可

能性が高い。

床面 床面は平坦に踏み固められた面を検出するが、多数の小ピットが見られ、これによる凹凸が目立つ。

炉跡 中央部北側寄りに地床炉を設けている。炉内には焼土帯が良好に生成し、細長い円礫を据える。周囲

には広く灰の広がりが見られる。

遺物出土状態 床面～覆土下部に弥生土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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゜ 1 : 3 10cm 

第119図 261号住居出土遺物

261号住居出土土器観察表 PL. 110 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 ロ 9.8 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部烙周

胴 12.1 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

2 高 坪 口 23.0 外 口縁端部は刻み目、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

胴 18.7 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

3 信 坪 脚 10.0 外脚部ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 脚部全周

内脚部指ナデ。 堅緻、橙色

263号住居（第120図、 PL. 33) 

位置 31-H38に位置する。
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(2) 弥生時代後期の住居跡
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第 121 図 263号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する大型住居。南へ梯形に広がる。規模は長軸11.8m、短軸7.0m。方位

はN-15'-W。

周壁、壁溝 壁土は淡褐色土（第V層）。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱穴は 6 本構造と思われる。周壁際以外の床面は張り床面であるが、張り床面上から 3 か所で深

さ 60~90cmの円形ピットを良好に検出する。この他、東周壁下には深さ 10~15cm前後の小ピット列を検出する。

貯蔵穴 北西コーナ一部の周壁下に径40cm、深さ 40cm前後のピットが認められる。ピットの周囲は高さ 3~5

cm、幅30cm程の周堤状の高まりが認められる。

床面 本住居は259号住居の拡張住居であり、周壁際を除き床面は張り床面で、 259母住居床面上に厚さ 20cm

程の淡褐色土（第V層）を多量に含む客土で、縞状に硬く築成している。

炉跡 北奥側 2 主柱穴と周壁の間、西側、および東側 2 主柱穴間の 3 か所に地床炉を設けている。共に炉内

に長細い円礫を据え、浅い掘り方ピットを伴う。炉内には焼土帯が良好に生成され、周囲には灰層が広く見

られる。

遺物出土状態 床面上より弥生土器大形破片が多数出土する。覆土出土の東関東系の文様モチーフを施す後

期前葉（後期第 1 期）の土器は混入と見られる。

時期弥生後期第 3 期

他の遺構との関係 259号住居覆土上に本住居の床面が認められることから259号住居の拡張住居と思われ

る。
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゜ 1 : 3 10cm 第 122図 263号住居出土遺物 (2)
゜ 1 : 2 5cm 

263号住居出土土器観察表 PL. 110 • 111 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギ互 口 22.5 2 段口縁。 外 口縁部は 2 段の刻み目、頸部は櫛描横直線に縦直 粗砂粒を含む。 口縁部％周

線、肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

2 笠ギ 口 23.2 3 段口縁。器壁は 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

薄い。 内ヘラミガキ。 やや軟弱、淡黄色

3 g 一 胴 31. 2 外 肩部は等間隔止め簾状文を 2 段以上、ヘラ描鋸歯 砂粒を含む。 胴部％周

文、胴部は沈線同心円文、付文、ハケ目、ヘラミガキ。 堅緻、橙色

内胴上部ハケメ。以下はヘラナデ。
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(2) 弥生時代後期の住居跡

遺物番号 器 種 法 量： 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色

4 甕 底 12.0 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。

内ヘラナデ、ナデ。 やや堅緻、褐色

5 甕 口 154 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文。 砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

6 甕 口‘16.9 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文。 砂粒を含む。

内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、褐灰色

7 甕 口 15.9 折り返し口縁。 外 口縁～口辺は波状文。 砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 やや堅緻、褐色

8 台付甕 ロ 7 7 外 口縁部はヨコナデ、口辺～頸部は波状文。 砂粒を含む。

胴 7 6 内 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色, 鉢 ロ 7.0 接合痕外面に目立 外指ナデ。 砂粒を含む。

高 5.0 つ。 内ハケメ。 やや堅緻、鈍橙色

263号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成

10 亜ｷ=｣ 折り返し口縁 外 5 段の刻み目、丹彩。内丹彩。 粗砂粒多い。 堅緻

11 罪= 2 段口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ、丹彩。 砂粒多い。 堅緻

12 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻

13 台付甕 口 15 外波状文。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻

14 甕 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻

263号住居出土石器観察表 PL. 111 

一15 磨

称 I 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 石 質 1 重量(g) I 特
石 7.2(+)X 6.9X 2.4 変質安山岩 179.8 円礫の半欠品の一端に摩滅痕が認められる。

263号住居出土土製品観察表 PL. lll 

遺:t号 1 : :居 1 :,  I □ I :：：｀：：ご：し］：三：：こ円：：門::: I 赤：易色調 1 土製 質 1 完jf:

264号住居（第123図、 PL. 32) 

位置 40-H39に位置する。

遺存状態・備考

底部％周

ロ縁部％周

口縁～頸部％周

口縁部小片

口縁～胴部全周

口縁部％周

色 調 遺存

鈍赤褐色 6% 

橙色 6% 

暗赤褐色 10% 

鈍橙色 17% 

黒褐色 21% 

徴

考

形状、規模、方位 不整長方形を呈する。規模は長軸5.lm、短軸4.0m。方位はN-75°-E。中央部を斜に

貫く撹乱部分は調査区境に設けた排水溝である。

周壁、壁溝 壁土は灰褐色粘質土（第V層）。 267号住居の床面と本住居の床面のレベル差は 5cm。壁溝は認

められない。

主柱穴 主柱穴は不明確。住居中央部に深さ 35cm程のピットを認めるがこれが主柱穴になると思われる。

北西コーナー部のピットは 257号住居の主柱穴だろう。

床面床面は灰褐色土。

炉跡 中軸線上東周壁際に地床炉を設けている。炉内には長さ 30cm前後の細長い円礫を据え、浅い掘り方を
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6 検出した遺構・遺物

伴う。西壁寄りに地床炉を設けている。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。炉内に竹の断片が出土する。

時期弥生後期。

他の遺構との関係 257号住居の床面下より検出。

48) 
、一'

264号住居

35) 
B 

257号住居 L=l66.lm 

炉L=166.4m
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Aセクション

1 暗褐色 青灰色シルトを多量に含む。 ゜ 1 : 60 2m 

第123図 264号住居

264号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形

甕

文様・整形

外胴上部は波状文。内ヘラミガキ。 砂：を含む： I ：緻成 1 ：褐色調 1::
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(2) 弥生時代後期の住居跡

゜ 1 : 3 10cm 

第 124図 264号住居出土遺物

268号住居（第126図、 PL. 34) 

位置 34-H22に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸7.8m、短軸5.3m。方位はN-17°-W。

周壁、壁溝 壁土は灰色シルト質土。西、南周壁は 2 段に重なっている。建て替えによる。壁溝は認められ

ない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。内側の 4 ピットは径40~50cm、深さ 35~45cmの円形ピット。この 4 ピットは外側

4 ピットに先行し、上位の床面下より検出され、覆土は灰色第V層ブロックを多量に含む。外側の 4 ピット

は深さ 35~45cmで、一様に長円形を呈する。長径70~80cm。このほか周壁下に小ピットを数か所に検出する。

床面 床面は上下に 2 枚検出する。上位の床面は下位の床面上に青灰色シルト質土主体混土層を縞状に版築

している。
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゜ 1 : 3 10cm 

第 125図 268号住居出土遺物 (1)
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6 検出した遺構・遺物
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A•C セクション

l 暗褐色砂質。

2 暗褐色 青灰色シルトの混土層。

3 灰層

4 青灰色 シルト小プロック主体。

5 黒褐色 粘質、青灰色シルトを含む。

炉跡セクション

1 黒色灰中に暗灰褐色土を含む。

2 黒色灰と青灰色シルト混土層。

3 黒色灰層

4 灰色灰層

＊掘り方面は橙色に焼土化している。灰

層中に獣骨細片が多数見られる。

第 126図 268号住居
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(2) 弥生時代後期の住居跡

炉跡 地床炉を 2 か所で検出する。西側主柱穴間の炉跡は張り床面上に見られ、立て替え後のもので、中軸

線上北奥の炉跡は建て替え前の炉跡である。共に焼土帯が良好に生成し細長い円礫を据えている。

遺物出土状態 床面上～覆土上部に弥生土器破片が出土している。

時期弥生後期第 3 期。

268号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 てg 折り返し口縁 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 粗砂粒多い。 堅緻 赤色 9% 

2 士互 外口縁端部、口縁部に刻み目。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 5% 

3 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 褐灰色 4% 

4 甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 11% 

5 甕 口 15 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 17% 

6 甕 口 10 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 22% 

7 甕 口 16 外口縁部は波状文、頸部は櫛描直線文。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 12% 

8 台付甕 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 17% , 台付甕 口 8 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 暗赤灰色 24% 
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゜ 1 : 2 5cm 

第127図 268号住居出土遺物 (2)

268号住居出土石器観察表 PL. 111 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x 横 X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

10 刃 器 7.8X 6.4X 1.4 黒色頁岩 53.2 剥片の一側縁に両面から剥離調整を加え、内湾する刃部を作出し

ている。

11 刃 器 2.lX 5.4X 1.1 黒色頁岩 9.9 断面三角形の縦長剥片の片面に二次調整を加えている。一側縁に

剥離調整を加え、刃部を作出している。

12 磨 石 ll.7X 5 3X 3.1 粗粒安山岩 287.5 長細の自然石の一端に摩滅痕が認められる。

13 磨 石 9.9X 4.7X 3.0 粗粒安山岩 232.3 長細の円礫の一端に摩滅痕が認められる。
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6 検出した遺構・遺物

(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

86号住居（第128図、 PL. 34) 

位置 36-H07に位置する。
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L=168.4m 

゜ 1 : 60 2m 

l 明褐色 FA層。

2 黒色 浅間 C軽石を多量に含む。小礫の混入多い。畑耕土。

3 暗灰色小礫多い。浅間C軽石含まず。

4 暗灰色 やや黒色味増す。央雑物は少ない。

5 淡褐色小礫を多量に含む。

6 灰色 やや砂質、第V層土主体。

7 黒色 灰、焼土、炭化材などを多量に含む。

第 128図 86号住居
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

形状、規模、方位

軸8.7m、短軸7.8m。方位は N-73°-E 。

隅丸方形を呈する。北辺部は調査区が異なり、時期を異にして調査している。規模は長

周壁、壁溝 壁土は灰白色で微細な砂質（第V層）。小礫層を含む。壁溝は北東コーナー部で検出されている。
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第 129図 86号住居出土遺物
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6
 

検出した遺構・遺物

南部の大半部分では検出できなかった。

主柱穴

床面

炉跡

主柱は 4 本構造。 3 か所で深さ 40cm前後のピットを検出する。

床面の土は、西半部は礫を含まない柔らかい灰白色土。東半部は礫を多量に含む。

不明。

遺物出土状態 西周壁付近の床面直上より壺、甕の半完形個体が 2 点出土している。

時期 弥生後期末～古墳初頭。

86号住居出土土器観察表 PL. lll 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 胴 28.8 外頸～肩部はLR単節縄文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 頸～底部％周

内 胴上部は指ナデ、下部はヘラナデ、底部は指オサ工。 堅緻、明褐灰色

2 甕 胴 26.3 外頸～胴上部はRL単節縄文、以下ヘラミガキ。 砂粒多量に含む。 頸～胴下部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

86号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法銀 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3 甕 外 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 15% 

4 甕 外 RL単節縄文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰褐色 5% 

5 甕 外口縁部はヨコナデ。内胴部はヘラケズリ。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 鈍橙色 8% 

6 甕 外頸～肩部はRL縄文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 8% 

87号住居（第131図、 PL. 35) 

位置 27-HO8に位置する。

4
 

口
6
 

゜ 1 : 2 5cm 

5
 

゜ 1 : 3 10cm 

第130図 87号住居出土遺物
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

口

• (-50) • Hol 

I I.上
• .I I 

I 
B
 

口←35)
ｩ(-40)  

B
 

A
 

A' 

L=168.3m 

響多

B
 

B
 

｀こ二゚
1 : 60 2m 

1 黒褐色 粘質、小礫を多量に含む。

2 暗灰褐色やや砂質。

3 黒色 礫の混入は少ない。

4 黒色 黄褐色土を斑状に含む。

5 灰黒褐色灰雑物は少ない。

6 灰黒褐色 ロームを含む。

第 131 図 87号住居
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6 検出した遺構・遺物

形状、規模、方位 長方形を呈する。四辺は直線的で全体に整っている。規模は長軸8.5m、短軸7.5m。方

位はN-20°-W。

周壁、壁溝 壁土は褐色土（第v層）で砂を含む。壁面の検出状態良好。高さ 40cmを検出する、壁溝は検出

できない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。主柱穴の形態は一様で、径60cm前後。住居の対角線上に配置されている。

床面小礫層を平坦に踏み固めている。

炉跡不明確。検出できない。

遺物出土状態 床面上からの土器の出土はない。覆土中より弥生土器の破片が数点、石器が数点出土してい

る。

時期 弥生後期末～古墳初頭になる可能性が高い。住居形状、柱の配置には古墳時代前期の住居の特徴が認

められる。

87号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法星 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 壺 2 段口縁 外口縁部は 2 段のヘラ刻み目。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 鈍赤褐色 7% 

2 甕 口 14 折り返し口縁 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 10% 

3 甕 口 16 折り返し口縁 外櫛描直線。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤色 17% 

4 甕 外頸部は 4 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 4% 

5 台付甕 口 10 折り返し口縁 外口縁部は無文。内ヘラミガキ以下波状文。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 18% 

87号住居出土石器観察表 PL. lll 

遺物：号 1 ]戸製石：手 I 計測：：：x：::さ:,I 」：色頁:{ I 重？。（：）， I 片面に自然面を残す。片側面を剥離調整するが肉：役である。全周
縁部に剥離整形を施す。

89号住居（第132図、 PL. 35) 

位置 28-H13に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸5.7m、短軸4.7m。西辺部は壁際には幅40cm前後、高さ

5~7 cmのテラス状の段が設けられている。方位はN-72°-E

周壁、壁溝 壁土は礫を含む黄褐色土（第V層）。壁面の検出状態は良好であり、壁高約30cm を検出する。

壁溝は無し。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 4 か所で主柱穴を良好に検出する。住居形状は東部が幅広でやや台形状を呈する

が、主柱穴の配置もこれに従って東部の 2 主柱穴間が西部に比べ50cm前後広い。

床面 小礫主体混土層面。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面直上より弥生土器及び古墳前期の土器が出土する。

時期弥生後期末～古墳初頭
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡
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A•C セクション

1 黒褐色 中、大形の円礫を含む。

2 暗褐色 黄褐色砂質ブロックを主体とし、大形の円礫

を含む。

3 黒色 粘質、小振りの円礫を含む。

゜ 1 : 60 2m 

4 黒色 3 に類似するが、やや大振りの円礫を含む。
5 黒色 大振りの円礫を含む。

6 黒色 赤褐色砂質のロームプロックを含む。

第132図 89号住居

89号住居出土土器観察表 PL. lll 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 亜= 口 14.6 外 口縁部はヨコナデ、頸部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

2 甕 口 15.9 折り返し口縁 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 20.4 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

3 甕 口 16.6 折り返し口縁 外 口縁～胴上部波状文、頸部 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 18.5 内ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色 頸～胴部全周

4 甕 口 16.0 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部½周

胴 20.2 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 頸～胴部全周

5 用 胴 17.2 底部はくぼむ。 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部％周

内ヘラケズリ、ナデ。 堅緻、鈍赤褐色

6 高 坪 口 13.1 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

7 高 坪 口 10.9 外 口縁～坪部はヘラミガキ。 砂粒、小礫を含む。 坪部％周

内 口縁～坪部はヘラミガキ。 堅緻、橙色
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検出した遺構・遺物
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第133図 89号住居出土遺物

89号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

8 士g 頸部に突帯 外肩部は櫛描直線文。内ヘラナデ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 明赤褐色 9% , 甕 口 14 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 13% 

10 甕 口 16 外胴部はハケメ。内口縁部はハケメ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 23% 

11 鉢 口 10 外胴部はハケメ。内胴部はナデ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 暗赤褐色 29% 
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

90号住居（第134図）

位置 29-Hl8に位置す
V̀ 

V̀ 

る。

形状、規模、方位隅丸

長方形を呈する。北西

コーナ一部は調査区境の

ため明確に検出できな

い。規模は長軸6.8m、短

軸4.8m。方位は N-13°

-w。本住居は著しい湧

水と土砂の崩落のため詳

細な調査ができなかっ

た。

周壁、壁溝壁土は礫層

を含む黄褐色土（第 V

層）。壁溝は不明。

主柱穴不明。

床面礫を含む黄褐色土

面。

炉跡不明。

遺物出土状態 出土遺物

は少ない。覆土中より弥

生土器、古式土師器の破

片が出土している。

時期弥生後期末～古墳初頭。

//• 

L=l67.4m 

ヽ

゜ 1 : 60 2m 

第 134図 90号住居
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<,:I 叶

3
 

゜ 1 : 3 10cm 

第 135図 90号住居出土遺物

90号住居出土土器観察表 PL. ll2 

遺物番号 I 器種 I 法鼠 I 器形・成形 I 文 様

甕 I 口 10.7 外 口縁～頸部は波状文。

内ヘラミガキ。

整 形 胎土・焼成・色 1 遺存状態・備考

砂粒を含む。 口縁部％周

堅緻、鈍赤褐色
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

2 高 坪 口 12 6 坪部は下端に段を 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部全周

作る。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

3 高坪（？） 脚 11 0 脚部円孔は 3 個。 外ヘラミガキ、ヨコナデ。 粗砂粒を含む。 脚部％周

孔 1 0 内ナデ。 やや堅緻、褐色

195号住居（第136図、 PL. 36) 

位置 50-G21に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する小型の住居である。規模は長軸5.4m、短軸3.3m。方位はN-31"-W。

北西部の周壁が壁土の崩れによるものかやや乱れている。

周壁、壁溝 壁土は小礫を多量にふくむ褐色土（第V層）。 壁面の検出状態は良好。壁高40cm前後を測る。

壁溝は検出できない。

主柱穴 住居の中央部に 1 か所と四隅コーナ一部にそれぞれ 1 か所、その他周壁に沿って円形ピットを検出
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吋
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゜ 1 : 60 2m 

B·C セクション

1 暗灰褐色粘性を欠く。浅間C軽石、ローム粒を含む。

2 暗灰褐色 粒子は細かい。浅間C軽石、ローム粒を含む。

第136図 195号住居
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

する。中軸線上のピットを中心にこれらが柱穴として機能していたものと思われる。

床面 礫を多量に含む褐色土面を平坦に固く踏み固めている。

炉跡不明。焼土帯など検出できない。

遺物出土状態 出土遺物は非常に少ない。

時期弥生後期～古墳前期。

205号住居（第137図、 PL. 36) 

位置 52-G37に位置する。

形状、規模、方位長方形を呈

する。規模は長軸4.Sm、短軸3.

8m。方位はN-15°-E 。

周壁、壁溝壁土は褐色粘質土

（第V層）。南東コーナー部を中

心に壁溝が巡る。

主柱穴西側周壁際に深さ

10~24cmのピットが 3 個、その

他不規則な位置に多数のピット A 

を見るが、明確に主柱穴と認め

られない。

床面床面は平坦な褐色粘質土

面。

炉跡 中央部やや北西コーナー

寄りに地床炉を見る。焼土帯は

長円形に広がっており、長径1.

2mに及ぶ。掘り方はひょうたん

形に 2 つの落ち込みが連結した

状態で認められる。

遺物出土状態遺物は少ない。

床面上、覆土中より弥生土器、

古式土師器破片が数点出土す
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時期弥生後期末～古墳初頭。

他の遺構との関係 206号住居

と東辺部で重複する。本住居の

方が新しい。
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@3 ( 
•4 -(-13) 

〔ここ

日疇疇冒三

-
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叶

L=l69 5m 

1 : 60 2m 

A•Bセクション

1 黒褐色浅間C軽石、炭化物を含む。

炉跡セクション

l 焼土。

2 焼土混土層。

第137図 205号住居
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6 検出した遺構・遺物

4
 ゜ 1 : 3 10cm 

第 138図 205号住居出土遺物

205号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法斌 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、口辺部は波状文。 砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 6% 

2 甕 受け口状口縁 外ヨコナデ。内ヨコナデ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 4% 

3 甕 口 12 受け口状口縁 外ヨコナデ。内ヨコナデ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 12% 

4 台付甕 口 , 外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 22% 

219号住居（第140図、 PL. 37) 

位置 42-G37に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸6.5m、短軸5.Sm。方位はN 80°-W。

周壁、壁溝壁土は小礫を含む褐色土（第V層）。壁溝は無し。

主柱穴 主柱は 4 本構造。深さ 30cm前後の円形ピットを 4 か所で検出する。南周壁際に不整形なピットがみ

られるが、本住居に伴う貯蔵穴になると思われる。

床面 礫を多量に含む平坦な褐色土面を造っている。南東コーナ一部がテラス状の段になり、炭化材が集積
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ロ□ジ
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〇 1 : 2 5cm 

゜ 1 : 3 10cm 

第 139図 219号住居出土遺物
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

している。住居の構造材か。火災に遭った可能性が濃い。

炉跡不明確。焼土帯など検出できない。

遺物出土状態 北周壁際床面上に古式土師器の器台完形品、弥生土器の甕の口縁～頸部全周個体が出土して

いる。覆土中の土器は総て弥生後期第 3 期に属するものである。

時期弥生後期末～古墳初頭
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A•Cセクション

1 黒褐色粘質、浅間C軽石を多量に含む。

2 暗褐色黄褐色粒子を含む。酸化気味。

3 暗褐色 5 層に黄褐色小プロックを含む。

4 暗褐色黄褐色土少量含む。円礫が点在。

5 暗褐色 黄褐色土をより多く含む。

6 暗褐色 黄褐色、黒褐色土の混土層。

7 黒褐色 粘性を欠く、浅間C軽石を微鼠に含む。

゜ 1 : 60 2m 

第 140図 219号住居
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6 検出した遺構・遺物

219号住居出土土器観察表 PL. 112 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.0 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文、頸部は簾状文又は直線文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

2 甕 口 14.5 外 口縁～胴上部はハケメ後櫛描斜行直線文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、暗褐色

3 器 台器受 6.9 円孔は 3 個 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 器受部％周

高 6.8 内 器受部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 やや堅緻、橙色 脚部全周

219号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4 甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 明黄褐色 17% 

5 甕 口 16 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 14% 

6 台付甕 口 14 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒含む。 堅緻 鈍赤褐色 12% 

7 台付甕 外頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 13% 

219号住居出土石器観察表 PL. 112 

竺8 刃器 計：：：x：::さ:4 1 ;]り頁：〖 I 重量4(:)。 I やや横長の叙：ヤの片面のみ粗い二次剥離調整を施：tいる。刃部

220号住居（第141図、 PL. 38) 

位置 35-G30に位置する。

はU字状で、細かな剥離使用痕が認められる。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。東辺部は調査区域外。規模は長軸5.2m前後、短軸4.7m。方位は

N-72°-E 。

周壁、壁溝 壁土は小礫を多量に含む褐色土（第V層）。検出状態は良好。壁高20~30cmを検出する。壁溝

は無し。

主柱穴 不明確。深さ 10~20cmの小ピットを 2 か所に検出するが、主柱穴としては不明確である。中央部の

ピットは、ほぼ中軸線に位置することから主柱穴の可能性も考えられる。

床面床面は小礫を含む褐色土面。

炉跡不明。

遺物出土状態 出土遺物なし。床面上に挙大の円礫が多数散在する。これらは投棄、その他人為によるもの

か不明である。

時期弥生後期～古墳前期
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A•B セクション

l 黒色 砂質、黄褐色土混土層、円礫を含む。

2 黒色 砂質、円礫を含む。

3 黒色 砂質、黄褐色土を多量に含む。

4 黒色 より黒色味が強い。礫を含まない。

5 黄褐色砂質、礫を含まない。

230号住居（第142図、 PL. 38) 

位置 49-G44に位置する。

第 141 図 220号住居

(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

吋

A' 

叫
A' 

゜
1 : 60 2m 

形状、規模、方位 長方形を呈する。西南コーナ一部は212号住居と、北半部は214号住居と重複しており、

不明瞭。規模は短軸5.5m。方位はN-15°-E 。

周壁、壁溝壁土は黄褐色土（第V層）。西辺で壁溝を検出する。溝幅は20~30cm。深さは15~20cm。

主柱穴 主柱は 4 本構造と思われる。東南主柱穴の位置に深さ 36cmの円形ピットを検出する。 214号住居内に

径60cm程の円形ピットをみるが本住居の主柱穴の可能性が高い。

床面 床面は黄褐色土で平坦に踏み固めている。

炉跡 不明。東側主柱穴間に地床炉と思われる焼土帯を検出する。
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検出した遺構・遺物
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第142図 230号住居

遺物出土状態 出土遺物は少ない。弥生土器、鉢が床面上 5 cm 

より出土している。

き＝
c 

~= 

ゞ:=ｷ 

時期 弥生後期～古墳前期。

他の遺構との関係 212号、 214号住居に切られており、両住居
゜ 1 : 3 10cm 

よりも本住居の方が旧い。

第143図 230号住居出土遺物

230号住居出土土器観察表 PL. 112 

遺物番号 I 器 種 法 量 器形 成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

鉢 口
高

15.21 口縁部は凹凸が目外
5.5 立つ。 内

ヘラミガキ。

ヘラミガキ。

粗砂粒を含む。

堅緻、淡赤橙色

口縁部％周
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

231号住居（第144図、 PL. 39) 

位置 34-H12に位置する。

形状、規模、方位 隅丸方形を呈する。北辺部は形状不明確。規模は東西5.9m。方位はN-10°-W。

周壁、壁溝 北半部は黒色土が深く周壁は明確に検出できない。壁溝は認められない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。断面ロート状の主柱穴を 4 か所で良好に検出する。

床面礫を含む黄褐色土面を平坦に踏み固めている。

炉跡 西側主柱穴間に地床炉を設けている。炉跡中央部に焼土が良好に生成しており、円形掘り方を伴って

いる。このほか北側主柱穴間、外寄りに焼土帯が見られる。これも炉跡の可能性がある。

遺物出土状態 出土遺物は少ない。

時期弥生後期～古墳前期。
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第 144図 231号住居
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6 検出した遺構・遺物

3
 

三
゜ 1 : 2 5cm 

゜ 1 : 3 10cm 

第145図 231号住居出土遺物

231号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号器種法量 I 器形・成形

1 高坪口 13

2 鉢 折り返し口縁

文様・整形

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 ｀：： I:：玉： I ：;

231号住居出土石器観察表 PL. 112 

遺物番号 1 名称 1 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 石質 1 重量(g) I 特 徴
3 刃 部 5.7X 8.3X 1. 5 灰色安山岩 56.5 横長剥片で刃部の片面に剥離調整を加えている。刃部はくの字状。

237号住居（第146図、 PL. 39) 

位置 44-Hll に位置する。

形状、規模、方位 形状不明。南半部は調査区境のため検出することができない。規模不明。方位はN-32°

-w。

周壁、壁溝壁土は青灰色土。

主柱穴 不明。 1 か所深さ 20cm程の円形ピットを検出する。

床面不明。

炉跡堅い面が検出されない。

遺物出土状態 出土遺物はほとんど無し。

時期弥生後期～古墳前期。
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡

A 
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• (-23) 

上 ／／·二冒／／／／／／／／／／ 上
L=167.7m 

1 暗褐色 粘質、浅間C軽石を含む。

2 青灰白色砂質、浅間C軽石を僅かに含む。

゜ 1 : 60 2m 

第 146図 237号住居

260号住居（第147図、 PL. 39 • 40) 

位置 30-H24に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。南東部に自然流路による攪乱がある。規模は長軸8.5m、短軸7.2m。

方位はN-30°-W。

周壁、壁溝壁土は青灰色シルト質土。

周壁は直線的。検出状態は良好。壁溝は南側を除いては全周する。壁溝幅は20cm、深さ 10cm。

主柱穴 南側主柱穴は攪乱により明瞭に検出できない。攪乱部分で、床面下深さ 78cm （西）、 87cm （東）のピッ

トを検出する。 4 主柱穴は住居の対角線上にのっている。南側周壁際に長細いピットを認めるが、これは出

入部の施設に関わるピットと思われる。

床面床面は青灰色土面を平坦に踏み固めている。

炉跡 東側及び西側のそれぞれ 2 主柱間に地床炉を検出する。炉跡内には焼土帯が良好に生成し、長細い円

礫を 2 本据えている。

遺物出土状態 床面上 5~10cmより弥生土器が多数出土している。これらのうちに古式土師器半完形個体が

数点含まれている。

時期弥生後期末～古墳初頭。
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6 検出した遺構・遺物

吋 g
 

〇
一. 

I 0 
Q •I 6.12 

•3 
疇1t-44) Q 

A
 

07 廼
(-42) ごー20)I (-83) 

゜• 15 

輩］
S
I
 

゜

八
）

(-10) 

叫
L=l67.0m 

吋
A
 

A' 

4 c 1 2 ` 
゜ 1 : 60 2m 

A·Bセクション

l 暗褐色 青灰色土を多量に含む。下面に灰と焼土が薄く見られる。

2 暗褐色砂質。青灰色シルトを含む。

3 暗褐色 青灰白色シルトを多星に含む。

4 黒褐色砂質。

5 黒褐色青灰色シルトを含む。

第147図 260号住居
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(3) 弥生後期～古墳前期の住居跡
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第148図 260号住居出土遺物

260住居出土土器観察表 PL. 112 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 一宜 胴 9.5 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 頸～底部全周

底 3.8 内 ナデ、ヘラミガキ。 やや堅緻、明褐灰色

2 甕 口 18.2 外 口縁～胴上部は波状文。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

3 甕 口 13.4 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、灰赤色

4 互·— 口 9.8 頸部外面に指オサ 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

工痕が巡る。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、赤黒色 頸部スス付着

5 甕 胴 20.0 外 口辺～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口辺～胴部％周

頸 12.2 内ヘラミガキ。 堅緻、黒色

6 甕 底 6.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、黒褐色

7 高 坪 口 14.7 外 口縁部はヨコナデ、坪部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

8 鉢 口 13.8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 7.8 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩, 器 台器受 8.9 中央孔径は 4 mm。 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 7.1 脚部円孔は 4 個。 内 器受部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、鈍橙色

260号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

10 壺 折り返し口縁 外口縁部は刺突。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 鈍橙色 8% 

11 甕 口 14 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒多い。 堅緻 黒褐色 12% 

12 甕 口 11 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 灰褐色 12% 

13 甕 口 16 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 暗赤灰色 10% 

14 甕 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 暗褐色 8% 

15 甕 口 18 外口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 砂粒多い。 堅緻 灰赤色 13% 

260号住居出土石器観察表 PL. 112 

竺16 刃器 計::(:X6横：：□ 1 黒：虹町： I 重量3:)3 1 片側自然面：：」片で一側縁を刃部としている。刃部：こ見られる細

(4) 古墳時代前期の住居跡

82号住居跡（第149図、 PL. 40) 

位置 44-H03に位置する。

かい剥離は使用痕の可能性もある。

形状、規模、方位 隅丸方形。北東辺はやや膨らむ。規模は長軸9.5m、短軸8.8m。大型である。方位はN-56°

-E 。
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吋 (4) 古墳時代前期の住居跡
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A·Bセクション

1 暗褐色 ローム粒、浅間 C軽石、炭化 8 淡褐色 ローム主体。 17 暗褐色 ローム粒を含む。浅間C軽石

物をプロック状に含む。 9 黒褐色 粘質、浅間C軽石を含まない。 を殆ど含まない。

2 暗褐色 ローム粒を縞状に多量に含 10 暗灰褐色 浅間C軽石を僅かに含む。 18 黒褐色 炭化物を多量に含む。

む。 11 黒褐色 粘質浅間 C軽石を僅かに含 19 褐色 ローム粒を多嚢に含む。

3 黒褐色 小礫を含む。 む。炭化物が著しく見られる。 20 渇色 ローム粒を多量に含む。

4 黒褐色 小礫を含むb炭化物が目立つ。 12 淡褐色 浅間C軽石を僅かに含む。 21 褐色 ロームを著しく含む。浅間C

5 暗灰褐色 浅間C軽石を多量に含む。 13 暗褐色 浅間 C軽石を殆ど含まない。 軽石を多量に含む。

純層に近い。 14 暗黄褐色 ロームを含む。 22 黒褐色 浅間C軽石を含む。

6 暗褐色 浅間C軽石、炭化物を含む。 15 黒色 砂質。 23 ローム主体。浅間C軽石を多量に含む。

7 淡褐色 浅問C軽石を多量に含む。 16 黒褐色 浅間C軽石を僅かに含む。 24 黒色 浅間C軽石を含む。

第149図 82号住居
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6 検出した遺構・遺物

周壁、壁溝 壁土は黄褐色土（第V層）。北側の壁土は厚い円礫層で壁面は良好に検出する。壁溝は全周する。

溝幅25cm深さ 10cm前後。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 4 か所に円形主柱穴を良好に検出する。

床面 床面は黄褐色土を平坦に踏み固めている。

炉跡 西北主柱穴の内側の傍らに地床炉らしき焼土帯を見る。

覆土 覆土下部は浅間C軽石を主体とする。周壁沿いでは浅間C軽石純層堆積が覆土上部に認められる。

浅間 C軽石降下前に廃棄されたと認められる。

遺物出土状態周壁際の床面上 5~10cmに完形土器、大形土器破片が多数出土している。特に床面直上より

磨製石斧が 2 点出土しているのが注意される。

時期古墳前期

他の遺構との関係 北東壁部分で17号幕（弥生後期）の礫床主体部を 4 基切っている。

82号住居出土土器観察表 PL. 112 • 113 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 173 折り返し口縁。 外 口縁～頸部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～頸部½周

段は小さい。 内 口縁～頸部はヘラミガキ。 堅緻、橙色

2 
ｷg — 口 13.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ロ縁～頸部全屑

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

3 甕 口 18.3 口縁部外側は丸い 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 21. 5 面を作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、橙色

4 甕 口 16.2 口縁部は鋭い稜線 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部½周

嗣 19.4 を作って立つ。 内 口縁～頸部はヨコナデ、肩部はハケメ、胴部はナデ。 堅緻、橙色

5 甕 口 16.9 口縁部は強い稜線 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部

胴 20.1 を作って立つ。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はナデ、擦痕。 やや軟弱、鈍橙色 全周

6 甕 口 18.0 口縁部は鋭い稜線 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 砂粒、小礫を含む。 口縁～胴上部

胴 19.6 を作って立つ。 内 口縁部はヨコナデ、胴部は指ナデ。 やや堅緻、鈍橙色 ％周

7 甕 口 18.4 口縁端部に面を作 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴上部

る。 内 口縁部はヨコナデ、頸部はナデ。 堅緻、橙色 ％周

8 甕 口 17.4 口縁部は鋭い稜線 外 口縁部はヨコナデ、頸部はハケメ、ヨコナデ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 169 を作って立つ。 内 口縁部はヨコナデ、頸部はハケメ。 堅緻、橙色, 甕 口 125 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴上部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 15.2 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、鈍橙色

10 甕 口 14.5 口縁端部に面を作 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 ロ縁～胴部½周

胴 16.1 る。 内 口縁部はヨコナデ、頸部はハケメ、胴部はナデ。 やや堅緻、橙色

11 甕 胴 16.7 やや丸底胴部との 外胴部はハケメ、底部はハケメ。 細砂粒を含む。 胴部～底部全周

境は弱い稜を作る。 内胴部はナデ、ハケメ。 やや堅緻、鈍橙色

12 甕 口 14.0 口縁部は強い稜線 外 口縁部はヨコナデ、頸部は横方向のハケメを巡ら 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

を作って立つ。 す。簾状文風の止めがみられる。胴部はハケメ。 堅緻、橙色

器壁は厚い。 内 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。

13 甕 胴 20.1 外 ハケメ、胴上部と下部のハケメ幅は異なる。 粗砂粒を含む。 胴～底部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

14 柑 胴 12.9 底部はやや窪む。 外ハケメ、ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴上～底部％周

内ヘラナデ。 やや堅緻、鈍橙色

15 柑 口 7.4 内面に指オサエ痕 外胴部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部全周

高 14.4 巡る。平底。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ、ヘラミガキ。 やや堅緻、明赤褐 頸～底部½周

底 4.0 色

16 柑 胴 14.0 丸底。 外ハケメ、ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～底部％周

内 頸部はハケメ、胴部はヘラナデ、底部はハケメ。 やや堅緻、橙色

17 用 口 10.0 口縁部は長く直 外 口縁～頸部はヨコナデ、肩部はハケメ、胴部はヘ 粗砂粒を含む。 完形

高 7.1 状。下端部に段を ラケズリ。 堅緻、淡橙色

作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はナデ。
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(4) 古墳時代前期の住居跡
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6 検出した遺構・遺物
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(4) 古墳時代前期の住居跡

82号住居出土土器観察表 PL. 113 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

18 尚 坪 口 18.2 外 口縁部はヨコナデ、坪～脚部ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 16.0 内 口縁部はヨコナデ、坪部はヘラミガキ、脚部はハ 堅緻、赤色 内外面丹彩

ケメ。

19 高 坪 口 13.8 脚部は小さい。 外坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～底部½周

高 6.6 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 やや堅緻、鈍褐色

20 器 台器受13.5 中央孔は大きく、 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 9.1 面は丸みがある。 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ、ナデ。 堅緻、明赤褐色

径は23X2.7cm 

21 器 台器受 7.4 器受端部に面を作 外器受端部はヨコナデ、器受、脚部はヘラミガキ。 細砂粒を含む。 器受部％周

高 8.0 る。脚部円孔は 3 内 器受部はヘラミガキ、脚部はヘラケズリ後、粗い 堅緻、鈍橙色 脚部全周

中央孔2 0 個。 ヘラミガキ。

22 器 台脚 10.9 外ハケメ、ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ナデ、ハケメ。 やや堅緻、橙色

23 鉢 口 11.0 器体はやや内湾す 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

高 4.6 る。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

24 甑 底 5.6 底部に 1か所の円 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

孔 1.0 孔あり。 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

25 蓋 径 13.0 外 つまみ部はヨコナデ、蓋部はハケメ。 細砂粒を含む。 完形

高 5.2 内蓋部はハケメ。 やや堅緻、鈍橙色

82号住居出土石器観察表 PL.114 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

26 磨製石斧 14.3X 5.3X 3.4 輝緑岩 415.0 器面は滑らかに磨かれている。刃部に使用による擦痕、剥離痕が

ある。基部には打撃による著しい破損がある。

27 磨製石斧 8.4X 5.2X 2.8 変質玄武岩 233.3 器面は滑沢に磨かれている。刃部、基部は著しい破損ある。基部

の破損は打撃によるとみられる。

85号住居（第152図、 PL. 41) • ゜位置 34-H03に位置する。 0 [) 0 ゜ ゜ G 

形状、規模、方位不明。

i °葛周壁、壁溝周壁の有無は不明、竪穴住居で

゜はない可能性もある。壁溝は検出できない。

主柱穴不明。 D;  

恥食
• 

床面黒色土（第IVb 層）上に固い面を確認

゜することはできない。 必

亨． 蒻i. 0 (J o 炉跡床面中央部に径50cm程の地床炉が設け
o d 待oo 

られている。 咤

遺物出土状態床面上に多数の土器大形破片

゜が出土する。
勺

゜
1 : 60 2m 

時期古墳前期

第152図 85号住居
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検出した遺構・遺物
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第 153図 85号住居出土遺物
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(4) 古墳時代前期の住居跡

85号住居出土土器観察表 PL. 114 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 16.0 内面胴上部に指オ 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ、ヘラナデ。 砂粒を多量に含む。 口縁部％周

胴 2 1.1 サエ痕が巡る。 内 口縁部はヨコナデ、頸部はハケメ、胴部はヘラミ 堅緻、灰赤褐色 頸～胴部½周

ガキ。

2 甕 □ 16.5 内面に接合痕が目 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 細砂粒多斌含む。 口縁部％周

胴 21. 3 立つ。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ、ナデ。 堅緻、鈍橙色 頸～胴部½周

3 甕 口 18.1 ロ縁端部は角ば 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 細砂粒多輩含む。 口縁～胴部全周

胴 22.5 る。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

4 甕 口 15.6 丸底 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 24.6 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ、ヘラミガキ。 堅緻、橙色 スス付着

5 甕 口 21 2 口辺下端部に段を 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 26.4 作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、ハケメ。 堅緻、橙色

6 台付甕（？） 脚 5.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

7 高坪（？） 脚 10.6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内 ヘラナデ、ナデ、裾部はヨコナデ。 堅緻、鈍橙色

8 高 坪脚 10.2 坪部との接合部に 外ヘラケズリ、裾部はヨコナデ。 細砂粒少量含む。 脚部全周

剥離面を見る。 内ハケメ、裾部はヨコナデ。 堅緻、灰褐色 裾部％周

200号住居（第154図、 PL. 41) 

位置 56-G35に位置する。

形状、規模、方位隅丸長方形

を呈する。規模は長軸4.6m、短

軸3.8m。方位はN-10°-W。

周壁、壁溝壁高は 5 cmほどで

全周検出する。南半部に幅

15~20cmの溝が巡る。

主柱穴 5 か所に大小のピット

を検出するが、主柱穴と特定で

きるピットは明確ではない。

床面床面は褐色土。凹凸が著

しい。

炉跡大型の炉跡を 2 か所で検

出する。北東コーナーの方は著

しく大きく径 lm以上、中央の

ものは80cm前後の焼土帯で中央

部がやや窪む。ともにこの場で

生成したものである。

遺物出土状態住居南半部床面

上より古式土師器大形破片が多

数出土している。

時期古墳前期。
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A•Bセクション 。

1 黒褐色粘質、浅間C軽石と若干の炭化物を含む。

2 黒褐色 1 層よりも粒子が細かい。

3 暗褐色浅間C軽石を含む。
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第154図 200号住居

169 



6
 

検出した遺構・遺物
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第155図 200号住居出土遺物

200号住居出土土器観察表 PL. 115 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 10.8 口縁部は段を作っ 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 口縁部ほぽ全周

て立ち上がる。 内 ハケメ後ヘラミガキ、丹彩。器面が荒れている。 堅緻、赤褐色

2 甕 口 17.6 外 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ、ハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 24.8 内胴部はヘラナデ。 やや堅緻、淡黄色

3 甕 胴］73 外頸～胴部RL縄文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 頸～胴部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色

4 坦 口 8.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

5 坦 ロ 8.0 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色

6 高 坪 口 14.2 外坪部はヘラミガキ、ヘラケズリ、脚部はヨコナデ。 粗砂粒を含む。 坪部％周

高 6.7 内 坪部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍褐色

200号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7
-
8
 

甕
一
甕

ロ 16 

外ハケメ。内ハケメ。

外胴部はハケメ。内ハケメ。

粗砂粒を含む。

粗砂粒を含む

やや堅緻

やや堅緻

暗赤褐色

灰赤褐色 126%
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(4) 古墳時代前期の住居跡

201号住居

（第156図、 PL. 42) 

位置 51-G31に位置

する。

形状、規模、方位方 A 

形を呈する。中央部を

自然水流の生成による

溝に侵食されている。

規模は長軸5.0m、短軸

4.7m。方位は N-29°

-E 。

周壁、壁溝壁溝は認

められない。

主柱穴不明。

床面小礫を含む褐色

土（第V層）。

炉跡不明。

遺物出土状態 出土遺

物は少ない。床面上よ

り古式土師器破片が数

点出土している。

時期古墳前期。

。
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A
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吋
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A·Bセクション

1 暗褐色粘質、円礫を上部に含む。浅間

C軽石を少量含む。下部はやや砂質。

第 156図 201号住居

IXII 
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゜ 1 : 60 2m 

/
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第157図 201号住居出土遺物

201号住居出土土器観察表 PL. 115 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.0 口縁端部は角ば 外 口縁部はヨコナデ、ハケメ、頸部はハケメ。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部

り、面を作る。 内 ヨコナデ、頸部指オサエ痕。 堅緻、白色 ％周

2 鉢 口 10.0 外ヨコナデ。 粗砂粒を含む。 ほぼ完形

高 4.9 内ヘラナデ。 やや軟弱、橙色
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6 検出した遺構・遺物

201号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

3
 

壺 I 口 14 外口縁部はヨコナデ、ハケメ。内ハケメ。 I 砂粒を含む。 I やや堅緻 I 橙色 16% 

201号住居出土土製品観察表 PL. 115 

遺物番号 I 名 称 形状、成形、整形 I 色調 I 材質 備 考

4 I 紡錘車 I 5 ．゜± |1.3 I 側縁部は比較的角ばっている。器面は丁寧にナデ 1 黄橙色 I 土製
が施されて、滑らかである。

半欠品

203号住居（第158図、 PL. 42) 

位置 46-G36に位置する。

形状、規模、方位隅丸長方

形を呈する。小型住居。規模

は長軸4.9m、短軸3.7m。方位

はN-30°-W。

周壁、壁溝壁土は小礫を含

む褐色土（第v層）。全周明瞭

に検出される。壁高は10cm程

検出される。壁溝は検出でき

ない。

主柱穴周壁際に深さ 10~20

cmのピットが 4 か所に認めら

れるが、主柱穴として明確に

認められるものはない。

床面床面直上覆土中に多量

の円礫が集積している。炭化

物の混在も目立つ。

炉跡 中央部北寄りに地床炉

が設けられている。径60cm程

の浅い掘り方を伴う。

遺物出土状態床面上より古

式土師器の大形破片が数点、

礫の間から出土する。

時期古墳前期。
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1 黒褐色浅間C軽石を多菫に含む。

• | 

2. 

A' 

L=169.7m 

疇

吋

吋
A' 

゜ 1 : 60 2m 

第158図 203号住居

172 



(4) 

ー', 
' □1 

-ー----――← --戸- -= 
ごご＝——==
¥̀ ―ーーニ,\ 

3
 

古墳時代前期の住居跡
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第159図 203号住居出土遺物

203号住居出土土器観察表 PL. 115 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.6 口縁端部はやや角 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴上部はハケメ、以下へ 砂粒を含む。 口縁部全周

胴 14,2 ばる。 ラミガキ。 堅緻、橙色 頸～胴下部％周

内ヘラミガキ。

2 鉢 口 15.6 外ヘラミガキ。 粗砂粒を少擾含む。 口縁～底部％周

高 7.0 内 ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

3 台付甕（？） 脚 8.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 脚部全周

内 底部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、明橙色

4 高 坪 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪底部全周

内坪部はヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色
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6 検出した遺構・遺物

203号住居出土石器観察表 PL. 115 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重獄(g) 特 徴

5 土掘り具 8.8(+) X 7.lX 3 3 黒色頁岩 188.3 一部に自然面を残すが両面とも二次剥離調整を施している。刃部

は欠損している。

6 土掘り具 12.8X 8.5X 3 0 細粒安山岩 266. 9 片面に自然面を残す。刃部、基部には両面から剥離調整を施して

いる。

204号住居（第160図、 PL. 43) 

位置 42-G34に位置する。

形状、規模、方位 隅丸方形を呈する。規模は長軸5.0m、短軸4.8m。方位はN-18°-W。

周壁、壁溝 壁土黄褐色土（第V層）で全周良好に検出する。壁高は15cm前後を検出する北側コーナ一部を

中心に壁溝を認める。壁溝は幅15cm、深さ 5 cm。

UI 叶

• • (-32) 

I 
〇）（ー35)

(-45) 

A ＼舟
•4 

Q 

B 1¥11 

Il A' 

ｩ(-55) ｮ(-37) 

B' 

L=170.0m 
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A' ul 

B
 

B
 

讐

1 暗褐色浅間C軽石を含む。
゜ 1 : 60 2m 

第160図 204号住居
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(4) 古墳時代前期の住居跡

主柱穴 主柱は 4 本構造。深さ 30~50cm前後で、特に南西側のピットは55cm と深い。柱穴内の覆土中には浅

間 C軽石の混入が目立つ。

床面 床面の土は径 3 cm前後の礫を多量に含む黄褐色土。

炉跡

貯蔵穴

不明確。検出できない。

西側と北側の周壁際の 2 か所に円形の貯蔵穴を認める。北側の貯蔵穴中底部に径30cm程の平らな円

礫が出土する。覆土中には浅間 C軽石の混入が目立つ。

遺物出土状態 南東周壁際の床面上より、古式土師器大形破片が出土する。

時期 古墳前期。
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第161 図 204号住居出土遺物

204号住居出土土器観察表 PL.115 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 13.3 口縁部はやや内湾 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴上～底部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

高 13.8 する。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴上～底部はヘラナデ。 やや軟弱、橙色 頸～底部全周

2 用 口 7.4 外 口縁部はヨコナデ、胴上部はヘラナデ、下部はヘ 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 12.9 ラケズリ。 堅緻、明黄褐色

内ヘラナデ。

3 高 坪 口 13.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

4 高 坪 口 28.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

5 高坪（？） 脚 8.6 脚部円孔は 3 個。 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内脚下半部はヨコナデ。 堅緻、鈍橙色
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6 検出した遺構・遺物

遺w6番号 1:；チ： 1 ： t4 1:Jf：ね成形|： ：三。る。
整 形 胎土・焼成・色 1 遺存状態・備考

砂粒を少黛含む。 口縁部½周

堅緻、橙色

204号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 成 I 色

7
-
8
 

5
 

ー口甕
一
甕

: □9::‘;：：ケ］：部ナデ、ヘラナデ。 1 ::::::。 1 ::::  1 ::色 | ]認：

209号住居（第162図、 PL. 43) 

位置 55-G42に位置す

る。

形状、規模、方位やや台

形状の隅丸長方形を呈する

規模は長軸4.9m、短軸4.7

m。方位はN-32°-W。

周壁、壁溝壁土は黄褐色

土（第V層）。周壁は明瞭に

検出される。検出できた壁

高は10cm。壁溝はなし。

主柱穴不明。検出できな

し）。

床面平坦な褐色土面を検

出する。

炉跡 中軸線上やや北寄り

に地床炉を設けている。焼

土帯は長径1.2m。このほか

炉跡と北壁との間に小規模

な焼土帯が点在する。

遺物出土状態床面上に古

式土師器の大形破片が多数

出土している。

時期古墳前期。

他の遺構との関係 210号

住居の覆土上に造られてい

る。本住居の方が新しい。
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二：A·Bセクション

l 黒褐色浅間C軽石を多量に含む。

2 黒褐色浅間C軽石を少量含む。

炉跡セクション

l 炭化物主体。

2 焼土。

3 焼土混土層。

゜ 1 : 60 2m 

第 162図 209号住居



(4) 古墳時代前期の住居跡
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6 検出した遺構・遺物

209号住居出土土器観察表 PL. 115 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 幣 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 底 4.2 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

2 台付甕 口 14.0 外 口縁部はヨコナデ、頸～底部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 13.2 内 口縁部はヨコナデ、頸～底部はヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 頸～底部％周

3 高 坪 脚 13.0 外脚部ヘラミガキ、脚端部はヨコナデ。 細砂粒を含む。 脚部½周

内 上部はナデ、下部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

4 鉢 口 15.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部½周

高 5.6 内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色 胴部％周

5 鉢 口 11 9 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 軟弱、浅黄橙色

209号住居出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

6 甕 外口縁端部は波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

7 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 7% 

8 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 6% , 甕 口 24 外ハケメ。内ハケメ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 10% 

209号住居出土石器観察表 PL. 116 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

11 土掘り具 ll.3X 7.lX 1.7 黒色頁岩 138.6 片面に自然而を大きく残す。両側縁に細かい剥離調整を加えてい

る。

12 砥 石 14.7X 6.lX 4.3 砂岩 383.0 4 面に砥面を作っている。砥面は滑らかで擦痕は目立たない。中

央部は減って細まっている。

13 磨 石 15.4X 5.0X 4 8 粗粒安山岩 486.3 自然石の一端に僅かに摩滅痕が認められる。

209号住居出土土製品観察表 PL.116 

遺］：号 1 ±~ : I :4 1 厚： I 球形を：：る：：孔：iどは：；めら：なし］：器面に 1 ;B褐色調 1 ：オ製 質 1 完形備
は滑沢にヘラミガキが施される。

考

212号住居（第165図、 PL. 44) 

位置 52-G44に位置する。

形状、規模、方位 隅丸方形を呈する。規模は東西、南北両軸とも 6.3m。方位はN-31°-W。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色で堅い（第V層）。壁溝は東辺、西辺部を中心に巡る。北辺部は確認できない。

主柱穴 主柱は 4 本構造。北西側の主柱穴では炭化した柱材が柱穴覆土から 5cm直立状態で検出された。

床面床面土は堅い黄褐色土で検出状態は凹凸が目立つ。特に中央部が高く周辺部が低い。床面直上には炭

化材が多量に出土する。炭化材は上部構造が想像できるほど良好な遺存状態である。材は太いもので10cm、

細いもので 5cmの太さである。中央部から周壁際まで放射状に見られる。焼失家屋である。
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(4) 古墳時代前期の住居跡

炉跡 中央部に地床炉を検出する。

遺物出土状態 土器が多数出土している。炭化材の間に古式土師器破片が散在する。

時期古墳前期

他の遺構との関係 東部で230号住居と重複する。本住居の方が新しい。
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B•Dセクション

1 暗褐色 黄褐色第v層土を含む。やや砂質で炭化物を含む。

2 暗褐色 黄褐色土を僅かに含む。

3 黒褐色

4 黒褐色炭化材を多量に含む。

5 暗褐色央雑物は少ない。

゜ 1 : 60 2m 

第 164図 212号住居（ 1)
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6 検出した遺構・遺物
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柱穴セクション

1 黒色 炭化物を含む。

2 暗黄褐色第V層土主体。

゜ 1 : 60 2m 

第 165図 212号住居 (2)

212号住居出土土器観察表 PL. 116 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成·色 遺存状態・備考

1 甕 口 17.0 口縁端部に鋭い稜 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

線と面を作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、橙褐色

2 甕 口 18.3 口縁端部は鋭い稜 外 口縁～頸部はヨコナデ、口縁端部には弱い凹線、 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

線と面を作る。 胴部はハケメ。 やや堅緻、浅黄橙

内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 色

3 甕 口 18.0 口縁端部は角ば 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

り、面を作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 堅緻、浅黄橙色
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(4) 古墳時代前期の住居跡

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

4 甕 口 15.6 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、黄橙色

5 甕 口 19.6 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部は粗いヘラミガキ。 やや堅緻、褐灰色

6 甕 底 3.6 外ヘラナデ。 粗砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラナデ。 堅緻、橙色

7 蓋 径 10.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ％周

高 5.6 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

8 土製品 ロ 8 0 手づくね、内面に 外指オサエ痕。 砂粒を含む。 完形

高 2.2 粘土を添付する。 内指オサエ痕。 堅緻、鈍橙色
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第166図 212号住居出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

212号住居出土玉類観察表 PL. 118 

遺物番号 I 名 称

9 I 小 玉

長さ・厚さ

0.6 

径

0.8 巳0.2 I ガラス

質 色 備考

コバルトプルー

212 号住居出土石器観察表 PL. 116 

遺ロロ
10 刃

称 1 計測値（縦 x横 x 厚さ）

器 3.8X 4.6X 1.5 

石質重最（g) 特

黒色頁岩 1 26.01 小剥片の一辺の鋭利な縁部を刃部としている。 徴の細かな剥離
は使用痕か。

214号住居（第168図、 PL. 45) 

位置 48-G45に位置する。

形状、規模、方位 隅丸長方形を呈する。規模は長軸6.5m、短軸5.7m。方位はN-24°-W。北側コーナー
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第 167図 214号住居出土遺物
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(4) 古墳時代前期の住居跡
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B·D セクション

1 暗褐色 砂質浅間C軽石を微量に含む。 9 暗褐色

2 暗褐色 第V層土の小プロックを含む。 10 暗褐色

3 暗褐色第v層土を含む。 11 暗褐色

4 暗褐色 浅間C軽石の混入は少ない。 12 黒色

5 暗褐色 黄褐色土が多量に混入。 13 暗褐色

6 暗褐色 黄褐色土が斑状に混入。浅間C軽石が目立つ。 14 暗褐色

7 暗褐色炭化物が点在。 15 黄褐色

8 暗褐色 5 層に同じ。焼土。

灰雑物は少ない。

炭化物を含む。

炭化物を含む。

ローム粒（第V層土）を僅かに含む。

ローム粒を少量含む。

ローム粒を含む。

炉跡セクション

1 焼土。

2 焼土、炭化物混土層。

゜ 1 : 60 2 m 

第 168図 214号住居
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6 検出した遺構・遺物

部は調査区境であり、検出できなかった。

周壁、壁溝 北東コーナ一部の周壁は調査区境のため明確に検出できない。壁土は黄褐色土（第V層）で検

出状態は良好。壁溝は全周する。

主柱穴 主柱は 4 本構造。 4 主柱穴は深さ 30cm前後。

貯蔵穴北東コーナー部に径 lm、深さ 60cmの円形土壊がある。覆土の堆積状態の所見では住居床面下であ

る。貯蔵穴であった可能性もある。

床面 黄褐色土面を平坦に踏み固めている。炭化物、焼土帯が点在する。火災に遭った可能性がある。

炉跡 中央部の北奥側寄りに地床炉を設けている。

遺物出土状態 床面上に古式土師器の完形器台や大形破片が散在する。

時期古墳前期。

214号住居出土土器観察表 PL. 116 

遺物番号 器 種 法 鑓 器形・成形 文 様 整 形

1 ｷg ギ 口 15.3 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、口辺部はハケメ。

内ヘラミガキ。

2 甕 胴 22.0 外ハケメ。

内指オサエ後、ヘラナデ。

3 甕 口 14.4 外 口縁部はヨコナデ、胴上部はハケメ。

内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。

4 台付甕 脚 6.6 s 字状口縁甕にな 外脚部はハケメ。

るか。 内天井部は指ナデ。

5 尚 坪 口 13.7 外ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

6 器 台 脚 12.4 脚部円孔は 4 か所 外ハケメ後ヘラミガキ。

中央孔は径 6 mm 内 ヘラケズリ、裾部はヨコナデ。

7 器 台 器受 9.3 脚部円孔は 3 か所。 外器受部～脚部はヨコナデ、ヘラミキガキ。

高 10.6 内 器受部～細い棒状具によるミガキ、脚部はヘラナ

T-。

214号住居出土石器観察表 PL. 116 

胎土・焼成・色 遺存状態・備考

砂粒を含む。 口縁部％周

やや堅緻、浅黄橙色

粗砂粒を含む。 胴部全周

やや堅緻、鈍橙色

粗砂粒を含む。 口縁部％周

やや堅緻、鈍赤褐色

細砂粒を含む。 脚部全周

やや堅緻、明褐灰色

粗砂粒を含む。 坪部全周

堅緻、赤橙色

粗砂粒を含む。 器受部欠損

やや堅緻、鈍橙色

砂粒を含む。 器受部½周

やや堅緻、鈍橙色 脚部全周

— 8 刃器 ＂：直：：x:：：さ1),I 黒：5頁:f I 重量9(:)4 1 縦長剥片を二：⇔調整することなく、鋭利な側縁を刃：としている。

216号住居（第169図、 PL. 46) 

位置 43-G43に位置する。

刃部には細かな剥離使用痕が認められる。

形状、規模、方位 ほぼ正方形を呈する。規模は長軸4.7m、短軸4.5m。方位はN-31°-E 。

周壁、壁溝 壁土は黄褐色土（第V層）で検出状態は良好。検出できた壁高は50cm。壁溝は全周する。壁溝

の幅は20cm、深さ 10cm前後である。

主柱穴主柱は 4 本構造。 3 か所で径15cm前後の主柱穴を検出する。

床面 平坦に踏み固められた黄褐色土面を良好に検出する。
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(4) 古墳時代前期の住居跡

炉跡不明。焼土帯など確認できない。

遺物出土状態 床面 5~10cmにわたって多量に古式土師器が出土する。周壁沿いに分布が濃い。

時期古墳前期。
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A•Cセクション

l 暗褐色 浅間 C軽石を含む。

2 暗褐色 1 層よりも粒子が粗い。浅間C軽石を含む。

3 暗褐色 粒子は細かい。若干の灰、炭化物を含む。

4 暗褐色 浅間C軽石を含まず。

5 暗茶褐色壁土の流入。粒子は粗い。浅間C軽石を含まず。

゜ 1 : 60 2m 

第 169図 216号住居

216号住居出土土器観察表 PL.116 • 117 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 14.6 外 口縁部はヨコナデ、口辺～胴部はヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部全周

胴 23.5 内 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ、ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴部％周

2 壺 口 17.5 複合口縁、頸部に 外 口縁～頸部はヨコナデ、部分的にハケメを残す。 砂粒を含む。 口縁～頸部½周

突帯を作る。 内 口縁部はヨコナデ、部分的にハケメを残す。 やや堅緻、橙色

3 g 一 口 13.8 複合口縁。 外ヘラミガキ。 砂粒目だたず 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、明赤褐色 内外面丹彩

4 甕 口 14.2 頸部内側にヘラナ 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁部½周

デの稜がある。 内 口縁部はヨコナデ、頸部はヘラナデ、ハケメ。 堅緻、橙色

5 甕 口 16.2 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

高 230 内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍赤褐色
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6 検出した遺構・遺物
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(4) 古墳時代前期の住居跡

216号住居出土土器観察表 PL. 117 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

6 甕 口 14.8 口縁部は鋭い稜を 外 口縁～頸部はヨコナデ。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

作る。 内 口縁～頸部はヨコナデ。 堅緻、黄橙色

7 ·亜＝ピ 胴 20.0 外胴部、ヘラミガキ、胴下部ヘラナデ。 粗砂粒を含む。 胴部％周

内ヘラナデ。 やや堅緻、鈍黄橙色 胴部スス付着

8 高 坪 口 19.2 坪下端部に段を作 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 坪部全周

る。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色, 器 台底 9.8 くびれ部に剥離面 外ヘラミガキ、裾部はヨコナデ。 砂粒を含む。 脚部％周

孔 1.3 あり。円孔 3 個。 内 ヘラミガキ、裾部はヨコナデ。 堅緻、黄橙色

216号住居出土石器観察表 PL. 117 

遺物番号 l 名 称 l 計測値（縦 x横X 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

10 I 土掘り具 10.2X 6.0X 1.6 I 硬質泥岩 101.5 I 横長剥片を素材としている。周縁は両面から剥離整形している。

233号住居（第171図、 PL. 46) 

位置 39-H14に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。南コーナ一部は232号住居との重複部であり、形状不明。規模は長軸5.

5m、短軸4.2m。方位はN-60°-E 。

周壁、壁溝 壁土は灰褐色土（第V層）。最上部は浅間 C軽石を含む黒褐色土、確認した壁高は50cm。この直

上層は有馬火山灰ブロックを含むことから、この黒褐色土上面がおよそ当時の地面になると思われる。当時

の推定地面から床面までおよそ40cmである。

主柱穴 主柱は 4 本構造と思われる。深さ 15cm前後の浅い柱穴を 3 か所で検出する。この他北西側、東南側

周壁際に円形ヒ゜ットを検出するが、これも柱穴になる可能性がある。

床面床面は灰褐色土（第V層）。

炉跡不明。

遺物出土状態 床面～床面上10cmより古式土師器大形破片が多数出土する。

時期古墳前期。

他の遺構との関係 232号住居と西南部で重複する。本住居の方が新しい。

233号住居出土土器観察表 PL. 117 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 18.3 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 23.8 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、褐灰色 器面は荒れている。

2 甕 口 13.6 口縁端部は角ば 外 口縁部はヨコナデ、頸部～胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 13.2 る。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

3 甕 胴 13.3 外胴～底部ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

4 鉢 口 13.8 口縁端部が僅かに 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

高 8.3 内湾する。 内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色
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6 検出した遺構・遺物
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A·B セクション

1 黒色 浅間C軽石、灰白色有馬火山灰をブロック状に含む。

2 黒色 より灰色味が強い。浅間 C軽石を含む。

3 黒色 浅間C軽石を含まず。

4 灰褐色第v層（基盤）漸移層。

5 黒色 3 層に似る。

6 黒色 灰白色第V層土が混じる。

7 黒色 灰白色土プロックを含む。

色
色
色
色
色
色
色

黒
黒
黒
黒
黒
黒
黒

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
 

灰白色土を多量に含む。

灰白色土を僅かに含む。

灰色味が強い。

灰色土プロックを含む。

灰色土を多量に含む。

灰色土を僅かに含む。浅間C軽石の混入が目立つ。

灰色土プロックを含む。

゜ 1 : 60 2m 

第 171 図 233号住居

233号住居出土土器観察表 PL. 117 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 両 坪 脚 23.2 器壁は薄い。 外ヘラミガキ、裾部はヨコナデ。 砂粒を含む。 脚部％周

内ヨコナデ。 やや堅緻、鈍橙色

6 台付用 胴 12.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

233号住居出土土器観察表（拓本）

遺物：言|： ： I:：~；：形
文様・整形

外胴部はハケメ。内ナデ。

外ヘラミガキ。内ヘラミガキ。 : 
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(4) 古墳時代前期の住居跡
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゜ 1 : 3 10cm 

第 172図 233号住居出土遺物

233住居出土石器観察表 PL. 117 

遺物番号 名 称 計測値（縦 X横 X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴, 
砥 石 12.9X 3.8X 3.8 I 流紋岩 322.4 I 砥面は 1 面で他の 3 面に使用の痕跡はない。砥面には縦方向の擦

痕が目立つ。
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6
 
検出した遺構・遺物

234号住居（第173図、 PL. 22 • 46) 

位置 40-Hl8に位置する。

形状、規模、方位 長方形を呈する。西コー

ナ一部は235号住居との重複により、不明確。

規模は長軸5.lm、短軸3.2m、方位は N

-25°-W。

周壁、壁溝

半部ではかろうじて確認できる。壁溝は検出

できない。

主柱穴

検出できた壁高は 5 cm以下で南

中軸線上に深さ 15~20cmの小ピット

が見られるが、

ある。

これが主柱穴になる可能性が

床面

炉跡

床面は黒褐色土面を踏み固めている。

中軸線上に 1 か所地床炉が見られる。

焼土の生成が著しく、大きい。

遺物出土状態

時期

床面上に多量に古式土師器の

完形、半完形の破損した個体が出土する。

古墳前期。

他の遺構との関係 235号住居と西部で重複

する。本住居の出土土器の方が新しい。本住

居の床面が30cmほど低い。
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炉跡セクション

1 赤褐色焼土主体。

゜ 1 : 60 2m 

第173図 234号住居

234号住居出土土器観察表 PL.117 •118 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態·備考

1 壺 ロ 7.1 口縁部はやや内湾 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 21. 8 気味に直立。 内ハケメ。 堅緻、赤色 外面丹彩

2 盆士 口 13.6 口縁下端部に段を 外 口縁部はヨコナデ、ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

作る。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色。 内外面丹彩

3 甕 口 14.9 口縁部は段を作り 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を多量に含 ほぼ完形

高 17.5 立ち上がる。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 む。

堅緻、橙色。

4 甕 口 14.8 口縁外側に面を作 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 20.8 る。 内 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はナデ。 やや堅緻、鈍黄橙色 頸～底部½周

5 甕 口 19.8 口縁端部に面を作 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部½周

胴 22.0 る。 内 口縁部はハケメ、ヨコナデ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、橙色

6 甕 口 16.0 口縁部は段を作 外 口縁～頸部はヨコナデ、胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部

胴 20.2 り、受け口状。 内 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、橙色 ほぼ全周

7 甕 口 16.9 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部

内 口縁部はヘラナデ、胴部はハケメ。 やや堅緻、鈍橙色 ほぼ全周
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(4) 古墳時代前期の住居跡
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第174図 234号住居出土遺物（ 1)
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6 検出した遺構・遺物
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第 175図 234号住居出土遺物 (2)

234号住居出土土器観察表 PL. 118 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

8 甕 口 17.8 内面肩部に指オサ 外 口縁部はヨコナデ、頸～胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

工痕が巡る。 内ハケメ。 堅緻、鈍橙色, 甕 口 17.8 外 口縁部はヨコナデ、頸部～胴部はハケメ。 砂粒を含む。 口縁～胴上部

内 口縁部はヨコナデ、ハケメ、頸～胴部はヘラナデ。 堅緻、鈍橙色 ％周

10 甕 口 21. 0 外 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 砂粒を多量に含む。 口縁～胴部全周

胴 25.0 内 口縁部はハケメ、胴部はヘラナデ。 やや堅緻、橙色

11 坦 口 7.8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 8.4 内ヘラミガキ。 やや堅緻、灰白色

12 甑 孔 1.5 外ハケメ、ヘケラズリ。 粗砂粒、小礫を含 胴下～底部X周

内 ヘラミガキ、ナデ。 む。

やや堅緻、鈍黄橙色

13 甑 底 5.4 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴下～底部全周

孔 1.0 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

14 高坪（？） 脚 10.0 脚部円孔は 3 個。 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ナデ、ハケメ。 やや堅緻、鈍黄橙色
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(5) 墓跡

1 号墓 （第176~179図、 PL. 47 • 48) 

1 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号

東一西 13.4 北1.7 X0.24 SK 28 

南ー北 13.6 東 l 9 XO 4 SK 29 

南1. 2 X0.6 

西 2.4 xo.9 

主体部全長 x 幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

2.4 Xl.4 1. 6 土 X0.5 X Q .35 士

2.0 X0.5 1. 4 x(o 45) X0.35 

位置 F 区の墓群中南端部に位置する。地形的に最も高い位置に造られている。

(5) 墓跡

主体部主軸方位

N-73.3"-E 

N-86ー -E 

周溝 本遺跡中周溝規模は最も大きい。 4 本の溝をやや不整形な方形状に配置し、南東部を除くコーナ一部

は土橋状に溝が途切れている。南東コーナ一部は後世の流水による侵食を受け不明である。遺物は東側周溝

内覆土中よりガラス製小玉が 1 点出土する。このほか南側周溝覆土上面、浅間C軽石層直下より長細い小円

礫が数点、同層南周溝の外側より S字口縁甕の脚部破片が 2 個体分出土しているが、これらの遺物は 1 号墓

に後出するものである。

土層堆積の状況 低い盛土が認められる。封土の厚さは中央部で約50cm。上位層は浅間 C軽石層で平均10cm

の厚さをもって覆っている。周溝覆土はそれぞれに覆土上部、あるいは下部にまで厚い浅間C軽石層がレン

ズ状に堆積している。 1 号墓の周囲一帯はニツ岳火山灰 (FA) 層の直下より畑跡が検出される。畑跡は 1

号墓の周溝上まで覆っているが、墓のマウンド部には畝は造られていない。

主体部 マウンドの頂部には浅間 C軽石層のやや厚い堆積が認められ、軽石層下の褐色土層の上面は平坦か

やや窪んだ状態であった。主体部はこの土層下に 2 基 (S K28、 S K29) 検出される。主体部の周囲には約

4. 2X4.3mの不整形な掘り込みが検出される。この掘り込みの周壁の検出状況はやや明確さを欠く。

S K28は埋葬部の周囲に礫集積帯を巡らす。礫床は認められない。礫群の外縁形状は胴部の張る隅丸長方

形を呈する。東部で一部礫群が欠けているのは調査時の試掘トレンチにより失われてしまったことによる。

床面は明確ではない。また埋葬部の覆土は暗褐色土で、層中に礫の混入などは少なく埋葬部を礫で覆った痕

跡はない。埋葬部東部寄りの床面上に被葬者の歯を検出した。

S K29 埋葬部には礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床部は小円礫を密に比較的平坦に敷き詰

め、礫床面の側縁部はやや大きめの円礫を直状に、礫床面よりもややせり上がった状態に配列している。礫

床面直上において被葬者の歯が噛合った状態で検出される。 S K29の覆土上部より壺、小型台付甕、高坪な

ど数個体がほぼ完形の状態で出土している。
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検出した遺構・遺物
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A' 

ヽ
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叫
1
 

B
 

Aセクション

l 黒色 浅間C軽石を多量に含む。

2 浅間 C軽石純層、風成層。

3 黒褐色浅間C軽石を含まない。

4 暗褐色粘質。

5 暗褐色粘質、明褐色ロームを多量に含む。

B セクション

1 淡褐色畑の耕土。

2 黒褐色浅間C軽石混土層。

3 褐色 粘質、ローム質。

4 褐色 ローム質土。

c
 

c
 

こ二
Cセクション

1 黒褐色浅間C軽石を多量に含む。

2 暗褐色 小礫、ローム粒を少量混入する。

3 黒褐色小礫を少量含む。

4 褐色 ロームを含む。

D D
 

゜ 1 : 80 4m 

第 176図 1 号墓（ 1)
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(5) 墓 跡

E
 

E' 

— F
 

I 2 F
 

G
 

7 6 G
 

L=174.8m 

E セクション

1 暗褐色

2 暗褐色

3 暗褐色

4 暗褐色

5 黒褐色

6 暗褐色

7 黄褐色

8 暗褐色

9 暗褐色

10 黒褐色

11 暗灰褐色

12 暗黄褐色

13 黒色

14 黒色

15 黒色

小礫を含む。ローム中の礫が多い。浅間C軽石層の直下陪。（盛土）

やや粘質、小礫少ない。（盛土）

小礫を含む。下層 (7 庖）漸移層。

黄褐色土をプロック状に含む。（主体部の覆土）

黄褐色プロックは入らない。（盛土）

黄色のローム細粒が混入。

ローム質、小礫を多く含む。

炭化物点在。小礫も多い。（盛土）

ロームを含む。伺木跡か。

黄色プロックは入らない。 6 層に同じ。

6 層と 7 陪の中間層。

7 層との間は漸移的、 2 層との間は明瞭。

浅間 C軽石を多量に混入。

~ Fセクション

1 黒褐色浅間C軽石を上部で含む。

2 暗褐色小礫を多く含みかたい。

3 暗褐色礫少なく比較的やわらかい。

4 暗褐色礫を多量に含む。

5 暗褐色 ロームを含む。

Gセクション

l~3 は F セクションに同じ。

4 黒褐色 ローム小プロックが入る。

5 黒色 礫を含む。

6 黒色 細小礫を多量に含む。ローム粒を含む。

7 暗褐色 ローム粒、細礫を多量に含む。

8 暗褐色 やや粘質、ローム粒を僅かに含む。

9 暗褐色 ローム粒を含まない。黄色の軽石粒を点在。

ローム粒子を混入。

粘質。

゜ 1 : 80 4m 

第 177図 1 号墓 (2)
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6 検出した遺構・遺物
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第179図 1 号墓 (4)

1 号墓出土土器観察表 PL. 118 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 15.5 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぼ完形

高 17.8 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

2 g 士 胴 1 1.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部％周

内 頸部、底部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、赤色 外面丹彩

3 甕 胴 18.3 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

4 台付甕 口 8.8 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 1 1.2 内 口縁～底部はヘラミガキ、脚部はナデ。 やや軟質、暗赤褐色

5 台付甕 口 7.5 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 9.6 内 口縁～底部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、橙色

6 台付甕 口 7. 7 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 10.1 内 □縁～底部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、明褐色

7 台付甕 口 9.4 口縁端部は角ば 外 口縁端部～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

高 12.9 り、面を作る。 内 口縁～底部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、鈍橙色 脚部全周

8 高 坪 口 1 1.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 10.8 内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩, 台付甕 脚 9.7 外脚部はハケメ、ナデ。 砂粒を含む。 脚部全周

内脚部天井部は指ナデ、以下ナデ。 堅緻、浅橙色

10 台付甕 脚 8.5 外脚部はハケメ、ナデ。 砂粒を含む。 脚部全周

内指ナデ。 堅緻、灰白色
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6 検出した遺構・遺物
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第 181 図 1 号墓出土遺物（ 2)

1 号墓出土石器観察表 PL. 118 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 x厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

11 刃 器 8.7Xll.0X 3.4 黒色頁岩 312.4 両面剥離調整が加えられている。刃部は円弧状に作られている。

刃部の一部に欠損が認められる。

12 土掘り具 13.SX 5.2X 2.8 黒色頁岩 212. 7 両面自然面を残す。周縁部には丹念に剥離調整を加えている。両

端部に刃を作出している。

13 刃 器 5.9X 5.6X 0.9 黒色頁岩 24.2 片面剥離の薄い剥片。刃部に細かい剥離が認められる。使用痕と

みられる。

1 号墓出土玉類観察表 PL. 144 

勺口I円 I 。： □ I ガフ：：ニ
備考

2A号墓 （第182~184 図、 PL. 48 • 49) 

2A号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 x 幅

198 

SK 31 

SK 41 

2.1 X0.55 

1.5 X0.7 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1. 4 土 X (0.5) X0.2 土

1.2 X(0.5) X-

主体部主軸方位

N-72.5ー -W 

N-87ー -W  



(5) 墓跡

"4¥ ー, 

々'

SK45 

三
c
 

0

/

c

 

｀
゜

l
l

什
り
卜
十
ー

三
I セクション

1 暗褐色浅間 C 軽石、ローム
粒を混入。

2 褐色 ローム粒を多量

に混入。

H H' 
I 2 

` Hセクション

1 黒褐色粘質、浅間C

軽石を含む。

2 褐色 粘質。

Q 

•\,;_<>_ 

^\ か
＼
。

A 3 1 A' 

_こ― 言；：／ 粘質、大粒の浅間C軽石を含む。
2 暗黒褐色 粘質、少量のロームを含む。

3 褐色 ローム漸移層に近い。

G I 2 I G' 

—`-

G セクション

1 黒褐色 やや大粒の浅間C軽石

を多く含む。炭化物を

少旦混入する。

暗褐色粘質、ロームプロック

を含む。

F I 2 F 

―言仄―
Fセクション

I' 
1 黒褐色浅間 C 軽

石、ローム

粒を含む。

ローム粒を

少量含む。

2 褐色

a
 

｀麟勿E

L=173.4m 

E セクション

1 黒褐色浅間C軽石、ローム

粒を含む。

2 褐色 ローム粒を少量含

む。

、一三伝2
Dセクション

1 黒褐色 粘質、浅間C軽石、多量のロームを含む。

2 暗黒褐色 少量のローム粒を含む。

3 褐色 ローム粒を含む。漸移層に近い。

B 1 2 B' 

―疇琴伝―
C l c’ 
_下-

Bセクション

1 黒褐色粘質、浅間C軽石小粒を含む。

2 暗褐色粘質、ローム粒をわずかに含む。

C セクション

1 暗黒褐色粘質、浅間C軽石小粒を含む。

2 暗褐色 やや粘質、ロームプロックを含む。

゜ 1 : 80 4m 

第182図 2A 号墓・ 2 B 号墓
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6 検出した遺構・遺物

位置 34~ Fl6に位置する。 F 区の墓群の最南部に 3 基の主体部 (S K31、 S K41 、 S K45) が近接して設

けられている。 3 基の主体部の周囲には周溝と見られる溝や不整形な窪みが検出される。主体部の位置関係

や周囲の溝などの配置関係から南部の主体部、 S K31 と S K41 を 2A号墓、北部の S K45 を 2B号墓とする

2 基の周溝墓を認めることができる。

周溝 二つの主体部 S K31 と S K41の間は約 2mであり、この間に溝などは造られていない。 2B号墓の主体

部である S K45 と 2A号墓の S K41の間は約 4mで、この間は 2 条の溝 (S K39 、 S K40) で区画されている。

東側は長さ 4.2mで弧状の溝、 S K33が配置されている。溝中より完形の小型壺が 1 点出土する。 2A号墓の

東側周溝であった可能性も考えられる。

主体部 S K31 は埋葬部の両端部に礫を集積し、両側部には礫を配列する。礫床は設けない。埋葬部には被

葬者の四肢骨、東端より歯を検出する。主体部の西に礫集積があるが S K31 との関係は不明。

S K41 は埋葬部に小円礫を敷き詰める。周囲に礫集積などは認められない。礫床部の幅は50cmで比較的幅

が広い。人骨など被葬者の遺体は検出できなかった。ほぽ中央には、礫床面に密着して鉄剣が 1 点検出され

る。尖端を西方向に向けている。覆土中よりガラス製小玉を 1 点検出している。

\ 。 。 \ [ g . 

ヘ A

SK31 

g̀ 

A' 

A
 

吋
吋

A' 

馴
L=l73.4m 

゜ 1: 20 lm 

第 183図 2A号墓（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

2A号墓出土土器観察表 PL. 119 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 士粟 ロ 5 6 成、幣形は丁寧。粘 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 7 9 土積上痕あり。 内 口縁部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、灰褐色

4 高 坪 口 156 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

2A号墓出土鉄剣観察表 PL. 119 

罰 I 全長 1 身幅 1 茎長 1 身厚 形状、 遺存状態な ど

2 I 17.51 2.31 3.61 o.4 土 I 剣身部は芯の空洞化が進んでいるが、尖端から刃闘部まで両刃線は遺存している。刃闘部の片側は

錆が進み不明瞭である。茎と刃関部に小孔を認める。鏑（シノギ）は不明瞭。

2A号墓出土玉類観察表 PL. 144 

：悶 1 名称 1::I 径 □I 材質・色 I 備 考
3 小 玉 o.3510.3 I0.15 ガラス、スカイブルー

2 B号墓 （第182 • 186 図、 PL.49 • 50) 

2B号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅 I 埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ

北側 1. 0 x O. 2 I S K 45 2.5 Xl.0 1. 75 X - XO. 28 

主体部主軸方位

N-26ー -W  

位置 36-F20、 2A号墓の北に隣接する。

周溝 北側周溝は、主体部の北に長さ 3.6mの弧状の溝が配置されている。周溝内には丹彩の大形壺、高坪な

ど多くの完形個体が出土している。これらの土器の上部は浅間 C軽石層に覆われている状態が認められる。

南側 2 B号墓の主体部である S K41 との間に 2 条の小規模な溝が設けられている。

主体部 S K45は埋葬部の両端に礫を集石し、礫床は伴わない。埋葬部の床面は判然としない。埋葬部の北

寄りに被葬者の歯やガラス製小玉や管玉などが多数点在する。頭位は北方向で、被葬者の腰部付近の西側部

に肢骨と見られる骨片に密着して鉄剣 1 点が検出された。尖端を足方向に向けている。礫集積下 2 か所に長

円形ピットを設けている。
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(5) 墓跡
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第 186図 2 B 号墓

2B号墓出土鉄剣観察表 PL. 119 

罰 I 全長 1 身幅 1 茎長 I 身厚 形状、 遺存状態 な ど

31. 4 I 3. 6 I -I o. 5 士 I 刃闊部は錆化のためやや不明瞭であるが、刃線が茎とつながっており、闊（マチ）は作られていな

いようである。腔巾（ハバキ）とみられる鹿角製のリングがつけられ、目釘で止められている。鏑

（シノギ）は不明瞭。

2 B号墓出土玉類観察表 PL. 119 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

2 管玉 1.48 0.33 0.16 赤色ケイ質岩 研磨稜線あり

3 小玉 0.4 0.32 0.18 ガラス、スカイプルー

4 小玉 0.3 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

5 小玉 0.35 0.35 0 12 ガラス、スカイブルー

6 小玉 0.35 0.45 0.21 ガラス、スカイブルー

7 小玉 0.35 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

8 小玉 0.35 0.45 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。, 小玉 0.35 0 4 0.2 ガラス、スカイブルー

10 小玉 0.35 0.4 0 2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

11 小玉 0.25 0.45 0.2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

12 小玉 0 25 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

13 小玉 0.4 0.45 0.15 ガラス、スカイプルー

14 小玉 0.35 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

15 小玉 0.35 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー

16 小玉 0 3 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー

17 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

18 小玉 0 25 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー

19 小玉 0.25 0.45 0.18 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

20 小玉 0.3 0.37 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

21 小玉 0 35 0.35 0 11 ガラス、スカイプルー

22 小玉 0 35 0.4 0 16 ガラス、スカイプルー 研巖面、気泡あり。
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検出した遺構・遺物
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第 187図 2 B 号墓出土逍物 (1)
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(5) 墓 跡
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第 188図 2 B 号墓出土逍物 (2)

2B号墓出土土器観察表 PL. 119 • 120 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

23 宮ギ 口 26.4 2 段折り返し口縁。 外 口縁部は 2 段の刻み目、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 27.4 頸部は強く屈曲。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

24 士盆 口 13.9 2 段の折り返し口 外 口縁部は 4 段の刻み目。以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 157 縁。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩。
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

25 宮ギ 口 21. 4 幅広の折り返しロ 外 折り返し部を 2 条の沈線で区画し、刻み目を 4 段 細砂粒を含む。 ほぼ完形

高 35.8 縁。 巡らす。以下ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はハケメ。

26 甕 口 14 0 外 頸部は等間隔止め簾状文、胴上部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 190 内 口縁～頸部はヘラミガキ、以下ハケメ。 堅緻、鈍橙色

27 高 坪 口 17.8 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪部％周

胴 14.7 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

28 高坪（？） 脚 6.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内指ナデ。 堅緻、赤色 外面丹彩

29 台付甕（？） 脚 8 1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ハケメ。 やや堅緻、赤橙色

2B号募出土石器観察表 PL. 120 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 x 横x 厚さ） I 石 質 I 重旦(g) 特 徴

30 I 刃 器 7.2X 8.2X 2.8 I ケイ質頁岩| 159.3 I 片面に自然面を残す剥片。刃部は両面から剥離調整し、作出する。

内湾が目立つ。厚手である。

3 号墓（第189 • 190 図、 PL. 50) 

3 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

東ー西 5.3 I ~t倶U 0.9 X0.15 I SK 54 2.45 X0.6 士

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1. 5 x - X 0. 3 

主体部主軸方位

N-89" -E 

ill I 釦

A
 

` 
SK54 

\ 

i:l¥ 

A' 

P¥ en¥ 

｀三戸凸
Cセクション

1 黒褐色微址のローム粒子を含む。

2 褐色 微鼠のローム粒子を含む。

D I 2 _Q'. 
// 疇亨恢

Dセクション

1 黒褐色

2 暗褐色 ロームを含む。

E E' 
- 1 2 — 

` E セクション

1 黒褐色 微星のローム粒子を含む。

2 黒褐色砂質。

叫

A
 

A' 
L=l73.8m 

゜ 1 : 80 4m 

第 189図 3 号墓（ 1)
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(5) 墓跡

位置 40-Fl3、墓群の最南端に位置する。 F 区大溝の北辺部に当たるが、大溝の上限は覆土の状況から浅

間 C軽石層降下以後であり、弥生時代の墓に後出すると見られる。

周溝 l 基の主体部の周囲に不整形な方形周溝を巡らす。 3 か所のコーナ一部が土橋状に途切れる。溝の検

出状態は部分的にやや明確さに欠ける。

主体部 周溝内に 1 基の主体部が検出される。主体部は埋葬部の両端に礫を集積する。礫床を伴わない。埋

葬部の床面は明確に検出できない。礫集積下 2 か所に長円形浅いピットを設けている。埋葬部の東部に被葬

者の歯や石製管玉、ガラス製小玉が多数出土する。また小型壺、小型台付甕、小型高坪などの完形個体が歯、

玉類などの出土した地点の直上、埋葬部の覆土上部に重なり合った状態で検出された。

I
 
ー

/
1
1

ー

[
、
―
—

A_ 歯・

小玉
管玉. 
歯

[ Ij 

A' 

SK54 

A
 

A' 

小玉

`4召

L=l73.9m 

l 黒褐色粘質。 ゜ 1 : 20 Im 

第 190図 3 号墓（ 2)

3 号墓出土土器観察表 PL. 120 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 高 坪口 10.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

2 尚 坪 ロ 8.8 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内 ハケメ後ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色

4 士g 口 16.1 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 24.2 内 口縁～頸部はヘラミガキ、以下ヘラナデ。 やや軟質、赤色 内外面丹彩

5 て竺七 口 12.2 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 完形

高 16.4 内 口縁～頸部はハケメ後ヘラミガキ、以下ハケメ。 堅緻、橙色

6 尚 坪 口 10.7 器面に歪みが目立 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 9.2 つ。 内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 やや堅緻、赤褐色

7 台付甕 口 8. 7 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 9.4 内 口縁部はハケメ後ヘラミガキ、以下ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色
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検出した遺構・遺物

\ w 
周溝

ヽ

\\ 
,’ 

¥¥//  
＼シ 4

I貞＇ ニミご

゜ 1 : 3 10cm 

-「—=- - -

ゞ三文r~ ―-

8
 

ー゚

□

I
 

◎
□
以

{•— 

⑪ 
II 

3 号墓出土土器観察表

—•— 
正0

12 

—•— 
0こD 13 

6
 

第 191 図
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o:o 15 
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〇ごD 18 

3 号墓出土遺物

0 1 : 1)cm 
I I 

PL. 120 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

8 台付甕 ロ 6.6 外 口縁～肩部波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 7.3 内 坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、褐色, 台付甕 ロ 9.0 口縁端部はやや角 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 完形

高 11 6 ばる。 内 体部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 やや堅緻、橙色

3 号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器

台付甕

種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3
 

ロ
, 

外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 9% 
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(5) 墓跡

3 号墓出土玉類観察表 PL. 120 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

10 管玉 - 0.4 0.12 赤色ケイ質岩 研磨稜線あり。

11 小玉 0 3 0 4 0.15 ガラス、スカイプルー

12 小王 0 2 0 35 0.15 ガラス、スカイプルー

13 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー

14 小玉 0 3 0.32 0.12 ガラス、スカイプルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

15 小玉 0.3 0.3 0 12 ガラス、スカイプルー

16 小玉 0 25 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

17 小玉 0 25 0 32 0.15 ガラス、スカイプルー

18 小玉 0 15 0 4 0.2 ガラス、スカイブルー

4A号墓 （第192 • 193図、 PL. 51) 

4A号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 x 幅 I 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

東一西 6.05 I 東側 0.9 X0.4 I SK 66 2.4 X0.6 1. 3 士 X (0.4) X0.09 N-84ー -E  

位置 33-F32に位置する。 4

B 号墓と隣接する。

周溝 主体部の周囲に方形に周

溝を巡らす。 3 か所のコーナー

部が土橋状に途切れる。北東の

コーナから北側周溝にかけて72

号住居の覆土上に造られている

ため、溝の存在は確認できたが

溝の形状は明確にすることはで

きなかった。 4B号墓との間を

区切る西側溝はやや弧状をなし

ている。 4 B号墓と共用する溝

とみられるが、その湾曲状況か

ら本来 4A号墓に伴って造られ

たと考えられる。東側および西

側溝の覆土上部より壺の大形破

片が数個体分出土している。土

器群上部を浅間C軽石層が覆っ

ている。

72号住居·

I||\\

—— 

SK66 

B セクション

l 黒褐色浅問C軽石を多量に含む。

2 黒褐色浅間C軽石をわずかに含む。

3 褐色 ローム粒を含む。

4 黒褐色 ローム粒を含む。

5 黒褐色 ローム粒を含む。

1 

｀｀旦 UI

一疇— C 2 c □□731` 
Cセクション

1 黒褐色黄褐色ローム細粒含む。

2 黄褐色 ローム主体。

3 暗褐色 ローム主体。

A
 

D セクション

1 黒褐色浅間C軽石を多最に含む。

2 黒褐色浅間C軽石を含まず。

3 黒褐色 ローム粒を含む。

4 黄褐色 ローム粒を多量に含む。

A' 
ク・•—•... o o 上～一

゜ 1 : 80 4m 

第 192図 4 A号墓（ 1)
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6
 

主体部

検出した遺構・遺物

主体部は周溝内に 1 基見られる。主体部は、埋葬部に礫床を設け、 この両端に礫を集積する。埋葬

部の両端に集積された小円礫は比較的数が少なく、礫床部とほぼ同じ高さで、 また礫の大きさに差が少ない

ため、埋葬部と礫集積部の境界がやや明確さを欠く。埋葬部床面上、東端部にガラス製小玉が多数検出され

ている。礫集積下 2 か所に長円形ヒ°ットを設けている。

に大きなものである。

このうち東側のピットは上端径70cm、深さ 45cmで特
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(5) 墓跡

4A号墓出土土器観察表 PL. 120 

遺物番号 器 種 法 最 器形·成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギ四 口 17.1 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文、頸部は櫛描横直線 2 段に縦直 砂粒を含む。 口縁～肩部ほぽ

線。 堅緻、赤褐色 全周

内ヘラミガキ。

2 て罪ゴ＝· 胴 18.9 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～底部％周

内 ハケメ後ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色

3 ギg 口 7.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 7.9 内 □縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、明褐色

4 台付甕（？） 脚 5.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

4A号墓出土玉類観察表 PL. 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

5 小玉 0 65 0.2 ガラス、スカイプルー 破損あり。

6 小玉 0.25 0.35 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

7 小玉 0.25 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

8 小玉 0 26 0.35 0.08 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。, 小玉 0.2 0 35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

10 小玉 0.24 0.35 0.09 ガラス、スカイブルー 長円形、研爵面あり。

11 小玉 0.27 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

12 小玉 0.26 0.4 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

13 小玉 0.2 0.35 0 1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

14 小玉 0.27 0.35 0 05 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

15 小玉 0. 21 0.35 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

16 小玉 0 21 0.35 0.09 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

17 小玉 0 27 0.4 0 1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

4B号墓（第195~197図、 PL. 52) 

4 B号墓計測表

周溝墓規模

東一西

南ー北

周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X幅

5.9 北側 0. 6 x O. 2 I S K 75 

5.2 西側 1.0 X0.35 I SK 76 

SK 78 

2.8 X0.6 

2.4 X0.95 

2.5 X0.45 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1.5 X 

1.65 XQ.5 

X0.18 

X0.22 

1.4 X - X0.13 

主体部主軸方位

N-89.5ー -W 

N-89.6ー -E 

N-l. 4ー - E  

,,:¥ 

位置 36-F32に位置する。 4A号墓の西に隣

接する。

周溝 3 基の主体部の周囲の 3 方に周溝を巡ら

す。東側周溝は 4A号墓と共用している。この

溝は東方向に弧状に湾曲していることから、も

ともとは 4A号墓の周溝として造られたとみら

れる。西側の周溝は、 S K78が覆土上に造られ

ている。やや弧状の溝と、この外寄りに沿って

びる溝からなる。

口
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SK76 
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重なり、西側から、南側にかけて弧状に長く延 B 1 B' 
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゜ 1 : 80 2m 

主体部 S K75 と S K76が中央部に 2 基並び、

S K78 は西側周溝の覆土上に造られている。

Bセクション

1 黒褐色褐色ローム粒を含む。

2 暗褐色 ローム粒を含む。

第 195図 4B 号墓（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

S K75は埋葬部の両端に礫を集積する。礫床は伴わない。床面は不明確である。礫集積下、 2 か所に円形

ピットを設けている。埋葬部覆土中より小型甕とガラス製小玉が 1 点出土している。被葬者の遺体は検出で

きない。
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1 黒色

2 黒色 ローム粒を多く含む。

3 黒色 ローム粒を含む。
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I rn 1 : 20 

1 黒褐色粘質。

2 黄褐色 ローム質土。
゜

第 196図 4 B 号墓（ 2)
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(5) 墓跡

S K76は埋葬部の周囲に礫集積帯を巡らす。礫床は伴わない。埋葬部床面は不明確である。南側部では礫

集積帯は欠けている。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けている。埋葬部東端部に被葬者の歯が検出され

る。出土遺物はみられない。

S K78は埋葬部の両端に礫を集積する。礫床は伴わない。床面は不明確である。礫集積下、 2 か所に円形

ピットを設けている。ガラス製小玉が 1 点出土している。被葬者の遺体は検出できない。
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Aセクション

1 黒色

2 黒色 ローム粒を含む。

B セクション

1 黒褐色 黄褐色ローム粒を含む。

2 暗褐色 ローム粒を含む。

゜

L=173.3m 

1 : 20 Im 

第 197図 4 B 号墓（ 3)

—•_ 
〇こD 2 

—•_ 
叩） 3 

SK78 

0 1 : 1 1cm 
1,  

SK75 

゜ 1 : 3 10cm 

第198図 4 B 号墓出土遺物
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6 検出した遺構・遺物

4B号墓出土土器観察表 PL. 120 

遺物番号 1 器 種 1 法 量 I 器形
甕口 7.7

高 10.8

成形 1 文様・整形

外 口縁～頸部は波状文、頸部は櫛描直線文。

内ヘラミガキ。

4 B号墓出土玉類観察表 PL. 144 

胎土・焼成・色 1 遺存状態・備考

砂粒を含む。 口縁～底部½周

堅緻、鈍橙色

芝可：う税玉 1 ぞ91 。1: I::I ガフ］ で力：ブル色― 備考 言名称 ::1 径 I 孔径 I 材質・色 備考

5 号幕 （第199~202図、 PL. 53 • 54) 

5 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号

東ー西 9.4 東側 1. 2 土 X0.3 SK 83 

南ー北 8.4 SK 84 

SK 85 

SK 86 

SK 87 

位置 38-F48に位置する。

3 I 小 玉 I o. 25 I o. 42 I o. 2 I ガラス、スカイプルー I 研磨面あり。

主体部全長 x 幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

2.75X0 9 1 95 X (0.5) X0.14 N-41 8ー -E 

2.7 xo 7 1 6 X (0 65) X0.2 N-43 8"-E 

2.65Xl.0 1.65 X (0 6) XQ.25 N-57.4'-E 

1.4 X0.4 0.6 X X0.2 N-35.4ー -E 

2. 75 xo.s 1.65 X XQ.2 N-50.2ー -E 

周溝 並列する 5 基の主体部の周囲に円形状に周溝を巡らす。周溝の壁土は大方黒色粘質土で覆土との峻別

が困難であったため明確に形状を確認することができなかった。特に北西部から西南部にかけては明確では

ない。検出の際北側に大きく巡るとみられた溝の覆土は黒色自然堆積土と峻別がしにくく、また遺物の出土

もほとんど伴わないことから、この部分の溝の形状は明確さに欠けるため第199図では削除した。東側周溝内

には弥生土器が完形、または大形破片の状態で多量に重なって出土している。これらの土器群の最上部は浅

間 C軽石層に覆われており、溝埋没が進んだ時点で軽石の降下があったと考えられる。器種構成では壺の多

さが目立つ。

主体部 S K83は埋葬部に礫床を設け、その両端に礫を集積する。礫床は西部で大きく欠けている。礫集積

下の 2 か所に不整円形のピットを設けている。礫床面上、東端部に被葬者の歯が検出され、またその周囲に

はガラス製小玉が多数点在していた。総数75個を数える。埋葬頭位は北東方向である。

S K84 は埋葬部に礫床を設け、その両端に礫を集積する。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。

礫床面上、東端部に被葬者の歯が検出される。その周囲には勾玉のほかガラス製小玉が多数点在していた。

埋葬頭位は東方向である。礫床面上、被葬者の腰部と思われる辺りに鉄剣を検出する。剣はやや斜方向に尖

端を足部方向に向ける。

S K85 は埋葬部に礫床を設け、その両端に礫を集積する。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。
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(5) 墓 跡

埋葬部東端の礫床面上に被葬者の歯が検出される。歯の周囲には多数のガラス製小玉が点在する。被葬者の

腰部に当たると思われる礫床面上より鉄剣が出土する。埋葬部西端の礫集積を掘り込んで壺棺が埋置されて

いる。 壺棺は上半部が欠損しており、蓋なども失われている。 これは後世の耕作によると思われる。棺内に

は遺体や遺物は認められなかった。

S K86は最南部に位置する小規模な主体部である。埋葬部の両端に礫を集積する。礫床は伴わない。埋葬

部の床面は確認できない。被葬者の遺体や遺物は見られない。

S K87は最北部に位置する主体部である。埋葬部の両端に礫を集積する。礫床は伴わない。埋葬部の床面

は明確でない。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。被葬者の遺体は見られない。埋葬部の覆土

中からガラス製小玉が 1 点検出される。
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一｀謬？―
Aセクション

1 黒褐色 ローム小粒を混入。

2 褐色 ローム粒を含む。
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D " 3 D' 

ー＝シ亥―
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E ---

1 : 80 4m 
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B·C·Dセクション

1 黒褐色浅間C軽石を多贔に含む。

2 暗褐色 ローム粒を含む。

3 暗褐色 ローム粒を含む。

゜ 1 : 40 2 m 

第 199図 5 号墓（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

SK83 

小£

玉べ巧S王疇—

゜

1 黒褐色粘質、ローム粒を含む。

2 黒褐色 粘質、ローム粒の混入多い。

骨 骨

A
 

A
 

A' 

A' 

小玉

ーーベゞブ

1 黒褐色 ローム粒を含む。

2 暗褐色 ローム粒を比較的多く含む。

3 黒褐色 ローム粒を多鼠に混入。

L=172.4m 

゜ 1 : 20 Im 

第200図 5 号墓 (2)
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(5) 墓跡
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1 黒褐色 ローム粒を含む。 ゜ 1 : 20 lm 

第201 図 5 号墓（ 3)
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6
 
検出した遺構・遺物
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黒褐色 ローム粒を含む。
゜ 1 : 20 lm 

第202図

5 号墓出土玉類観察表 PL. 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

1 小玉 0.2 0.32 0.15 ガラス、コバルトプルー 研磨面あり。

2 小玉 0 25 0 35 0.17 ガラス、淡グリーン

3 小玉 0.25 0.35 0 2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

4 小玉 0 3 0 35 0.1 ガラス、スカイプルー

5 小玉 0 3 0.31 0.15 ガラス、スカイプルー

6 小玉 0.2 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

7 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

8 小玉 0.3 0.4 0.15 ガラス、スカイブルー, 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

10 小玉 0.2 0.34 0.15 ガラス、スカイブルー

11 小玉 0.2 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

12 小玉 0.19 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

13 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面は角ばる。

14 小玉 0.29 0.32 0.15 ガラス、スカイプルー

15 小玉 0.25 0.32 0.15 ガラス、スカイブルー

16 小玉 0.2 0.4 0.18 ガラス、スカイプルー

17 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

18 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイブルー

19 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー

20 小玉 0.35 0.25 0 15 ガラス、スカイブルー

21 小玉 0.35 0.25 0 15 ガラス、スカイプルー

22 小玉 0.29 0.3 0.15 ガラス、スカイブルー

23 小玉 0 25 0 35 0.12 ガラス、スカイブルー

24 小玉 0.2 0.35 0.12 ガラス、グリーン 研磨面あり。

25 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

26 小玉 0.2 0.32 0.18 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

27 小玉 0.3 0.32 0.1 ガラス、スカイブルー

28 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー

29 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

30 小玉 0.2 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー

5 号墓（ 4)

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

31 小玉 0.2 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

32 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

33 小玉 0.25 0.33 0 18 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

34 小玉 0.15 0.34 0.2 ガラス、スカイプルー

35 小玉 0.2 0 35 0.17 ガラス、スカイブルー

36 小玉 0.3 0 35 0.2 ガラス、スカイブルー

37 小玉 0.2 0.35 0.18 ガラス、スカイプルー

38 小玉 0 2 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー 孔は楕円形。

39 小玉 0.25 0.4 0.2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

40 小玉 0.25 0.32 0.15 ガラス、グリーン

41 小玉 0.18 0.3 0 1 ガラス、スカイプルー

42 小玉 0.2 0 35 0.18 ガラス、スカイプルー

43 小玉 0.25 0.35 0.12 ガラス、スカイプルー

44 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面は角ばる。

45 小玉 0.25 0.31 0.15 ガラス、スカイブルー

46 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー

47 小玉 0.25 0.32 0.2 ガラス、スカイプルー

48 小玉 0.21 0.31 0.11 ガラス、スカイブルー

49 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

50 小玉 0 25 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー

51 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

52 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー

53 小玉 0 25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー

54 小玉 0.25 0.4 0.22 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

55 小玉 0.2 0.32 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

56 小玉 0.2 0.31 0.15 ガラス、スカイプルー

57 小玉 0.25 0.31 0.15 ガラス、スカイプルー

58 小玉 0.21 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

59 小玉 0.21 0. 3 0.15 ガラス、スカイプルー

60 小玉 0 3 0.36 0.15 ガラス、スカイプルー
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6 検出した遺構・遺物

5 号暮出土玉類観察表 PL. 120 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

61 小玉 0.2 0.33 0.15 ガラス、スカイブルー

62 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

63 小玉 0.2 0.32 0.15 ガラス、スカイプルー

64 小玉 0.27 0.33 0.16 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

65 小玉 0 2 0.3 0.15 ガラス、スカイブルー

66 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー

67 小玉 0 25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー

68 小玉 0 2 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

69 小玉 0.2 0.33 0.15 ガラス、スカイブルー

70 小玉 0 2 0 3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

71 小玉 0 2 0 35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

72 小玉 0 2 0 35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

73 小玉 0 21 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

74 小玉 0 2 0.33 0.15 ガラス、スカイプルー

75 小玉 0.3 0.35 0.35 ガラス、スカイブルー

76 小玉 0 2 0 4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

77 小玉 0 15 0.32 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

78 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

79 小玉 0 25 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 孔縁に研磨面あり。

80 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

81 小玉 0 2 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

82 小玉 0.3 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

83 小玉 0.2 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

84 勾玉 1.8 0.25 ヒスイ、オリープ灰 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

89 小玉 0 25 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

90 小玉 0.3 0.45 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

91 小玉 0.3 0.4 0.11 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

92 小玉 0.2 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

93 小玉 0.3 0.35 0 2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

94 小玉 0.3 0.35 0 2 ガラス、スカイプルー

95 小玉 0.38 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

96 小玉 0.15 0.35 0 25 ガラス、スカイブルー

97 小玉 0.3 0.4 0.2 ガラス、スカイブルー

98 小玉 0 25 0 3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

99 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

100 小玉 0.32 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

101 小玉 0.25 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

102 小玉 0.3 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

103 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

104 小玉 0.25 0.3 0 15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

105 小玉 0.3 0.35 0 12 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

107 小玉 0 25 0 4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

161 小玉 0 23 0 4 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

162 小玉 0 22 0 4 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。
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(5) 墓跡

5 号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法鼠 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色

86 

87 

壺
一
壺

外肩部は波状文。内ハケメ。

外胴上部は鋸歯文。内ハケメ。
細砂粒を含む。 1 堅緻
細砂粒を含む。 堅緻

灰白色

灰白色

5 号墓出土鉄剣観察表 PL. 120 

番号 全長 身幅 茎長 身厚 形 状、 遺 存 状 態 な ど

85 29 2 2.9 3.1 0.5 土 刃線から茎線は比較的明瞭である。刃闊部の刃線がやや広がっている。茎には装着された鹿角製の

把が残存している。把縁は闘と角度が合致しない。把面は滑沢に磨かれるなどの調整がされている。

茎に目釘孔を認める。鏑（シノギ）は不明瞭。

88 9.0 士 2 4 0.6 土 半失品、芯は空洞化が進んでいるが、尖端から両刃線は良好に遺存している。鍋は不明瞭。

5 号墓出土土器観察表 PL. 121~123 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

106 罪·— 棺 底 14.0 外ハケメ後ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴部％周

内ハケメ。 やや堅緻、鈍赤褐色 底部全周

108 瞑·— 口 17.6 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文、頸部は 2 連止め簾状文、肩部 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 31. 0 は波状文。以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色

内 口縁部はヘラミガキ、胴部はナデ、ハケメ。

109 一症 口 2 1. 3 折り返し口縁。 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 46.4 内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

110 士互 口 22.7 2 段の折り返し口 外 口縁部は 2 段の刻み目文、付文 2 本 1 単位推定 4 砂粒を含む。 口縁～胴上部½

縁 か所、頸部は櫛描横直線 2 段に縦直線、肩部は波 堅緻、橙色 周

状文、沈線 1 条。

内ハケメ、粗いヘラミガキ。

111 宮＝ゴ＝ 口 325 2 段の折り返しロ 外 口縁部は 3 段の刻み目文、頸部は止めの細かい簾 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 状文を 2 段、肩部は波状文。 堅緻、鈍黄橙色 胴上部栢周

内 口縁～頸部はハケメ後ヘラミガキ。胴部はハケメ。

112 壺 口 207 折り返し口縁。 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 35.5 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ、ハケメ。 堅緻、赤色 底部全周

丹彩。

113 竺一 口 21 3 折り返し口縁。 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～肩部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

114 亜·— 胴 29.8 器壁は厚い。 外 口辺～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口辺～底部全周

内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、褐色

115 g 士 口 215 折り返し口縁。 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％屑

高 33.0 内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はヘラナデ。 堅緻、橙色 頸～胴部全周

116 g 一 胴 27.3 底部は丸底状。 外 肩部は 2 連止め簾状文、胴上部は波状文。 細砂粒を含む。 頸～底部％周

内 胴上部はヘラミガキ、胴下部はヘラナデ。 堅緻、橙色 外面丹彩。

117 ·互ギ 口 15.4 外ヘラミガキ。 砂粒、小礫を含む。 ほぽ完形

高 28.4 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 やや堅緻、鈍橙色 器面は荒れる。

118 立士 底 17.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ハケメ。 堅緻、浅黄橙色

119 一匹 胴 37 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部％周

内器面の荒れが著しい。 やや軟質、暗褐色 底部全周

120 士g 胴 21. 9 外 頸～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口辺～胴部％周

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、橙色

121 ·究— 胴 15.9 底部は器壁が薄く 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、直下 砂粒を含む。 口辺～底部全周

中央部が欠損、穿 に半円形の沈線区画を推定 6 個、内に刺突を充填 堅緻、橙色

孔かどうか不明。 する。

内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

122 g 士 口 8.7 折り返し口縁、ロ 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 9 5 縁部に円孔を穿 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩。

っ、確認 1 個、推

定 l~2 個。
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

123 g ギ 胴 178 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～底部全周

内ヘラミガキ。 やや軟質、赤色 外面丹彩。

124 甕 口 16.9 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部ほぼ全周

胴 197 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 頸～胴部½周

125 甕 口 15.0 口縁端部は角ば 外 口縁端部～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 20.2 り、面を作る。 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

126 甕 口 22.0 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 口縁部ほぼ全周

胴 29.6 口縁部、肩部に付文を各々 5 個巡らす。 堅緻、暗橙色 頸～胴部½周

内ヘラミガキ。

127 甕 胴 24.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

128 甕 底 117 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

129 甕 胴 275 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部全周

内 ヘラミガキ。器面は荒れている。 やや堅緻、明赤褐色

130 甕 胴 25.9 ＇外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 頸部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴～底部全周

131 甕 胴 24.6 外 肩部は櫛描横直線に縦直線、波状文。 砂粒を含む。 胴上～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

132 甕 口 14.1 外 口縁部はヨコナデ、口辺～肩部は波状文、頸部は 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 23.6 櫛描直線文、胴部はヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

内ヘラミガキ。

133 甕 口 15.6 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒、小礫を含む。 口縁～胴上部％周

高 28.0 内ヘラミガキ。 やや軟弱、褐色 胴～底部％周

134 甕 口 1 1.7 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 16.3 内ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

135 甕 口 14.8 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部ほぼ

胴 19.7 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 全周

136 甕 底 7.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

137 台付甕 口 178 口縁端部は角ばる。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 17.4 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 頸～胴部½周

138 台付甕 ロ 8 0 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、淡赤褐色 頸～脚部全周

139 台付甕（？） 脚 104 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内 天井部はヘラアテ痕、以下ヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

140 台付甕（？） 脚 5.3 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

141 台付甕（？） 脚 5 6 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラナデ。 堅緻、赤褐色

142 台付甕（？） 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚上部全周

内ナデ。 堅緻、鈍橙色

143 台付甕（？） 脚 6.4 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内脚部はナデ。 やや堅緻、淡黄褐色

144 高 坪 口 18.8 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 坪部％周

高 17.7 内 坪部はヘラミガキ。脚部はハケメ。丹彩。 堅緻、赤色 脚部％周

145 高 坪 胴 19.8 脚部接合部に剥離 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

面あり。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

146 高 坪 口 1 1.4 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 坪部％周

高 10.1 内ヘラミガキ。丹彩。 堅緻、赤色 脚部ほぽ全周

147 吉回 坪 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内ハケメ。 堅緻、赤色 外面丹彩

148 高 坪 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚上部全周

内ナデ。 堅緻、鈍橙色 内面丹彩

149 高 坪 口 21. 5 外 口縁端部は細かい刻み目、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 やや軟弱、赤色 内外面丹彩

150 鉢 口 15.4 外 口縁端部に 3 個付文を付す。ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 7 6 内ヘラミガキ。 やや軟弱、赤色 内外面丹彩

151 甑 底 4.9 焼成即の円孔あり 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 底部全周
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(5) 墓跡

遺物番号 1 器種 1 法量 1器形・成形 1 文 様
152 甑 底 5.2 焼成前の円孔あり外ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

整 形 胎土・焼成・色＼遺存状態・備考

砂粒を含む。 底部％周

堅緻、浅黄橙色

5 号墓出土土器観察表（拓本）

153 互·ギ 外口縁部は波状文。内ハケメ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 5% 

154 壺 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内 ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

155 g • 外頸部は 2 条の櫛描横直線に縦直線、丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 赤橙色

156 甕 外肩部は波状文。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 明赤褐色

157 甕 口 20 折り返し口縁 外口縁部は付文、波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 17% 

158 甕 口 16 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 淡赤橙色 12% 

159 甕 口 20 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤色 9% 

—•— —(— 
o:.O o=D 

161 162 

墓域内 0 1 : 1 1cm 

’’ 

160 

こ
゜ 1 : 2 5cm 

第211 図 5 号墓出土遺物 (9)

5 号墓出土石器観察表 PL. 123 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 x横 X 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

160 I 土掘り具 13. 4 x 7. 4 x 2. 3 I 粗粒安山岩 I 201. 7 I 両面剥離の横長剥片。刃部、両側部には両面から剥離調製を行っ

ている。
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6 検出した遺構・遺物

6 号墓 （第212~214図、 PL. 54 • 55) 

6 号墓計測表

周溝墓規模

東ー西

周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 x 幅

8.3 I 東溝1.15xo.25 1 s k 440 

西溝l.l X0.24 I SK441 
2.7 Xl.4 

1.6 X0.9 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

x
x
 

5

5

 

5

6

 

.. 1

0

 

XQ.27 

X0.09 士

主体部主軸方位

N-89.5ー -E 

N-88.T-E 

位置 45-GOOに位置する。

周溝 2 基の主体部 (S K440、 S K441) の周囲に円形の周溝を巡らす。溝の覆土は暗褐色土であり、第IV

19 cr:i I 

0
Q
 

釦

O

C

 

a
 

・
《
響

A
 

40 

L=172.6m o:i1 

A 7 6 8 

A·B セクション

1 暗褐色浅間C軽石を少量含む。

2 黒褐色 浅間 C軽石を比較的多く含む。

3 黒褐色浅間C軽石を多量に含む。

4 暗褐色浅間C軽石を含まず。

5 暗褐色 ローム質土を多量に含む。

6 暗褐色粘性を欠く、浅間C軽石を含まず。 o 
7 暗褐色

8 炭化物層

第212図 6 号墓（ 1)

A' 

A' 

1 : 80 4m 
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(5) 墓跡

6 63 

1
_
l
l
\
、

T

(})ー 

゜ 1 : 40 2m 

第213図 6 号墓遺物出土状態（ 2)

層と第V層の漸移層である壁土の検出が一部困難な箇所があったが、全体として検出状態は良好である。周

溝内より、土器の完形個体、大形破片が多数出土している。とくに北半部に著しく、溝底部から重なり合っ

た状態で密集していた。器種は壺、甕、高坪、鉢などでおよそ器種を網羅しているが、なかでも壺がその多

くを占め、また小形高坪、小形鉢がやや目立つ。周溝覆土上部に浅間C軽石を多量に含む。

主体部 S K440は埋葬部の両端に小円礫を集積し、礫床は設けられない。両端の礫集積部の幅は1.4m を測

り、とくに幅広く造られ、また礫集積は直下に設けられたピットまで深く及んでいる。埋葬部の床面は不明

確であるが、床面直上とみられる辺りから被葬者の歯や肢骨が検出されたほか、鉄剣やガラス製小玉が出土

している。歯は埋葬部東部に点在することから頭を東に向け、剣は尖端を足部方向に向け、腰部の右傍らに

置かれていたとみられる。主体部の外郭には方形状に掘り込みを検出するが、覆土と壁土の区別がつきにく

いため、やや明確さを欠く。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。磨製偏平片刃石斧は S K440の

礫集積上より検出された。玉類はガラス製小玉が S K440の埋葬部から検出されたほかに周囲の覆土より石製

管玉や多数のガラス製小玉が出土している。

S K441 は S K440の北に並び、礫の配置は S K440 と同形式であるが著しく小規模である。埋葬部の床面は

不明確で被葬者の遺体や、遺物は検出できなかった。
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検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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6 検出した遺構・遺物
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6 検出した遺構・遺物
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第222図 6 号墓出土遺物（ 8)
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓跡

6号墓出土鉄剣観察表

番号 I 全長 I 身幅 I 茎長 I 身厚 形状、 遺存状態 な ど

17.9 I 3.o I 3.11 o.5士 I 幅に比して比較的剣身は短い。茎に装着していた鹿角製の把が残存する。把縁部は遺存良好である

が、当初の把の表面は腐食し、遺存しない。目釘孔を認める。鏑（シノギ）は不明瞭。

6 号墓出土玉類観察表 PL. 144 

竺叫:::Iぞ:1 。:51::I ガフ： ：力：プJ:: I 研：i面あ：

6 号墓出土土器観察表 PL. 124~130 

遺物番号 器 種 法 祉 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

3 竺• 胴 48.0 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、ヘラ 粗砂粒を含む。 頸～胴部½周

描鋸歯文に平行沈線を充填。以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色

内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ、ナデ。

4 g ·＝ピ 口 32.8 2 段の折り返し口 外 口縁部は 2 段の刻み目文、付文 2 個単位を 4 個、 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 堅緻、橙色 口辺～頸部½周

内ヘラミガキ。

5 ·互=̀= 口 24.6 幅の広い折り返し 外 口縁部は刺突文、頸部は 3 連止め簾状文、肩部は 砂粒を多鼠に含む。 口縁部％周

口縁。 波状文。 堅緻、明褐色 頸部％周

内 口縁～頸部はヘラミガキ。

6 盆一 口 19.4 折り返し口縁 外 口縁部は刻み目文、以下ヘラミガキ、頸部は 3 連止 粗砂粒を含む ほぼ完形

高 38.2 め簾状文、肩部は波状文、胴～底部はヘラミガキ。 堅緻、橙色

胴 23.8 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴～底部はハケメ。

7 竺• 口 18.5 折り返し口縁。 外 口縁は 2 段の刻み目文、口辺～頸部は 2 連止め簾 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 21. 2 状文、肩部は波状文、胴～底部はヘラミガキ。 やや軟質、浅黄橙 頸～胴下部％周

内 口縁～底部はハケメ、ヘラミガキ。 色 内外面丹彩

8 g ·＝ピ □ 27.6 2 段の折り返しロ 外 口縁部は 3 段の波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

縁。 内 □縁～頸部はヘラミガキ、肩部はヘラナデ。 堅緻、赤色 頸部％周

内外面丹彩, 罪• □ 20.8 折り返し口縁。 外 口縁部は波状文、頸部は櫛描横直線 2 段に縦直線、 粗砂粒を含む。 口縁部％周

肩部は波状文。 堅緻、赤褐色 頸～胴部全周

内 口縁～頸部ヘラミガキ。

10 ギ互 口 29.0 2 段の折り返し口 外 口縁部は 2 段の刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

11 一g 口 24.0 折り返し口縁。 外 口縁部は沈線を 1 条巡らし、上下に刻み目文 3 段。 砂粒を含む。 口縁％周

内ヘラミガキ、ナデ。 堅緻、鈍橙色

12 壺 口 24.8 折り返し口縁。 外 口縁部は棒状具による刺突文、付文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

13 一竺 口 24.8 幅広の折り返しロ 外 口縁部は刺突文、付文 2 個 l 単位に付す、以下ハ 砂粒を含む。 口縁部％周

縁。 ケメ後ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

内ヘラミガキ。

14 =竺土=· 口 30.1 2 段の折り返しロ 外 口縁部は 1 条の沈線に 2 段の刻み目文、頸部は櫛 砂粒を含む。 口縁部½周

縁。 描横直線に縦直線、肩部は波状文、鋸歯文に刺突。 堅緻、浅黄橙色 頸部％周

内ハケメ、ヘラミガキ。 胴部½周

15 一g 口 27.5 口縁部は 2 段の折 外 口縁端部～口縁部にかけて 3 段に刻み目文。 砂粒を含む。 口縁部％周

り返し口縁。下段 内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色

突帯状。

16 士g 口 21. 1 折り返し口縁。 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 2 連止め簾状文、肩部 砂粒を含む。 口縁部ほぽ全周

は波状文。 堅緻、明赤褐色 頸部％周

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

17 一宜 胴 237 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、沈線 粗砂粒を含む。 口辺～胴部全周

の後、付文を 4 個付す。以下ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色

内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部ナデ、荒れている。

18 = 宜 頸 14.3 外頸部は 3 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口辺～肩部％周

内 口辺部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、赤褐色

19 壺 底 160 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 底部½周

内 ヘラナデ、粗い縦ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 外面丹彩

20 一罪 頸 16.6 外頸部は 3 連止め簾状文、肩部は波状文。 細砂粒を含む。 頸部½周

内胴部はヘラナデ。 やや堅緻、赤褐色 胴部％周

21 ｷg ギ 口 18.6 折り返し口縁。 外 口縁部はヘラ刻み目文、頸部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内 口縁～頸部はヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

22 互＝土 口 27.9 幅広の折り返しロ 外 口縁部は棒状具による刺突文、以下ヘラミガキ。 砂粒、小礫を含む。 口縁部％周

縁。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

23 g 士 底 16.2 外ヘラミガキ。 小礫を含む。 底部％周

内ヘラナデ。 堅緻、鈍黄色

24 壺 頸 14.5 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 粗砂粒を含む。 頸～肩部％周

内 口辺～頸部はヘラミガキ、以下ナデ。 やや堅緻、暗橙色

25 一g □ 14.8 外 頸部は 3 連止め簾状文、肩部は波状文。 粗砂粒を含む。 頸～肩部％周

内 口辺～頸部はヘラミガキ。 やや堅緻、灰褐色

26 一g 胴 26.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部％周

内ハケメ。 堅緻、明褐色 底部全周

27 互ギ 頸 1 1.5 外 頸部は 3 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口辺部％周

内 頸部はヘラミガキ、肩部はヘラナデ。 堅緻、淡橙色 頸部ほぽ全周

28 互ギ 底 13.2 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラナデ。 軟弱、赤色

29 竺一 底 19.0 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 底部全周

内ハケメ、ヘラナデ。 堅緻、橙色

30 亜一 頸 1 1. 1 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

胴 21.1 内 口辺～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 やや軟弱、橙色 頸～底部全周

31 互·ギ 底 18.3 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴下部X周

内ヘラナデ。 堅緻、橙色 底部½周

32 竺士 底 7.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ハケメ、ナデ。 堅緻、橙色

33 壺 底 18.4 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴下部％周

内ハケメ、ヘラナデ。 やや堅緻、橙色 底部全周

34 甕 口 14.5 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ、頸部は 2 砂粒を含む。 口縁部％周

高 31. 6 連止め簾状文。 堅緻、橙色 口辺～底部％周

内ヘラミガキ。

35 甕 口 173 口縁部は角ばり、 外 口縁端部～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部ほぼ全周

高 36.8 端部に面を作る。 内ヘラミガキ。 やや軟弱、明赤褐色 胴部％周

36 甕 口 20.7 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 35.8 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

37 甕 口 19.1 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

高 39.4 内ヘラミガキ。 やや堅緻、褐色 頸～胴部全周

38 甕 口 18.8 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、口縁部に付文 4 個、頸部は 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

等間隔止め簾状文、胴部はヘラミガキ。 堅緻、橙色

内ヘラミガキ。

39 甕 口 15.2 折り返し口縁、折 外 口縁～頸部波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 30.4 り返し幅は不定。 内ヘラミガキ。 やや堅緻、暗赤褐色 胴部全周

40 甕 口 20.0 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

高 34.0 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 頸部以下全周

41 甕 口 19.6 折り返し口縁。 外 口縁部～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 26.3 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 頸～胴部½周

42 甕 口 17.5 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 34.4 内ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色

43 甕 口 23.0 折り返し口縁。 外 口縁～屑部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、灰褐色 頸～胴部％周

44 甕 口 22.2 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、灰赤色

45 甕 胴 22.0 外頸～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 底部全周
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(5) 墓跡

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

46 甕 □ 18.1 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～肩部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

47 甕 口 17.7 口縁部は鋭く角ば 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

胴 21 6 る。 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴部％周

48 甕 胴 23.2 外 口辺～肩部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 口辺部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色 胴部全周

49 甕 胴 268 外 口辺～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 頸部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 胴上部全周

50 甕 底 9.2 外胴～底部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 胴部％周

51 甕 胴 25.0 外 口辺部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 頸～胴部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

52 甕 底 9 9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 胴部％周

53 甕 底 7.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

54 宰ギ 口 1 1. 6 折り返し口縁。 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～頸部％周

高 18.3 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

55 亜＝ギ 口 15.8 折り返し口縁。 外 口縁部は棒状具による刻み目文、頸部は 2 連止め 砂粒を含む。 口縁～頸部ほぼ

簾状文。 堅緻、黄橙色 全周

内ヘラミガキ。 内面丹彩

56 立士 口 134 折り返し口縁、断 外 口縁部は波状文、頸部は櫛描直線に 3 本 1 単位の 砂粒を多址に含む。 口縁～頸部％周

胴 11 4 面三角状。 沈線、肩部は波状文。以下ヘラミガキ。 堅緻、淡黄赤橙色 内外面丹彩

内ヘラナデ。

57 壺（ミニ 胴 4 7 粘土積み上げ痕は 外頸～胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部全周

チュア） 見られない。 内 頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

58 壺（ミニ 底 3.3 手づくね成形。器 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

チュア） 面は凹凸目立つ。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 外面丹彩

59 g ·ギ 胴 7.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～底部全周

内 頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

60 士四 口 136 折り返し口縁。 外 頸部は櫛描直線文、肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 180 内 滑沢、ヘラミガキ、ヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

61 • 竺 口 18.0 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色

62 g ギ 口 165 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

63 互一 胴 209 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸部～胴部％周

底 10.2 内胴部はハケメ、ヘラナデ。 堅緻、赤色 外面丹彩

64 壺 胴 14.2 胴下部に焼成後穿 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁端部は欠損

孔がある。 内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はナデ。器面は荒 堅緻、赤色 頸～胴部％周

れている。 内外面丹彩

65 瞑·＝奮＝ 胴 15.5 口縁部を平らに打 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 頸部～胴部％周

ち欠いている。 内ナデ。 軟弱、橙赤色 外面丹彩

66 g ギ 口 11 9 外 頸部は等間隔止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部½周

高 17.7 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ、ハケメ。 やや軟弱、橙色 口辺～底部全周

67 罪• 口 10.0 頸部に孔 3 個あり、 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

高 18.0 推定 4 個、胴部に形 内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はヘラナデ。 やや軟弱、赤色 内外面丹彩

状不明確な孔あり。

68 互一 底 7.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部全周

内ハケメ。 堅緻、赤褐色

69 甕 口 16.8 折り返し口縁 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部ほぼ

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色 全周

口縁端部％周

70 甕 口 12.0 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 21. 2 内ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色

71 甕 □ 15.2 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 234 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 胴部％周

72 甕 口 141 口縁端部は鋭く角 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 4 連止め簾状文。 砂粒を含む。 完形

高 23.8 ばる。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

73 甕 口 14.2 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 24.1 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 口辺～底部全周
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 泣 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

74 甕 口 18.1 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

75 甕 口 13.2 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

胴 14.9 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 頸～胴部％周

76 甕 口 15.5 折り返し口縁。 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

77 甕 頸 1 1. 2 外 頸部は等間隔止め簾状文を 2 段、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸部½周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色

78 甕 口 17.5 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

79 甕 口 6 0 輪積み痕が明瞭。 外 口辺～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。胴上 砂粒を含む。 口縁部は½周

高 8.7 部には沈線三角区画文を巡らす。以下ヘラミガキ。 やや堅緻、灰黄色 頸～底部全周

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

80 甕 □ 16 8 口縁端部は角ばる。 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ、頸部は櫛 砂粒小礫を含む。 ほぼ完形

高 26.6 描直線文。 堅緻、鈍橙色

内ヘラミガキ。

81 甕 口 13.9 口縁端部は角ばり、 外 口縁～胴上部は波状文。 砂粒を含む。 ロ縁部％周

平坦面を作る。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

82 甕 口 12.0 折り返し口縁、端 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を多呈に含む。 口縁部％周

胴 14.9 部は鋭く角ばる。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 胴部％～％周

83 甕 口 12.3 外 口縁～頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

84 鉢 口 14.3 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

高 7.7 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 底部全周

85 甕 胴 18.6 外胴上部は波状文、以下ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

底 7.0 内ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色 胴部％局

86 台付甕 □ 18 3 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 206 内ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色 口辺～胴部全周

87 台付甕 口 15.6 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 158 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 胴部全周

88 甕 口 106 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 細砂粒を含む。 口縁部％周

胴 11.5 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 胴部％周

89 甕 口 104 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや軟弱、明赤褐色 頸部全周

90 台付甕 口 14.9 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部ほぼ

胴 154 内ヘラミガキ。 堅緻、褐色 全周

91 台付甕（？） 脚 8 9 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部％周

内ヘラナデ。 堅緻、赤褐色

92 台付甕（？） 脚 9 1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ハケメ。 堅緻、橙色

93 台付甕（？） 脚 6.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、明赤褐色

94 台付甕（？） 脚 6.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内 坪部はヘラミガキ、ヘラナデ。 堅緻、黄橙色

95 台付甕 ロ 6.1 外 口縁部は波状文、付文 4 個、頸部は 2 連止め簾状 砂粒を含む。 口縁部％周

高 8.2 文、胴上部は波状文、付文 4 個、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

内ヘラミガキ。

96 台付甕 口 9.3 外 口縁～肩部は波状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴上部全

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色 周

97 台付甕 ロ 5.9 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部は一部遺存

胴 6.0 内ヘラミガキ。 やや軟弱、灰褐色 頸～胴部％周

98 台付甕（？） 脚 7.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内ヘラナデ。 堅緻、橙色

99 台付甕（？） 脚 5.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部½周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、暗赤褐色

100 台付甕（？） 脚 5.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、明褐色

101 台付甕 脚 9.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部½周

内ナデ。 堅緻、黄褐色

102 台付甕（？） 脚 6.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内ヘラナデ。 堅緻、橙色
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(5) 墓跡

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

103 高 坪 口 20.7 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぽ完形

高 18.5 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ、指ナデ。 やや堅緻、赤色 内外面丹彩

104 高 坪 口 18.6 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 口縁部は一部遺存

内ヘラミガキ。丹彩。 堅緻、赤色 坪部％周

105 尚 坪 口 21. 8 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

胴 174 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 坪部％周

内外面丹彩

106 高 坪 口 230 外ヘラミガキ。丹彩。 細砂粒含む。 口縁部は一部遺存

胴 20.2 内坪部はヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色 頸部全周

107 吉回 坪 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 坪下部～脚部

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

108 高 坪 口 25.5 口縁端部は角ばる 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

109 高 坪 口 10.4 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 坪部％周

尚 8.6 内 坪部はヘラミガキ、脚部ヘラナデ、丹彩。 堅緻、赤色 脚部全周

110 尚 坪 口 6.9 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁％周

吉回 7.2 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ、丹彩。 堅緻、赤色 口辺～脚部全周

111 尚 坪口 1 1.0 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部ほぽ全周

内坪部はヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

112 局 坪口 9 1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 8.0 内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

113 高 坪口 9.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

114 高 坪口 8 8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 ロ縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

115 高 坪脚 7 3 外ヘラミガキ。 小礫、砂粒を含む。 脚部％周

内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

116 高 坪 脚 7.0 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、赤橙色 内外面丹彩

117 尚 坪 脚 5.3 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 脚部％周

内脚部はナデ。 堅緻、赤褐色

118 尚 杯 脚 7.7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、橙色 脚部½周

119 高 坪 脚 5.2 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部ほぼ完形

内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

120 高 坪 脚 5.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部完形

内坪部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

121 尚 坪 脚 5. 7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

122 高 坪 脚 5.5 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 脚部全周

内脚部はナデ。 堅緻、赤褐色

123 鉢 口 140 外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部½周

内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ、ヘラミガキ。 堅緻、橙色 底部全周

124 鉢 口 14.6 外ハケメ後ナデ。 砂粒を含む。 口縁部％周

古回 7 1 内ヘラミガキ。 やや堅緻、橙色 内面黒色物付着

125 鉢 口 8 6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

尚 4.8 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

126 鉢 口 14 9 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

高 6 0 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 軟弱、赤橙色 底部全周

127 鉢 口 9 7 底部は尚台状にく 外ヘラミガキ。丹彩。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

吉回 4.5 ぼむ。 内ヘラミガキ。丹彩。 堅緻、赤色 底部％周

128 鉢 口 9.2 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 4.2 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

6 号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号器種法量器形・成形

129 壺 口 20 折り返し口縁

130 壺 口 22 I 2 段口縁

文様・整形

外口縁部は 2 段の刻み目。内ヘラミガキ。

外口縁部は 2 段の刻み目。内ナデ。 ：口］。 1:：成 1三 I □ 
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器種 法鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

131 壺 口 28 折り返し口縁 外口縁部は刺突、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 赤色 12% 

132 壺 口 30 折り返し口縁 外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 10% 

133 罪·＝ピ 口 24 折り返し口縁 外口縁部は 2 段の刻み目。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 鈍橙色 9% 

134 g 士 口 18 折り返し口縁 外ヘラ刻み目。内ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 5% 

135 壺 口 16 折り返し口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 橙色 8% 

136 罪·＝ピ 2 段口縁 外口縁部は刻み目、丹彩。内丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 赤色 9% 

137 盆士 多段口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍褐色 6% 

138 壺 外 2 連止め簾状文、丹彩。内丹彩。 粗砂粒多い。 堅緻 淡赤色

139 甕 折り返し口縁 外口縁部は刻み目、口辺部は波状文。 砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 5% 

140 g 士 口 30 3 段口縁 外口縁部刻み目。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 赤橙色 16% 

141 甕 口 18 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 24% 

142 甕 口縁は角ばる。 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍赤褐色 5% 

143 甕 口 17 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 18% 

144 甕 口 13 外頸部は櫛描横直線に縦直線。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 9% 

145 甕 口 8 外頸部は 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 9% 

146 甕 外 RL縄文。内ヘラミガキ。 小礫を含む。 堅緻 暗褐色 4% 

147 台付甕 口 12 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 9% 

148 台付甕 口 14 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色 15% 

149 台付甕 口 13 外頸部は 3 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 18% 

6 号墓出土石器観察表 PL. 130 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重最(g) 特 徴

150 ＜ぽみ石 20.3Xl9.2Xl3 5 粗粒安山岩 6180. 0 円礫の自然面に円形、すり鉢状のくぼみがある。＜ぽみは擦り＜

ぼんだものと認められる。

151 1 土掘り具 13.3X 4.6X 1.8 緑色片岩 166.2 片面に自然面をのこし、刃部は部分磨製。他面の刃部と両側縁部

は丹念に剥離調整する。

152 石 鏃 2.9X l.5X 0.4 ケイ質頁岩 1.0 丹念に調整が加えられ、形状は整っている。凸基式で欠損はない。

横断面菱形。

153 偏平片刃 6.0(+) X6 5 X 1.7 変輝緑岩 111. 7 上半部は欠損している。磨製仕上げ、刃部は片面から研ぎ出され

石 斧 ている。刃部に使用による擦痕を認める。

6 号墓出土玉類観察表 PL. 130 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ ::1 名称 長さ径孔径 材質・色 備 考
厚さ

154 管玉 - 0.38 0.07 赤色ケイ質岩 研磨稜線あり。 玉 029 0.4 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

155 小玉 0.3 0.48 0.12 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。 1sg I 小玉 0.23 0.4 0.1 ガラス、スカイプルー

156 小玉 0.27 0.4 0.07 ガラス、スカイブルー 160 I 小玉 0.17 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

157 小玉 0.25 0.42 0 12 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

7 号墓（第231~238図、 PL. 55~58) 

7 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号

東ー西 13.45 東溝1. 0 X0.3 SK 387 

南ー北 12.6 南溝0.9 X0.28 SK 388 

SK 389 

SK 390 

SK 391 

SK 393 

SK 394 

SK 410 

SK 442 

SK 445 

254 

主体部全長 x 幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

2.5 Xl.5 1 4 XQ.65(0.4) XQ.2 

1.1 X0.65 XO.l 

2.0 Xl.2 1 35ｱx (0.5) X0.24 

2.2 X 1.15 1 4 XO 6 (0.4) XQ.14 

2.45 X 1.3 1.4 XQ.8 (0.5) X0.23 

- X0.8 (0.55) X0.39 

l 65X0.6 0.85 X (0.3) xo.11 

2.1 Xl.3 1.5 X0.7 (0 45) X0.2 

- X X0.33 

- Xl 4 - X0.85(0.45) X0.15 

研磨面あり。

主体部主軸方位

N-14.2ー -W 

N-63 8"-E 

N-79.8"-E 

N-6 2"-W 

N-79.6° —E 
N-33.5ー -W 

N- 6ー -W  

N-ll.4ー -W 

N-81.8"-E 

N-10.8ー -W 



(5) 墓 跡
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Aセクション

1 黒褐色小円礫を含む。

1' 暗淡褐色浅間C軽石を含む。 FA下畑耕土。

2 黒褐色

3 

4 

5 

6 

暗褐色土と黒褐色土の混土層。

黒褐色浅間C軽石を多量に含む。

褐色 v層斑状が混土。 3 層に対応する。
浅間 C軽石純層

B·C セクション

1 暗褐色粘質、浅間C軽石を含まず。

2 暗褐色 l 層にほぼ同じやや黒色味強い。

3 黒褐色粘質。

4 暗褐色粘性を欠く、黄褐色V層土を含む。

゜ 1 : 80 4m 

第231 図 7 号墓（ 1)

位置

周溝

42-G16に位置する。

やや丸味のある方形状に周溝を巡らすと推定される。周溝内には10基の主体部が設けられている。周

255 



6 検出した遺構・遺物

溝は東側、及び南側で良好に検出される。東側周溝はやや弧状を呈し、南北方向に約 8mにわたって延び、両

端部は土橋状に切れる。南側周溝は一部243号住居の覆土中に位置するため検出できなかったが、長さ 4m前

後で両端が土橋状に立ち上がるとみられる。南側周溝の西端部の覆土上部では浅間C軽石純層のレンズ状堆

積が見られる。西側では、周溝は検出できなかったが、土器の大形破片、完形土器が多数帯状に連なって出

土しており、これらは周溝内の土器と認められる。

B
 

B
 

--三--鉦←只こ

--I／たー一—

ふ シ ^ 
。

A
 

SK388 

SK387 ふ A' 

c
 

c
 

心竺三＼：応汚
冒

D
 

Aセクション

1 黒褐色小礫を多星に含む。
D
 

C·D セクション

l 暗褐色小礫を含む。

゜ 1 : 20 lm 

第232図 7 号墓（ 2)
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(5) 墓跡

主体部 周溝内に礫床形式の主体部が10基相互に埋葬部が重なり合うことなく密集状態で配置されている。

このほかに甕棺が 1 基 (S K386) 北にやや外れた周溝内に埋置されている。それぞれ主体部は主軸方向を南

北か東西のいずれかに一致させ、大半の主体部が埋葬部を囲う礫集積帯を相互に重ねるか、あるいは共用し

ている。主体部が密集する周溝墓の中心部を幅約 2mの後世の溝が深く削っている。 S K391の東南コーナー

部の傍らの礫集積は溝の攪乱により破壊された主体部の痕跡である可能性もある。 7 号墓中央部の主体部、

S K393 、 S K442、 S K391の覆上直上層はニツ岳火山灰 (FA) 層直下畑の耕土であるが、この層下端部か

ら上記 3 基の主体部の礫床面まで20~25cmである。埋葬部の深さあるいは墓の高さはこの数字に近いものに

なるだろう。

S K387は埋葬部に礫床を設けその周囲に礫集積を長方形に巡らす。端部集積は側部集積に対し上端レベ

ルは数cm高く、また深く埋め込まれている。また側部礫集積及び礫床側縁の間には、比較的幅広く礫が見ら

れない間隙があり、この間隙は直状に端部礫集積の両側部まで延びている。これは板状の材のようなものが

置かれていた痕跡ではないかと考えられる。礫集積下、 1 か所に円形ピットを設けている。埋葬部南端部の

礫床面には被葬者の歯が検出されており、頭位は南方向であったと判断される。礫床面上中央部東よりに銅

釧が出土している。釧中より骨片が検出されていることから、腕に装着していたものとみられる。西辺部は

後世の溝に削られている。

S K388 は著しく小規模である。埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。被葬者の遺体は検出

できなかった。埋葬部の覆土中よりガラス製小玉が 1 点出土している。

S K389 は埋葬部に礫床を設け、その端部に礫を集積する。北側にわずかに側部礫集積帯がみられる。西端

部は後世の溝により失われている。礫床上面西端に被葬者の骨片が検出される。礫床面上から石製管玉が 1

／。g：口三↑0
叫

C 

A
 

A
 

SK389 叫

A' 

A'm| 

A·B セクション

1 暗褐色小礫を含む。

2 暗褐色粘質、小礫を含む。

L=171.3m 

゜ 1 : 20 lm 

第233図 7 号墓（ 3)
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6 検出した遺構・遺物
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A·Bセクション

1 暗褐色粘質。 ゜ 1 : 20 ]m 

第234図 7 号墓（ 4)
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(5) 墓跡
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第235図 7 号墓（ 5)

点出土している。

S K390は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。礫床面上南端部に被葬者の歯が噛み合わ

さった状態で検出されている。埋葬部覆土中よりガラス製小玉 l 点が出土している。北礫集積の部分がSK

445の南端部と重複している。切り合いの状況から S K390が後出と認めることができる。

S K391 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積を長方形に巡らす。礫床側縁はせり上がった状態で、礫

が直線的に並んでいる。側部礫集積帯と礫床側縁の間の礫が見られない間隙は幅広で、この間隙は端部礫集

積の両側部まで直線状に延びている。これは板状の材のようなものが置かれていた痕跡ではないかと考えら

れる。礫床側縁はせり上がった状態で、礫が直線的に並んでいる。礫床上、東端部に被葬者の骨、歯が数点

検出される。

S K393 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。側部礫集積帯は大形の円礫を高く積み上げ、
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6
 
検出した遺構・遺物
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黒褐色 小礫を多鼠に含む。
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A•B セクション

1 黒褐色小礫を多鼠に含む。 L=171.3m 
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第236図 7 号墓（ 6)
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(5) 墓 跡
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暗褐色

暗褐色

黒色

゜ 1 : 20 lm 

淡褐色プロックを含む。

細砂粒を含む。

第237図 7 号墓（ 7)

整った壁面を造っている。端部礫集積の状況は側部と比べ著しく礫が小さく、壁面は整えられていない。礫

床面から鉄釧の小破片が出土している。

S K394 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。一様に小さく造られている。端部礫集積には

礫床側縁部から板状の材を両側から当てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察される。礫床

面上、南端部に被葬者の歯が検出される。

S K410は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積を長方形に巡らす。側部礫集積帯と礫床側縁の間には礫

を配さない幅広の間隙が見られる。 この間隙は礫床側縁から端部礫集積の側部まで直線状に延びている。 こ

れは板状の材のようなものが置かれていた痕跡ではないかと考えられる。礫集積下、

設けている。礫床面上南部に被葬者の歯を検出する。銅鏃が 1 点出土している。

2 か所に円形ピットを

S K442 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積を巡らす。周囲の集積の状況は、両隣りの主体部との側

部集積帯の共有あるいは重なりのため、形状はやや不明瞭である。 また南側部礫集積帯と礫床との境界も区

別しにくい。東部を後世の溝に削られ失っている。礫床面上、東寄りに被葬者の歯を検出する。
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6 検出した遺構・遺物
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• B セクション
1 暗褐色粘質、浅間C軽石を含まず。

2 暗褐色砂質、黄褐色プロックを含む。

B
 

B
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゜03 
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言。

L=l71.3m 

1 : 20 lm 

第238図 7 号墓（ 8)

S K445 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積を巡らす。南端部は S K390に切られている。側部礫集

積帯の輪郭はやや不明瞭である。礫床面上北部に被葬者の下肢骨が検出されており、歯は認められなかった

が、頭位を南方向に埋葬されたと考えられる。

7 号墓出土銅釧観察表 PL. 130 

魯胄 名称 個体番号 径 幅 厚さ 形 状、 成 形、 整 形

1 銅 釧 ① 6.0~5.1 0.8 0.15 計測値①～④で示される 4 個の釧が束ねられ 1 組みになっている。被葬者の右腕に④を

② 6 0~5 6 0 45 0 15 手首方向にして釧を通した状態で検出された。 4 個の釧は接合箇所はなく、現状に鋳造

③ 6 1~5 5 0.6 0 15 されたものである。各釧の断面は薄板状で、側縁は丸く整形されている。 4 個のうち、

④ 6.2~5.5 0. 75 0.15 ①の一側縁がやや腐食しているが、遺存状態は良好である。
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(5) 墓跡

① 

言――［ロ□ -—-
④し----~ JI 

SK387 

゜ 1 : 2 5cm 

第239図 7 号墓出土遺物（ 1)

7 号墓出土玉類観察表 PL. 130 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

2 小玉 0.3 0.37 0 1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

3 小玉 0.18 0.38 0 12 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

7 管玉 1 7 0 31 0.15 赤色ケイ質岩 研磨稜線なし。

8 管玉 - 0. 3 0.1 赤色ケイ質岩 研磨稜線あり。

24 小玉 0.34 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

25 小玉 0. 21 0.38 0.1 ガラス、スカイプルー 孔縁研磨面あり。

26 小玉 0.21 0 38 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

27 小玉 0.23 0.4 0.1 ガラス、スカイプルー

28 小玉 0.22 0.35 0.1 ガラス、スカイブルー

7 号墓出土鉄釧観察表 PL. 130 

馨贋 I 名 称 1個体番号I 径 幅 I 厚さ 形 状、 成 形、 整 形

6 I 鉄釧，— 一， o.6 I 0.3 I 小破片であり、錆びが進行しており詳細な観察は不可能である。湾曲した薄板状である。

7 号墓出土土器観察表 PL. 130 • 131 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

4 高 坪 ロ 9.9 口縁端部に面を作 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 8.2 る。 内 坪部はヘラミガキ。脚部はハケメ。 やや堅緻、淡黄色

5 尚 坪 口 10.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

高 8 2 内坪部ヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、淡黄色, 究ギ 口 25.4 胴中位は著しく張 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 2 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁部½周

高 59.5 出す。 内 口縁部はハケメ。胴部はナデ。 軟弱、浅橙色 頸～底部½周

10 壺 口 20.7 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目文、頸部は櫛描横直線文に縦沈線 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 36.7 2 条 1 単位、肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 内外面丹彩

内 口縁～肩部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

11 壺 口 22.0 口縁は小さく折り 外 口縁部は波状文後に刻み目文、頸部は 3 連止め簾 砂粒を含む。 完形

高 384 返す。 状文、肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、褐色、赤色 内外面丹彩

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

12 壺 口 24 8 2 段の折り返し口 外 口縁部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線、肩 細砂粒を含む。 ほぽ完形

高 48.5 縁。 部は波状文、沈線区画。 堅緻、鈍橙色 内外面丹彩
内 口縁～肩部はヘラミガキ、胴～底部はハケメ。

13 甕 口 19.3 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 34.5 内ヘラミガキ。 やや軟弱、鈍橙色
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(5) 募 跡
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓跡

7 号墓出土土器観察表 PL. 131 • 132 

遺物番号 器 種 法 最 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

14 g 一 胴 28.0 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～胴上部½周

内 頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

15 甕 口 22.0 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色 胴部％周

16 g = 口 19.2 折り返し口縁。 外 口縁部は波状文後に刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 内面丹彩

17 士g 底 68 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤色 外面丹彩

18 甕 胴 205 外 口辺～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 頸～胴部％周、頸部

内 胴部はハケメ。器面が荒れている。 堅緻、淡橙色 は接合面で欠損。

19 甕 口 11.8 折り返し口縁。 外 口縁端部～頸部 LR縄文。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

20 台付甕 ロ 7.8 外 口縁部に付文推定 4 個、頸部櫛描直線文、胴部は 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 8.4 波状文、付文推定 4 個、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴部½周

内ヘラミガキ。

7 号墓出土石器観察表 PL. 132 

遺物番号 名 称 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重鼠(g) 特 徴

21 刃 器 5 1 X 10. 3 X 2 2 頁岩 85 6 片側に僅かに自然面を残す縦長剥片。刃部には両面からの剥離調

整が施されている。

22 磨製石鏃 2.2(+)Xl.l(+)X0 2 ケイ質準片 0 7 基部以外は欠損により不明。平基式、または凹基式。中央部の孔

岩 は末貫通である。

23 刃 器 8.6X 5.6X 2.3 ケイ質頁岩 99.2 片側自然面の縦長剥片。側縁部の一部に剥離調整を行う。刃部の

細かな剥離は使用痕と思われる。

7 号墓出土銅鏃観察表 PL. 132 

遺物番号 1 器種 I 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 材質 1 重量(g) I 特 徴
29 銅 鏃 2.5(+)X 1.1 X 0.2 銅製 0.7 柳葉状を呈する。尖端茎部に欠損がある。身部両側縁は比較的丸

8 号墓 （第243~245図、 PL. 58) 

8 号墓計測表

味がある。鏑は認められない。

周溝墓規模

南一北 11.0 

周溝幅 x 深さ

北溝1. 1 X0.27 

西溝0.68 XO. 23 

言口］口X幅
S K 422 I 2. 65 x 1. 3 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1.6 X0.8 (0.45) X0.34 

1.65 xo.75(0.5 J xo.2 

位置 34-Hl5に位置する。

主体部主軸方位

N-83.4"-W 

N-4.6ー -E 

周溝 2 基の主体部の周囲を半円状に溝を巡らす。東半部については、周溝の有無を確認することができな

かった。周溝内北部に土器大形破片が数個体分、重なり合って出土している。器種構成はすべて甕である。

南端部で231号住居（弥生後期～古墳前期）とわずかに周溝が重複する。重複関係は不明確であるが、出土土

器の関係から住居が 1 小期後出と認められる。

主体部 周溝内に主体部が 2 基認められる。
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6 検出した遺構・遺物
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Aセクション

1 黒褐色

2 黒褐色 黄褐色土プロックを含む。

B B' 

→立Z
B セクション

1 黒褐色

2 黒褐色 淡褐色v層プロックを含む。

L=167.3m 

SK422 

゜ 1 : 80 4m 

第243図 8 号墓（ 1)

S K421 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。側部礫集積帯と礫床側縁の間には礫を配さ

ない幅広の間隙が見られる。この間隙は礫床側縁から端部礫集積の側部まで直線状に延びている。これは板

状の材のようなものが置かれていた痕跡ではないかと考えられる。埋葬部覆土中よりガラス製小玉を検出す

る。

S K422 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を長方形に巡らす。

被葬者の遺体や遺物は検出できなかった。西縁部にやや欠損した様子が認められる。本主体部の北傍らに

大形土器破片と小礫の集積が見られる。
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(5) 墓跡
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6 検出した遺構・遺物
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8 号墓出土玉類観察表 PL. 144 
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(5) 募跡
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6 検出した遺構・遺物

こ
゜ 1 : 3 10cm 

第247図 8 号墓出土遺物 (2)

8 号墓出土土器観察表 PL. 132 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 甕 口 16.4 口縁端部は角ばる 外 口縁部は波状文、頸～胴上部は波状文、頸部は 2 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 32.2 連止め簾状文、以下ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、褐色

内 口縁～頸部はハケメ、胴部はハケメ後ヘラミガキ。

6 一宜 胴 21. 0 外頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部ほぼ完

内ヘラミガキ。 軟弱、橙色 形

7 甕 口 20.3 折り返し口縁。 外 口縁～口辺部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～頸部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

8 甕 口 13.6 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁部は一部遺存

胴 16.8 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 頸～胴上部％周, 甕 胴 20.8 外 肩部は波状文、以下ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部½屑

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

8 号墓出土石器観察表 PL. 132 

遺物番号 I 名 称 l 計測値（縦 X横 x 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

10 I 土掘り具 17.5Xll.3X 3.2 I かんらん岩| 712.0 |大形の縦長細」片を素材としている。全周、両面から丹念に剥離調

整を行っている。

9 号墓（第248~250図、 PL. 59) 

9 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 x 幅

北溝0.85X0.4

東溝0.65X0.2

SK 429 

SK 430 

SK 432 

- Xl.l 

-- X l. 2 

埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ

- X 0.9 (0.45) X0.35 

X0.26 

- X0.75(0.4) X0.2 

主体部主軸方位

N-58.8ー -W 

N-32ー -E 

N-42.8ー -E 
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(5) 墓跡

位置 57~H17に位置する。

周溝 3 基の主体部の北側、及び東側にやや弧状をなす周溝が巡る。北東コーナ一部は溝が土橋状に切れる。

西、南部は調査区域外であるため不明であるが周溝は全体的にはやや胴の張った方形になると推定できる。

溝覆土中からの出土遺物は少ない。

主体部 S K429 は埋葬部に礫床を設け、その端部に礫を集積する。両側縁部には礫集積帯を配する。礫床両

側縁は直線的で中央部に比べややせり上がっている。端部礫集積の両側部には礫床側縁部から板状の材を当

てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察される。礫集積下に不整形ピットが見られる。礫床

面上 5 cm前後、中央部に被葬者の歯を検出する。主体部覆土上部に完形、及び大形土器破片を多数検出する。

小型高坪、小型台付甕がその多くを占めている。

S K430 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積を巡らすと推定される。西部、南部の大半が調査区域外

であるため形状を確認することができなかった。主軸方向は、遺存部分が少ないなどにより明確にできない。

礫集積下にピットを検出する。主体部覆土中よりガラス製小玉が 1 点、覆土上部より壺の大形破片などが出

土している。

S K432 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。埋葬部の両側にわずかに礫の配列が認められ

る。端部礫集積の両側には埋葬部側から板状の材を当てたかと思われるような鈎形のくびれが観察される。

礫集積下にピットを検出する。礫床面上に被葬者の歯、及び肢骨が検出される。覆土中よりガラス製小玉が

出土する。

A A' 
46 1 
00• O 

ー／拿戸

B
 

4 6 

｀ニ
B
 

切 マ

I 
SK 

c
 

c
 

言：l 01 

2咽

012 
~13 

b 
15~ 

゜

` 
゜ 1 : 40 1 m 

D' 

D D' 

土
L=l67.7m 

C·Dセクション

l 黒灰色

2 黒灰色灰色V層土を多量に含む。

3 黒灰色 灰色V層土をより多量に含む。

゜ 1 : 80 4m 

第248図 9 号墓（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

¥
 

。

A
 

A
 

SK429 
C V.-C)岳ーぐ

三□0`

A' 

A' 

ヽヽヽ， ·ヽ｀疇言：

。／：ロ
上胃：｀

SK432 

8雰万睾こc:,.__

l 灰黒色

2 灰黒色 灰褐色土をブロック状に含む。

3 灰色 v層土主体。

4 灰黒色 灰色v層土をプロック状に含む。

A' 

A' 

1 黒褐色褐色味が強い。

2 黒褐色礫を含む。

L=l67.7m 

゜ lm 

第249図 9 号墓 (2)
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(5) 墓跡

\ A A' 

A' 

l 灰黒色

L=167.7m 

゜ 1 : 20 lm 

第250図 9 号墓（ 3)

9 号墓出土土器観察表 PL. 133 

遺物番号 器 種 法 絋 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギg ロ 7.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 7 4 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

2 一瞑 胴 6.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口辺～底部½周

内 口縁～頸部はヘラミガキ、ハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

3 台付褒 口 7.6 外頸部、胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぼ完形

高 9.6 内 口縁～底部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 やや堅緻、鈍橙色

4 台付甕 ロ 6 5 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 完形

高 9 2 内ヘラミガキ。 堅緻、浅黄橙色

5 高 坪 口 7.7 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 9 0 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

6 品 坪 口 8 3 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 8.1 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ、ナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

7 高 坪 口 8.5 外ヘラミガキ。丹彩。 細砂粒を含む。 坪部½周

高 8.5 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。丹彩。 堅緻、赤褐色 脚部全周

8 高 坪 口 1 1.2 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩, 高 坪 口 1 1.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

10 鉢 口 9. 7 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 5.4 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

11 高 坪 脚 7.1 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 脚部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色 内外面丹彩

12 壺 口 5.5 頸部内側に接合痕 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 6.4 が認められる。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

13 高 坪 口 8.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 6.2 内坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

17 g 一 口 26.0 2 段の折り返し口 外 口縁部は刺突文、頸部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

縁。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

18 壺 底 9 8 外ヘラナデ後ヘラミガキ。 小礫を含む。 胴下部～底部全

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 周

19 甕 頸 138 外 口辺～胴上部に波状文、頸部は 3 連止め簾状文。 砂粒を含む。 頸～胴上部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、褐色

21 台付甕（？） 脚 8.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部½周

内ヘラナデ。 堅緻、赤褐色
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(5) 墓跡

9 号墓出土玉類観察表 PL. 144 

円デ II」-:Iぞ: 1 。:21::I ガフ： ：力：プ）レ色― 備考 関名称は： I 径 I 孔径 I 材質・色 備考

16 I 小 玉 10.2110.3 10.1 I ガラス、スカイプルー I 研磨面あり。

9 号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形

15 壺 折り返し口縁

20 I 甕 I 口 18 I 折り返し口縁

文様・整形

外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。

外頸部は櫛描横直線に縦直線。 二冒

10号墓（第252~254図、 PL. 60) 

10 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x 幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

北東ー南西 7.1 東溝07 X0.35 SK 426 2 3 X0.8 1.4 X X0.3 N-71 2ー -W 

西北ー南東 6.9 西溝07 XQ.3 SK 427 2.2 xo.s 1. 1 土 X X0.45 N-64 6ー -W 

北溝0.55X0.13 SK 428 2.35X 0. 9 1.45 X X0.35 N-60.8"-W 

南溝l. 55X03 

位置 52-Hl6に位置する。

周溝 3 基の主体部の周囲、四辺に直状の溝を巡らす。四隅は土橋状に溝が切れる。溝内から遺物はほとん

ど出土しない。

主体部 S K426は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。端部礫集積の両側には埋葬部側から板

状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察される。床面は不明確である。礫集積下、

2 か所に円形ピットを設けている。埋葬部には被葬者の遺体が比較的良好な遺存状態で検出された。東頭位

左側臥屈葬である。埋葬部覆土中よりガラス製小玉が 1 点検出された。

S K427 は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。端部礫集積の両側には埋葬部側から板状の材

を当てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察される。床面は不明確である。礫集積下、 2 か

所に円形ピットを設けている。埋葬部覆土中よりガラス製小玉 3 点、覆土上部より小型台付甕が数点出土す

る。

S K428は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。端部礫集積の両側には埋葬部側から板状の材

を当てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察される。床面は不明確である。礫集積下、 2 か

所に円形ピットを設けている。埋葬部には被葬者の遺体が東頭位で下肢骨をやや屈曲した状態で検出される。

ガラス製小玉が 1 点埋葬部覆土中より検出される。
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6 検出した遺構・遺物

A` • 

二
層0年戸

A IぺI A¥  
SK428 

C 11 I I C' 

喜 SK427 べ心

“ SK426 ゜句° •> ゜
゜｀c゚; 

も

=D  
町 ゜ ゜

L=l67.2m 

Aセクション

1 灰黒色

2 灰色 v層土主体。

13_ 3 B' 

玉一
Bセクション

l 灰黒色

2 灰黒色灰色v層土小粒が混土。

3 灰色 V層土プロック主体。

4 灰黒色

C C' 

—`』声―
Cセクション

1 灰黒色

2 灰色 灰色v層土と黒色土の混土層。

3 灰色 v層壁土主体。

D l 

一｀旦'
Dセクション

1 灰色 v層土と黒色土の混土層。

4m 

第252図 10号墓（ 1)

\ コニ ぐ＝こ：
I 点応呟犀 A' I,  

ヽ
I 

A 三室、腎砂I

（／ーを）SK426 

A' A
 

1 黒褐色

2 黒褐色

3 灰黒色粘性を欠く。

4 灰黒色粒子は粗い。

5 明灰黒色 シルト状。

第253図 10号墓（ 2)

L""'167.7m 

lm 
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SK427 口
A
 

A' 

／／｀匂 3 

1 暗褐色

2 灰黒色

3 灰色 第V層。

4 灰色 黒色土混土層。

＼｀口 こ
A I彎や心＼巳 ｀ヽら＼ 泣 A' 

歯

゜ 骨` ゜ 0 ... ̀  
屯

0 0ｰ  
SK428 ` o 

A A' 

一只笠｀ 屋皇こ一
歯

一

1 暗褐色

2 暗褐色

3 青灰白色

L=l67.7m 
砂質、鉄分の凝集が目立つ。

礫を含まない。

シルト層。
lm 

第254図 10号墓（ 3)
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6 検出した遺構・遺物

—•— 

OD2 

i1,11¥l ¥ O I 1 : 1 1l cm 
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｀□＼ SK426 
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1 : 3 10cm 

゜ -@— —•— —•— —•— 
、l) 6 的 7 。'IJ 8 ao g 

SK427 0 1 : 1 1cm 
SK428 1 ,  

第255図 10号墓出土遺物

10号墓出土土器観察表 PL. 133 

遺物番号 器 種 法 量： 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 台付甕（？） 脚 10.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ハケメ。 やや堅緻、褐灰色

3 台付甕 口 6.9 外 頸～肩部は波状文、口縁、肩部に付文を付す。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 9.5 内 体部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、鈍橙色

4 台付甕 口 6 9 外 頸～肩部は波状文、口縁、胴部に各 4 個の付文を付す。 砂粒を含む。 完形

高 9.2 内 体部はヘラミガキ。脚部はハケメ。 堅緻、鈍橙色

5 台付甕（？） 脚 7.6 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ハケメ、ナデ。 堅緻、鈍橙色

10号墓出土玉類観察表 PL. 144 

::名称は：径孔径材質・色 備考
2 小 玉 o.2s Io. 45 Io. 1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

6 小 玉 0.1910.37l0.l ガラス、スカイブルー 冑／］名称叶言 I三 I言I::::/: I辛三
7 小 玉 o.26 I o. 29 Io. 09 ガラス、スカイプルー

11号墓（第256~259図、 PL. 61 • 62) 

11 号募計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号

SK 434 

SK 435 

SK 436 

SK 437 

位置 56-H22に位置する。

主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

2 4 XQ.9 1. 55 土 X (0. 45) XO. 25 

2 2 X 1 3 1.5 XO 75(0.4) X0.2 

2.15X0. 7 1 6 xo 25 XO.l 

2.2 Xl.3 1.4 xo.6 (0.4 l xo 22 

周溝 不明。第IV層、第V層を精査したが溝覆土を判別することができなかった。

280 

主体部主軸方位

N-28.T-E 

N-65.3ー -W 

N-65 5ー -W 

N-79.5"-W 
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(5) 墓 跡

主体部 S K434 は埋葬部に礫床を設け、その両 <t;/ 如

端部に礫を集積する。礫床両側縁は直線的で中

央部に比べややせり上がっている。端部礫集積

の両側には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡

かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察

される。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設け

ている。礫床面南端部に下肢骨が 3 本重なった

状態で検出される。埋葬部覆土中よりガラス製
<1 <r::I 

小玉が 2 点検出される。

S K435 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に
L=l67 Im 

礫を集積する。埋葬部両側縁には礫集積帯を設

゜
1 : 80 4m 

けている。礫集積帯と端部礫集積はつながらな

い。礫床側縁は直線的である。端部礫集積の両 第256図 11号墓（ 1)

側には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと

思われるようなくびれた状態が観察される。 S K435の南には S K436が隣接する。側部礫集積帯が相互に重

なり合った状態が見られる。 S K435の礫集積帯は礫が細かく、これが S K436のやや大振りの礫集積を覆っ

ている状態が認められる。 S K437 との重なり状態も S K436 の場合とほぼ同様であるが、ここでは S K437の

側部礫集積帯の方が S K435のそれを覆っている状態が認められる。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けて

いる。埋葬部覆土中より管玉、ガラス製小玉が数点出土している。埋葬部西寄りに肢骨を検出する。

S K436は埋葬部の周囲に礫集積帯を巡らす。礫床は伴わない。端部礫集積と側部礫集積帯の接点が不明瞭

/
o
o
A
-
:
0
 

C) 

A' 

A
 

SK434 

A' 

l 淡灰褐色 V層土主体 2 次堆積層。

2 黒色 0 

' ＊石の間は鉄分の沈着が著しい。

L=161.7m 

1 : 20 lm 

第257図 11号墓（ 2)
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6 検出した遺構・遺物
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゜

第258図 11号墓（ 3)
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(5) 墓跡

である。とくに端部礫集積は他の場合のように地中に埋め込まれた状態は認められない。埋葬部は幅が狭い。

被葬者の遺体は検出できない。埋葬部覆土中よりガラス製小玉が 2 点検出される。

S K437 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。側部礫集積帯の内縁は直線状で、大形の礫

を積み上げ、整った壁面を造っている。礫床両側縁は直線上で、礫床の側縁から端部礫集積の側部にかけて、

直状の材を設置した痕跡ではないかと思われる礫を配さない間隙が見られる。礫集積下、 2 か所に円形ピッ

トを設けている。被葬者の遺体や遺物は認められない。

\ 

A
 

A' 

A
 

1 黒褐色粘質。
L=167.lm 

A' 

゜ 1 : 20 Im 

第259図 11号墓 (4)

11号墓出土玉類観察表 PL. 133 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

1 小玉 0.2 0.38 0.1 ガラス、スカイプルー

2 小玉 0.2 0.4 0.11 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

3 管玉 0.31 0 2 赤色ケイ質岩 研磨稜線なし。

4 小玉 0.17 0.4 0 1 ガラス、コバルトプルー 研磨面あり。

5 小玉 0.16 0 35 0.13 ガラス、スカイプルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

6 小玉 0.18 0.39 0.15 ガラス、スカイプルー 孔縁研磨面あり。

7 小玉 0.13 0.32 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

8 小玉 0.2 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー, 小玉 0.22 0 35 0.15 ガラス、スカイブルー

10 小玉 0.13 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー

283 



6 検出した遺構・遺物

—(——(— 
0:01 0:02 

SK434 
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SK435 

—(— 0 1 : 1 ]cm 
o:D 10 1,  

墓域内

第260図 11号墓出土遺物

12号墓（第261~263図、 PL. 62 • 63) 

12 号墓計測表

周溝募規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 423 2 15X0.65 1.4 X (0.5) X0.25 N-21.2" —E 
SK 425 2 4 Xl.0 1.6 X0.5 (0.45) XQ.13 N-25.8ー -E 

SK 424 2 7 X 0.4 1.45 X X0.4 N-32" -E 

SK 438 2 2 X 0.65 士 0.9 X (0.7) X0.24 N-72.5ー -W 

位置 50-Hl3に位置する。

周溝 不明。第IV層、第V層を精査したが溝覆土を判

別することができなかった。

主体部 3 基の形態の異なる主体部を並列し、この南

に直行方向に接した小さな主体部が 1 基、総数 4 基の

主体部が密集した状態で見られる。

S K423 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集

積する。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当て

た痕跡かと思われるようなくびれた状態が観察され

る。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けている。遺

体、遺物は認められない。埋葬部に被葬者の歯を検出する。

S K424 は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。床面は不明確である。端部礫集積は翼状に大

゜ 1 : 80 2 m 

第261 図 12号墓（ 1)

きく広がり、埋葬部側には両側に板状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎形にくびれた状態が観察され

る。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けている。埋葬部やや南寄りに被葬者の下肢骨体片 2 本、北寄りに

歯が認められる。北半部にはガラス製小玉が数点点在したほかに、埋葬部覆土中からも多数検出している。

S K425は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。礫床側縁と側部礫集積帯の内縁は直線状で、

この間に礫を配さない狭い間隙が見られ、この間隙が端部礫集積の両側部まで直線状に延びている。板状の

材が設置されていた痕跡ではないかと思われる。礫床面上 5 cm、やや南寄りに被葬者の歯が検出される。埋

葬部覆土中より管玉、ガラス製小玉が出土する。

S K438 は S K423 と S K424の南端部礫集積上にわずかな部分が重なった状態で設けられている。他の主体
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(5) 墓 跡
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第262図 12号墓（ 2)
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6 検出した遺構・遺物
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(5) 墓跡

部に比ベレベルが高い位置に造られている。規模は著しく小さい。埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を

集積する形態である。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと思われるようなくびれた状態

が観察される。ただし礫床側縁は礫がやや乱れている上に、端部礫集積のくびれ部に対応した状態は見られ

ない。被葬者の遺体は認められない。埋葬部覆土上部より丹彩の小型壺の完形個体が出土している。礫周積

下にピットを検出する。
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6 検出した遺構・遺物

12号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 g 士 多段口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 8% 
2 甕 口 12 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 赤褐色 22% 

3 甕 口 24 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰褐色 13% 

4 甕 口 22 折り返し口縁 外波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 灰褐色 12% 

12号墓出土土器観察表 PL. 133 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 甕 底 7 8 打ち欠き面は直線 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。

的に整えられる。 内ヘラナデ。 堅緻、橙色

6 吉回 坪 口 237 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色

18 壺 底 7.6 外胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。

内胴部はヘラナデ。 堅緻、橙色

21 士g 口 5 9 胴部内面接合痕明 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。

高 8 9 瞭。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ、ナデ。 堅緻、赤色

12号墓出土玉類観察表 PL. 133 • 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

遺物
番号

7 小玉 0.62 0.6 0.2 ガラス、コバルトプルー 14 

8 小玉 0.53 0.7 0.25 ガラス、コバルトブルー 長円形 15 , 小玉 0.22 0.42 0.15 ガラス、スカイブルー 16 

10 小玉 0.15 0.4 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。 17 

11 小玉 0.24 0.4 0 15 ガラス、スカイブルー 孔縁研磨面あり。 19 

12 小玉 0.33 0 3 0.1 ガラス、スカイプルー 20 

13 小玉 0.2 0 36 0 1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

13号墓（第265~267図、 PL. 63 • 64) 

13 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号

SK 365 

SK 366 

SK 408 

SK 409 

位置 43-G07に位置する。

主体部全長 x幅

l.55X 0. 7 

1.8 X 1 05 

2.45X0 7 

2.15 XO. 85 

名称
長さ

径 孔径 材質・色
厚さ

小玉 0.21 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー

小玉 0.21 0.32 0.09 ガラス、スカイプルー

小玉 0.13 0.32 0.1 ガラス、スカイブルー

小玉 0.2 0.3 0.1 ガラス、スカイブルー

管玉 0.3 0.1 石製、オリープ黒

小玉 0.2 0.36 0 1 ガラス、スカイブルー

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

0.7 X X0.16 

0.8 XO. 55 (0. 35) XO. 09 

1.55 X (0.5) XQ.18 

0.9 X X0.35 

打ち欠き部は部

分的に遺存。

口縁部％周

内外面丹彩

胴部％周

底部全周

完形

内外面丹彩

備 考

研磨面あり。

研磨は滑沢。

研磨面あり。

主体部主軸方位

N-83 2ー -E 

N-81 z·—E 

N-79 6'—E 

N-76.2ー -E 

周溝 不明。第IV層、第V層を精査したが溝は認めることはできなかった。主体部群の東 1~2mの辺りに小

型壺、小型高坪、小型鉢などが点在する。周溝の位置をこの辺りに想定することも可能であるがやや配置に

難点がある。

主体部 形態の異なる大小規模の主体部が 4 基並列する。

S K365 は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。他に比べ、とりわけ小規模である。埋葬部の
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(5) 墓 跡

南側部に礫集積帯を設けているが北側では検 SK409 

出できない。端部礫集積には埋葬部側から板 .. o゚. 

l 状の材を当てた痕跡かと思われるようなくび ~I 

れた状態が観察される。礫集積下にピットは

検出できない。埋葬部覆土中よりガラス製小 SK408 023 
妥19

玉が数点出土している。
21 

S K366は埋葬部に礫床を設け、その周囲に 怨22
K366 ~:゚:::,,20 

礫集積帯を巡らす。小規模である。礫床側縁

は直線状で、側部礫床帯との間に礫を配さな
マ・ー一ーご＂u : 5k365 

い間隙が見られる。この間隙は東端部礫集積 -<I L=172 Om -< I 

の両側部まで達している。直状の材を設置し ゜
1 : 80 4m 

た痕跡かと思われる。礫集積下にピットは検 第265図 13号墓（ 1)
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6 検出した遺構・遺物

出できない。覆土中よりガラス製小玉が多数出土している。

S K408 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床面は小礫が平坦に敷き詰められている。

礫床の両側縁部は中央部よりわずかにせり上がっている。礫集積下にピットは検出できない。埋葬部におい

て被葬者の歯を検出する。遺物はほとんど検出できない。

S K409は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。比較的小規模である。床面は不明確である。

礫集積下にピットは検出できない。埋葬部覆土中よりガラス製小玉が 1 点出土している。
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(5) 墓 跡
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第268図 13号墓出土遺物 ゜ 1 : 3 10cm 

13号募出土玉類観察表 PL. 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

1 小玉 0.2 0.4 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

2 小玉 0.16 0.32 0 1 ガラス、スカイブルー

3 小玉 0.18 0 34 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

4 小玉 0 18 0.34 0.09 ガラス、スカイプルー

5 小玉 0.17 0.32 0.08 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

6 小玉 0.24 0.42 0.15 ガラス、スカイプルー 孔縁に研磨面あり。

7 小玉 0 25 0.45 0.15 ガラス、スカイプルー 孔縁に研磨面あり。

8 小玉 0 23 0.42 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質·色 備 考

番号 厚さ

, 小玉 0.23 0.39 0.08 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

10 小玉 0.25 0.4 0.07 ガラス、スカイプルー

11 小玉 0.25 0 4 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

12 小玉 0.24 0.4 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

13 小玉 0.23 0.4 0.15 ガラス、スカイブルー 孔縁研磨面あり。

14 小玉 0.15 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

18 小玉 0.23 0.42 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

13号墓出土土器観察表（拓本）

遺［日：：竺二［形
文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

：真二ここ目、口縁部は波状文。1 ：：悶誓゜ 1 ::  

外頸部は等間隔止め簾状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 堅緻 詈冒
291 



6 検出した遺構・遺物

13号墓出土土器観察表 PL. 133 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

19 壺 口 1 1.8 折り返し口縁。胴 外 口縁部はヨコナデ、頸部はハケメ、胴部はヘラミガ 砂粒を含む。 口縁部％周

裔 15.2 下部に打ち欠き孔 キ、胴部の孔は二次調整はない、打撃は 1 回と見られる。 堅緻、橙色 胴部全周

内 口縁～肩部はヘラミガキ、以下ハケメ。

20 壺 胴 12,6 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 胴部½周

底 6.7 内ヘラミガキ。 堅緻、淡赤橙色 底部全周

21 互ギ 口 6.2 2 個単位で 2 カ所 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 7.1 に小孔あり。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部ナデ、ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

22 高 坪 口 10.6 口縁部には稜を作 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 9.7 り、脚くびれ部に 内 坪部はヘラミガキ、脚部は指ナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

は緩い突帯が巡る。

23 鉢 口 14.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 7.2 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

14号墓（第269~271図、 PL. 64) 

14 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

SK 401 

SK 402 

2.4 X0.5 

2.4 X0.6 

埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ

1.5 X (0.35) X0.15 

1. 6 X O. 4 X O. 23 

主体部主軸方位

N-80.3ー -E 

N -82ー -E  

位置 37-GlOに位置する。

周溝不明。第IV層、第V層中に溝を検出することができなか

った。

主体部 S K401 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積

する。礫床部の礫は比較的大振りでまばらに敷かれている。礫

床中央部が低く、側縁は直線的で、ややせり上がっている。礫

集積下、 2 か所に円形ヒ゜ットを設けている。礫床面上東端部に

左右の下肢骨と歯が検出される。覆土中よりガラス製小玉が 1

点出土する。

S K402 は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は伴わない。

0:0:K"4。こ口：：：讐］

ー”b
人̀物形土器

な
゜ 1 : 80 2 m 

第269図 14号墓（ 1)

埋葬部の側縁部には、小礫がまばらではあるが直線的に並んだ

状態が見られる。端部集積は鈎状にくびれており側板状の材が当てられていたようである。埋葬部両側縁の

石列は位置関係から側板の内側に沿っていたとみられる。端部礫集下にはピットが 2 か所で検出される。埋

葬部東端部には床面直状に歯列が良好に遺存していた。西端部で243号住居（弥生後期第 1 期）と一部重複す

る。主体部は住居の覆土上に造られていることが認めらる。

人物形土器は S K401の南傍ら lmの地点に出土する。頭位をやや低くくし、俯せた状態であった。胴

部、背から底部は平らに削り取られたように欠損していた。古墳時代の畑耕作によるものと思われる。この

底部破片は 7 母墓周溝墓東端部で発見されている。
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第270図

人物形土器（第271図、 PL. 64) 
14号墓 (2)

形状、成形 高さ 36.5cm最大幅、胴幅14.0cm 頭部には幅 吋
1. 3cm 程の帯状の冠を付けている。冠は額の上で塊状に

突出している。冠は粘土張り付けによるもので、頭頂部

には添付の際の指頭圧痕が見られる。目は外側よりヘラ

状具により穿孔し、外側縁部のみヘラミガキによる整形

を行っている。鼻は粘土塊添付によるもので 2 個の小孔

をヘラ状具により穿つ。 口は頭部、胴部の接合の後ヘラ

状具により穿孔し上下の唇を添付している。耳は大きく

半円形で左が 2 か所、右に 3 か所径 3~5 mmの小円孔を

穿つ。右の円孔の 1 つは径 2 mm で特に小さい。頭部と胴

部の接合部は外側から補充粘土を当てているが内側から

は何等の処置も行っていない。
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。
心
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叶
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L=l7!.4m 

゜ 1 : 20 lm 

第271 図 14号墓（ 3)
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検出した遺構・遺物

腕は、左腕は接合面より失われている。右腕は指が 1 本失われて

いるが他に欠損はない。胴と腕の接合は胴部にあらかじめ謄錠の穴

があけられここに差し込むように粘土棒を差し込み、外側から、補

充粘土を当てて固定している。底部は著しく外に張り、底面はやや

凸面状をなす。

外面整形 頭部は粗いヘラ状具によるミガキ、顔面の整形は全体に

くまなく縦方向のヘラミガキを施している。右耳と目尻の間、及び

耳の後ろに丹彩の痕跡が認められる。手首から指先にかけても丹彩

が施される。胴部にはくまなく縦方向のヘラミガキを施している。

内面整形 頭頂部は指頭痕が著しく、以下は全体に横方向の指ナデ。

胴部はヘラ状具による粗いナデ。粘土積み上げ痕が目立つ。

色調、胎土

遺存状態

橙色。胎土

背部から脇の下にかけて大きな欠損がある。左腕と右手

指先が 1 本欠損する。

14号墓出土玉類観察表

細砂粒を含む。

PL. 144 

ヽ

岬5□
長さ

厚さ

玉 IO. 17h.42 |o. 12 1 ガラス、スカイプルー

名称 径 孔径 材質 色 備 考

孔縁に研磨面あり。
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(5) 墓跡

15号墓（第273~276図、 PL. 65 • 66) 

15 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 397 2 65X 1.25 1.8 XO. 55 (0. 4) XO. 25 N-55ー -E 

SK 412 2.5 Xl.l 1.55 X0.65(0.45) XQ.14 N-64.2"-E 

SK 413 2.55X 1.0 1.6 XO. 55 (0. 4) XO. 26 N-63.3ー -E 

SK 414 1. 85 X 1. 05 1.0 X0.5 X0.14 N-54.6ー -E 

SK 415 1. 65 XO. 55 0.9 X X 0. l N-49.9ー -E 

SK 416 1. 55 XO. 65 1.1 X X0.15 N-25.3ー -W 

位置 38-G20に位置する。周囲に土器棺墓群 (C群）が取り巻く。

周溝 不明。第IV層、第V層中に溝を検出することはできなかった。

主体部主体部は 7 基からなる。礫床形式の 6 基と、
<1 

土器棺 1 基である。

S K396 は土器棺である。 S K412の南側部礫集積

帯の東寄りに埋置される。土器棺は斜位に、東方向

に向けた開口部には壺の下半部を蓋として、身に重

ねている。開口部は大方後世の攪乱により欠損して

いる。棺内下部に骨粉が検出している。遺物は認め

られなかった。

S K397 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積

帯を巡らす。礫床側縁と側部礫集積帯の内縁は直線

状で、この間に礫を配さない間隙が見られ、この間

隙が端部礫集積の両側部まで直線状に延びている。

板状の材が置かれていた痕跡と思われる。礫集積下、

2 か所に円形ピットを設けている。礫床面上に大型

壺の完形個体を横位に埋置している。壺には蓋など

を付した痕跡は無く、また棺内や、礫床面上には被

ー
ふ

SK416 

SK415 

。 SK397

. SK413 

SK412 

SK396 

L=l70.9m.,:¥ 

0 1 :so 
-< I 

4 m 

葬者の歯などの遺体や遺物は認められなかった。

S K412 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。礫床部と側部礫集積帯の形は整っておらず、

礫床は小礫をまばらに敷いた状態である。礫集積下、 2 か所に円形ヒ゜ットを設けている。礫床面上、東端部

には被葬者の歯が検出される。南側部礫集積帯の東部には土器棺 (S K396) が埋置されている。

S K413 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。礫床部の状態は、礫はまばらで、側部礫集

積帯は、南側では不明瞭である。礫集積下に円形ピットを設けている。被葬者の遺体や遺物は認められなか

第273図 15号墓（ 1)

った。

S K414 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に長円形に礫集積帯を巡らす。埋葬部はとくに小規模である。礫

床は、小礫がまばらに敷かれている。南側部礫集積帯は隣接する S K397 との礫集積帯の上に部分的にかぶ

さった状態で重複している。埋葬部には被葬者の遺体や遺物は認められなかった。礫集積下、 2 か所に円形

ピットを設けている。

S K415は埋葬部に礫床を設け、この両端部に礫を集積する。礫床はまばらに大小の石を敷いた状態で明確

295 
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検出した遺構・遺物

とはいえない。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎状にくびれた状態

が観察される。埋葬部には被葬者の遺体は認められなかったが覆土中より小型高坪が出土する。礫集積下、

2 か所に円形ピットを設けている。

S K416 は埋葬部に礫床を設け、この両端部に礫を集積する。礫床はまばらに大小の石を敷いた状態で明確

とはいえない。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎状にくびれた状態

が観察される。埋葬部には被葬者の遺体や遺物は認められなかった。 2 か所に円形ピットを設けている。

C) 

A
 

A' 

A
 

Cフ

二
A' 

SK397 

暗褐色 粘質、小礫を含む。

L=I70.9m 

武
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A' B
 

B
 

｀霊ふ
A' 

こ
SK396 

暗褐色 粘質、小礫を含む。

゜

: 
冒1 : 20 lm 

第274図 15号臨（ 2)
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検出した遺構・遺物
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6 検出した遺構・遺物

15号墓出土土器観察表 PL. 134 

遺物番号 器 種 法 籠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺（蓋） 底 7.4 欠損部は打ち欠き 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部½周

痕は見られない。 内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色

2 甕 棺 口 18.0 折り返し口縁。底 外 口縁部はヨコナデ。口辺～肩部は波状文。口縁部、 砂粒を含む。 口縁部％周

高 367 部に焼成後円孔を 肩部にそれぞれ付文を 4 個巡らす。以下ハケメ。 堅緻、鈍赤褐色 頸部以下ほぼ全

穿つ。 内ヘラミガキ。 周

3 壺 棺 口 24.8 2 段の折り返しロ 外 口縁部は波状文、頸部は 2 段の櫛描横直線に縦直 砂粒を含む。 完形

高 534 縁。 線。肩部波状文、沈線 1 条、胴下部に懸垂状に丹彩。 堅緻、赤色 内外面丹彩

内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はハケメ。

4 高 坪 口 11 9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

5 高 坪 口 7.6 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぼ完形

高 7 4 内 坪部はヘラミガキ、脚部はハケメ、ナデ。 堅緻、赤褐色 内外面丹彩

15号墓出土玉類観察表 PL. 144 

:6： I ：守「 1 ぞ三 I 。: I::I ガフ］ でヵ，：プ）：： I 研こに］あり考。

16号墓（第278 • 279図、 PL. 66) 

16 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 x 幅

南ー北 4.3 士 I 南 0.8 X O. 25 I S K 446 

東 0.55 X 0.18 

2.5 X0.7 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1.6 X (0.45) XQ.22 

主体部主軸方位

N-65.4"-W 

O Q 

位置 52-H26に位置する。

周溝 3 辺に周溝、及びその痕跡を検出する。

西南、東南側の周溝は共に第V層、灰褐色土中

に良好に検出される。溝中からの出土遺物はな

い。北東側は主体部の北に帯状の礫群が見られ

る。これらは溝の覆土中に包含されていた可能

性も考えられる。

主体部 1 基の主体部 (S K446) が検出される。

長さ 2.5m、幅l.lmの隅丸長方形土塙内に礫床

墓を造っている土塙は第V層中に検出される。

［
、
一

卓涵｀：：。。こ。゜ 。
攣る二°Q：や喝

・ 心夕。 Co 令 o Q 

·-々濃唸
。 ゜硲°0兌

゜

□ U 
゜ 1 : 80 2m 

第278図 16号墓（ 1)
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(5) 墓跡

S K446は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床面は平坦に小礫を敷き詰めている。側縁

部は直線状である。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎状にくびれた

状態が観察される。礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けている。礫床面上西端部には被葬者の頭蓋骨、歯

が検出される。埋葬部覆土上部より小型高坪、および小型鉢が出土する。

゜¥
 

A A' 

SK446 

A
 

A' 

2 1 

V / 

1 黒褐色やや砂質。

2 黒褐色 やや粘質、青灰色シルトを含む。

L=166.9m 

゜ 1 : 20 Im 

第279図 16号墓（ 2)

16号墓出土土器観察表 PL. 134 

遺物番号 器 種 法 盤 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 高 坪 口 11.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 11 0 内 坪部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

2 鉢 口 105 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 5.0 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩
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第280図 16号墓出土遺物

17号墓（第281~284図、 PL. 66 • 67) 

17 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 136 2 25X 0.45 1.5 X (0.4) X0.14 N-34 5ー -E 

SK 137 2.3 xo 55 1. 7 X (0.4) X0.06 N-34 5ー -E 

SK 138 - XQ.7 - X (0.5) XO.OS N-42.T-E 

SK 139 - xo 45 N-48ー -E 

SK 143 - XO 4 N-39.5ー-E 

位置

周溝

43-H05に位置する。南部は82号住居（古墳前期）と重複する。

不明。第IV層、第V層中に溝を検出することはできなかった。

主体部 5 基の主体部が並列する。 5 基の主体部のうち 4 基は 82号住居に切られ南部が欠損している。

S Kl36 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。部分的ではあるが、礫床部の西側に、礫の無

い狭い間隙を隔てて側部礫集積帯が見られる。礫床面は平坦に小礫を敷き詰めている。側縁部は直線状であ

る。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を

当てた痕跡かと思われるような鈎状にくびれ

た状態が観察される。礫床西側縁の狭い間隙

は直線状に鈎状のくびれまで達している。埋

葬部には被葬者の遺体や遺物は検出されな

い礫集積下、 2 か所にピットを設けている。

S K137は埋葬部に礫床を設け、その両端部

に礫を集積する。南端部の礫集積は 82 号住

居に切られ失われている。礫床は、小礫が密

に敷き詰められている。礫床側縁は直線状で

ある。礫床中央部に比べ側縁部がややせり上

がっている。礫床面上南半部に骨片が検出さ

れ、埋葬部覆土中よりガラス製小玉が多数出

土している。

302 

2 か所にピットを設けている。
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検出した遺構・遺物

S K138は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する形態であったろう。 82 号住居に削り取られ南

端部礫集積部分を失っている。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当てた痕跡かと思われるような鈎状

にくびれた状態が観察される。礫床面上、南端部に被葬者の骨片が検出される。埋葬部覆土中よりガラス製

小玉が多数出土している。 1 か所に円形ピットを設けている。

S K139 は埋葬部に礫床を設けている。周囲に礫集積は認められない。主体部の南半部は82号住居に削り取

られている。礫床部の北東端部に円形ピットが設けられている。遺体や遺物は検出できない。

S K143 は埋葬部に礫床を設けている。周囲に礫集積は認められない。主体部の南半部は 82 号住居に削り

取られている。礫床部の北東端部に円形ヒ゜ットが設けられている。遺体や遺物は検出できない。
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17号墓出土玉類観察表 PL. 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

1 小玉 0.35 0.32 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

2 小玉 0.29 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー

3 小玉 0.3 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー

4 小玉 0.25 0.35 0.2 ガラス、スカイプルー

5 小玉 0.35 0.32 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

6 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

7 小玉 0.32 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー

8 小玉 0.2 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー, 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

10 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

11 小玉 0.25 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー

12 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

13 小玉 0.25 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

14 小玉 0.22 0.45 0.15 ガラス、スカイブルー

15 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

16 小玉 0.15 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

17 小玉 0.25 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー 孔は長円形。

18 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイプルー

19 小玉 0.2 0.4 0.2 ガラス、スカイブルー
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6 検出した遺構・遺物

18号墓（第286~289図、 PL. 67 • 68) 

18 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x輻 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 114 2 45X 0. 7 1.45 X (0.5) XO.l N-56.2° —E 
SK 115 2 75Xl.2 1.8 X xo.22 N-53.1ー-E 

SK 116 2 3 X0.95 1.55 X (0.4) XQ.24 N-44 6ー-E 

SK 117 1 85X 0.6 1.15 X X0.16 N-59 6"-W 

SK 134 2.3 X0.5 1.45 X (0.4) XQ.18 N-27ー -E 

位置 48~H04に位置する。

周溝不明。第IV層、第V層中

に溝を検出することはできな

かった。

主体部 4 基の密集する主体部

と、これらの東南に長軸方向を

異にする礫床形式の主体部 (S

K134) と土器棺が一群を構成し

ている。周溝などによる区画は

ないが、 S K134 と土器棺が 4 基

の主体部と同じ単位群であった

可能性は高い。

S K114は埋葬部に礫床を設

け、その両端部に礫を集積する。

埋葬部には遺物や遺体は検出で

きなかった。
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S K115 は埋葬部の両端に礫を集積する。礫床は伴わず、埋葬部の床面は不明確である。端部礫集積は比較

的幅広く造られている。特に西南の礫集積は幅広く、側部から材を当てたと思われるような痕跡も観察され

るが、明確ではない。埋葬部に被葬者の歯や頭蓋骨片、肢骨片を検出する。

S K116は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床側縁は直線的で、しかも中央部に比べや

やせり上がっている。端部礫集積には鈎状のくびれやほぞ穴状の凹みなど、礫床側縁から端部礫集積にかけ

て板状の材を設置したとみられるような痕跡が観察される。礫床面上北東部に被葬者の歯が検出され、その

周囲にガラス製小玉が数点出土する。

S K117 は埋葬部に礫床を設け、その両端に礫を集積する。小さな主体部である。礫床は埋葬部の東半部は

欠けている。遺体は検出されない。埋葬部の覆土中よりガラス製小玉が数点出土する。

S K134 は埋葬部に礫床を設け、その両端に礫を集積する。礫床は小円礫をまばらに敷いているが側縁は直

線的で、しかも中央部よりややせり上がった状態が見られる。端部礫集積は礫床部と同幅である。礫集積下、

2 か所に円形ピットを設けている。礫床面上、南半部より被葬者の肢骨片、西側縁部には鉄剣（文）が尖端を

南方向に向けて検出された。

S K119は壺棺である。径50cm前後の浅いピットを掘り、大型壺をほぼ直立に埋置している。上半部は後世
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(5) 墓跡

の攪乱により失われているが壺棺内より多数の崩落した棺の破片が出土している。蓋を付していた可能性が

高いが、その状況は不明である。棺内から被葬者の歯が数点出土している。
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6 検出した遺構・遺物
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A·Bセクション

l 黒褐色 ローム粒を含む。

2 暗褐色 ローム粒を含む。

3 暗褐色 ローム粒を多量に含む。

L=168.4m 

1 : 20 lm 

第289図 18号墓 (4)

18号暮出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

1 ギ笈 折り返し口縁 外口縁部は沈線区画、刻み目、丹彩。内丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 4% 

2 甕 外波状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 7% 

3 甕 折り返し口縁 外口縁部はヨコナデ、以下波状文。 細砂粒を含む。 堅緻 鈍橙色 5% , ギg 口 24 3 段口縁 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 やや堅緻 橙色 10% 

10 甕 口 18 折り返し口縁 外頸部は 2 連止め簾状文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 暗赤褐色 14% 

18号墓出土玉類観察表 PL. 144 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

4 小玉 0 6 0.65 0.2 ガラス、コバルトブルー 孔は長円形。

5 小玉 0.6 0.6 0.25 ガラス、コバルトブルー 孔は長円形。

6 小玉 0.2 0 3 0.16 ガラス、スカイプルー 孔は長円形。

7 小玉 0.25 0.3 0.15 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

8 小玉 0.15 0.4 0 1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

11 小玉 0.25 0 35 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

12 小玉 0.2 0 35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

13 小玉 0.2 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

14 小玉 0.2 0 35 0.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。
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(5) 墓跡

18号墓出土鉄剣（文）観察表 PL. 135 

罰 1 全長 1 身幅 1 茎長 I 身厚 形状、 遺存状態 な ど

15 I 22. o I 2. 6 I 1. s I o. 5 土 I 茎は短く、目釘孔を 1 孔認める。刃闊部の刃線はスカート状に広がる。反対側は錆が進行し、刃縣

部の形状は不明瞭である。刃闊部にやや明確さを欠くが、 2 孔を認める。腔巾（ハバキ）をとめて

いた孔であろう。鏑（シノギ）は不明瞭。

18号墓出土土器観察表

遺物番号 I 器

16 I 壺 口底 16.2

成形
| 

外

内

文様

ヘラミガキ。

ハケメ。

整 形 胎土・焼成・色 I 遺存状態・備考

砂粒を含む。

堅緻、橙色

胴部％周

開口部は欠損。

19号墓（第291~297図、 PL. 68~70) 

19 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 108 1. 9 X 1 05 0 84 XQ.4 X0.19 N-31.3'-E 

SK 110 2 2 X0.65 ] 45 X (0.5) X0.19 N-59ー -W  

SK 111 1.9 X0.6 1 25 X (0 45) X0.15 N-40.3"-E 

SK 113 1 65X 0. 7 0.8 X (0.35) XQ.19 N-60ー -W  

SK 132 2.4 xo 9 1.45 X (0.4) XO.l N-30 5"-W 

SK 133 2.6 Xl 0 1.6 X (0.4) xo 17 N-60ー -W  

SK 135 2.5 X 1 35 1.85 xo 7 xo 18 N-33.T-E 

SK 140 2.55 X 0.65 1. 5 X (0.4) XQ.24 N-33ー -E 

SK 142 1. 7 XO 55 1.25 X (0.4) X0.2 N-56ー -W  

SK 145 1. 77X0 68 土 1.55 X (0.4) XO.l N-62" -W  

位置 45-H05に位置する。周囲には17号墓、 18号墓、 20号墓が隣接する。本遺跡の墓域中、最も墓が密集

した区域である。

周溝 不明。第IV層、第V層中に溝を検出することはできなかった。

主体部 10基の主体部が相互に間隙を置くことなく密集している。長軸線方向は同方向か、直行方向をとり

整然と配置されている。ただ S Kl32が 1 基のみ、他の主体部よりも 45゜前後振れた配置となっている。

S K108 は埋葬部に礫床を設け、その周囲に礫集積帯を巡らす。礫床は、礫をややまばらに敷く。礫集積帯

は比較的幅広で、埋葬部は小さい。主体部のレベルは周囲の他の主体部に比べ際立って高い。埋葬部の覆土

中よりガラス製小玉が出土している。被葬者の遺体は認められない。

S K109 は S K108の西に隣接した地点に検出される。礫床などの埋葬施設は認められない。第IV層の黒褐

色土面上に、人歯とその周囲50cm前後の範囲にヒスイ製の勾玉やガラス製小玉が点在していた。

SKllOは埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。端部礫集積には埋葬部側から板状の材を当て

た痕跡かと思われるような鈎状にくびれた状態が観察される。北側部には礫集積帯が部分的に認められる。

礫集積下、 2 か所に円形ピットを設けている。埋葬部には被葬者の骨片が検出される。遺物は認められない。

S Klll は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床側縁は直線的で、北側の端部礫集積は礫
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検出した遺構・遺物

床と同幅。南側の端部礫集積は側縁部に鈎状のくびれが認められる。 これは、礫床側縁から端部礫集積にか

けて板状の材が設置されていた痕跡ではないかと思われる。礫集積下、 2 か所に円形ヒ°ットを設けている。

礫床面上、中央部に被葬者の歯が検出される。礫床の西側縁に沿って鉄剣が出土した。鉄剣は尖端を南に向

けた状態で埋置されていた。

S Kll3 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。規模は小さい。礫床部の礫の敷き方は側縁部

がまばらである。端部礫集積には鈎状のくびれやほぞ穴状の凹みなど、礫床側縁から端部礫集積にかけて板

状の材を設置したとみられるような痕跡が観察される。礫床面上、東端部にガラス製小玉を数点、

勾玉 1 点を検出する。遺体などは認められない。

ヒスイ製

S Kl32 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床側縁部は直線的である。礫集積下、 2 か

所に円形ピットを設けている。礫床面上北半部に被葬者の下肢骨、歯、ガラス製小玉を多数検出する。

S Kl33 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。埋葬部の西端部では礫床をやや広く欠いてい

る。礫集積の西半部に被葬者の下肢骨、東半部には歯、 その周囲にはガラス製小玉が出土している。

S Kl35 は埋葬部の周囲に礫集積帯を巡らす。埋葬部は比較的大きい。礫床は伴わない。礫集積下、 2 か所

に円形ピットを設けている。埋葬部北半部に被葬者の歯、骨片、ガラス製小玉が点在する。

SK140は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。礫床は小円礫を密に敷き詰め、側縁は直線的

である。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。礫床面上南部に被葬者の長骨片と鉄剣を検出する。

鉄剣は尖端を南方向に向けている。埋葬部覆土中よりガラス製小玉が数点出土している。

S Kl42 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を集積する。規模は小さい。礫床側縁にはやや大きめの円

礫を直線的に一列、高く縁どるように並べている。端部礫集積は礫床部と同幅か、側部がくびれており板状

ふ
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゜ 1 : 80 4m 

第291 図 19号墓（ 1)
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(5) 墓跡
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1 黒褐色 ローム粒を少星含む。

2 黒褐色 ローム混土層。 L=168.3m 

゜ 1 : 20 lm 

第292図 19号墓（ 2)
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6 検出した遺構・遺物

の材が両側部に設置されていたのではないかと思われる。礫床面上北東部に被葬者の歯が出土している。礫

集積下、 2 か所にピットを設けている。

S Kl45 は19号墓の最終精査段階で検出された主体部である。このため全景写真には見えない。第V層、暗

灰色土下15cmの深さに掘られた土塙内に礫床を設けている。周囲に礫集積を伴わない。礫床は、土壊底面全

体に、ややまばらではあるが長方形に大振りの円礫が敷かれている。礫床側縁が中央部よりやや高い。礫床

下には円形ピットを伴わない。礫床面上、西部に骨片を検出する。遺物は認められない。

吋吋
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A' 

‘19疇疇言
息 0 <:J 00 A 
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゜SKlll 

"ー I A' 吋
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＼応

A·Bセクション

1 黒褐色 ローム粒を含む

2 暗褐色 ロームを多星に含む。

3 暗褐色 ロームをわずかに含む。

A
 

A' 

立．
：虞

゜

A
 

L=168.3m 

1 黒褐色 ローム粒を含む。

2 黄褐色 ローム粒を含む。

゜ 1 : 20 lm 

第293図 19号蒻（ 3)

314 



(5) 墓 跡
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黒褐色

暗褐色

黒褐色

暗褐色

ローム小粒を含む。

ローム粒を多員に含む。

ローム粒を多量に含む。

ローム混土層。

L=168.3m 

゜ 1 : 20 lm 

第294図 19号墓 (4)
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6 検出した遺構・遺物
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A•B セクション

1 黒褐色 ローム粒を少且含む。

2 黒褐色 ローム粒を含む。

゜

L=168.3m 

1 : 20 Im 

第295図 19号墓（ 5)
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(5) 墓 跡
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6 検出した遺構・遺物
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L=168.3m 

゜ 1 : 20 lm 

第297図 19号墓（ 7)

19号募出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

壺 折り返し口縁 I 外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 I 堅緻 I 灰白色 1 8% 

19号墓出土玉類観察表 PL.135 • 145 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

2 小玉 0.2 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

3 小玉 0.25 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー

5 勾玉 3.0 - 0 3 ヒスイ 研磨面あり。

6 小玉 0.45 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

7 小玉 0.3 0.45 0.25 ガラス、スカイブルー

8 小玉 0.25 0.5 0.35 ガラス、スカイプルー, 小玉 0.3 0.49 0.2 ガラス、スカイブルー

13 小玉 0.22 0 35 0.15 ガラス、スカイプルー

14 勾玉 2 7 - 0.25 ヒスイ 研磨面あり。

15 小玉 0.65 0.65 0.3 ガラス、コバルトプルー

16 小玉 0 6 0 65 0.2 ガラス、コバルトプルー

17 小玉 0 7 0 61 0.35 ガラス、コバルトプルー

18 小玉 0.55 0.65 0.2 ガラス、コバルトブルー

19 小玉 0 5 0.52 0.2 ガラス、コバルトブルー

20 小玉 0 5 0.55 0 25 ガラス、コバルトプルー

21 小玉 0.55 0.55 0 22 ガラス、コバルトプルー

22 小玉 0.5 0.5 0.3 ガラス、コバルトプルー

23 小玉 0.2 0.37 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

24 小玉 0.22 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

25 小玉 0.18 0.34 0.1 ガラス、スカイブルー

26 小玉 0.14 0.38 0.12 ガラス、スカイプルー

27 小玉 0.15 0.35 0.12 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

28 小玉 0.21 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

29 小玉 0.17 0 32 0 1 ガラス、スカイプルー

30 小玉 0.15 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー

31 小玉 0.21 0 32 0 1 ガラス、スカイブルー

32 小玉 0.24 0 3 0 7 ガラス、スカイブルー

33 小玉 0.14 0.35 0.15 ガラス、スカイブルー

34 小玉 0.25 0 4 0.1 ガラス、スカイプルー

35 小玉 0.18 0 35 0.15 ガラス、スカイブルー

36 小玉 0.18 0.4 0.2 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

37 小玉 0.2 0 3 0.15 ガラス、スカイプルー

38 小玉 0.2 0.35 0.18 ガラス、スカイブルー

39 小玉 0.2 0.32 0.15 ガラス、スカイプルー

40 小玉 0 2 0.3 0.15 ガラス、スカイプルー 孔は楕円形。

41 小玉 0 2 0.28 0.18 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

42 小玉 0.23 0.35 0.13 ガラス、スカイブルー
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6 検出した遺構・遺物

19号墓出土土器観察表 PL. 135 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

4 壺 ロ 7.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぽ完形
吉回 9 1 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部は指ナデ。 堅緻、明赤褐色

10 鉢 口 6.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

底 3.8 内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

11 ミニチュア 口 6.1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 2.8 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

19号墓出土鉄剣観察表 PL. 135 

番号 全長 身幅 茎長 身厚 形 状、 遺 存 状 態 な ど

12 53. 7 3.1 3.5 0 7 士 全体に錆が進行している。剣身は特に長い。茎の端部はやや不明確であるが目釘孔からわずか延び

た辺りで切れるとみられる。刃闊（マチ）部には鉄製の腔巾（ハバキ）が残損し、これを 2 個の円

孔をもって留めている。把部に鹿角の遺存が認められる。鏑（シノギ）は不明瞭。

43 16 l+ 2.5 0 55 士 基部側は欠損があり、闊（マチ）の有無は不明である。刃線は片側縁で破断部まで鋭利な状態で遺

存している。反対側の側縁部は錆が進行して刃線は不明瞭である。鏑は不明瞭。

20号墓（第299 • 300 • 302図、 PL. 135) 

20 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

SK 107 

SK 131 

1.5 Xl.0 

2.6 X 1.15 

埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ

0. 75 X0.3 

1.8 X0.45 

X0.16 

X0.18 

主体部主軸方位

N-32.5ー-E 

N-43.5ー-E 

位置 49-H09に位置する。

周溝不明。第IV層、第V層中に検出で

きない。

主体部 主体部は壺棺を含め 3 基を認め

る。

S Kl07は埋葬部の周囲に礫集積帯を

巡らす。礫床は伴わない。埋葬部の床面

は明確ではない。主体部の規模は小さい。

覆土中よりガラス製小玉、覆土上部より

小型壺の完形個体が 2 点出土している。

［
、
一

＼
レ

SK107 
L=168.lm 

゜

5 <| 

i 
<i::I 

1 : 80 4m 

第299図 20号墓（ 1)

西外縁部は S Kl31の礫集積帯の上に重なっている。両者の礫集積帯同士の高低差は大きく、その差は25cm前

後を測る。

S Kl31 は埋葬部に礫床を設け、周囲に礫集積帯を巡らす。礫床は小円礫を埋葬部の中心部にまばらに敷い

ている。側部礫集積帯の内側の縁線はやや内側に僅かに弓状に湾曲しているが、一線に整っている礫集積

下、 2 か所に円形ピットを設けている。埋葬部北半部より被葬者の歯が検出される。埋葬部覆土中よりガラ

ス製小玉が多数、小型壺、小型高坪の完形個体が数点出土している。 S Kl07 との重複状態から本主体部の方

が先行して造られたことが認められる。
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第301 図 20号墓出土遺物（ 1)

20号墓出土土器観察表 PL. 135 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 ギg 口 8 6 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぽ完形

高 11.6 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、橙色

2 罪士 ロ 8 8 外 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 ほぽ完形

高 11 0 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はナデ。 堅緻、橙色

20岩墓出土玉類観察表 PL. 145 

:3: I:5称玉 19] 。f:」□ I ガ：ス：五色 備考

研磨面あり。

芦名称 ::1 径 I 孔径 I 材質・色 備考

4 I 小 玉 lo.3 I0.4 10.1s1 ガラス、スカイプルー I 研磨面あり。
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検出した遺構・遺物
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A·B セクション

1 黒灰色やや粘質。

2 黒色 黒色土と灰褐色土の混土層。

3 黒灰色粘質。
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(5) 墓 跡

20号墓出土土器観察表 PL. 135 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 甕 口 20.5 折り返し口縁、歪 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 42.0 みが目立つ。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

6 g 士 ロ 5.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 9.0 内 口縁部はナデ、胴部はハケメ。 堅緻、橙色

7 罪＝ゴ二 口 5.5 外 口縁部はヨコナデ、胴部はヘラミガキ。 砂粒を含む。 完形

高 7.0 内 口縁部はナデ、頸部はヘラナデ、胴部はナデ。 堅緻、橙色

8 高 坪 口 10.8 口縁端部に鋭い稜 外ハケメ。 砂粒を含む。 口縁、脚部の一

高 10.3 を作る。 内 口縁部はハケメ、坪下部、脚部はヘラナデ。 堅緻、橙色 部が欠損する。, 高 坪 口 10.0 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 1 1.0 内坪部、脚部共にハケメ。 堅緻、橙色

20号墓出土玉類観察表 PL. 145 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

10 小玉 0 33 0 4 0 12 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

11 小玉 0.43 0.45 0.1 ガラス、スカイプルー

12 小玉 0.45 0.48 0.15 ガラス、スカイプルー

13 小玉 0.38 0.4 0.12 ガラス、スカイプルー

14 小玉 0.36 0.48 0.15 ガラス、スカイブルー

15 小玉 0. 31 0.45 0 15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

16 小玉 0.27 0.42 0.15 ガラス、スカイプルー 孔縁に研磨面あり。

17 小玉 0.25 0.45 0.14 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

18 小玉 0.27 0 45 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

19 小玉 0.3 0 4 0.1 ガラス、スカイプルー

20 小玉 0.3 0.4 0.12 ガラス、スカイプルー

21 小玉 0 23 0.42 0.12 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

22 小玉 0.24 0.47 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

23 小玉 0.22 0.45 0 15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

24 小玉 0.2 0 4 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

25 小玉 0.22 0.45 0.15 ガラス、スカイブルー 孔縁研磨面あり。
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SK126 

\ 
L=l68.lm 

゜ 1 : 20 50cm 

第304図 20号墓（ 4)

S Kl26 は20号墓東部、 S K107の 4m東に位置

する。 20号墓の墓域内の甕棺の可能性が考えら

れる。高さ 42cm、口径20cmの完形の甕を横位に

埋置している。甕は折り返し口縁で口縁部が完

存しており、蓋などにより覆い、閉塞していた

痕跡は認められない。棺内からの出土遺物は認

められない。 第305図
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20号墓出土遺物（ 3)
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6 検出した遺構・遺物

20号墓出土玉類観察表 PL. 145 

言名称 ::1 径 I 孔径 I 材質・色 備考 芦名称 ::1 径 I 孔径 I 材質・色 備考

笠 I ]: 王 I 荘三ミ I 荘[: I 荘迂 I 三三三 三三］ :::/ 1 ::[:;; ；り。 笠 I ］： 王 I[ 三[I 心：： I]：［［三ミ三三］三］：□ |研磨面あり。

21号墓（第306 • 308図、 PL. 71 • 72) 

21 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

SK 128 

SK 129 

2.4 X0.5 

2.1 X0.8 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

1.6 X (0.35) X0.12 

1.25 X 

主体部主軸方位

N -4.5ー -E  

N-14.6"-E 

位置 47-F46に位置する。

周溝不明。第IV層、第V層中に検出できない。

主体部 2 基の礫床を伴う主体部 (S Kl28 、 S Kl29) が南北

に並列し、周囲に 4 基の壺棺が点在する。そのうち 1 基の壺棺、

S K95は両礫床主体部の間に位置しているため 21 号墓に含め

た。 21号墓は壺棺群 (B群）内の南端部に位置することをも考

慮すると 2 基の礫床墓の周囲 2m以内に埋置されている 3 基の

土器棺墓 (S K92、 S K96 、 S Kl27) は土器棺B群に含め相互

の墓域が重なっていると埋解するのが妥当のようである。 SK

95についても S Kl29に後出すると認められるが壺棺群に属する

SK128 
lll‘\-

SK95 

2 

•}1 SK129 

A / A' 

` 
1 黒褐色ローム ｰ 

~ 

粒を含む。

第306図 21号墓（ 1)

L=172.8m 

1 : 80 2m 

可能性もある。

S K95は大型の壺を棺とし、横位に埋置する。肩部を打ち欠き開口部とする。開口部の大きさは径 15cm

棺の上部は破損し、棺内に崩落しているがこの破片中に別個体の壺の底部が見られることから、開口部はこ

の底部破片を当て閉塞していたと思われる。掘り
<

方は長径40cm、深さ 15cmの長円形を呈する。掘り

方検出面上に崩落した棺の破片がみられる。

S K128 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫

を集積する。両側部に長さ 20~30cmの礫が見られ

るが、これも埋葬施設を構成していたものと思わ

れる。礫床側縁は比較的直線的で、中央部よりや

やせり上がっている。端部礫集積は礫床部と同幅

であり、両側部に板状の材が設置されていたこと

を思わせる。礫床面上、北端部に被葬者の歯が良

好に検出される。埋葬部からの出土遺物はない。

S K129 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫

324 
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(5) 墓跡
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第308図 21号墓（ 3)

325 



6 検出した遺構・遺物

を集積する。南端部から埋葬部には礫床として敷かれた小円礫のほかに、大きさの一律でない大きな礫が散

在している。これらの礫は埋葬時以後の混入の可能性が考えられる。本主体部は21号溝の覆土上に造られて

いるが、南半部は、遺存状態、及び検出状態は良好ではない。被葬者の遺体、遺物は検出できない。

三
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第309図 21号墓出土遺物

21号墓出土土器観察表 PL. 135 

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 鉢 ロ 8 5 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ後ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部½周

高 4.6 内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

2 壺 棺 胴 35.6 肩部を打ち欠き孔 外 肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 開口部％周

高 360 を穿つ。端部断面 内 肩部はヘラナデ、胴部はハケメ。 やや堅緻、橙色 胴部丹彩

は片刃状。

3 壺（蓋？） 底 9.0 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色

21号墓出土石器観察表 PL. 135 

遺物番号 1 名称 1 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 石質 1 重獄(g) I 特 徴
4 石 鏃 1.2(+) X 0.9X 0.3 黒色頁岩 0.1 先端、基部を欠損する。両面は丹念に剥離調整を加えている。
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(5) 墓跡

22号墓（310図、 PL. 72) 

22 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

SK 144 2.9 X0.75 

埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ

2.05 X (0.85) X0.25 

主体部主軸方位

N-895-W 

位置 40-H02に位置する。

周溝 不明。主体部 (S Kl44) は礫群中に検出される。礫群の広がりは南北 7m、東西 6mを測る。厚さは

中央部で20cm前後。下層は厚さ 30cm程の礫まじりの黒色土（第IV層）、以下は礫を多量に包含する暗褐色（第V

層）である。礫群中には弥生土器破片が混在する。この礫群中やそれ以下の層中には溝は検出されない。

1 黒褐色小礫を含む。

2 黒褐色黄色ローム粒を含む。
L=l68.6m 

゜ 1 : 20 lm 

第310図 22号墓

主体部 S Kl44 は埋葬部に礫床を設け、その両端部に礫を

集積する。礫床小円礫を比較的まばらに敷いている。端部

礫集積は径15~20cmの礫を用いている。主体部は礫群の石

を除去する過程で発見されており、礫群が主体部を覆って

いた。主体部の検出では礫群の石と地山（第V層）中の石

との峻別を要したが、端部礫集積の検出は部分的に困難を

伴った。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けている。

埋葬部床面上より鉄釧が 1 点出土する。遺体は検出されな

置三巨旦旦こ口三 l 

SK144 ゜ 1 : 2 5cm 

い。 第311 図 22号墓出上遺物
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6 検出した遺構・遺物

22母墓出土鉄釧観察表 PL. 135 

番号 1 名 称 1個体番号1 径

釧 I ① 6.0~5.8 0.5 0 3 

( 6.0~5.8 0.5 0.3 

( 6 0~5.8 0.5 0.3 

形 状、 成 形、 整 形

計測値①～③に示される 3 個の釧が束ねられ、 1 組となっている。釧の①は％周を欠損

している。腐食により失われたのだろう。螺旋ではない。環の継ぎ目は錆の進行と、破

断箇所が多いため不明瞭である。断面はかまぼこ形で、外側が丸い。

23号墓 （第312~314 • 316固、 PL. 72 • 73) 

23 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x 幅 埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 448 2.2 xo. 75 1.4 X xo 21 N-14.6ー -W 

SK 449 2.1 xo 8 N-70.4"-W 

SK 452 1.5 X (0.5) X - N-67.2ー-E 

SK 450 1 35 XO  5 N-72.3° —E 

位置 30-H30に位置する。

周溝不明。第IV層、第V層中に検出できない。

主体部 4 基の主体部が南北に連なっている。 S K450 と S K452 は同じ掘りかた内に長軸方向を同じくして

並列するが、他の 2 基は長軸方向を異にする。

S K448 は埋葬部の両端部に礫を集積する。礫床は

伴わない。中央部に僅かに小礫が集められているの

みである。西側部に直線的に小円礫の並びが認めら

れる。端部礫集積の側縁は直線状か、鈎状の配列が

観察される。これは埋葬部から端部礫集積にかけて、

側部に板状の材を設置した痕跡ではないかと考えら

れる。礫集積下、 2 か所に長円形ピットを設けてい

る。礫集積の周囲には緩い立ち上がりが検出される。

埋葬部の南部で被葬者の歯、骨片が検出される。遺

物は認められない。

S K449 は埋葬部に礫床を設け、礫床側縁部に径20

cm前後の円礫を配列している。端部には礫集積は認

められない。礫床下にはピットなどは認められない。

S K450 は埋葬部に礫床を設ける。周囲に礫集積は

［
、
一

゜ 1 : 80 4m 

第312図 23号墓（ 1)

認められない。礫床は、小円礫をまばらに敷いてい

る。礫床部の両端部には長円形のピットが設けられている。埋葬部からガラス製小玉が 1 点出土している。

遺体は認められない。本主体部及び並列する S K450の周囲には方形に立ち上がりが巡る。ただ東辺は不明

瞭で、検出困難であった。

S K452 は埋葬部に礫床を設ける。周囲に礫集積は認められない。礫床は、小円礫を比較的幅広く敷き詰め、

側縁は直線的である。礫床の西側縁部直下には溝状の掘り込みが検出される。直状の材を埋設した痕跡であ

る可能性が考えられる。礫床部の両端部に長円形ピットが設けられている。礫床面上東端部に被葬者の歯、

328 



(5) 墓 跡

骨片が検出 される。埋葬部覆土中からガラス製小玉が出土している。
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A·B セクション

1 黒褐色粘質、青灰色シルトを少鼠含む。

2 青灰色 シルト、黒褐色土の混土層。
L=166.5m 

゜ 1 : 20 lm 

第313図 23号墓（ 2)
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検出した遺構・遺物
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(5) 墓 跡

\ \ 
—(— —•— 
O:D 2 ｀一応 3 

SK452 

SK450 

゜
1 : 3 10cm 0 1 1 : 1 19 cm 

第315図 23号墓出土遺物

23号墓出土土器観察表（拓本）

遺物番号器種法鼠器形・成形 文 様 整 形 胎 ｱ 焼 成色 調遺存

高坪口 , 外ヨコナデ。内丹彩。 砂粒を含む。 堅緻 褐灰色 17% 

23号墓出土玉類観察表 PL. 145 

:2: Il」:材玉門江：5[門ガフ： ：力；プル色― 備考 言名称：： I 径 I 孔径 I 材質・色 備考

3 I 小 玉 10.1s10.4 10.1s1 ガラス、コバルトプルー I 研磨面あり。

m| 

。。
A_ 

\ 

SK449 

A
 

A' 

甕ロ
゜吋 oー 

A' 

--...0乏一桑翠／拿戸均沿這啜慮。
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゜

'L=l66.5m 

1 : 20 1 m 

第316図 23号墓（ 4)
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検出した遺構・遺物

24号墓 （第317図、 PL. 73) 

24 号墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ 主体部番号 主体部全長 x幅 埋葬部長さ x 幅（礫床） X 深さ 主体部主軸方位

SK 451 2.2 X (0. 7) X N-72.4ー -E 

位置

周溝

30-H34に位置する。

不明。第IV層、第V層中に検出できない。
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(5) 墓跡

主体部主体部は 1 基のみである。

S K451 は埋葬部は礫床を設ける。周囲に礫集積は見られない。礫床は比較的幅

広で側縁は直線的であり、その直下から溝状の掘り込みが検出される。直状の材

を設置した痕跡である可能性が高い。礫床部の両端部に長円形ヒ゜ットを設けてい

る。礫床の周囲には緩い立ち上がりが方形状に巡る。

24号墓出土玉類観察表 PL. 135 

—•— 

~ QJ] 
IV I IV I 1 

SK451 

O 1 : 1 1cm 

’’ 
第318図 24号墓出土遺物

:1： I ：ぅ称」 :!I 。で 1 ：：しごケ：質：色 備考

研磨稜線あり。

25号墓 （第319図、 PL. 73) 

25 号l 墓計測表

周溝墓規模 周溝幅 x 深さ I 主体部番号 I 主体部全長 X 幅

SK 125 I 1. 95 土 x -

埋葬部長さ X 幅（礫床） X 深さ

1. 35 土 X (0.35) X -

主体部主軸方位

N-87.8ー -E 

位置 28-G41に位置する。周囲に弥生時代の墓はなく、調査区域内の墓域からは離れた場所に造られてい

る。

周溝不明。第IV層、第V層中に検出できない。

主体部 埋葬部に礫床を設ける。礫床は、小円礫がまばらに敷かれた状態である。礫床は輪郭が不整形な溝

状の掘り込みを伴っている。東部が調査区域外であるため、全体像を把握できない。西端部に礫床部から 60

cmほど離れて集石が見られるが、礫床部との構造上の関連は不明である。遺体や遺物は認められない。

t
 

A A' 

A
 

A' 

L=l69.5rn 

゜ 1 : 20 Im 

第319図 25号墓
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6 検出した遺構・遺物

(6) 土器棺

土器棺A群 （第320 • 321図、 PL. 74 • 75) 

S K90 

甕の完形個体を横位置に設置する。口縁部は上方の部分を欠損している。後世の攪乱などによると思われ

る。蓋は確認できない。確認できた掘り方は不整形な長円形で深さ10cm。内部からの副葬品など認められな

い。土器棺以外の可能性もある。弥生後期第 3 期。

S K91 

甕の頸部以下を棺とし横位に埋置する。甕の胴部下部を蓋とする。棺は住居の覆土上に位置するため掘り

方の確認はできない。副葬品など無し。弥生後期第 3 期。

S K94 

壺の頸部以下をほぽ直立に埋置し、棺の頸部（開口部）に壺の下半部による蓋で深く覆っている。掘り方

は径38X34cm、 20cmの円形ピットを検出する。弥生後期第 3 期。

S K97 

甕を斜位に埋置する。棺の胴部には小円孔を穿っている。棺の内側から先端の尖ったもので一撃したとみ

られる。棺の上位部、頸部・開口部から胴部にかかる部分は欠損している。後世の畑耕作による攪乱と思わ

れる。弥生後期第 3 期。

S K98 

甕を土塙内にやや口縁部側を高く横位に埋置する。口縁～頸部は遺存しており、蓋は認められない。土器

棺以外の可能性もある。土塙は径110cm、深さ 20cmの円形。後期第 3 期。

S Kl23 

甕を円形小土壊内に倒立に埋置する。下方向に向けられた甕口縁部は蓋などにより閉塞されていない。底

部は遺存状態が不良である。土塙は長径35cm、深さ 40cm。棺内の土を洗い、ガラス小玉 3 点を検出する。弥

生後期第 3 期。

S K380 

甕の胴下半部を土壊内に倒立して埋置する。棺の下方は開口状態でまた上方の底部も欠損し、開口してい

る。これに甕上半部を重ねて覆っている。傍らに台付甕が出土しており、この台付甕が甕の口縁部分を覆っ

て臥せられていた可能性も考えられる。長さ70cm、幅45cm、深さ 10cmの長円形の土塙中に埋置されている。

弥生後期第 3 期。

S K404 

大型壺棺をほぼ横位に埋置する。口縁部は上位置部分が欠損している。後世の攪乱による可能性も考えら
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(6) 土器棺

れる。口縁部分の開口部に蓋などを当てていた様子は認められない。掘り方の形状、深さなどは不明。土器

棺内底部付近よりヒトの歯 1 点、ガラス小玉が 2 点検出される。弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物
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土器棺A群出土土器観察表 PL. 136 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕（蓋） 口 23.6 胴上半部は打ち欠 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部％周

底 1 1.0 かれて欠損する。 内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

2 甕 棺 口 20.6 折り返し口縁。 外 口縁部は刺突文、口辺～胴上部は波状文。頸部は 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 27.8 櫛描横直線に縦直線、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。

3 甕（蓋？） 底 9.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色

4 甕 底 9.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

6 甕（蓋） 胴 29.5 胴部中位以上を欠 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴中～底部％周

く。打ち欠き面は 内ヘラナデ、ハケメ。 堅緻、橙色

面調整不明。
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土器棺A群出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

5
 

甕 外胴上部は波状文。内ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 堅緻 明赤褐色

土器棺A出土玉類観察表 PL. 145 

遺物 長さ
番号名称厚さ

11 小 玉 0.2310.4 I0.15 ガラス、スカイブルー

12 小 玉 0.26 IO. 38 IO.15 ガラス、スカイブルー

13 小 玉 0.24 IO. 46 IO.15 ガラス、スカイプルー

径 孔径 材質 色 備 考

研磨あり。

研磨あり。

竺
□

長さ

厚さ

土 I]: I] ]21 心］こ l:::::::::: 
名称 径 孔径 材質 色 備 考

孔縁に研磨あり。

研磨面あり。
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第324図 土器棺．棺内出土遺物 A群（ 3)

土器棺A群出土土器観察表 PL. 136 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

7 甕 棺 孔径 9.5 頸部以上を打ち欠 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 開口部½周

胴 28.1 き丁寧に面調整す 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴～底部全周

る。断面片刃状。

8 甕 棺 胴 26.2 胴部中位に焼成後 外 肩部は波状文、付文添付、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部½周

底 8.9 小孔を穿つ。 内 胴部はハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍黄橙色, 甕 棺 口 21. 5 折り返し口縁、断 外 口縁部はヨコナデ、頸部は櫛描横直線に縦直線、 砂粒を含む。 口縁部％周

高 462 面三角形状。胴部 肩部に一か所小部分に波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、明黄褐色 頸～底部全周

にーか所穿孔。 内ヘラミガキ。

10 甕 棺 口 17.4 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部全周

高 31. 4 内ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色 底部½周
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 鼠 器形・成形 文 様 整 形

14 台付甕 口 15.1 外 口縁～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。

胴 15.0 内ヘラミガキ。

15 g 士 棺 胴 40.3 口縁～頸部を約％ 外頸部は 3~4 連止め簾状文、肩部は波状文。

孔径1 1.8 周打ち欠き、開口 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。

Xll.3 部としている。

土器棺B群 （第325~328図、 PL. 75~79) 

S K92 

胎土・焼成・色 遺存状態・備考

細砂粒を含む。 ロ縁部％周

堅緻、赤褐色 頸～胴部½周

粗砂粒を含む。 胴部ほぼ全周

やや堅緻、橙色。 底部は中央部が

欠損。

大型の壺を棺とし、横位に埋置する。頸部を打ち欠き開口部とする。開口部の大きさは径16.2cm。開口部

には別個体の壺の底部を当て閉塞する。棺及び蓋の打ち欠き面は平滑に調整している。棺内には棺の上部の

破片や別個体の蓋の破片が崩落している。棺は一辺70cm、深さ 15cmの正方形の土塙内に埋置される。弥生後

期第 3 期

SK96 

胴径28cmの甕を棺とし、直立に埋置する。棺の上半部は後世の攪乱により、欠損している。開口部は欠損

しており、不明。掘り方は長径55cm、深さ20cmの長円形を呈する。弥生後期。

S Kl27 

甕の胴部を棺とし、直立に土壊内に埋置する。甕は頸部以上を欠損しているが、ここを開口部としていた

とみられる。蓋とした上器などの存在の有無は不明である。後世の攪乱により失われたものと思われる。頸

部以下は破損はない。棺を埋置している土壊は円形で、径50cm、深さ15cmを測る。棺内より歯を数点検出す

る。弥生後期第 3 期。

S K367 

土器棺は大型壺を横位に埋置する。大型壺は肩部以上を打ち欠かれた上に底部も欠損している。肩部の打

ち欠き面は平滑に調整しており、開口部の大きさは25.5cm X 23. 0cm。開口部には別個体の壺の胴部をかぶせ、

閉塞する。底部、欠損部の孔は径llcmでこの孔をふさぐように大型の土器破片をあてている。掘り方は浅い

不整形な深さ 20cmの落ち込みを検出する。棺内より歯が検出されている。弥生後期。

S K368 

大型壺を棺とし、直立に埋置する。別個体の壺胴下部を蓋としている。検出時の遺存状態は不良で著しく

潰れた状態のうえ、上部が古墳時代の畑耕作などの後世の攪乱により失われ、棺は胴下部～底部、蓋は胴部

の一部が遺存するのみである。壺棺及び蓋の径はおよそ50cm と見られる。弥生後期。

S K369 

棺は大型壺を直立に埋置する。壺棺の頸部を打ち欠き開口部とし、この開口部には別個体の壺の胴下部を

当て閉塞する。開口部の大きさは径15cm。打ち欠き面は比較的平滑に調整している。棺は60X70cm、深さ 30cm
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の円形の掘り方内に認められた。棺内の土を洗いガラス小玉13個を検出している。弥生後期。

S K370 

大型壺を棺とし、やや斜位に埋置する。棺は胴部以上を後世の攪乱により欠損しており、棺の開口部、蓋

の状態などは不明である。掘り方は径50cm、深さ 20cmの円形ヒ゜ットである。棺内底部から歯が検出される。

解剖学的鑑定の結果では幼児の歯とされている。弥生後期。

S K371 

高さ 35cm前後の中型の甕を棺とし、横位に埋置する。甕の口縁部分には蓋の痕跡は認められない。棺は上

部が後世の攪乱により失われるが、埋葬時は欠損のない甕を使用したものと思われる。掘り方は長径35cmの

浅い落ち込みを検出する。弥生後期第 3 期。

S K372 

大型壺を棺とし横位に埋置する。頸部を打ち欠き開口部とし、開口部には高坪を当て、閉塞している。頸

部を打ち欠いた際の口縁部破片は壺棺の開口部、頸部の周囲に当られていた。頸部の欠け口の状態は著しい

凹凸があるままで、打ち欠き面の調整は行っていない。掘り方は明確に検出できない。弥生後期第 3 期。

S K373 

大型壺を棺とし、口縁方向がやや高い横位に埋置する。開口部は別個体の大型土器破片を当てて閉塞して

いる。棺の開口部の大きさは、 15.0X13.5cm。掘り方は径50~60cm、深さ 15cmの円形ピット。棺内の土を洗

いガラス小玉 4 点を検出している。弥生後期第 3 期。

S K374 

棺は特に大型の壺を使用している。棺は潰れた状態で原位置が著しく乱れているため棺の埋置状態は明ら

かではない。しかし壺棺の破片の遺存状態は比較的良く、口縁～頸部はほぼ完存し、胴部以下の破片も 70%

近く確認できた。棺の破片群内に、甕の胴下部、小型壺が出土している。弥生後期第 3 期。

S K376 

中型の壺が倒立状態で出土した。底部は欠損しており、後世の攪乱によったと思われる。口縁部破片は傍

らに散在し、胴上部は破損し、棺の内側、あるいは下位より破片が出土している。蓋又は副葬品など認めら

れないので壺棺ではない可能性もある。弥生後期第 3 期。

S K377 

比較的小型の壺が斜位に置かれた状態で見られた。口縁～頸部は打ち欠かれたと思われる様子で欠損して

いる。掘り方は径45cm、深さ 15cmの円形。傍らより甕の底部が出土しており、これが蓋として使われた可能

性が考えられる。弥生後期。
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6 検出した遺構・遺物

S K378 

大型の壺を棺とし、やや口縁部方向を高く横位に埋置している。壺棺は口縁～頸部は打ち欠かれた状態で

打ち欠き面は比較的丁寧に調整されている。棺は上半部が崩落した状態で、棺内に崩落した破片が重なりあ

ってみられ、このなかに高坪の破片が認められた。この高坪は棺の蓋として棺の開口部に当てられていた可

能性が考えられる。弥生後期第 3 期。

S K385 

中型の甕を棺とし、斜位に埋置する。頸部は打ち欠かれ、開口部の傍らには蓋として当ててあったとおも

われる別個体の土器の破片が認められる。掘り方は僅かな窪みとして認められた。弥生後期第 3 期。

S K417 

大型の甕を棺とし、横位に埋置する。甕棺は打ち欠かれた部分は認められず、完形の状態で用いられてい

る。開口部には甕の胴部をかぶせて更に一部間隙には甕の頸部破片を当てている。掘り方は長径55cm、深さ

15cmの長円形。弥生後期第 3 期。

S K418 

大型壺を棺とし、斜位に埋置する。壺棺は頸部以上、及び底部を欠損し、開口部には別個体の土器を当て

閉塞している。頸部開口部の大きさは12 x 17cm、壺胴下部の個体をかぶせている。底部の孔は径13cm。

には壺の胴上部大形破片を当て閉塞している。弥生後期第 3 期。

S K419 

7 7 

'---'---

中型の壺を棺とし、斜位に埋置する。壺棺の開口部（口縁部）は別個体の土器を蓋としてかぶせ閉塞して

いる。壺棺の開口部は出土時点では口縁～頸部が破損し、胴部にめり込んだ状態になっていたが埋葬時点で

はこの破損はなかったとみられる。掘り方は径40cmの浅い窪みを検出する。弥生後期第 3 期。

S K420 

中型の甕を棺とし、斜位に埋置する。頸部以上は打ち欠かれ、開口部としている。この回りには別個体の

大型壺の破片が認められることから、これで開口部は覆われ閉塞されていたとみられる。掘り方は円形で、

径48cm、深さ 15cm。弥生後期。
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6 検出した遺構・遺物
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6 検出した遺構・遺物
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土器棺B群出土土器観察表 PL. 137 • 138 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺（蓋） 底 15.8 壺底部を打ち欠く、 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

縁部は調整する。 内荒れている。 堅緻、浅黄色

2 g ·ギ 棺 胴 48.3 頸部を打ち欠き、 外 頸部櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、沈線、 砂粒を含む。 開口部％周

孔径16.2 開口部とする。 付文添付、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴下部全周

X - 内ハケメ、接合痕が目立つ。

3 甕 胴 28.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胸～底部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、赤褐色

4 壺（蓋） 胴 28.0 肩部から頸部を打 外 肩部は波状文、沈線を 1 条巡らす。以下ヘラミガ 砂粒を含む。 底部は欠損。

ち欠く、一部断面 キ。丹彩。 堅緻、赤色 胴上部％周

片刃状に二次調整。 内ハケメ。 胴下部全周

5 一竺 棺 胴 45.5 肩部を打ち欠き開 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ全周

孔径25.5 口部とする。欠け 内ヘラナデ。 やや堅緻、橙色 胴中部に一部欠

X23.0 面は平滑。 損

7 壺（蓋） 胴 27.3 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴中～底部全周

内ヘラナデ。 堅緻、黄橙色

8 ギ互 棺 胴 407 開口部の打ち欠き 外肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 開口部は部分的

孔径160 部は面調整してい 内ハケメ。 堅緻、橙色 に遺存する。

X - る。 胴中部は欠損。, 古回 坪 脚 5 8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部全周

内ハケメ。 堅緻、赤色 外面丹彩

22 壺 棺 胴 43.6 棺の開口部は欠損 外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴中部～底部全周

し不明。 内 ハケメ。器面が荒れている。 堅緻、浅黄橙色 胴下部％周

23 甕 口 18.3 口縁端部は鋭い稜 外 口縁端部～胴上部は波状文、頸部は櫛描横直線に 砂粒を含む。 口縁～底部½周

高 34.6 を作り角ばる。 縦直線、以下ヘラミガキ。 堅緻、黄橙色

内ヘラミガキ。

24 て宜ギ 棺 胴 36.8 底部に不整円形の 外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 粗砂粒を含む。 開口部は一部欠損

孔径15.0 孔を穿つ。頸部を 内ハケメ。 やや軟弱、浅橙色 内外面丹彩

Xl3.5 欠き開口部とする。

土器棺B群出土土器観察表（拓本）

遺物番号 1 器種 1 法量 1 器形・成形
6 壺 口 33 I 2 段口縁

文様・整形

外口縁部はヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 粗：粒を含:0 1 ：や堅： I ：黄橙： I ：:
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(6) 土器棺
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6 検出した遺構・遺物
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土器棺B群出土玉類観察表 PL. 145 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

10 小玉 0 25 0.45 0.1 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

11 小玉 0.13 0.38 0.15 ガラス、スカイプルー

12 小玉 0.15 0.38 0 1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

13 小玉 0.13 0.3 0 1 ガラス、スカイプルー

14 小玉 0.12 0.38 0.14 ガラス、スカイプルー

15 小玉 0.11 0 28 0.08 ガラス、スカイプルー

16 小玉 0.17 0 35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

17 小玉 0 18 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

18 小玉 0 12 0.35 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

19 小玉 0 12 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー

20 小玉 0.18 0.29 0.1 ガラス、スカイプルー

21 小玉 0 16 0.3 0.1 ガラス、スカイプルー

25 小玉 0.21 0.39 0.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

26 小玉 0.24 0 39 0.12 ガラス、スカイブルー 研磨面あり。

27 小玉 0.19 0 38 0 15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

28 小玉 0.18 0.38 0 1 ガラス、スカイプルー 孔縁に研磨面あり。
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検出した遺構・遺物
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(6) 土器棺
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6 検出した遺構・遺物
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(6) 土器棺
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6 検出した遺構・遺物
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第336図 土器棺．棺内出土遺物 B 群（ 8)

土器棺B群出土土器観察表 PL. 138 • 139 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

29 高坪（蓋） 口 230 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

30 互ギ 棺 口 24 8 2 段の折り返しロ 外 口縁部は刻み目 2 段、付文、頸部は 3 連止め簾状 粗砂粒を含む。 口縁～胴部％周

高 70.5 縁、頸部を打ち欠 文を 2 段、肩部は波状文、付文、以下ヘラミガキ。 やや軟弱、橙色 底部全周

いて棺に使用。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、以下ヘラナデ。

31 甕（蓋） 底 6 0 胴上半部は打ち欠 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴下～底部全周

く、打ち欠き部は 内 ヘラミガキ、ヘラナデ。 やや堅緻、灰白色

接合部。

32 壺 棺 胴 26.5 頸部を打ち欠く、 外 頸部は櫛描直線文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸（開口部）～底

打ち欠き部は面調 内 頸部以上はヘラミガキ、以下ハケメ。 堅緻、橙色 部全周

整は見られない。

33 g ギ 口 32.1 2 段の折り返しロ 外 口縁部は刻み目文 2 段、付文、頸部は櫛描横直線 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

縁。下段は突帯状。 に縦直線。 堅緻、明赤褐色 頸部に接合部無し。

打ち欠き面は粗い。 内ヘラミガキ。
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(6) 土器棺
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(6) 土 器 棺
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第339図 土器棺．棺内出土遺物 B群（ 11)

土器棺B群出土土器観察表 PL. 139 • 140 

遣物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

34 壺 棺 胴 59.5 頸部を打ち欠き開 外頸～肩部は櫛描横直線 5 段以上に縦に 3 本単位の 粗砂粒を含む。 胴部％周

孔径18.0 口部とする。孔端 櫛描直線、付文、以下ヘラミガキ。 堅緻、赤橙色

X 19.0 部面調整痕無し。 内ハケメ。

35 甕（蓋？） 底 9.4 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍い橙色

36 罪=』=· 胴 13.0 接合痕目立つ。 外ヘラミガキ。 小礫を含む。 胴～底部½周

内ヘラナデ。 堅緻、橙色
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形

37 一亜 棺 口 22.3 2 段の折り返し口 外 口縁部は刻み目 2 段、頸部は櫛描横直線に縦直線、

胴 29.8 縁。 肩部は波状文、 2 個単位の付文 4 か所に貼付する。

内 □縁～頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。

38 甕 棺 胴 25.1 頸部は打ち欠いた 外 頸部～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。

底 9.0 と思われる。 内ヘラミガキ。

39 尚杯（蓋？） 口 22.0 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

40 壺 棺 胴 47.5 開口部の打ち欠き 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、直下

孔径16.0 面は比較的丁寧に を沈線で区画する。付文は沈線の後に付す。

X 15.5 調整している。

41 壺（蓋） 胴 30.2 頸部～胴部を不整 外 口辺～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。

底 102 形に打ち欠く。 内ヘラミガキ。

42 甕 棺 口 220 口縁端部は角ば 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。

高 41. 8 る。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

43 壺（蓋） 底 11 5 外胴部はヘラナデ。

内胴部はハケメ。

44 g ＝ゴ＝ 棺 胴 38.4 頸部を打ち欠き開 外ヘラミガキ。

孔径 13.5 口部とする。底部 内ハケメ。

も開口していた。

45 壺（蓋） 胴 372 胴上部破片で二次 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。

整形の痕跡はな 内胴部はハケメ。

し）。

46 甕 棺 胴 311 頸部開口部の破断 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文、以下ハケ

面は直線状、面調 メ。

整痕は見られず。 内ハケメ。

47 甕 棺 胴 24 6 頸部を直線状に打 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。

底 10.4 ち欠いて開口部と 内ヘラミガキ。

している。

土器棺C群（第340 • 341図、 PL. 79) 

S K383 

胎土・焼成・色 遺存状態・備考

砂粒を含む。 口縁～胴部ほぼ

堅緻、赤橙色 全周

砂粒を含む。 頸～底部全周

堅緻、褐色

砂粒を含む。 坪部％周

堅緻、赤色 内外面丹彩

砂粒を含む。 頸～底部全周

堅緻、赤褐色 開口部全周

砂粒を含む。 口辺～胴上部％周

堅緻、黄褐色 胴中～底部全周

砂粒を含む。 完形

堅緻、鈍褐色

粗砂粒を含む。 胴～底部％周

軟弱、浅橙色

砂粒を含む。 頸～胴部全周

やや堅緻、鈍橙色 器面荒れている。

粗砂粒を含む。 頸～胴上部％周

やや軟弱、浅黄橙 棺の底部の孔に

色 あてている。

砂粒を含む。 胴上部％周

堅緻、橙色 胴中～底部全周

砂粒を含む。 頸～底部全周

堅緻、鈍橙色

大型の甕を棺とし、斜位に埋置する。甕棺の口縁部には別個体の甕胴部を蓋とし閉塞する。蓋の上部は後

世の攪乱により欠損する。甕棺の口縁部の欠損も同じ攪乱によるものと思われる。頸部を欠き蓋に用いた甕

の口縁～頸部破片は開口部の傍らに添えた状態で認められた。掘り方は径45cm、深さ 25cmの円形を呈する。

弥生後期第 3 期。

S K386 

大型壺を棺とし、横位に埋置する。棺の上部は破損し、後世の攪乱をうけて欠損する。胴部破片の一部が

棺の外側傍らに検出される。開口部は不明。掘り方不明。弥生後期。

S K395 

大型壺を棺とし横位に埋置する。壺棺は頸部以上を打ち欠き開口部とし、ここに別個体の甕の下半部を蓋

とし、孔を閉塞している。棺及び蓋の上部は後世の攪乱により、欠損している。掘り方は長径80cm、深さ25

cmで長円形を呈する。棺内の下部、底部寄りには骨粉の集中が認められた。弥生後期。

S K398 

甕をやや斜位に倒立状態に据えた状態に認める。口縁～胴上部はほぽ破損なく、胴下部～底部は破損し、
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(6) 土器棺

密に重なった状態で認められた。蓋などに用いられたとみられる別個体の土器は土器破片中に認めることは

できない。掘り方は明確に検出できなかった。甕の内部からは副葬品など認められないことなど棺以外の可

能性も考えられる。弥生後期第 3 期。

S K400 

大型の壺とやや小型甕が隣接して出土する。甕は横位に潰れた状態、壺は破損して破片が重なりあった状

態で検出される。破片が散乱しているので本来の埋置の状態は明瞭ではない。土器の中からの副葬品など無

く、一方では棺ではない可能性もある。弥生後期第 3 期。

S K411 

大型壺を棺とし、横位に埋置する。遺存状態は不良で、棺は上部が潰れて崩落している。開口部は壺の頸

部を打ち欠く。開口部の大きさは径17cm。土器破片群中より、比較的小型の甕底部の出土を認め、これが開

口部の蓋として用いられた可能性が考えられる。掘り方は不明確。弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物
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土器棺C群出土土器観察表 PL. 141 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 棺 口 18.4 折り返し口縁、端 外 口縁～胴上部は波状文、頸部は櫛描直線文、胴上 砂粒を含む。 口縁部％周

高 415 部はやや角ばる。 部に付文 5 個添付。以下ヘラミガキ。 堅緻、明赤褐色 頸～底部全周

内ヘラミガキ。

2 甕（蓋？） 口 134 折り返し口縁 外 口縁部はヨコナデ、口辺～肩部は波状文。頸部は 砂粒を含む。 口縁部％周

高 32 2 4 連止め簾状文。以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色 頸～底部％周

内ヘラミガキ。

3 士g 棺 胴 44.0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 開口部は欠損。

内 器面が荒れていて観察できない。 やや堅緻、鈍橙色

4 甕 棺 底 10.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

5 罪て 棺 胴 39.4 頸部を打ち欠き開 外頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～胴部½周

底 13.6 口部としている。 内 ハケメ。胴下部に内側から小円孔を穿っている。 堅緻、赤褐色

6 甕 棺 口 17.0 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。肩 砂粒を多く含む。 ほぼ完形

高 34.4 部に付文 7 個巡らす。以下ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

内 口縁～頸部はハケメ、胴部はハケメ後ヘラミガキ。

7 壺 棺 口 245 折り返し口縁。 外 口縁部は刻み目。以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁～胴部ほぽ

胴 263 内 口縁～頸部はヘラミガキ。胴部はハケメ。 堅緻、赤色 全周

内外面丹彩

8 甕 棺口 14.9 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 3 連止め簾状文。肩 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 16.1 部に付文を付す。以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 頸～底部％周

底 7.2 内ヘラミガキ。, 甕（蓋？） 底 5.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 底部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

10 壺 棺胴 47.7 開口部打ち欠き面 外 肩部は波状文、以下ハケメ後ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴上部～底部％周

を面調整している。 内 肩部はヘラナデ、以下ハケメ。 堅緻、橙色 開口部は部分的

に遺存。
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6 検出した遺構・遺物
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土器棺D群 （第345図、 PL. 80) 

S K70 

大型壺を棺とし、直立に埋置する。棺は肩部以上を打ち欠き開口部とし、開口部には別個体の壺の胴下部
をあて、閉塞している。棺は 3 mX90cmの不整形な溝状の土中にほぽ直立状態で埋置されている。棺は密封
され内部には土が侵入しておらず、棺内底部には幼児の頭骨が遺存していた。弥生後期。
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6 検出した遺構・遺物

SK72 

大型壺を棺とし、斜位に埋置する。棺の上部は後世の攪乱により欠損している。開口部は遺存せず不明確。

壺棺の底部には焼成後の小円孔が穿たれている。掘り方不明。棺内の土を洗いガラス小玉を 6 個検出する。

弥生後期。

土器棺D群出土土器観察表 PL. 142 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺（蓋） 底 15.9 胴中部以上を打ち 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴中～底部全周

欠く。打ち欠き面 内ハケメ。 堅緻、赤褐色

は面調整している。

2 壺 棺胴 505 棺の開口部打ち欠 外 肩部は波状文、沈線充填鋸歯文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部全周

孔径220 き部は部分的に片 内ハケメ。 堅緻、橙色

X26 0 刃状に調整する。

3 瞑一 底 17.2 底部に焼成後円孔 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 胴下部％周

を穿つ。 内ハケメ、ヘラナデ。 やや軟弱、淡黄色 底部全周

土器棺D群出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器種 I 法量 I 器形・成形 文様 整形 胎 土 I 焼成 I 色調 I 遺存

4
 

壺 折り返し口縁 I 外ヘラ刻み目。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 I 堅緻 明赤褐色 I 5% 

土器棺群D 出土玉類観察表 PL. 145 

::名称は：径孔径材質・色 I 備 考
5 小 玉 0.3510.3310.15 ガラス、スカイプルー

6 小 玉 0.2510.4 10.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

7 小 玉 o.25 Io. 4 I o. 15 ガラス、スカイブルー

::名称::径孔径材質・色 備考
8 小 玉 0.3 10.4 10.2 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

9 小 玉 0.25 I O. 35 IO. 15 ガラス、スカイプルー

10 小 玉 o.25 I o. 4 Io.15 ガラス、スカイプルー 研磨面あり。

土器棺E群 （第347 • 348図、 PL. 80) 

S K82 

中型の壺を直立に埋置している。壺の上半部は破損しており、開口部の状況は不明。破損部分に重なって

みられる破片中には別個体の壺の破片も含まれており、その傍らにはこの別個体の壺の口縁部も認められる。

棺以外の可能性も大きい。掘り方は不明。弥生後期第 1 期。

s k88 

大型壺を棺とし、斜位に埋置する。胴上部以上は破損しており、口縁～頸部は殆ど破損のない状態で頸部

直下に出土している。頸部と胴部の接合部の接点の破片は得られていない。頸部を打ち欠き棺の開口部とし

366 
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たか、あるいは口縁部をもった完形個体のまま棺としたか明確にできない。壺棺は長径1.2mの浅い長円形土

塙内に埋置されている。弥生後期第 3 期。

S K106 

大型壺を棺とし、斜位に埋置する。壺棺は上半部が後世の攪乱（古墳時代の畑耕作）によって欠損してい

る。掘り方不明。弥生後期。

S K120 

大型壺を棺とし、斜位に埋置する。壺棺は頸部以上を打ち欠き開口部とする。開口部の大きさは、頸部22.

5cm、ここには別個体の壺の下半部で覆い、孔を閉塞している。頸部の打ち欠き面は比較的丁寧に調整されて

いる。蓋として用いた壺下半部の打ち欠き面も同様な調整が認められる。掘り方は長径70cmの不整形な浅い

ピット。弥生後期第 3 期。
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6 検出した遺構・遺物

A [ :  A``  1 
A A' A

 
A' 

□L=1690m 
=168.2m 

SK106 
SK120 

゜ 1 : 20 lm 

第348図土器棺 E群（ 2)

忘
ーーニミ＿

．~一

き̂------
壬一

／拿

i//\i ［直／／／； 2 

゜ 1:4 10cm 

第349図 土器棺．棺内出土遺物 E群（ 1)

368 



(6) 土器棺

/ ' 

ニ＝＝＝：：：：：：：：：ーニ＝士江I

` ロニ□9
冒三

言言＝

□I1;II[[III/ III ]1'1|i/// □|三三
言言冒二

I': 1, [IIII I 1 : 1:'1I I n口二］

I 
I I 

\ 

SK88 

4
 。 1 : 4 10cm 

第350図 土器棺．棺内出土遺物 E群 (2)

369 



6 検出した遺構・遺物
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(6) 土器棺

土器棺E群出土土器観察表 PL. 142 • 143 

遺物番号 器 種 法 最 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 19.2 胴中位が強く張 外頸部は等間隔止め簾状文、胴部はハケメ。 小礫を含む。 ほぽ完形、部分

高 40.8 る。 内ハケメ。 やや堅緻、灰白色 的に欠損がある。

2 互ギ 口 15.3 口縁部は内湾す 外頸部は等間隔止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 33.5 る。底面は凹面を 内 口縁～口辺部はヨコナデ、頸部はヘラミガキ、胴 堅緻、浅黄橙色 頸～底部全周

なす。 部はヘラナデ、ヘラミガキ。

3 壺 口 26.1 2 段折り返し口 外 口縁部は 2 段の刻み目、頸部は二段櫛描横直線に 砂粒を含む。 口縁～頸部全周

縁。頸部以下は切 縦直線。 堅緻、橙色 壺棺の開口部と

断する。 内 口縁～頸部はヘラミガキ。 接合する。

4 壺 棺 胴 46.6 開口部打ち欠き面 外 頸部は 2 段の櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、 砂粒を含む。 開日部～底部％周

高 58.0 凹凸が目立つ、面 肩部付文は推定 6 個。 堅緻、橙色 打ち欠いた口縁

孔径18. 0 調整していない。 内ハケメ。 ～頚部は伴出する。

5 壺（蓋） 底 153 壺の胴下部を打ち 外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下～底部全周

欠く、打ち欠き面は 内ハケメ。 堅緻、明赤褐色

面調整している。

6 ·宜— 棺 胴 48.0 開口部は楕円形に 外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部波状文、沈線鋸 砂粒を含む。 開口部全周

孔径22.5 打ち欠いている。 歯文、沈線充填、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 胴部には部分的

X20.5 内ヘラミガキ。 に欠損がある。

その他の土器棺（第352図、 PL. 81) 

S Kl30 

67-F29に位置する。弥生期の遺構群から外れ、土器棺A群の西端から 20m南西の地点である。大型壺を

棺とし、斜位に埋置する。壺棺は頸部以上を打ち欠き開口部とする。開口部径は12.5cm、ここには壺の胴下

半部をかぶせ、孔を閉塞している。掘り方は長径70cm、深さ 25cmの長円形ピット。弥生後期第 3 期。

※スクリントーンは蓋

\ 
A
 

A' A “上＼
乙

A A' A A' 

/ 史ジ‘!\ L=175.2m 

一ゾ＝
SK184 

L=175 2m 

SK130 ゜
1 : 20 1 m 

第352図土器棺その他の土器棺
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6 検出した遺構・遺物

S Kl84 

64-F20に位置する。弥生期の遺構群から外れ、土器棺 A群の西南30mの地点にある。 S Kl30 との間は

15m。中型の甕を棺とし、横位に埋置している。棺の上部は破損が著しく、開口部の状況、蓋による閉塞の有

無などについては明らかではない。掘り方は不明確。弥生後期第 3 期。
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第353図 土器棺・棺内出土遺物 その他の土器棺
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(7) 土壊、石囲遺構

その他の土器棺出土土器観察表 PL. 143 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺（蓋） 底 8.8 打ち欠き面の調整 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 胴～底部％周

は比較的凹凸があ 内 ヘラナデ。ヘラミガキ。 堅緻、赤色 胴上部丹彩

る。

2 ギg 棺 胴 34.0 外 口辺ヘラミガキ、肩部波状文、頸部 2 連止め簾状 砂粒を含む。 頸～底部％周

底 132 文。胴部はヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 器面荒れている。

孔径123 内ヘラミガキ、ナデ。

3 甕 棺 口 16.3 器形の歪みが目立 外 口縁部～胴上部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぽ完形

高 30.6 つ。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

(7) 土塙、石囲遺構（第354図 •355図、 PL. 81) 

56号土塙

44-Fl2、 3 号墓の西に位置する。径 2mの整った円形を呈する。深さは25cmを検出する。最上部に浅間C

軽石を多量に含む層をレンズ状に堆積する。覆土下部には拳大の円礫が多数混入している。遺物はほとんど

認められない。

59号土壊

F 区の最南の46-FlOに位置する。形状は隅丸長方形。規模は長軸1.8m、深さは 5cmを検出するのみであ

る。覆土の状況は浅間C軽石を含んでいる。遺物はほとんど認められない。

63号土塙

39-F26に位置する。形状は隅丸の台形を呈する。規模は一辺1.2m、深さ 65cm。覆土上部には浅間C軽石

を多量に含み、この層中、土塙の最上部に頭蓋骨片、頸骨片、歯が検出された。土壊中に遺物は殆ど認めら

れない。

93号土塙

35-F46、 5 号墓の東南に位置する。平面形状は長円形で、周壁は 2~3 段の不規則な段を作っている。

規模は長軸2.7m、短軸1.3m、深さ 60cm。覆土の状況は、覆土上部に浅間C軽石を多量に含んでいる。土壊内

から大型の甕の上半部が出土する。

379号土壊

57-G39に位置する。 208号住居の南壁に接する。長径1.2m程の円形を呈する。深さは20cmを検出する。覆

土上部に浅間C軽石を含んでいる。覆土中に弥生土器が数点出土する。 208号住居との関連は不明。

447号土塙

41-H36に位置する。 257号住居と重複する。形状は本来円形であったようであるが、 257号住居に半ば切

られている。径は2.9m、深さ 15cmを検出する。底面は比較的平坦で直上から弥生土器の破片が多数出土する。
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検出した遺構・遺物

453号土壊

56-H23に位置する。 11号墓の北に隣接している。径2.2m程の円形。深さは15cmで、浅く検出される。出

土遺物はなし。覆土中には浅間C軽石を含まず。軽石降下前である。

454号土塙

55-H23に位置する。 453号土壊に隣接している。長径1.4mの紡錘形を呈する。浅く検出される。覆土中に

浅間C軽石は含まない。軽石降下以前である。

石囲遺構

59-GOl、 G 区の斜面上に位置する。径20cm前後の円礫を長円形に配する。長径 2m、短径は西縁部で礫を

欠くが1.5m程になるとみられる。円礫に囲われた内側は土壊など、掘り込みや焼土帯は検出できない。覆土

中より訣状耳飾りの半欠品が出土している。遺構の性格、時期は共に不明。東斜面部の礫面上に縄文前期の

土器小破片 l~2 片の出土をみるが、本遺跡唯一の縄文時代の遺構の可能性が高い。
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黒褐色土粘質、

浅間 C軽石を含む。
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A' 

¥
 

A A' . ..  

疇
59号士壊

/ 
A
 

A' 

56号土壊 L=l73.9m 
A 

1

2

3

 

黒褐色

暗褐色

暗褐色

浅間 C軽石を含む。

ロームをわずかに含む。

褐色ロームを含む。
63号土壌

゜ 1 : 60 2m 

1

2

3

4

 

黒褐色

暗黒褐色

褐色

暗褐色

浅間 C軽石、ローム粒を含む。
ローム粒を含む。

ローム粒を多鼠に含む。

ローム粒を含む。

第354図 土壊
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(7) 土壊、石囲遺構

¥ 
A
 

A' 

A
 

A'[  

1 黒褐色

A A, 2 暗褐色

一誓員誓二，2m

A 

浅間 C軽石を多屈に含む。

ローム粒をわずかに含む。

A' 379号土壊

号土壊

1 黒褐色浅間C軽石を多旦に含む。

2 黒褐色 浅間 C軽石をわずかに含む。

3 暗褐色小礫を含む。

髯

゜0 OJ 

A A' 

竃
453号土壊 L=166.8m 

1 黒褐色

/0  A' 

A' A 

疇
454号土壊 L=166 9m 

1 黒褐色やや粘質。

゜
1 : 60 2m 

A
 

A 

5 吋

-< I 

g
 

447号土壊

1 黒褐色 粘質、青灰色シルトを含まない。

2 暗褐色粘質、青灰色シルトを多く含む。

3 暗褐色粘質、青灰色シルト混土層。

ー

A' 

. 

•V 

-
]
/
/
 

叶

吋

A' 

疇石囲遺構
A·Bセクション

1 暗褐色黒褐色プロックを含む。

叫

第355図土壊、石囲遺構

93号土塙出土土器観察表 PL. 145 

竺器種に巖 1 器形・成形 1 文 様 ・ 整 形
I 1 I 甕 1 口 l7.7 折り返し口縁。 外 口縁～胴上部は波状文、胴部はヘラミガキ。

胴 23.0 内ヘラミガキ。

I 胎土・焼成・色 1 遺存状態・備考 I
砂粒を含む。 口縁～胴部％周堅緻、赤褐色 I 
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検出した遺構・遺物
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第356図 土横出土遺物

379号土壊出土土器観察表

遺物番号 I 器 種 法 量 器形 成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

2
 

台付甕 I 底 4.5 外
内

ハケメ後ヘラミガキ。

胴部はヘラミガキ、脚部はヘラナデ。

砂粒を含む。

堅緻、鈍橙色

胴～底部％周

379号土壊出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

3
-
4
 

壺

高坪

折り返し口縁 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ、丹彩。

外口縁端部は刻み目、丹彩。内丹彩。

細砂粒を含む。

砂粒を含む。

堅緻

堅緻

橙色

赤色
謬
＿
瞑

447母土壊出土土器観察表 PL. 145 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

5 一宜 胴 25.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部全周

内ハケメ。 やや堅緻、赤色 外面に丹彩

6 甕 口 25.0 折り返し口縁 外 口縁部は波状文、付文10個、頸部は 2 段の櫛描直線 砂粒を含む。 口縁部％周

に縦直線、付文 6 個、肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色 口縁部にスス付

内ヘラミガキ。 着。

453号土壌出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量： 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

7
 

壺 外波状文。内ハケメ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色

石囲遺構出土映状耳飾り観察表 PL. 145 

番号 名 称 径 厚さ 形 整 形 色 調 材 質

8
 
訣状耳飾 2.5 

状、成形、

〇． 61 片側が％以上欠損している。破断面には二次的な調整はないが、小孔を穿つ。

器形は滑沢に磨かれている。外縁部は丸く、内縁部はやや角ばっている。

鈍黄褐色 蛇文岩類
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(7) 土壊、石囲遺構
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6 検出した遺構・遺物

(8) 溝

20号溝付図 1

F 区北西部に位置し、東西12mにわたって、ほぽ直状に検出される。断面はV字状で、溝幅は30~50cm、深

さは30cm前後。覆土上部を、浅間 C軽石を多量に含む黒褐色第IV a 層が覆っている。溝下半部には礫を含む

砂層が縞状に堆積している。壁には部分的に水流による侵食が認められる。出土遺物はほとんど見られない。

21号溝付図 1

F区北部、調査区の中央を南北に曲線状に延びている。断面はU字状。溝幅30~60cm、深さは30cm前後。

覆土上部を、浅間C軽石層を多量に含む黒褐色第IV a 層が覆っている。覆土下部は礫、砂を含む暗褐色土で

ある。覆土中より弥生後期第 1 期の土器破片が多数出土している。 21号墓の主体部、 S Kl29 はこの溝の覆土

上に造られている。

22号溝付図 2

H 区南端部に位置し、 75号住居北周壁部から 18号墓北隣接部にかけて東西方向に直線状に20m確認される。

18号墓の隣接部で分岐するが、分岐部以北では明瞭に検出できない。溝幅は50cm、深さ 20cm前後を測る。断

面はU字状。浅間C軽石層下に検出され、覆土は黒褐色土で、褐色ローム質土ブロックを多量に含む。軽石

は含まない。出土遺物は認められない。

26号溝付図 1

F 区北西部に位置し、一辺10m程の不整形な方形状に小規模な溝が巡る。覆土上部には浅間 C軽石を多量に

含む。溝の南端部では土器棺墓が重複する。溝内、及び区画内では遺物はほとんど認められない。浅間C軽

石直下の畑にかかわる可能性も考えられる。

44号溝付図 1

G区南端、斜面部分に北西ー南東方向をとり、およそ 21 号溝の延長方向に直線状に見られる。幅60cm、

深さ 20cm、断面U字形。覆土は黄褐色で礫を多量に含み砂質である。覆土中から後期第 1 期の土器が比較的

多数出土している。

46号溝第358図、 PL. 81 

H30グリッドラインに沿い、東西方向に直線状に調査区を貫いている。幅1.2m、深さ 70cm前後を測る。形状

は整っており、断面はU字状。覆土上部～底部より後期第 1 期の完形、土器大形破片を多数出土している。

覆土中には砂などの混入はなく水流の痕跡は認められない。全体的に第V層の黄白色土をブロック状に含ん

でいる。調査区の東部で260号住居と重複するが溝は260号住居の床面下に検出され、溝の方が古いと判断で

きる。
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A·Bセクション

1 黒色焼土をわずかに含む。

2 黒色 第V層土の青灰色土を粒状に含む。

3 黒色 青灰色土粒をより多く含む。
4 黒色 青灰色土粒プロックを多嚢に含む。

5 黒色 青灰色土粒プロックを多量に含む。
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｀二上

(8) 溝

47号溝付図 2 、 PL. 146 

H 区の最北端部に262号住居の北側

周壁部から西北方向に、調査区域外へ

直状に延びている。幅 lm、深さ 65cm。

断面はU字状。覆土は黒色で第V層の

灰褐色土をプロック状に多量に含む。

上部に炭化物粒をわずかに含んでいる。
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第358図 46号溝
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検出した遺構・遺物
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第360図 溝出土遺物 (2)
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6 検出した遺構・遺物
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第361 図 溝出土遺物（ 3)
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47号溝

第362図 溝出土遺物 (4)

21号溝出土土器観察表 PL. 145 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 15.7 受け口状口縁。 外 口縁部は波状文、頸部は等間隔止め簾状文、肩部 砂粒を含む。 口縁部％周

は波状文。 やや堅緻、鈍橙色 頸部％周

内ヘラミガキ。

2 g 士 胴 14 3 器形の歪みが目立 外 頸部は等間隔止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～底部ほぽ全

底 7 4 つ。 内胴部はハケメ。 軟弱、橙色 周

3 甕 胴 296 外肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 頸～底部％周

内ヘラミガキ。 やや軟弱、鈍橙色

21号溝出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4 罪·— 口 10 外丹彩。内丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 赤色 18% 

5 甕 外口縁部は波状文。内ヘラミガキ。 砂粒を含む。 やや堅緻 灰褐色 5% 

6 甕 外頸部は等間隔止め簾状文、胴部は鋸歯文。 砂粒を含む。 堅緻 赤褐色

7 甕 外頸部は等間隔止め簾状文。 細砂粒を含む。 堅緻 灰褐色

8 甕 外胴部は櫛描斜格子文。内ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰赤色, 高坪 口 24 外ヘラミガキ、丹彩。内ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 赤色 15% 

10 高坪 外口縁端部は刻み目、丹彩。内丹彩。 細砂粒を含む。 堅緻 赤色 5% 

21号溝出土石器観察表 PL. 145 

遺物番号 I 名 称 I 計測値（縦 X横X 厚さ） I 石 質 I 重量(g) 特 徴

11 I 刃 器 3.5X 6.lX 1.3 I 黒色頁岩 22. 7 I ―側縁に自然面を残す横長剥片。 2 辺に片面調整による刃部を作

出している。
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6 検出した遺構・遺物

44号溝出土土器観察表 PL. 145 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 g 士 口 1 1.7 外 口縁部はヨコナデ、頸部は 2 連止め簾状文、胴部 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 13.5 はヘラナデ。 やや堅緻、鈍褐色 胴部％周

内 口縁部はヨコナデ、胴部はナデ。

2 甕 口 18.4 外 ヘラミガキ、頸部は等間隔止め簾状文を 2 段、胴 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

胴 20.9 上部は波状文、胴部は櫛描斜格子文。 堅緻、灰褐色

内ヘラミガキ。

46号溝出土土器観察表 PL. 146 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 士笠 口 192 口縁部は稜を作っ 外 口縁部はヨコナデ、頸部は等間隔止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁～頸部％周

て内湾する。 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、灰白色 口縁部にスス付着。

2 ー盆ゴ＝· 口 14.7 外 口縁部はヨコナデ、ハケメ、頸部は等間隔止め簾 砂粒、小礫を含む。 口縁部全周

胴 182 状文を 2 段、以下ハケメ。 堅緻、灰白色 胴部％周

内 ハケメ、口縁、頸部に指オサエ痕巡る。

3 = 宝 口 171 口縁部は僅かに内 外 頸部は櫛描横直線を 3 段に 2 本単位の縦沈線。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 38.8 湾する。 内 口縁部はヘラナデ、ヘラミガキ、胴部はナデ、ハケメ。 やや堅緻、鈍橙色 胴部全周

4 てg 底 9 0 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴～底部全周

内ハケメ。 やや堅緻、鈍赤褐色

5 = 宮 底 7.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下部％周

内ハケメ、粗いヘラミガキ。 やや軟弱、鈍橙色 外面丹彩。

6 斐 ロ 9 4 外 口縁部はヨコナデ、頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部％周

高 10.8 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、橙色 底部全周

7 甕 口 18.5 口縁は内湾する。 外頸部は等間隔止め簾状文、肩部は波状文。 細砂粒を含む。 口縁～胴部全周

胴 20.0 内 ヘラミガキ、胴下部はハケメ。 堅緻、褐色

8 甕 口 17.9 外 頸部は櫛描直線文、肩部は波状文。以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部対周

胴 24.4 内 口縁～頸部はヨコナデ、ハケメ、胴部はヘラミガキ。 やや堅緻、灰褐色 胴部％周, 甕 口 15.0 外 口縁部はヨコナデ、頸部は等間隔止め簾状文。 砂粒を含む。 口縁～胴部½周

高 18.0 内 口縁部はヨコナデ、胴部はハケメ。 堅緻、褐灰色 底部全周

10 台付甕 口 9.0 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を多量に含む。 口縁～胴部％周

胴 8.8 内 口縁～胴部はヘラミガキ。 やや軟弱、暗赤褐色

11 甕 口 9 5 受け口状口縁。 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁部％周

胴 10.2 内 口縁部はヨコナデ、以下ヘラミガキ。 堅緻、暗赤褐色

12 高 坪 胴 176 外 頸部は等間隔止め簾状文を 2 段、以下ヘラミガキ。 砂粒目だたず。 口縁部％周

内 頸部はヘラミガキ、胴部はヘラナデ。 やや軟弱、灰白色 内外面丹彩

13 高 坪口 19.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色 坪部内面丹彩。

14 鉢 口 9.8 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁～胴部½周

高 6.7 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩。

15 甑 胴 14.1 底部に焼成前の穿 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴下部％周

孔 2.2 孔あり。 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

46号溝出土土器観察表（拓本）

遺物番号 器種 法量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

16 一宜 底 , 外ナデ。内ハケメ。 細砂粒を含む。 やや堅緻 灰白色 42% 

17 壺 口 22 受け口状口縁 外口縁部、頸部は波状文。内ハケメ。 細砂粒を含む。 堅緻 橙色 11% 

18 壺 口 20 受け口状口縁 外口縁部はヨコナデ。内ハケメ。 細砂粒を含む。 堅緻 灰白色 11% 

19 甕 受け口状口縁 外波状文。内ヘラナデ。 細砂粒を含む。 堅緻 黒褐色 16% 
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(9) 古墳時代の畑跡

47号溝出土土器観察表 PL. 146 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 甕 口 17.8 外 口縁～肩部は波状文。 粗砂粒を含む。 口縁端部僅か遺存

内 ヘラミガキ、器面は荒れている。 やや堅緻、黒褐色 頸部½周

2 台付甕（？） 脚 5. 7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚部％周

内底部はヘラミガキ、脚部はナデ。 堅緻、鈍赤色

3 台付甕（？） 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 脚上部全周

内 底部はヘラミガキ、脚部はナデ。 軟弱、鈍赤色

47号溝出土土器観察表（拓本）

遺物番号 I 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎 土 焼 成 色 調 遺存

4
-
5
-
6
 

壺
一
壺
一
甕

口
一
口

18 1 多段口縁
18 

外ハケメ、ヘラミガキ。内丹彩。

外口縁部は刻み目。内ヘラミガキ、丹彩。

外波状文。内ヘラミガキ。

砂粒を含む。

細砂粒を含む。

細砂粒を含む。

堅緻

堅緻

堅緻

竺
麟
一
畔

10% 

10% 

8% 

(9) 古墳時代の畑跡

古墳時代初頭の畑跡一浅間 C軽石層直下一 PL. 82 • 83 

有馬遺跡内における弥生～古墳時代前期の地表面（第IV層上面） の地形は、遺跡内の最南地区である E 区

と最北のH区の間で比高は約 9mを測り、南に高燥、北に漸次低湿となる。古墳時代初頭の畑跡は、覆土中に

浅間C軽石層を包含する畑の畝間の溝により検出が可能となるが、 この浅間 C軽石層の堆積状況は、南の高

燥地と北の低湿地区では層の薄厚、軽石の純度にこそ若干の違いが認められるものの調査区全体にその堆積

を見ることができる。古墳時代初頭の畑跡はE 区から H 区の全域に分布しており、

からなる小範囲の畑の広がりが、ブロック状におよそ 7 か所で検出されている。

その分布状況は、数区画

遺跡内各地区の畑の検出状況、及び関連土層の堆積状況についての概要は、 E~G 区では浅間C軽石の純

層堆積は見られない。 FA層下の標準的な堆積状況は、 10~15cmの FA層直下畑の耕作土の下に10~20cmの

厚さで浅間 C軽石層を含む黒褐色土層、第IV a 層が堆積し、その下層は厚さ 10~20cmの浅間 C軽石を含まな

い、やや硬粘質な黒褐色土、第IVb 層である。 E~G区では、畝の頂部は不明瞭でC軽石を充填する畝間の

溝は第IVb 層中に比較的浅く検出される。 このため部分的に明確さを欠き、畑の範囲が不明瞭な箇所も少な

くない。 その一方、より低湿なH区では有馬火山灰下に 3~5 cmの黒色軟粘質土（一部で畑の耕作土となる）

が見られ、 その下層に厚さ 10cm前後の浅間C軽石を多量に含む黒褐色土が堆積している。第IV a 層以下は厚

さ 20cm前後の C軽石を含まない黒褐色粘質土、第IVb 層となる。この地区では畑跡の検出状態は良好で、畑

を覆う浅間C軽石混土層•第IV a 層中の C軽石の純度が高く、畑の検出状態は良好である。
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6 検出した遺構・遺物

E 区 E 区では昭和57年度の東側道の調査の際、南北22m東西10

mの調査区 (33~39-El3~25) 内で浅間 C軽石層直下畑跡を検出

している（第363図）。畑の広がりは、調査区の西南部、及び北部

で畝間の溝が大方端を揃えた状態で切れ、畑区画の限界線になっ

ている。東部、および西部は調査区域外へ延びている。調査区域

外の状況は不明である。

畝間の溝は、 N-65"-E 方向にやや蛇行しながらも直状に走

る。畝は平坦であり、上部が削平されている。この畑面の15cm上

位にはニツ岳火山灰 (FA) 層直下の畑面が覆っており、この F

A層直下畑の耕作時に主に削平を受けたと考えられる。畝幅は平

均的には、溝の中心間で70cm、最も広い部分で lm、最も狭い部分

で50cmを測る。溝の深さは約10cmである。

溝内は黒褐色で純度の高い浅間C軽石混土層が充填している。

畝の部分はやや硬い粘質土である。土中に央雑物は殆ど見られな

ー
、
＿

゜ 1 : 300 10m 

し％。

地形は、東に低くなるが、調査区内での比高は10~20cmである。

このほか E 区には33~38-E38~39グリッド内に、東西 9m、南

北 3mの小範囲に C軽石層直下畑跡を検出している。長さ 2m程

の畝間の溝 6 条を認めるが、溝の深さは 3 cm前後である。畝幅は1. 6~1.8m、溝の方向はN-31"-W。後世

の耕作などによる削平を受けて、検出状態は不良である。本来は検出された範囲よりももっと広範囲であっ

第363図 E 区・浅間 C 軽石層

直下の畑（ 1)

たと推定される。

F 区 53~69-F30~39内、東西35m、南北20mの範囲に 2~3 区画の畑跡が検出される。畝間の溝中には比

較的純層に近い浅間C軽石が充填しているが、全体に検出状態は悪く、検出できた範囲よりも周囲に広がっ

ていたものと想定される（付図 1) 。

西部の区画では畝間の溝がN-35°-E の方向に直状に見られる。検出された溝の条数は 6 条で、畝幅は、

溝の中心間でほぽ一律に 2m。ーか所西端で2.5mを測る。この区域の地形の傾斜はN-40°-E 方向で、畝は

ほぽ傾斜方向に走っており、溝の東南端は傾斜が比較的強くなり始める辺りで切れる。

東部の区画は、西部の区画の溝が切れる辺りから、 15m程東に位置する。西部の区画との比高はおよそ60cm

で、斜面は比較的強い。 3 条の溝は斜面に対し直交方向、 N-37°-W方向に直状に走っている。西部の溝の

方向に対してもほぼ直交する。畝幅は1. 5~2.0mである。

この他西部の区画の北の斜面部分に、西部の区画と方向を同じくする 1 条の溝を検出する。周囲に畑の広

がりが予想されるが、不明確である。

G 区 30~45-GOO~15グリッド内、南北27m、東西30mの範囲に検出される。（第367図）検出状態は、畝

間の溝中には純層に近い浅間 C軽石を充填しているが、全体に畝の上部が失われており、随所に溝が浅く不

明瞭な部分が見られる。畝間の溝は東西方向に15条、ほぽ直状に並走している。東部は溝の検出状態は良く、

10条の溝がほぼ端を揃えて切れていることから、ここが区画の境界になるかと思われる。西部は区画境に沿
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(9) 古墳時代の畑跡

うように 1 条の溝が弧状に走

る。 この溝は13号墓の 4 基の

主体部（弥生後期第 3 期）か

ら lm外側に外れて墓域を囲

むかのように配されている。

こうした様子から畑を造る

際、墓を意識していたことが

窺われる。北部及び南部につ

いては畑の検出状態は悪く、

それぞれに若干畑の範囲は広

がるとおもわれる。畝幅は

溝の中心間で、東部で1.7~2. 

lmを測る。

畑が位置する区域の地形状

況は北方向に傾斜しており、

畝の方向は東西方向で、傾斜

に対して直交している。畑

の検出区域の北部で 243号住
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G 区・浅間 C 軽石層直下の畑（ 2)

居跡（弥生後期第 1 期） を畑

の耕土下に検出するが、比較的深い住居の窪みが畑耕作時点まで残っている様子を見ることができる。畑の

耕土面下には住居跡の他、 14号墓（弥生後期第 3 期）が検出される。墓の直上耕土面にはなんら高まりは認

められず、畝の乱れもない。 また14号の傍らの畑の耕土面下に墓に伴うと思われる人物形土器の出土を見る

が、 この出土状態は伏せた体位で上部が大きく削り取られている。 これはこの畑の耕作により破損した可能

性が高い。 13号墓の場合その存在が耕作を避けるべく意識されながらも、 14号墓については既に何等考慮さ

れなかった様子が窺われる。

H 区 （第365図）畝の土壌は黒褐色

で、畝間の溝には純層に近い浅間C軽石が充填する。畝の部分は平坦に検出されるが畝の形状はほぽ原型に

30~55-H20~35グリッド内、 南北35m東西50mの範囲に検出される。

近いと思われる。全体に遺存状態は良好である。畑は 4~5 区画からなる。 この区域の地形は北方向に低く

傾斜し、南北両端部35m間の比高はおよそ lmで、 畝の方向は総じて傾斜の方向に対し直交するように造ら

れている。またこの区域では、弥生後期第 1 期の溝や弥生後期第 3 期になる 5 軒の住居、

下に検出している。

6 基の墓を耕土面

西南部の区画はN-72°― E の方向にやや弧状に走る。畝間の溝幅は30~40cm、深さ 12cm前後、畝幅は、溝

中心間で 2m前後である。西辺は溝が端を揃えて途切れており、ここが区画の縁辺になる。溝南端部は調査区

境界部であったため検出が断片的になっているが、南への広がりは見られない。 また耕土面下から 16号墓、

258号住居（共に弥生後期第 3 期）が検出される。 258号住居との重複箇所の耕土面にはなだらかな窪みが残っ

ている。

東南部の区画は鉤形の形状をなし、長短14条の溝が並走している。畝間の溝幅は30~40cm、深さ 10cm前後、

畝幅は1. 6~1.8mで検出状態は明瞭である。耕土面下から253号住居（弥生後期第 3 期）が検出される。南半
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6 検出した遺構・遺物

部は幅が狭く、短い溝が 7 条並走するが、西南隣接部には234号住居、東には260号住居（共に古墳時代）が

見られる。この部分の区画が狭いことについては、隣接する 2 軒の古墳時代住居との併存、または近接時期

に営まれたことと関係するのではないかと思われる。
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第365図 H 区・浅間 C 軽石層直下の畑
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(9) 古墳時代の畑跡

中央北部の区画は東西18m、南北10mで、大小10条の畝間の溝が並走する。区画の溝が切れたり、畝の幅が

違って溝がつながらない箇所が区画中央部に目立つ。これは畝替えか、区画替えの痕跡と思われる。畝幅は

狭いもので1.6m、広いもので2.lm、深さは 5~10cmを測る。北東部の区画との境界部は相互に溝の延長線が

一致するが、その一方では溝の端部が直線状に、揃って途切れている。耕土面下には255号住居（弥生後期第

3 期）が検出される。

西北部には他の区画とは直交方向に配された長さ 5m前後の溝 7 条からなる小さな区画がある。溝の幅は

40cm前後、深さ 5~10cm、畝幅は 2m前後である。この区画のみ傾斜方向に畝が走る。

北東部では東西、南北とも 12m前後の区画が認められる。この区画では畝間の溝は浅く、随所で溝のつなが

りに明確さを欠く。区画の西縁は中央部の区画との間に溝がつながらない区画境界線が認めらる。東部は、

溝端部が揃って切れる辺りが区画境界になるかと思われる。畝幅は1.8m前後である。耕土面下から 23号、 24

号墓、 255号住居を検出する。 23号墓の重複部の周辺は耕土面がやや膨らんでいる様子が認められる。

古墳時代中期の畑跡一有馬火山灰層直下ー PL. 84 

G 区から H区にかけて傾斜は強く、地形の変換点となっている。

H 区は E 、 F 区より、弥生～古墳中期面で 6m程低い。

有馬火山灰はHlOグリッドライン辺りで 5~10cmの厚さを確認し、北に次第に厚さを増し、 H30グリッド

ライン辺りでは有馬火山灰は 1~1.2mの厚さを測る。有馬火山灰に直接覆われた畑は FA層直下畑面から1.

5m~1.8m下がった位置で検出される。

確認された畑の広がりは南北26m、東西18mである。東部は調査区境で限られており、畑はさらに東へ広

がっている様子を示している。南部は畝間の溝の端部が比較的揃った状態で切れており、畑の区画境と認め

ることができる。北辺及び西辺部では明瞭に検出できない。

畑の形状は、畝間の溝は比較的浅く、畝の横断面形はなだらかな波状を呈している。検出された畝間の溝

は16条を数え、走行方向はN-30°-E で地形の傾斜に対して、およそ直交方向をとっている。畝幅は、畝間

の溝中心間で平均1.5m、溝の深さは15cm前後を測る。畝の土壌は黒色の浅間C軽石混土層である。畑の耕土

面下には255号・ 260号住居、 23号墓が検出される。

H区における、有馬火山灰が一帯に見られる区域の調査では他にこの火山灰下から畑を検出することはで

きなかった。火山灰面下の地形は第366図のように埋没住居が大小の窪みとして残る、起伏の大きな地面が

広がっていたようである。
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検出した遺構・遺物
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(9) 古墳時代の畑跡
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6
 
検出した遺構・遺物

古墳時代後期の畑跡ーニツ岳火山灰 (FA) 層直下一 PL. 85~93 

榛名山ニツ岳火山灰 (FA) の降下に引き続いて、遺跡周辺にニツ岳火砕流 (FPF-1) が厚く堆積す

る。以後この地形改変により河川の氾濫が頻繁になる。火砕流の上層には幾層にも重なる砂礫層が見られる。

この砂礫層の間には数枚の畑が検出される。頻繁に押し寄せた氾濫砂礫層による災害を受けない畑は良好な

状態が保たれてきている。この各時代にわたる畑のうちでも FA層直下畑は広域、かつ良好な遺存状態を保っ

ている。畑は調査区域

内全域に、ニツ岳火山

灰 (FA) が降下する

時点の畑の原型のその

ままに遺存している。

畑は大小に区画さ

れ、区画それぞれに畝

の高低はさまざまで、

畝の分岐、併合する走

行の様子や耕土下の旧

い畝間の溝の状況から、

畝替えや区画の推移も

示されるなど多様な情

報を含んでいる。

F40 

FlO 

5 ゜ 4 ゜ 31゜
F40 

-ｭ
/ — 

FOO 

※図中の長方形区画は第370図～第377図

の位置を示している。区画内に付され

た数字は各々の図のキャプションに記

された（ ）内の数字に対応している。

※図中のNoは畑の区画ごとに付しており、
文中のゴシック Noに対応している。

゜

0 1 : 1000 20m 

一
第368図 FA層直下畑全体図 (1)
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(9) 古墳時代の畑跡
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6 検出した遺構・遺物

E 区 PL. 85~87 

E 区の地形は FA層、及びFPF-1 層により埋没している 2 条の溝、 F 区大溝と、 E 区大溝に挟まれた

台地上区域と E 区大溝の東南部の狭い部分からなる。 E 区大溝の南では溝や道状の大畝を挟んで畑が 3 区画

(No 1~No. 3) 認められ、台地部分には中央部に十字交差する溝が配され、この溝を中心に 6 か所 (No. 3 

~No. 8) の畑の区画を認めることができる。西南辺は調査区を斜めに貫く市道八木原、有馬線により調査区

が限られている。また台地部には西南ー北東方向に幅10~15mにわたり帯状の未調査部分を残している。これ

は後世の流路の侵食による畑上面の流失、あるいは市道域による未調査などによる。

No. 1 の区画 E 区最南にあって、道状の畝に 2 辺、水路状の溝に 1 辺を区画されている。傾斜は緩く東方向

に低くなる。畝幅は、畝間の溝中心間で lmで、畝は低くなだらかである。南辺を区画する畦道の南には別の

畑の区画が極小範囲認められる。畑の南への広がりが想定される。

No. 2 の区画 No. l 区画の東に、畦道状の畝を挟んで隣接する。東、南は調査区域外へ延びている。畝方向は

東ー西方向をとり、 No. l 区画の畝と直交している。畝幅は1.3m。 No. 2 区画は隣接する他の区画に比べて畝が

高い。

No. 3 の区画 南に幅1.2m程の東西に走る水路状の溝と E 区大溝に挟まれた幅 8m程の狭い区画で西辺は調

査区域内で溝が切れている。東は調査区域外に延びている。畝幅は lm。

E 区大溝幅は23~28m、深さ 3.2mを測り、調査区内を東西に貫く自然河川である。形状は北側は二段にな

だらかに立ち上っており、南側の形状は複雑で 3 段以上のテラスを造っている。 E 区大溝の北側の河岸には

直径 9m前後を測る溜池状の深いひょうたん形の窪（第370図）が造られている。この窪みの北縁にはE 区北

半部の台地部から水路が取り付けられており、溝からの排水を窪みに落としていたとみられる。窪みの深さ

は畑面から 4mを測り、大溝底面より 70cm程高い。大溝と窪みの接合部は調査区域境であったため調査できな

かった。大溝と窪みの覆土の状況は同様で、底部にニツ岳火山灰 (FA) 層の堆積が認められ、溝の下半部

はニツ岳火砕流 (FPF-1) が充填している。覆土上部は軽石が主体となる砂礫層である。 E 区大溝と窪

みは畑と同時に降下火山灰と火砕流により埋没したものと認められる（第370図）。

No. 4 の区画 F 区大溝と E 区大溝に挟まれた台地状の区域の東端の区画で、西は水路状の溝に画され、東は

調査区域外に延びている。中央部に帯状に未調査部があり、この点やや明確さを欠くが畝の走行状態から南

北35m、東西40m以上の広大な区画になるとみて良いだろう。畝の方向は東南部で直線状の境界をもって 135°

屈折している。境界以北の畝方向はN-6 5°-Wである。畝幅は lm前後で、畝は比較的高く、平均的には

20cm前後である。耕土面下の調査では区画内全域に畝替えの痕跡が検出されている。旧い畝の跡は、耕土を

除去した第IV層黒褐色土面に、暗褐色の耕土を鋤き込んだ溝が並走する。この溝は畝の耕土の直下に検出さ

れる。畝替えの痕跡から想定されるところでは、畝替えは 1 回行われ、それは畝の土を畝間の溝の上に順次

盛り上げて畝を造り替えていくといった方法であったと思われる。

No. 5 の区画 東辺と北辺を水路状の溝に区画され、南辺は E 区大溝に限られている。西は調査区域外に延び

る。 FA層直下の耕土面では畝の痕跡は認められないが。耕土面下の調査では 2 回以上の畝替え、あるいは

区画の変更とみられる、方向を異にする溝が耕土下に並走していた。東南部の一部では耕土下の溝同士が直

交方向に、中央部では斜格子状に、西南部では僅かに方向がずれて並走している。

水路跡 E 区を十字に交差する水路状の溝は場所によって幅を異にするが、 1.0m~1.5mで、最大幅はNo. 6 の

区画と No. 7 の区画に挟まれた部分で1.8mをはかる。深さは50cm前後。覆土は底面にニツ岳火山灰 (FA) 層
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(9) 古墳時代の畑跡
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6 検出した遺構・遺物
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(9) 古墳時代の畑跡

が直接覆っているが随所で底部に薄い砂層を認める（第371図）。雨水か灌漑水か明らかにできない。勾配は

十字交差部に対し E 区大溝の溜池状の窪みの上端部は70cm低く、 Na 5 の区画と No. 8 の区画の間の西端部で 1

m高い。 F 区大溝の縁辺部では高さは同じである。このことから流水は西方向から、 E 区大溝の溜池状の窪み

に排水されたことが明らかである。またNo.5 の区画に面する水路状の溝の南縁辺には水路状の溝に沿って幅

70cm、高さ 20~30cmの畦が造られている。

F 区 PL. 87~92 

No. 6 の区画 面積は小さく、 F 区大溝に北辺、水路に東辺を限られている。西辺はNo. 7 との間は畝はつなが

らず、一部では空地帯を設けている。畝幅は平均 lm前後であり、畝の形状はやや蛇行を見せながら東西方向

に並走するが、北半部と南半部ではやや方向を異にし、その境界部では畝が枝分かれしている様子も見られ

る。 F 区大溝との境界部では大溝との間に若干の空地帯があり溝に削り取られていない。畝の高さは15cm前

後で、比較的なだらかである。耕土面下の調査では耕土下に 2 方向の溝が並走しており、 2 回の畝替え、区

画の変更があったようである。最も旧い段階の溝とみられる溝はNo. 4 の区画の畝の延長方向に直線的に並走

する溝である。この溝はNo. 4 の区画との境界部から南半部に明瞭である。次の段階には FA層直下の畑の畝

の下に溝が検出される。この溝は、 FA層直下の畝と同様にNo. 7 の区画との境界で切れている。また、区画

の中央部に N-40°-E 方向に緩＜ s 字状に蛇行する溝の跡が検出されるが区画境界の水路の跡の可能性が

ある（付図 5) 。

No. 7 の区画長さ 25m、幅 8mの狭長な区画である。畝はN-45°-E 方向に走り、 No.6 の区画とは畝はつな

がらない。畝幅は一律に約 lmで、畝の高さは10cm前後で比較的緩やかである。耕土面下の調査では畝の直下

から旧い溝が検出される。畝替えの痕跡は 1 回と認められる。また東南部辺に部分的に沿う水路の北端は次

第に不明瞭になるが、耕土面下の調査では、幅広の溝の痕跡が、水路の延長線上北方向に畝の耕土下に延び

ている。この狭長な区画が造られる以前は水路が F 区大溝まで延びていたようである。 No. 8 、 No. 9 との境界

部は幅50cm程、畦道状にやや高りがある。

No. 8 の区画 南北25m、東西23m以上の方形区画である。西は調査区域外に延びている。 FA層直下の耕土面

には畝の痕跡は検出できない。耕土面下の調査では方向を異にする溝が交差しあって並走しており、少なく

とも 1 回の畝替えを行ったこと認めて良い。これらの旧い畝は FA降下時点では耕作されないために平坦化

してしまったか、または整地したと思われる。

No. 9 の区画 F 区大溝に面し、西は調査区域外に延びている。大溝との境界部は畝は切れて幅80cm程の空地

帯を設けている。この区画の畝は特になだらかであり、走行する各畝は明瞭に確認できない。 No. 8 区画との

境界部には幅50cm程の畦道状の高まりが見られる。耕土面下には、 FA層直下の畝と 20゜方向を違えて旧い畝

溝が並走している。この溝も FA直下の畝と同様No. 8 の区画の畝と方向を同じにしながらも境界部に狭い空

地帯を設け畝はつながらない。

F 区大溝 最大幅14m、深さは畑面下 2~2.5mを測り、調査区を東西に貫く。縁辺部の壁は砂礫を含む褐色

ローム質土で、総じて 2m前後直立に切り立った状態である。壁面には人為的な掘削の痕跡は認められず、侵

食や崩落による湾入、突出が著しい。全体に溝幅は一定していない。溝の覆土は溝底部までニツ岳火山灰 (F

A) 層、またはニツ岳火砕流 (FP F-1) が覆い、溝内下半部に充填している。溝壁面の細部までFPF

-1 が密着して見られる。
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黒色粘質土との混土層
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第372図

砂と黒褐色粘質土の混土層。

砂層。

砂質。

拳大の礫が主体。

ローム質。
L=175.4m 

゜ i : 100 ヽ
F区・ FA 層直下の畑（ 3)
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1 砂礫層、小礫主体。

2 黄褐色 FP F-1 陪。

3 礫層、小礫主体。

4 橙色 FA層。

L=175.0m 

゜
1 : 100 5m 

第373図 F 区・ FA 層直下の畑 (4)

大溝の西部は幅1.8mに溝幅が急激に収束している。深さは畑面下2.5mで、底面までニツ岳火砕流が充填し

ており、一気に埋没した状況を認める。溝の壁面は砂礫を含まない堅い褐色ローム質土で、水流の侵食によ

り、滑らかな曲面状に中位部が膨れ、強くオーバーハングしている。強い水流を受けたことが想像される。

この狭い部分を東に抜けると溝は大きく広がる。壁面は不規則に崩落によって広がった様子で、壁下を中心

に崩落したローム質褐色土や黒色土が数10cmプロック状、またはレンズ状に堆積する。

狭い溝から水流が流れ込む部分には径2.5m、深さ 40cm程の窪みができている。溝の底面は全体的に径

20~30cmの円礫を主体とする砂礫層である。また底面には幅1.5m前後の流路の跡が見られる。溝の底面の勾

配は西から東方向に緩い傾斜が見られ、西端部と東端部の比高は約 lmである。

なお、大溝の周辺部、特に南側の FA層内にはヨシ類の葉が多量に含まれていた。圧痕の状態で検出され

ている。
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6 検出した遺構・遺物

゜ 1 : 100 5m 

第374図 F 区 •FA層直下の畑（ 5)

No.IOの区画 南は大溝に面し、北は後世の河川侵食が大きく横切っているため不明確であるがNo.11の区画に

含まれる可能性も高い。大溝に面する南辺では畝は大溝の手前10数cmで止まっている。

耕土面には砂礫層が随所で食い込んでおり、遺存状態は悪い。畝幅は約 lmで、畝は比較的高く、良好な箇

所では20cm前後を測る。畝の形状、方向はNo.11 区画に一致する。

No.1 1の区画 北辺と西辺を水路状の溝と道に区画され、東は調査区域外に延びている。南辺は後世の河川侵

食が大きく横切っているため不明確である。畝の方向などからNo.10の区画を含む可能性も高い。畝の形状は

東半部と西半部は畝の方向が異なる。この境界部は南半部で明瞭であり、数か所で畝が枝状に分岐している。

畝幅はl.lm前後、畝の高さは区画内全体に高く、 20cmを測る。区画内の地形傾斜は比較的強く、北東方向に

向かって低くなる。畝の方向は傾斜方向と一致している。区画内の比高は1.8mである。耕土面下の調査では

区画内全面に畝の直下に旧い溝が並走していた。畝の方向や区画を変えた痕跡は認められなかった。区画内、

西南コーナ一部には弥生後期の 1 号墓が検出されているが、 FA層直下の上面は盛り土がなされ、周囲から

20~50cm程高くマウンド状に高まっていた。径10m程のマウンド部に畝は造られておらず、マウンドの頂部に
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6 検出した遺構・遺物
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第376図 F 区 •FA層直下の畑（ 7)
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(9) 古墳時代の畑跡

は拳大の石が寄せ集められていた。（第375図）

西辺部は水路状の溝にそって幅1.2m程、帯状に畝が造られていない。この区域は上面が比較的踏み固めら

れており、道であったろうと思われる。

No.1 2の区画 南辺は F 区大溝に面し、大溝が深く湾入している。北辺はNo.1 3の区画と隣接し、境界部には道

を設けている。西は調査区域外に延びている。南辺部は大溝の縁辺に空地帯はなく、大溝の壁が畑面と共に

崩落し大きく湾入したと思われる。畝は一律に幅 lm、畝の高さは15~20cmで比較的高い。 No.11 、 No.13の区

画とほぽ同様である。畝はN-10°-W方向に直状に走っており、地形の傾斜と直交する。区画内の比高は約

lmである。区画の中央部には畝の頂部が踏み潰された通路の跡が東西に横断している。東南部には東西に直

線状に畝が切れ、互い違いになってつながらない部分が見られるが、これは畝替えが中止されたために、こ

のような形状になったと認められる。（第374図）耕土面下の調査では、全体的に各畝直下に旧い溝が検出さ

れるが、この畝が不連続な線の以北、以東では畝替えの痕跡が 1 回多く、 2 回認められる。西半部でも 2 回

認められる。中央部では痕跡は 1 回のみである。畝の方向や区画を変えた痕跡はない。ただ北部の道跡にか

かる辺りでN-35°― E の方向に弧状に 4 条の最も旧い溝が走っている。溝の中心間幅は90cmで比較的狭い畝

が造られていたようであるが、広がりは不明である（付図 5) 。

北辺の道跡の部分は、幅70cm程で堅く踏み固められている。道の面には川原石が 1/2 程度踏み込まれた

状態で散在している。

No.13の区画 東辺は道と水路状の溝に、南辺は道路に区画され、西は調査区域外に延びている。畝の幅は一

律に約 lm、畝の高さは 7 cm前後である。地形の傾斜は北東方向に低くなり、畝は傾斜に対して直交方向に走

る。区画内の比高は1.3mである。

耕土面下の調査では区画全体にわたって各畝の直下に旧い溝が並走している。一部に 2 回の畝替え跡が認

められるが、全体的には痕跡は 1 回のみで、畝方向や区画の変更は認められない。なお区画の北辺部は水路

状の溝とその南に沿って幅広い空地帯を設けている。空地帯は溝が不明瞭になる西端部で幅 6 m、東に下る

に従って幅が狭まり、東辺部で不明瞭になる。

No.14の区画 調査区の東端に小範囲に検出される。北、西辺は区画する施設はなく、畝が切れる辺りが境界

となる。東は調査区域外に延びている畝は直状で幅は一律に約 lm。畝方向は地形の傾斜に直交する

道跡 道は水路状の溝の北側沿いに 1~1. 5m幅に帯状に設けられている。また溝が分岐するに従ってNo.11 区

画と 12区画の境界部では溝の東側沿いに見られる。特にNo.13区画と No.1 5区画の境界部では畦道状に一段高く

整えられ、堅く踏み固められている。 No.15区画と No.16区画の境界部ではT字路に分岐している（第376図）。

分岐した道は北へ向かっており、 G 区の畑の北東外縁部を北西方向に向かって延びている。

G 区 PL. 92 

G 区は高燥な E 、 F 区と低湿なH区との地形上の境界区域である。地形傾斜は他の区域に比べて大きい。南

北100m間で比高は 4mである。このうち最も強い傾斜地である、調査区の西半部に畑が帯状に造られている。

その傾斜地から一段下がった辺りは幅30m以上にわたって、 N-35°-W方向に帯状に空地帯が延びている。

更にこの空地帯の中央部には、両側を低い段により区画された幅10m程の区域が空地帯に沿って直状に延び

ている。段は西側で長さ 35mにわたって検出されている。段上は道であった可能性も考えられる。
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6 検出した遺構・遺物

この空地帯に関係する事柄として時代は下がるがニツ岳火砕流 (F P F-1) 上の奈良•平安時代の文化

層以降の段階の流路が空地帯の西縁辺に沿って直状に走っている。流路の幅は 4mで流路内には砂礫が厚く

充填しており、水量が多い河道の跡と認められる。また遡って弥生時代後期にあってはこの空地帯と重なる

ように後期後葉の住居群と墓群が帯状に延びている。奈良•平安時代住居群もこの部分を中心に広がりが認

められる。

時代を通じて地形条件に即した土地利用、集落占地の様子が見られ、なかでもこの地形の変換区域でのあ

りかたは注目される。

なお、 G 、 H 区域の調査では耕土面下から旧い畝の跡が検出できなかった。これは畑の耕土の黒色味が強

いことや、礫を含む土壌であったことなどにより土の峻別が困難であったことによる。

No.15の区画 南辺、東辺を畦道に区画された三角形状の比較的狭い区画である。畝幅は lm前後、畝は全体的

に低く潰れている。畝方向は傾斜に対してやや斜め方向に一致する。区画内の比高は約90cmである。

No.1 6の区画 FA層直下の耕土上面には、畝は部分的に確認できるのみで全体的には不明瞭である。このた

め区画の範囲も明確には把握できない。調査区の東限界部において平坦化が進んだ畝の跡が 7 条検出される。

北端部の区画境には不定形な段が造られており畝は手前で切れている。耕土面下の調査ではほぼ区画内全面

に畝の跡を検出する。並走する溝の方向はN-15°-E とそれから 30゜東に振れるものがあり、 2 面の畝跡の重

なりが認められる。地形傾斜は北東方向に低く区画内の比高は1.5mである。溝の方向はほぽ傾斜方向に一致

する。

No.1 7の区画 調査区の西端部の区画で南辺は水路状の溝に区画され、北辺はNo.1 8区画との境界部で直線上に

畝が切れている。西は調査区域外に延びている。畝幅は比較的広く 1.2m前後で、畝の高さは15cm前後で、畝

は比較的高い。頂部が平坦になっているのが特徴的である。

No.1 8の区画 最も傾斜の強い地形に造られた、南北35m、東西は最大幅で30mの区画である。東辺は畝が直線

的に揃って切れる。東辺は畝の端部に沿って幅 lmの畦道状緩いが高まりがあり、やや西辺は傾斜の上端変換

線に当たるが、平坦化しているが、部分的に畝の端部が確認できる。畝幅は1.2m前後で、全体的に畝は低い。

また、奈良•平安時代の住居跡などによる攪乱や、畝の平坦化などにより随所で明瞭さを欠く。斜面の上半

部一帯に耕土面には人頭大～拳大の円礫や小礫が著しく露出している。北西部の一画で畝が乱れた状態があ

る。畝の東端部は以東の畝と互い違いになってつながらない。これは畝替えの跡とみられる。地形傾斜は強

く、北東方向に低くなる。畝方向はほぼ傾斜方向に一致する。区画内25mの間で比高は2.5mである。

No.19の区画 南北29m、東西28m、北西部の一部がやや不明瞭であるが、四辺はほぼ調査区域内で把握される。

畝幅は1. 1~1.2mで、畝は比較的低いが明瞭である。北半部は畝替えの跡とみられる畝が互い違いに合わない

箇所があるが、ここを境に北半部は一段と畝が緩やかになる。畝の方向は地形傾斜の方向にほぽ一致し区画

内の比高は 2mである。北半部には耕作土面に奈良•平安時代の住居による攪乱が数か所入っている。

No.20の区画 西半部が調査区域外になる。東辺は畝の端部が次第に不明瞭になる。畝幅は一律に lm前後で、

畝は低くく緩やかである。区画のほぽ中央部には畝が方向を異にする境界線が認められる。これを境に畝は

約17゜ほど以南と以北で方向を異にする。境界部では畝は枝分かれする形で続いている。それぞれの畝の走向

はほぼ地形の傾斜方向に一致する
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(9) 古墳時代の畑跡

H 区 PL. 92 • 93 

H 区は本遺跡の最北部の調査区であり、標高は最も低く、調査時点では FA層下は湧水位以下であった。

地形傾斜はG区と比べると一段と緩やかである。 HlOグリッド以北では畑の耕土下に、堆積する有馬火山灰

層が北方向に次第に厚くなり、 FA層直下畑面では傾斜はなくなる。調査区の北端部では FA層直下下畑の

耕土面は弥生後期の遺構検出面より約 2m高くなる。

なおH 区は、 FA層直下下畑の上面がFA及びFPF-1 により約70cmの厚さで覆われた後、一帯に水田

化する。（第377図）水田化の時期は明らかにできないがその廃棄は浅間B軽石層（1108年降下説が有力）降

下時に数年以上先立つことが土層観察から推定される。即ち浅間B軽石層と水田面との間に厚さ 3 cm程の黒

色粘質の縞状水性堆積土層が介在している。層中にはヨシ類の葉のケイ酸体が多量に含まれていた。また地

表は現行水田面で、浅間B軽石層よりも 1.2m程上位である。この1.2mの間の土層の主体は軽石を多量に包含

する砂礫層である。この層中に見られる一連の経過は、ニツ岳の爆烈以降、水系を巡る土地条件の変貌があ

り、さらにその後も氾濫土砂の頻繁な流入があるなど、長期に環境が不安定な状態が続いたことを示してい

る。

No.2 1の区画 楔状に細長く北東方向に調査区域外に延びている。北辺、南辺、西辺部は畝がほぽ直線状に切

れる。畝幅は狭く 0.8~lm、畝の高さは15~20cm程で、比較的高く明瞭である。地形の傾斜は比較的強く北

西方向に低く、畝方向は直線的に傾斜方向に一致する。この区画が位置する辺りは有馬火山灰の堆積は 0 ～数

cmであり、耕作土上面と弥生後期～古墳前期の遺構確認面の差は30cm前後である。区画中、 86号住居（弥生

終末期）の埋没跡が深さ 30cmの緩い窪みとして検出されている。窪み中の畝幅、高さは周囲のそれと変わり

はない。この上層であるニツ岳火砕流 (FPF~l) の堆積過程で窪地は平坦化されているので、後世の陥

没ではなく、窪地の状態で畑は営まれていたと推測される。耕作土はG区と同様拳大以下の小礫を著しく含

む。区画の北辺部は東部で比較的広い空地帯に面しているが空地帯との境界部には幅約80cmの溝を設けてい

る。溝は西南に走って屈曲し、北上するがしだいに不明確になる。

No.22の区画 H区の中央部に東西48m、南北50mを測り、形状は不整形である。北辺部は他の区画と鍵状に隣

接し、西端部と東端部の一部が調査区域外に外れている。南部は畝が平坦化しており、明瞭さを欠く。畝幅

は全体に一律でない。中央部で1. 1~1.2m。周辺部には lmを欠く箇所が多い。また、特に東南部の畝の形状

は畝幅の狭さに加え、畝が湾曲し、枝分かれするなど畝の乱れが目立つ。これも畝替えに伴うものだろうか。

地形は平坦で、区画内のレベル差は30cm以内である。

No.23の区画 南北llm、東西12mの方形の比較的小さい区画である。 No.24 、 No.26の区画との区画境は、畝や溝

かつながっており、他の場合とやや様子が異なる。 No.26 とは同一区画であって、畝替えが着手された部分と、

されない部分の違いである可能性も高い。畝幅は1. 1~1.2m、高さは10~15cmである。

No.24の区画 南北16m、東西17mの鍵状の区画であるがNo.23の区画は溝、畝がつながっている。畝幅は比較的

広く 1.2m前後、畝の高さは15cm前後で明瞭である。区画内の 2 か所で畝が切られて溝がつながっていたり、

またNo.25の区画、 Nu27の区画と溝がつながるなど興味深い様子も見られる。北辺は畝が切れて空地帯に面し

ている。

No.25の区画 幅10m前後の細長い区画で東方向へ調査区域外に延びている。南辺は畝端部が不揃いながらも

明瞭に切れ、やや広めの空地に面している。

No.26の区画 西南辺はNo.24 との境界部に狭い空地帯を設け北は調査区域外に延びている。畝幅は lm前後で
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A•B セクション

l 灰褐色 上部は砂層、下部は灰色砂層。

2 灰褐色細かい軽石粒を含む。

3 黒灰色粘質土、縞状水成層。

4 黒灰色浅間 B軽石純層。

5 黒色 軟粘質、縞状水成層、ヨシ類の葉のケイ酸体を含む。

6 暗灰色 やや粘性あり、 FPF-1 主体、水田耕土。

7 黄褐色 FPF-1 

8 黒灰褐色火山灰層。

, 
L=170.2m 

9 淡褐色 火山灰層。細礫を多量に含む。

10 淡褐色 FA層。

11 黒色 浅間 C軽石、小礫を含む。畑耕土。

12 黒色 粘質、軽石を含まない。小礫を多量に含む。

13 黒色 粘質、浅間C軽石を多最に含む。

14 灰白色粘質、第V層。

15 褐色 礫層。

16 暗灰色小礫を多鼠に含む。

゜ 1 : 100 5m 

第377図 H 区・ FA層直下の畑（ 8)
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(10) 土器群、礫群、包含層出土遺物

畝は比較的高く明瞭である。

No.27の区画 調査区の西端部に小範囲に検出される。 No.24 との境界部は畝が明瞭に途切れて狭い空地帯を設

けている。畝は低く潰れている。畝幅は lm前後である。

(10) 土器群・礫群・包含層出土遺物

土器群・礫群 PL. 94 

有馬遺跡の調査区域内には遺構に伴わない状態で弥生・古墳時代の遺物が多数出土している。これらの遺

物のほとんどは大小の土器破片であり、そのうち完形、または欠損の少ない半完形品は第378~390図に掲載

している。この外に遺構に伴わない土器破片はパン箱 (60 X 38 x 15cm) にして150箱分出土している。ちなみ

に本書に図示されたもの以外で遺構覆土中出土の土器破片はパン箱にして48箱分ある。

調査区域内における土器破片の出土状況はおよそ上記のように遺構出土のものを凌ぐ程に多量に出土して

いる。それらの土器の出土状況をみると、その数量にして半ば程が、調査区域内の随所に大小の群集域を形

成していたものである。付図 1~2 の遺跡全体図には群集箇所（土器群）の分布状況を、第378~385図には

これを、土器群別に完形、大型破片を掲載した。

遺構外における土器破片群の分布状況についてみると、総じて遺構の群集域内には認められず、この隣接

区域に濃い分布域を形成している。このうちでも G区の傾斜部は、弥生後期第 3 期（後期後葉）土器が特に

広範囲で、濃密に集中する箇所である。このG区傾斜部の基盤層は挙大～人頭大からなる厚い礫層であり、

住居群、墓群域はこの区域を避けるかのように、傾斜地の裾部に帯状に群域を形成している。この区域の土

器の出土状況は、様々な器種からなる大小の破片や半完形の土器よりなるが、その一方土器棺B群の群域と

もおよそ一致し、土器破片群中随所に土器棺が埋置されている。また 6 号、 5 号周溝墓の土器との接合関係

では30点余の複合口縁の壺について調べたところ 6 号墓との間に 1 点、接合関係があった。いずれにしても

その在り方は多様である。生活用具の投棄場や幼児埋葬域、あるいは周溝墓供献土器の破砕の場など、土器

群の形成には多様な事柄が関与したであろうことが想定される。

調査区域内の第IV層中、 10数か所に挙大から頭大の礫が密集して検出されている。これら礫群の範囲は様々

で、大方 5~10mの広がりをみる。特に G区斜面部には川原状に広範囲に礫層が広がり、礫層上には土器破片

が濃密に群在する。礫層は厚く第V層の基盤層にまで達している。一方礫群には住居の覆土を覆っていたり、

22局墓の場合のように礫群の下から礫床募が検出される例もある。
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Q0) 土器群、礫群、包含層出土遺物
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検出した遺構・遺物
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6 検出した遺構・遺物
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(IO) 土器群、礫群、包含層出土遺物
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6 検出した遺構・遺物
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(IO) 土器群、礫群、包含層出土遺物
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6 検出した遺構・遺物
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(10) 土器群、礫群、包含層出土遺物
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検出した遺構・遺物
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(10) 土器群、礫群、包含層出土遺物
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6 検出した遺構・遺物
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土器群出土土器観察表 PL. 147~150 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

1 壺 口 27.0 幅の広い折り返し 外 口縁部は刺突文、頸部はハケメ後ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

口縁 内ヘラミガキ。 堅緻、淡黄色

2 甕 口 14.7 外 口縁～肩部は櫛描波状文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、黒褐色

3 甑 口 14.3 底部に円孔を穿 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

百向 7.1 つ。 内ヘラミガキ。 堅緻、灰白色

4 小型壺 胴 5.8 器壁は比較的厚 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 頸～胴部全周

し＞。 内 口縁～頸部はヘラミガキ、以下ナデ、頸部丹彩。 堅緻、赤色

5 甕 口 18.6 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は櫛描波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ロ縁部½周

内ヘラミガキ。 堅緻、明褐色

6 局 坪 口 22.0 坪部中央は強い稜 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

線を作る。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

8 g 士 口 12.4 外ヘラミガキ、丹彩。 細砂粒を含む。 口縁部全周

内 ヘラミガキ、口縁～頸部丹彩。 堅緻、赤色, 罪一 口 2 1. 3 折り返し口縁。 外 口縁部は 2 段のヘラ刻み目文、以下ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

10 壺 口 30.7 3 段口縁。 外 口縁 3 段の刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

1 1 士g 口 29.2 2 段口縁。 外 口縁部は 2 段のヘラ刻み目文、頸部は櫛描横直線 砂粒、小礫を含む。 口縁～胴下部％周

胴 53.6 に縦ヘラ描沈線を 2 条加える、肩部に付文。 堅緻、橙色

12 甕 口 17.6 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒、小礫を含む。 口縁部½周

高 380 内ヘラミガキ。 やや堅緻、褐色 胴部全周

13 甕 口 16.4 折り返し口縁。 外 口縁～肩部波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。 砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍暗褐色

420 



(10) 土器群、礫群、包含層出土遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

14 甕（台付？） 口 2 1. 0 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描縦直線に横直線。 砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

15 甕 口 17.0 折り返し口縁。 外 口縁部は無文、口辺～肩は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍赤橙色

16 台付甕 口 13.2 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色

17 甕 □ 18.0 折り返し口縁。 外 口縁部はヘラ刻み目文、口辺～肩部は櫛描横直線 砂粒、小礫を含む。 口縁部½周

に縦直線。 軟弱、明褐色

内ヘラミガキ。

18 高 坪 □ 23.8 坪部中位が屈曲す 外 口縁端部は刻み目が巡る、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

る。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩。

19 高 坪 口 19.0 脚部上端部に突帯 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 口縁部％周

を巡らす。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

20 
g — 

胴 195 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 頸～胴部％周

底 7. 4 内 口縁～頸部はヘラミガキ、以下ヘラナデ。 堅緻、橙色

21 高 坪 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 坪部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、赤色

22 宮＝丘 ロ 32.8 2 段口縁。 外 口縁部は無文、頸部は 2~4 連止め簾状文、肩部 砂粒小礫を含む。 ロ縁部％周

高 75.4 は波状文。 堅緻、鈍橙色

内 口縁～頸部ヘラミガキ、以下ハケメ。

23 壺 胴 380 外 頸部は 2 連止め簾状文。肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～胴部½周

内胴部はヘラナデ。 堅緻、鈍橙色

24 甕 □ 19.3 外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描直線文。 砂粒を含む。 口縁部½周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、黒褐色

25 g ·ギ 口 2 1. 8 2 段口縁。 外 口縁部はヘラ状具による押し引き文。 砂粒を含む。 口縁部全周

内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、赤色

26 竺一 口 24.8 2 段口縁。 外 口縁部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線、肩 砂粒を含む。 口縁部％周

部は波状文、付文。 堅緻、橙色

内 口縁～頸部はヘラミガキ、器面荒れている。

27 壺 口 200 折り返し口縁。 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文、胴部丹彩。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 24.6 内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩、以下ナデ。 堅緻、淡黄色 頸～底部全周

28 士空 口 11.7 折り返し口縁。 外 口縁部は 2 段刻み目文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 168 口縁部下に 1 孔穿つ。 内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍橙色 頸～底部％周

29 甕 口 17.9 折り返し口縁。 外 口縁～肩部は波状文、口縁部に付文、頸部は 4 連 砂粒を含む。 口～胴下部％周

胴 23.9 止め簾状文、以下ヘラミガキ。 堅緻、鈍赤褐色

内 ハケメ後ヘラミガキ。

30 甕 口 18.8 折り返し口縁。 外頸部は櫛描直線か簾状文、以下ヘラミガキ。 砂粒、小礫を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 やや堅緻、鈍黄橙色

31 鉢 口 14.9 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 6.7 内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

32 g士z 折り返し口縁。 外頸部は櫛描直線か簾状文。 砂粒、小礫を含む。 口辺～頸部％周

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩。 やや堅緻、淡黄色

33 甕 口 17.5 外 口縁端部は刻み目文、口辺～肩部は波状文、頸部 砂粒、小礫を含む。 口縁～胴部全周

胴 20.6 は 3 連止め簾状文、以下ヘラミガキ。 やや堅緻、暗灰黄色

内ヘラミガキ。

34 甕 口 24.0 折り返し口縁。 外 口縁は波状文、頸部 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 口縁～底部％周

高 36.6 内 ハケメ後ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

35 甕 口 14.9 外 口縁～肩部は波状文、頸部は 2 連止め簾状文。 砂粒を含む。 ロ縁部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

36 甕 口 10.1 外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、黒褐色

37 高 坪 口 22.0 坪部中位は強く屈 外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁部％周

曲する。 内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色

38 甕 胴 22.5 外 肩部は波状文、以下ヘラミガキ。 砂粒を含む。 胴部％周

内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

39 壺 頸 14.5 外頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文。 砂粒を含む。 頸～肩部全周

内 口辺～頸部はヘラミガキ、以下器面が荒れている。 やや堅緻、鈍橙色

40 甕 口 198 折り返し口縁。 外 口縁部はヘラ刻み目文、折り返し部の下端にヘラ 砂粒を含む。 口縁部全周

胴 28.7 ナデ痕が目立つ、口辺～頸部は波状文。 堅緻、暗赤褐色

内ヘラミガキ。
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6 検出した遺構・遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形

41 甕 胴 32.6

42 甕 口 15.2

43 小型壺 口 13.5

高 184 

44 小型壺 口 11.2

高 14.9 

45 小型壺 胴 15.4

46 台付甕 口 12.2

47 壺 口 25.8 折り返し口縁。

高 50.2

土器群出土玉類観察表 PL. 147 

:7： I 管名::I ぞ91 。:71：：しごヶ7質：色

包含層出土土器観察表 PL.150 • 151 

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形

1 甕 口 24.4 折り返し口縁。

2 竺士 口 174 折り返し口縁。

胴 159 

3 壺 胴 28.0

4 g て 口 11.1 頸部に指オサエ痕

頸 9.3 を巡らす。

5 
ｷg — 

6 涅て 口 1 1.0 口辺部に段を作

る。

7 壺 頸 15.3

8 甕 口 14.3

高 223 , 甕 口 167 

高 25.3

10 甕 胴 16.8

底 7.5 

11 台付甕 口 19.1

胴 19.2

12 台付甕 口 7.2 

裔 10.9

13 高 坪 胴 11.0

14 高 坪 口 8.6 

高 8.9 

15 高 坪 口 8.0 

高 9.2 

16 高 坪 口 10.4

高 10.0
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文 様 整 形

外 肩部は波状文、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ、丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩、以下ハケメ。

外 口縁端部は刻み目文、以下ヘラミガキ、丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩、以下ナデ。

外ヘラミガキ、丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩、以下ヘラナデ。

外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外 口縁は 2 段の刻み目文、頸部は櫛描横直線に縦直線。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、胴部はハケメ。

備考

研磨稜線あり

文 様 整 形

外 口縁部は 2 段の刻み目文、口辺は波状文。

内ヘラミガキ。

外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文、丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩、以下ヘラナデ。

外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文。

内ハケメ。

外 口縁部は波状文、頸部は 2 段の簾状文、肩部は波状文。

内ハケメ。

外 頸部は 2 連止め簾状文、肩部は波状文の後 2 条 l
単位の櫛描縦直線を垂下する。

外ヘラミガキ、丹彩。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩。

外 頸部は櫛描横直線に縦直線、肩部は波状文、沈線

鋸歯文、以下ヘラミガキ。

内 口縁～頸部はヘラミガキ、頸部はヘラナデ。

外 頸部は櫛描横直線 3 段に縦直線、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外 口縁端部は波状文、頸部は櫛描横直線。

内ヘラミガキ。

外 頸部等間隔止め簾状文、肩部は簾状文風の波状文。

内ヘラナデ。

外 口縁～肩部は波状文、頸部は櫛描横直線に縦直線。

内ヘラミガキ。

外 口縁～肩部は波状文、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外 口縁端部は刻み目、以下ヘラミガキ。

内ヘラミガキ。

外ヘラミガキ、丹彩。

内 ヘラミガキ、口縁～頸部丹彩。

外 口縁端部は刻み目、以下ヘラミガキ、丹彩。

内 ヘラミガキ、口縁～頸部丹彩。

胎土・焼成・色 遺存状態・備考

砂粒を含む。 胴～底部％周

堅緻、橙色

砂粒を含む。 口縁部½周

堅緻、灰白色

砂粒、小礫を含む。 口縁～底部％周

堅緻、赤色

砂粒を含む。 口縁部％周

堅緻、赤色

砂粒、小礫を含む。 頸～底部％周

堅緻、赤色

細砂粒を含む。 口縁部½周

堅緻、暗褐色

砂粒、小礫を含む。 口縁部％周

胎土・焼成·色 遺存状態・備考

粗砂粒を含む。 口縁部％周

堅緻、暗褐色

砂粒、小礫を含む。 口縁～胴部％周

堅緻、赤色

砂粒を含む。 胴～底部％周

堅緻、鈍黄橙色

砂粒を含む。 口縁部％周

やや堅緻、淡橙色 肩部全周

砂粒を含む。 頸～肩部％周

堅緻、鈍赤褐色

砂粒を含む。 口縁部％周

堅緻、赤色

粗砂粒を含む。 口辺～肩部全周

堅緻、橙色

砂粒を含む。 口縁～底部％周

堅緻、淡黄色

細砂粒を含む。 口縁～底部％周

堅緻、赤褐色

砂粒を含む。 頸～底部½周

やや堅緻、褐色

砂粒を含む。 口縁部％周

やや堅緻、鈍橙色

砂粒を含む。 ほぼ完形

堅緻、赤褐色

砂粒を含む。 胴部％周

堅緻、赤色 内外面丹彩

砂粒を含む。 ほぼ完形

堅緻、赤色 内外面丹彩

砂粒を含む。 口縁部％周

堅緻、赤色 脚部全周

砂粒を含む。 ほぼ完形

堅緻、赤色



(IO) 土器群、礫群、包含層出土遺物

遺物番号 器 種 法 量 器形・成形 文 様 整 形 胎土・焼成・色 遺存状態・備考

17 高 坪 口 11.8 外ハケメ後ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ。 堅緻、橙色

18 高 坪 口 6.8 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 6.1 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

19 高 坪 口 6.3 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 6.2 内ヘラミガキ。 堅緻、鈍橙色

20 高 坪 口 19.8 脚部との接合部に 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

剥離面あり。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

21 高 坪 口 14.0 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁部全周

内ヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色 脚部½周

22 高 坪 脚 8.0 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 脚部全周

内ナデ。 堅緻、赤褐色

23 鉢 口 7.6 口縁部に小孔を 2 外ヘラミガキ。 粗砂粒を含む。 ほぼ完形

高 6.0 個穿つ。 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

24 鉢 口 6 1 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部％周

高 7.8 内ヘラミガキ。 堅緻、灰黄色

25 小型壺 口 7.5 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 9.0 内 □縁～頸部はヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色

26 小型壺 口 7.2 外ヘラミガキ、丹彩。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 7.8 内 口縁～頸部はヘラミガキ、丹彩。 堅緻、赤色

27 鉢 口 9. 7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 4.6 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

28 鉢 口 8.5 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 口縁部全周

高 4.8 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

29 鉢 口 8.7 外ヘラミガキ。 砂粒を含む。 ほぼ完形

高 4.4 内ヘラミガキ。 堅緻、赤色 内外面丹彩

30 鉢 口 7.3 外ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 完形

高 3.3 内ヘラミガキ。 堅緻、赤褐色

31 高 坪 脚 12.4 脚下部はやや内湾 外ハケメ後ヘラミガキ。 細砂粒を含む。 脚部全周

する。孔は 4 個。 内ヘラナデ。 堅緻、灰白色

32 さ じ長さ 8. 0(+) 外ナデ。 砂粒を含む。 側縁部と柄部を

幅 5.4（士） 内ナデ。 やや堅緻、暗褐色 欠く

33 甕 口 17.3 口縁端部は角ばり 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ。 砂粒を含む。 口縁部％周

面を作る。 内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ。 堅緻、淡黄橙色

34 甕 口 162 外 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ。 粗砂粒を含む。 口縁部％周

内 口縁部はヨコナデ、以下ハケメ。 堅緻、橙色

35 台付甕 口 14.0 外胴部はハケメ、ヘラナデ。 砂粒を含む。 口縁～脚部％周

胴 15.6 内胴部はヘラナデ。 軟弱、褐灰色

36 甕 口 140 頸部はくびれ口縁 外 口縁はヨコナデ、胴部は粗いハケメ。 粗砂粒を含む。 完形

高 103 は直立する。 内 口縁はヨコナデ、胴部は粗いハケメ。 やや堅緻、黄灰色

37 器 台器受 8.7 脚部に円孔 3 個穿 外ハケメ。 砂粒を含む。 器受～底部％周

高 8.9 つ。 内 器受部はヘラミガキ、脚部はハケメ。 堅緻、橙色

包含層出土石器観察表 PL. 151 

遺物番号 器 種 計測値（縦 x横 X 厚さ） 石 質 重量(g) 特 徴

38 土掘り具 20.6Xl0.9X 2.7 黒色安山岩 59.5 横長の大形薄片を両面剥離調整する。片面基部に自然面を残す。

周縁部を剥離整形している。

40 磨製石鏃 2. 5 X 1 8 X O. 15 ケイ質頁岩 0. 7 基部は欠損はないが、対称を欠く。周縁部は研磨されている。円
孔を作っている。
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6 検出した遺構・遺物

包含層出土銅鏃観察表 PL. 151 

竺39 銅

種 1 計測値（縦 x横 x 厚さ） I 材
鏃 3.4 (+)X l.5X 1.35 銅製

質 I 重量(g) 特 徴

4.6 I 木の葉状を呈し、鏑は両面に明瞭に認められ、断面は薄菱形をな

す。基部は研磨溝を作り、茎を作出する。

包含層出土石・土製品観察表 PL. 151 

遺物番号 名 称 径 厚さ 形状、 成形、 整形 色 調 材 質 備 考

41 石製円盤 5 5 1.1 円形を呈する。周縁部には面を作る。片面は平坦。 灰白色 流文岩質凝 完形

他面は凸面をなす。研磨面の稜線は明瞭。 灰岩

42 紡錘車 4.8 1. 2 円形を呈する。固縁部はやや角ばる。全体にヘラ 明赤褐色 土製 半欠品

ミガキを施す。

43 紡錘車 4 3 1. 2 円形を呈する。円孔は径0.9cm周縁部は丸みがある。 鈍黄橙色 土製 完形

全面ヘラミガキを施す。

44 リング状製 4.2 1. 7 外周縁部、内周縁部ともに明瞭な稜線を作ってい 鈍黄橙色 流文岩質凝 ％欠損

品 る。外縁部にーか所V字状の小穴を穿つ、器面は 灰岩

平滑。

包含層出土土製品観察表 PL. 151 

遺物番号 名 称 長さ 幅 厚さ 孔径 形 状、 成 形、 整 形 色 調 遺存状態

45 土製勾玉 2.0 2.2 0.4 断面は円形、全体に丁寧な研磨を施す。 赤褐色 尾部欠損

46 土製勾玉 2.8 1.0 1.2 0.25 断面は円形、全体に粗いナデを施す。 鈍橙色 完形

47 土製勾玉 2.5 1 0 1 2 0 4 断面は円形、全体に粗いヘラミガキを施す。 黄橙色 完形

48 土製勾玉 2.1 0.7 0.7 0.3 断面は円形、全体に粗いナデを施す。 橙色 完形

包含層出土玉類観察表 PL. 151 

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

49 管玉 1.2 0.28 0.03 赤色ケイ質岩 研磨稜線なし

50 小玉 0 4 0 65 0.3 蛇文岩類、緑色

51 小玉 0 2 0.4 0.1 ガラス、スカイブルー 孔縁研磨

52 小玉 0.15 0.4 0.15 ガラス、スカイプルー

53 小玉 0.3 0.35 0.1 ガラス、コバルトブルー

遺物
名称

長さ
径 孔径 材質・色 備 考

番号 厚さ

54 小玉 0 2 0.35 0 1 ガラス、カイブルー 孔縁研磨

55 小玉 0.4 0.4 0.15 ガラス、スカイブルー 孔縁研磨

56 小玉 0.3 0.25 0.12 ガラス、スカイプルー

57 小玉 0.3 0.3 0 09 ガラス、スカイブルー

58 小玉 0 25 0.35 0.1 ガラス、スカイプルー
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7 鑑定分析

(1) 有馬遺跡出土の弥生時代後期の人骨について

森本岩太郎

吉田俊爾

I はじめに

この人骨は昭和57年 1 月～59年 1 月の詞群馬県埋蔵文化財調査事業団による渋川市八木原所在の有馬遺跡

発掘調査により発見されたもので、弥生時代後期に属する成人骨28体、小児人骨（若年も含む） 16体、年齢

不詳人骨 9 体、合計53個体分である。人骨は同事業団調査担当者らによって取り上げられ、後日鑑定のため

筆者のもとへ届けられた。ここに、その鑑定結果を報告する。

なお、以上の人骨のほかにこの有馬遺跡からは古代末・中世の人骨が10個体分出土している（別報）。

II 人骨の出土状態と保存状態

人骨の出土状態は、関係者の話や出土図からおおむね 2 型に分類できる。それは(1)小礫を敷きつめた礫床

墓から出土したもの、 (2)土器棺に入れられて出土したもの、埋葬様式不明のものである。 (1) については、 S

K426号人骨が東頭位左側臥屈葬であるが、その他の場合は人骨の保存状態が悪いので、埋葬姿勢は確認でき

ない。また、 (2)に関連しては土器棺に屈葬の状態で入っているのは全て乳幼児の人骨である。

人骨の保存状態は極めて不良で、内・外面から腐食が進みほとんど崩壊している。したがって人骨量は少

なく、辛うじて頭蓋片、遊離歯、および上・下肢の長骨体片などが残っているにすぎない。

III 人骨所見

人骨は前述したように保存状態が極めて不良で、そのためパラフィンで土と一緒に固定し、土塊とともに

取り上げてある。土塊と人骨を分離することが困難なのでそのままで可能な限り観察した。しかし、歯につ

いては土塊と分離し破片となったものでもできるだけ復元に努めた。したがって所見の中心は歯についてで

あり、各個体の性別すらよく分からない。歯はほとんどが歯槽から遊離したものである。なお、歯の種別に

ついてはアラビヤ数字を用いて永久歯を、アルファベットの大文字で乳歯を示した。 X 印は欠損または破片の

ため状況不明のことを、（ ）内は未萌出歯を表す。また、歯や骨の破片については細かすぎて数量化できな

い場合が多々あることをあらかじめ断っておく。以下、判明した範囲内で所見を述べる。

(1) S K29号人骨 (PL. 153) 

以下に示す遊離歯だけである。

8 7 6 5 4 x x x | x x x 4 5 6 7 8 

X76XXXXXIXXX45678 

咬耗度は Martin の第 1~2 度である。壮年期のものと思われる。性別は不詳。

(2) S K31号人骨 (PL. 154) 

所属部位不明の長骨片と遊離歯である。遊離歯は次のとうりである。
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X 7 x 5 x x x x | x x 3 4 5 x 7 x 

87X5432XIXX345678 

咬耗度歯 Martin の第 1 度である。

長骨片の形状から女性の可能性が高いがよく分からない。年齢は壮年期と思われる。

(3) S K45号人骨

歯種の鑑別不可能な永久歯の破片 1 個と左右不明の大腿骨体上部の破片があるだけで、詳しいことは分か

らない。

(4) S K54号人骨 (PL. 153) 

以下に示す遊離歯だけである。

X 7 6 5 4 x x 1 | 1 x x x x 6 7 x 

XXX54XXX[XXX4567X 

咬耗度は Martin の第 1 度である。おそらく壮年期のものであろう。性別は不詳。

(5) S K63号人骨 (PL. 154) 

頭蓋冠片と左右不明の腔骨片および以下に示す遊離歯が残っている。

8 X 6 x 4 x x 1 1 1 x x 4 5 6 7 x 

X7654XXX[XXX4567X 

咬耗度は Martin の第 1 度である。頭蓋冠、腔骨の状況から壮年期の男性である可能性が高い。

(6) S K70号人骨 (PL. 155) 

土器棺に埋葬された幼児の頭頂骨片・左右の側頭骨錐体片および遊離歯竺A且門］・圧：である。年齢は 1

歳前後と思われる。

(7) S K76号人骨

歯の細片だけなので何も分からない。

(8) S K83号人骨

以下に示す遊離永久歯だけである。

8 7 6 5 4 x x x | x x x x 5 6 x x 

8765XXXX[XXX45678 

咬耗度は Martin の第 1 度である。壮年期のものであろう。性別は不詳。

(9) S K84号人骨

左右・順位不明の大臼歯片と所属部位不明の小骨片 1 個がある。大臼歯片の咬耗度は Martin の第 1 度で

ある。成人のものと思われるが、詳しいことは分からない。性別は不詳。

(10) S K85号人骨

了と左右・順位不明の上顎小臼歯片だけで、その咬耗度は Martin の第 1 度である。成人の可能性が高

い。性別は不詳。

(ID S K109号人骨

遊離歯］」•戸だけで、咬耗は認められない。歯冠の完成度からみて 8~12歳の小児と思われる。

(12) S Klll号人骨

永久歯の小破片であるが歯種の鑑別すらできない。

(13) S Kll5号人骨
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頭蓋片と上・下肢骨片および遊離歯日ミ竺＿である。遊離歯の咬耗度は Martin の第 1 度である。おそら

く成人のものであろう。性別は不詳。

(14) S K116号人骨

若干の長骨片と遊離歯□＿• (8)7 | 5 6 7(8) が残っている。咬耗度は忍爪面以外が Martin の第 1 度であ

る。涵爪面が未萌出なので青年期の可能性が高い。

(15) S K119号人骨

土器棺に埋葬されたわずかな骨片と以下に示す遊離歯である。

屑3)x(1)X D I x x(1X2)x(6) 

X(6)(3X2Xl)E DI x E(1X2)(3)X 

［・厄にはわずかに咬耗が認められる。 4 歳前後の幼児とおもわれる。

(16) S K127号人骨

土器棺に埋葬された人骨で、小さな骨片 9 個と遊離歯門ニ・伍口が主なものである。 3~4 歳の幼児と思わ

れる。

(17) S K128号人骨

所属部位不明の長骨片と、以下に示す遊離歯がある。

8 7 6 5 x x x x | x x x x 5 6 7 x 

8 7 6X4XXXIXXXX5 6XX 

咬耗度は全般に Martin の第 1 度である。壮年期のものと思われる。性別は不詳。

(18) S K131号人骨

遊離歯」」があるだけで、その咬耗は極めてわずかである。小児の可能性が高い。

(19) S K132号人骨

残っているのは左右の大腿骨体片と腔骨体片と思われる。おそらく成人のものであろう。性別は不詳。

(20) S K133号人骨

下肢の長骨片と、以下に示す遊離歯である。

8 7 x x x x x x I x x x x x 6 7 8 

X76XXXXXIXXX4567X 

主日＿には咬耗が見られないが、ほかの歯は Martin の第 1 度である。おそらく青年期のものであろう。

(2D S K134号人骨

上・下肢の長骨片であるが、成人のものと思われる。性別は不詳。

(22) S K135号人骨

部位不明の骨片と遊離歯雙塁りり刈1)(2)(6) である。 4 歳前後の小児と思われる。

(23) S K137号人骨

長骨片が 1 個だけなので何も分からない。

(24) S K138号人骨

部位不明の骨片が 3 個ある。詳しいことは分からない。

(25) S K140号人骨

部位不明の長骨片が 1 個だけある。詳細は不明である。

(26) S K142号人骨
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部位不明の骨片が若干と遊離歯ビ竺］―• 5 4 | 4 6 7 が残っている。咬耗度は Martin の第 1~2 度で

ある。壮年期のものであろう。性別は不詳。

(27) S K367号人骨 (PL. 155) 

土器棺に埋葬されてある。遊離歯堡リ・面元］五―だけが残っている。玉丁五―にはわずかながら咬耗がある。

3 歳前後の幼児と思われる。

(28) S K370号人骨

土器棺に埋葬されてある。幼児の歯の破片と思われるが、詳しいことは分からない。

(29) S K387号人骨

以下に示す遊離歯だけが残っている。

x 7 6 5 4 3 x x | x x x x x 6 7 x 

X76XXXXXIXXXX567X 

咬耗度はE上し•：丁［が Martin の第 2 度、他が同第 1 度である。壮年期のものであろう。性別は不詳。

(30) S K390号人骨

遊離歯 7 6(4)| 6. 7 6 E |(5)6 7 だけである。王上］・：丁［の咬耗度は Martin の第 1 度である。

］にもわずかに咬耗が認められる。 11歳前後の小児と思われる。

(3D S K391号人骨

上顎骨歯槽突起を含む頭蓋片と遊離歯である。遊離歯の状況を以下に示す。

8765XXXXIXXX45XX8 

87654XXXIXX3X5678 

咬耗度は Martin 第 1 度である。壮年期のものであろう。性別は不詳。

(32) S K401号人骨

下肢の長骨片と遊離歯2_tlI_--五口である。咬耗度は Martin の第 1 度である。壮年期のものと思

われる。性別は不詳。

(33) S K402号人骨 (PL. 153) 

残っているのは以下に示す遊離歯だけである。

8 7 x x x x x x | x x x 4 5 6 7 x 

8 7 6 XXXXXIXXXX 5 6 7 8 

咬耗度は Martin の第 1 度である。壮年期のものと思われる。性別は不詳。

(34) S K408号人骨

残っているのは遊離歯厄了―だけである。咬耗度は且―が Martin の第 2 度、ロ―が同第 1 度である。お

そらく壮年期のものであろう。性別は不詳。

(35) S K410号人骨 (PL. 153) 

以下に示す遊離歯だけである。

8 7 6 5 4 x x 1 | 1 x 3 4 5 6 7 x 

87654XXXIXXX4X678 

咬耗度は全般に Martin の第 1 度である。壮年期のものであろう。性別は不詳。

(36) S K412号人骨

遊離歯」」・；丁了：が残っている。咬耗度は頂］が Martin の第 1 度である。咬耗は」」・戸―にもわず
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かに認められるが、厄―にはない。 12歳前後の小児であろうか。

(37) S K423号人骨

遊離歯了］］だけである。咬耗度は Martin の第 1 度で、おそらく壮年期のものと思われる。性別は不詳。

(38) S K424号人骨

残っているのは下肢骨片と遊離歯 8 7 6 | 6 である。下肢骨片のなかには大腿骨体片と思われるものが認

められる。歯の咬耗度は：丁；ーが Martin の第 2 度、：了］が同第 1 度である。壮年期のものであろう。性

別は不詳。残存骨の主体は、平行して残っている比較的長い下肢骨体片 2 本だけであり、そのうちの 1 本が

大腿骨らしいと言える程度の保存状態であるために、埋葬姿勢は不明である。

(39) S K425号人骨

遊離歯 7 6 5 4 | 4 だけが残っている。咬耗度は Martin の第 1 度である。壮年期のものであろう。性別

は不詳。

(40) S K426号人骨

左右不明の腔骨体中央部があり、大腿骨体と思われる破片も残っている。そのほか以下に示す遊離歯があ

る。東頭位左側臥屈葬と思われる。

8 7 6 5 4 x x x I x x x 4 5 6 7 8 

87654XXXIXXX45678 

咬耗度は Martin の第 2 度である。熟年期のものと思われる。性別は不詳。

(4D S K428号人骨

小児の頭蓋片、歯槽から遊離した右上顎小臼歯片および長骨片であるが詳しいことは分からない。保存不

良の各人骨片が散らばっている程度の出土状況なので、埋葬姿勢は不明である。

(42) S K429号人骨

遊離歯」上］と部位不明の大臼歯片がある。］」の咬耗度が Martin の第 1 度、門＿が同第 2 度。壮年期

のものであろう。性別は不詳。

(43) S K432号人骨

部位不明の長骨片と遊離歯 6 5 4 | 4 5 6. 7 4 | 4 6 がある。万］に咬耗があるかないか分からない。

可以外の歯の咬耗度は Martin の第 1 度である。 14歳前後の小児と思われる。出土人骨が断片的であるの

で、埋葬姿勢は不明である。

(4-0 S K434号人骨

下肢の長骨片と大臼歯片・下顎小臼歯片がある。あそらく成人のものと思われる。人骨片が保存不良のた

め、埋葬姿勢は不明である。

(45) S K435号人骨

所属部位不明の長骨片が残っているが、詳しいことは分からない。

(46) S K440号人骨

部位不明の長骨片と上顎骨歯槽突起片および遊離歯が残っている。遊離歯の状況を以下に示す。

x x 6 5 4 x 2 1 | x x x 4 5 6 x x 

87654X2XIXXXX5678 

咬耗度は全般に Martin の第 2 度である。熟年期のものと思われる。性別は不詳。

(47) S K442号人骨
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以下に示す遊離歯が残っている。

x x x x(3)x(1)CI X E(1X2)x(4X5)6(7) 

x 6 (5X4) x (2Xl) x I D x (1X2) x (4)(5) 6 (7) 

巳・；には若干の咬耗が認められる。 8~9 歳の小児と思われる。
(48) S K444号人骨

部位不明の骨片が残っているだけで詳しいことは分からない。

(49) S K445号人骨

左右不明の大腿骨体中央部片、腔骨体上部などがある。大腿骨の粗線は比較的良く発達している。成人の

ものであろう。性別は不詳。

(50) S K446号人骨

頭蓋片、長骨片および遊離歯竺」がある。竺」の咬耗度は Martin の第 1 度である。壮年期のものと思わ

れる。性別は不詳。

(5D S K447号人骨

骨片が若干残っているが詳しいことは分からない。

(52) S K448号人骨

部位不明の骨片と遊離歯丘；万；ーがある。咬耗度は丘玉―が Martin の第 1 度、丘万―が同第 2 度であ

る。壮年期のものと思われる。性別は不詳。

(53) S K452号人骨

部位不明の骨片と遊離歯の破片である。歯の破片は小児の未萌出永久歯と乳歯と思われるがよく分からな

し＼。

IV 若干の考察

(1) 年齢構成

出土人骨の年齢についてまとめたのが第 1 表である。成人28体、青年・小児16体であるから成人と未成年

者の比は約 7 : 4 であり、未成年者の比率が高い。成人の年齢構成についてみると熟年期はわずか 2 体に過

ぎない。それに対して壮年期は19体を数える。熟年期と壮年期の比は約 1 : 9 で壮年期の死者が多い。要す

るに弥生時代後期の本遺跡の場合、平均寿命が短かったと推定される。

(2) 埋葬施設と年齢との関係

出土人骨の性別、年齢および埋葬施設について一覧にしたのが第 2 表である。これによると例外もあるが、

傾向として乳幼児期 (4 歳以下）の死者は土器棺に入れて葬り、それ以上の年齢の死者については未成年者・

成人を問わず礫床墓に埋葬したように思われる。ちなみに、発掘資料によれば土器棺は大きなもので口径が

24cm、高さが51cm (S K367) 、小さなものでも口径が9.5cm、（高さは不明）である。木村邦彦 (1979)

の引用によると木村邦彦ほか (1965) の資料によれば、現代人 5 歳男児の立位生体計測値は、肩峰幅が約24

cm、胸郭幅が約17.5cm、腸骨稜幅が約17cmであり、同じく座位では座高が約61cmである。同年齢の女児や 4

歳以下ではこの値はより小さくなると思われる。以上のことから、有馬遺跡出土の土器棺の大きさがあれば

乳幼児期の死者の埋納は充分可能と考えられる。
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V まとめ

有馬遺跡墓主体部から出土した弥生時代後期に属する人骨は土葬骨53体、合計53個体分である。大部分の

個体については性別が分からなかった。年齢の判明した個体については、成人28体、青年 2 体、小児14体で

ある。 4 歳以下の乳幼児は土器棺内に納め、それ以上の年齢の場合は未成年者・成人を問わず礫床墓に埋葬

する傾向がみられた。

VI 参考文献

木村邦彦（1979) 「発育」『人類学講座』第 8 巻、成長、 PP. 61-180、雄山閣、東京。

第 1 表 出土人骨の年齢構成

熟年期壮年期成人骨青年期小児骨不詳計

2
 

19 7
 

2
 

14 9 53 

第 2 表 出土人骨の性別・年令及び埋葬施設など

Nu 人骨番号 性 年齢 埋葬施設 Nu 人骨番号 性 年齢 埋葬施設

1 S K29 壮年 礫床墓 28 S K370 幼児 土器棺墓

2 S K31 女性？ 壮年 礫床墓 29 S K387 壮年 礫床墓

3 S K45 不詳 礫床墓 30 S K390 11歳前後 礫床墓

4 S K54 壮年 礫床墓 31 S K391 壮年 礫床墓

5 S K63 男性？ 壮年 礫床墓 32 S K401 壮年 礫床墓

6 S K70 1 歳前後 土器棺墓 33 S K402 壮年 礫床墓

7 S K76 不詳 礫床墓 34 S K408 壮年

8 S K83 壮年 礫床墓 35 S K410 壮年, S K84 成人 礫床墓 36 S K412 12歳前後 礫床墓

10 S K85 成人 礫床墓 37 S K423 壮年

11 S Kl09 8~12歳 礫床墓 38 S K424 壮年 礫床墓

12 SKlll 不詳 39 S K425 壮年

13 S K115 成人 礫床墓 40 S K426 熟年 礫床墓

14 S K116 青年 礫床墓 41 S K428 小児 礫床墓

15 S K119 4 歳前後 土器棺墓 42 S K429 壮年

16 S Kl27 3~4 歳 土器棺墓 43 S K432 14歳前後 礫床墓

17 S Kl28 壮年 礫床墓 44 S K434 成人 礫床墓

18 S Kl31 小児 礫床墓 45 S K435 不詳 礫床墓

19 S Kl32 成人 礫床墓 46 S K440 熟年 礫床墓

20 S Kl33 青年 礫床墓 47 S K442 8~9 歳 礫床墓

21 S Kl34 成人 礫床墓 48 S K444 不詳

22 S Kl35 4 歳前後 礫床墓 49 S K445 男性？ 成人 礫床墓

23 S Kl37 不詳 礫床墓 50 S K446 壮年 礫床墓

24 S Kl38 不詳 礫床墓 51 S K447 不詳

25 S Kl40 不詳 礫床墓 52 S K448 壮年 礫床墓

26 S Kl42 壮年 礫床墓 53 S K452 小児 礫床墓

27 S K367 3 歳前後 土器棺墓
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7 鑑定分析

(2) 有馬遺跡試料花粉分析

パリノ・サーベイ株式会社

1 試料および目的

有馬遺跡では弥生時代以降の遺物および遺構が発掘されている。広域テフラとしては FA （榛名ニツ岳火

山灰）やAs-B （浅間 B軽石）などが認められ、本遺跡周辺には中村遺跡・有馬条里遺跡などがあり、こ

れらの遺跡と共通する堆積層序が見られる（第 391図）。分析試料はABCDD'地点から採取されたもので、

A 、 B地点では栽培植物の検出、 C 、 D 、 D'地点では当時の植生および環境を知る一手段として花粉分析を

行った。

2 分析方法および結果の表示

花粉・胞子化石の抽出方法は、試料を10 g前後秤量し、フッ化水素酸(H F) 処理により試量中の珪酸質

の溶解と試料の泥化を行う。次に重液 (ZnBゎ比重2.2) を用いて鉱物質と有機物を分離させ、有機物を濃集

する。その有機物残演について、アセトリシス処理を行い植物遺体中のセルロースを加水分解し、最後にK

OH処理により腐植酸の溶解を行う。処理後の残涼はよく攪拌してマイクロヒ゜ペットでその適量をとり、グ

リセリン・ゼリーで封入する。

検鏡においてはプレパラート全面を走査し、その間に出現した全ての種類 (Taxa) について同定・計数し

た（第 1 表）。

古植生および古環境の検討を行うために、計数の結果にもとづいて花粉化石群集変遷図を作製した（第395

図）。出現率は、樹木花粉総数、草本花粉とシダ類胞子は総花粉胞子数から不明花粉数を除いた数を、それぞ

れ基数として百分率で算出した。なお、樹木花粉の合計が100個体未満の試料についてはデータが歪曲される

恐れがあるので図示しなかった。第392図、第 1 表においてハイフォン（一）で結ばれた分類群はその間の区

別が明確でないものである。

3 結果

検出された花粉化石としては、樹木花粉が28種類・草本花粉が19種類・シダ類胞子が 5 種類・緑藻類の

Botryococcus が 1 種類検出された。全般的に A 、 B 、 C 地点の各試料における花粉化石の保存状態は何れも

悪く、花粉化石の産出も非常に少なかった。また、 D地点についても No. 5 、 6 試料では花粉化石の産出が少

なかった。

A地点No.l試料

黒褐色から黒色をおびた植物遺体が非常に多かったが、花粉化石は非常に少なく、ニレ属ーケヤキ属・イネ

科・ヨモギ属・タンポポ亜科が僅かに出現するに過ぎない。

B地点No. l 、 2 、 3 試料

何れの試料ともに黒褐色から黒色をおびた植物遺体が非常に多かったが、花粉化石はA地点と同様に非常

に少なく、スギ属・ハンノキ属・ブナ属・イネ科・ヨモギ属・タンポポ亜科が僅かに出現するに過ぎない。

C地点No. 1 試料

k試料中には黒褐色から黒色をおびた植物遺体が非常に多かったが、花粉化石はA地点と同様に非常に少
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れる層） ③の試料で、栽培植物

の検出が目的。

C地点

浅間 C の下の試料で、当時の古

環境推定の資料としたい。

D 、 D地点

現代～古墳前期までの変遷と水

田面の花粉にどのような結果か

みられるか？

分析試料番号は0内の数字に対応する

第391 図 試料採集位置図

なく、クルミ属・イネ科・カラマッソウ属・ヨモギ属・キク亜科が僅かに出現するに過ぎない。

D地点No. l 、 2 、 3 、 5 、 6 試料

No. 5 、 6 試料では、花粉化石の産出は少ないが、モミ属・コナラ亜属・ニレ属ーケヤキ属・イネ科・ヨモ

ギ属などが検出されている。

No.3 試料では、樹木花粉のクリ属が非常に高い出現率を示し、コナラ亜属・スギ属・エノキ属ームクノキ

属などを伴う。草本花粉とシダ類胞子ではイネ科・ヨモギ属・シダ類胞子が高率に出現し、タンポポ亜科・

ヵャッリグサ科・アカザ科・アブラナ科などを伴う。また、緑藻類の Botryococcus が出現している。

No. 2 試料では、花粉化石の産出が少なかったものの、その種類は多い。樹木花粉ではコナラ亜属・スギ属・

アカガシ亜属・ブナ属・クマシデ属ーアサダ属・イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科などが出現し、草本花粉

とシダ類胞子ではイネ科・ヨモギ属・サナエタデ節ーウナギツカミ節・ナデシコ科・カヤツリグサ科などが

出現し、抽水植物のガマ属も出現している。また、緑藻類の Botryococcus が出現している。
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7 鑑定分析

No. l 試料では樹木花粉のスギ属・コナラ亜属・マツ属〔（複維管束亜属）と種名不明］が高率に出現し、ク

マシデ属ーアサダ属・ニレ属ーケヤキ属・ハンノキ属・イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科などを伴う。草本

花粉では、イネ科が非常に高い出現率を示し、ヨモギ属・アブラナ科・タンポポ亜科・カヤツリグサ科など

を伴う。また、抽水植物のオモダカ属が出現している。

D'地点No. 4 試料

樹木花粉ではコナラ亜属とスギ属が高率に、コウヤマキ属とイチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科が比較的高

率に出現し、ニレ属ーケヤキ属・クリ属・マツ属などを伴う。草本花粉とシダ類胞子では、イネ科・ヨモギ

属・シダ類胞子が高率に、カヤツリグサ科・サナエタデ節ーウナギツカネミ節・アカザ科・アブラナ科・タ

ンポポ亜科などを伴う、抽水植物のガマ属や浮水植物のサンショウモが出現する。また、緑藻類の Botryococ

cus が出現している。

4 考察

A地点（古墳時代後期の畑の畝）、 B地点（奈良•平安～中期の畑）、 C地点（古墳時代前～中期）では花

粉化石が殆ど検出されなかった。花粉化石の産出が非常に少なかった理由として次のことが考えられる。 A 、

B両地点の試料は何れも畑と考えられる堆積層から試料を採取している。畑の堆積環境としては空気によく

ふれるため、酸化状態になっている。このような酸化状態の堆積環境では、花粉は堆積物中に取り込まれて

も空気中の酸素や微生物の作用によって分解され易いので、両地点の各試料では花粉化石の多くが分解消失

した可能性が高い。したがって、検出された花粉化石の母植物が周辺に存在していたと思われるがこの結果

から当時の栽培植物や古環境について解析することは困難である。花粉化石が少なかった C地点のNo.1 試料

についても酸化的な堆積環境であった可能性が考えられる。

D地点では下部のNo. 5 、 6 試料（古墳時代）は花粉化石の産出が非常に少ない。これらの試料についても

A 、 B 、 C 地点の各試料とおなじように酸化的な堆積渫境であったと思われる。したがって、検出されたモ

ミ属・コナラ亜属・ニレ属ーケヤキ属・イネ科・ヨモギ属などの母植物が周辺に存在していたと思われるが、

大部分の花粉化石が分解・消失している可能性が高く、これら以外の植物も存在していたと考えられるので、

この結果から古植物について解析することは、困難である。 FA、と As-B の間のNo.3 試料（奈良•平安

時代と考えられる）はクリ属が非常に高い出現率を示すことから、付近にクリ属が局地的に分布していた可

能性が高い。クリ属を局地的なものとするとナラ類とスギ属が周辺の森林植生として考えられる。また、緑

藻類の Botryococcus の出現は周辺に水域が存在していたことを示唆し、その水域の内外にイネ科・ヨモギ

属・アカザ科・カヤツリグサ科などが生育していたと推定される。中世のNo. 2 試料では周囲にはナラ類とス

ギ属からなる森林が存在していたと考えられる。そして、付近にはガマ属や Botryococcus が生育可能な水

域が存在し、その内外にイネ科やヨモギ属をはじめとする草本植物が生育していたと推定される。現代のNo.1

試料では周囲にはナラ類・スギ属・マツ属（おそらくアカマツ）などがおもに分布していたと考えられる。

現植生と調和的といえる。付近にはオモダカ属が生育できる水域が存在し、その内外にイネ科からなる草本

植物が生育していたといえよう。

平安から中世にわたる D'地点でのNo. 4 試料では、周囲にはナラ類とスギ属からなる森林が存在していたと

考えられ、 Botryococcus やガマ属が出現されたことにより付近にはこれらの植物が生育可能な水域が存在

していたと推定される。その内外にはイネ科をはじめとする草本植物が生育していたといえよう。
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7 鑑定分析

第 1 表有馬遺跡A 、 B 、 C 、 D 、 D地点試料花粉分析結果

地 点 A I B | C I D I D' 
種類 (Taxa) 試料番号 1 | 1 2 3 | 1 | 1 2 3 5 6 I 4 

樹木花粉

モミ属 1 2 4 3 

ツガ属 2 2 2 5 

トウヒ属 1 1 

マツ属複維管束亜属 4 1 

マツ属（不明） 17 2 1 2 

コウヤマキ属 1 1 10 

スギ属 1 1 20 10 4 1 22 

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 4 5 1 10 

ヤナギ属 2 1 

サワグルミ属 l 1 1 

クルミ属 1 1 1 1 

クマシデ属ーアサダ属 8 6 1 1 1 

ハシバミ属 1 

カバノキ属 1 2 1 

ハンノキ属 1 3 2 1 1 

ブナ属 1 2 6 1 1 1 

コナラ亜属 24 26 11 6 8 30 

アカガシ亜属 1 5 1 

クリ属 2 1 168 1 4 

シイノキ属 1 1 

ニレ属ーケヤキ属 2 4 2 1 5 4 

エノキ属ームクノキ属 2 1 5 1 

クワ科 1 

モチノキ属 1 

トモノキ属 1 

プドウ属 1 1 

グミ属 1 1 

トネリコ属 1 

草本花粉
ガマ属 1 , 
オモダカ属 1 

イネ科 2 2 3 1 4 152 62 35 38 12 82 

ヵャツリグサ科 5 , 10 3 40 

ギシギシ属 1 

サナエタデ節ーウナギッカミ節 2 14 29 

アカザ科 1 2 3 9 33 

ナデシコ科 3 11 3 6 

カラマッソウ属 1 1 

キンポウゲ科 1 

アプラナ科 16 11 22 

マメ科 3 1 

フウロソウ属 1 

ヒメハギ属 1 

セリ科 1 8 1 1 1 

オオバコ属 1 

ヨモギ属 2 12 5 , 14 31 10 31 34 13 77 

キク亜科 1 2 6 2 3 6 

タンポポ亜科 1 1 11 14 1 1 8 

不明花粉 2 1 1 13 5 74 2 , 
シダ類胞子

ヒカゲノカズラ属 1 

ハナヤスリ属 2 1 

ゼンマイ属 1 2 1 8 

サンショウモ 3 

他のシダ類胞子 2 1 36 12 6 21 1 91 

Botryococcus 5 6 21 

合 計

樹木花粉 2 3 

゜
1 1 100 78 200 22 10 101 

草本花粉 5 15 , 10 20 228 124 116 83 26 318 

不明花粉

゜
2 

゜
1 1 13 5 74 2 

゜
, 

シダ類胞子

゜ ゜ ゜
2 1 37 12 7 25 2 103 

総花粉・胞子 7 20 , 14 23 378 219 397 132 38 531 
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(3) 有馬遺跡におけるプラントオパール分析

藤原宏志

群馬・前橋台地では日高遺跡をはじめ多くの先史時代遺跡で水田跡が発掘されている。群馬県におけるこ

れらの調査成果は1980年代に入り全国各地で行われた先史時代水田遺跡調査の先駆けであり古代農耕史の解

明に大きく貢献するものであった。

群馬県における水田遺跡の調査成果は調査担当者の熱意・努力とともに降下火山灰の堆積という調査上恵

まれた条件に負うところも大きかった。

最近十年間の調査研究により水田農耕の開始期、伝播あるいは様式変遷に関する従来の定説は大きく見直

されることになった。これに対して、畑作農耕の歴史は水田遺跡に比べて調査例が少なく未だ不詳の所が多

い。畑跡は水田跡に比べて遺構の残りが悪くまた考古学的検出も難しいのが通例である。しかし、畑作の開

始期は水田作に比べて必ずしも遅いとは限らず、出土作物痕からみれば、むしろ畑作の開始が先行した可能

性も十分考えられる。

畑遺構の検出に困難が伴うことを考えれば、調査条件に恵まれた群馬地方で調査研究の先鞭が付けられる

ことを期待するものである。

このたび当該遺跡で農耕跡とみられる畝状の遺構が検出されプラント・オパール分析を行う機会に恵まれ

た。

本報ではその結果について述べるとともに若干の検討を加えることにしたい。

1 試料および分析法

｛試料｝

1982年 8 月 F 区東壁、 F 区南壁、およびH区カルバート区西壁、三地点で各層計32試料を採取した。試料

採取は100cc採土円筒を用い異物の混入がないように配慮した。

｛分析法｝

常法（プラント・オパール定量分析法ーガラス・ビーズ法）に従い宮崎大学農学部で分析した。とくに、

9 層についてはキビ族植物の定量をも試みた。

2 分析結果

分析結果は第391図および第 1 表に示した。

3 考察および結論

試料の採取地点により分析結果に多少の違いがでてくるのは、このような傾斜地の場合当然であろう。こ

こでは当該遺跡の状況をもっとも的確に表していると考えられる F区東壁の分析結果を中心に検討してみた

し％。

(1) 9 層以降では火山灰層を除く各層でほぽ連続的にイネが検出されている。ただし、畝状遺構の検出さ

れた 9 層ではイネの量が比較的少ない。

(2) 9 層以前にはタケ類が比較的多く検出された。このタケ類は落葉樹林の下床植生であるササ類であろ
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7 鑑定分析

う。 5 層でやや多量のヨシが検出された。これは稲作などによる潅がいの影響と考えられる。

(3) F 区南壁で浅間 C軽石直下の土層から試料を採取した。 C軽石層は 4 世紀初頭に浅間山から噴出し降

下した堆積物であり、この地方における土層年代を決める鍵層の一つである。 F区南壁試料の分析結果

は畝を形成している土層中に対応する土層にイネが存在しており、この遺構が稲作にも利用されたこと

を示している。

(4) 9 層で検出された畝状遺構で栽培されたイネ以外の作物種を推定するためキビ族植物のプラント・オ

パールを検出・定量した。キビ族植物にはアワ、ヒエ、キビなど主食になりうる畑作物が包含されてお

り、検出されたプラント・オパールの形状からヒエの可能性が高いと判断された。分析結果には検出さ

れた・キビ族植物が総てヒエとした場合の値を示した。

こうしてみると、この畝状遺構ではイネだけが栽培されていたというよりヒエなどのいわゆる雑穀類

とともにイネが輪作作物の一つとして組み込まれていたと判断するのが妥当であろう。

(5) 検出された畝状遺構は畝幅： 60~80cm、畝高： 20~30cm、溝幅： 20~30cmの比較的大型のものである。

とりわけ注目されるのは畝の方向が等高線にほぼ直交する形になっていることである。傾斜地に造られ

た畑では流水による侵食を防止するため畝を等高線に平行な方向に作るのが通例である。

それにもかかわらず、あえて侵食の生じやすい方向に畝が作られているのは相当な理由があるはずであ

る。その理由として考えられるのは畝間潅がいであろう。

畑作イネ（陸稲）の場合は水田のように湛水することは出来ないまでも渇水期にはやはり潅水する必要が

ある。畑作イネも植物学的には水稲と同種であり、他の作物に比べると容水量は大きいのである。したがっ

て、おそらくこの畑では溝に沿って上部から水を流下させる方法で潅がいしたのであろう。ちょうど溝の下

端部にため池状の窪地が検出されていることは上述の推論を裏付けるものであろう。

同様な畝状遺構が北九州：御座遺跡でも発掘されており、当時の畑作技術を考える上で大変興味深いとこ

ろである。

グラフの見方について

1. layers :採取地点の土層模式図，（ ）内の数字は土層番号、左すみの小数字は表層からの深さをcmで表

したもの。

2. 0. sati : Oryza sativa. 栽培稲の地上部乾物重。

rice. g : Oryza sativa. の穎果（籾）乾物重。

Phrag. : Phragmites communis. ヨシの地上部乾物重。

BAmb. : Bambsaceae. タケ亜科の地上部乾物重。

各植物体重はそれぞれの植物により異なる珪酸体密度係数と土壌中から検出された各植物に由来するプ

ラント・オパール密度をもとに算出されたものである。

3. 土柱模式図の右側に栽培植物．同左側に野．雑草を示している。単位t /10 a. cmはその土層の厚さ l

cm. 面積10 a (lOOOrriりに包含されるプラント・オパールの数から推定した各植物の乾物量をt （トン．

l X 103kg)で表したものである。例えばその土層が10cmの厚みであると、グラフで示した値に10 を乗じ

た量の植物体がその土層の堆積期間中に生産されたことになる。生産量が年間生産量ではないことに注

意されたい。

4. 水田址が埋蔵されている土層では 0. sati.の値がピークを形成する場合が多い土層の堆積状況により一
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概にいえないが、水田址の層位はこのピークと一致するのが通例である。

5. Phrag.（ヨシ）、 Bamb. （タケ）の乾物量変遷はその地点における土壌水分状況の時代的変遷を知るうえ

に役立つ。ヨシは比較的水分の多い湿った環境に成育し、タケ（ササ）は比較的乾燥した環境下で繁茂

する。両者の消長をみると、その地点の乾湿変化を推定できる。

6. 最下段は採取地点のグリット、採取年月日を示す。

なお、プラント．オパール定量分析結果の数値表を添付するので参照されたい。

また、不詳、不明の点があれば下記あて問合せください。

889-21 宮崎市大字熊野7710

宮崎大学農学部農作業管理学研究室

TEL 0985-58-2811 （内線3481)

第 1 表 9 層におけるイネ科植物生産量

植物 乾物重(g) / g乾物重（t) /lOa • cm 

イネ (Oryza)

地上部 2.56X 10—2 0.24 

種実 1.19 X 10—2 0.11 

ヨシ (Phragmitess) 

地上部 6.60 X 10—2 0.63 

タケ(Bambusaceae)

地上部 l. 14Xl0 —l 1.08 

ススキ (Miscansus)

地上部 6.87X 10—l 6.52 

ヒエ(Echinocloa)

地上部 4.88 X 10—3 0.46 

種実 2.22 X 10—3 0.21 

439 



7 鑑定分析
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(4) 有馬遺跡出土鉄剣の分析

(4) 有馬遺跡出土鉄剣の分析

清永欣吾

群馬県埋蔵文化財調査事業団の依頼により、群馬県渋川市八木原に所在する弥生時代後期後半の有馬遺跡

より出土した鉄剣 8 本について、その化学組成ならびに金属組織的調査を実施したので、その結果について

報告する。

有馬遺跡は榛名山東麓に発達した洪積世に形成された扇状地形面上にあり、その中の礫床墓 8 基から計 8

本の鉄剣が副葬品として発見されている。副葬品としては鉄剣のほか、銅釧、鉄釧、ガラス小玉、勾玉など

があるが鉄剣と銅釧の伴出副葬例はない。なお、この地方では、鉄製の刃を有する農耕具は古墳時代後期に

ならないと出土しないという。

1 試料及び調査方法

資料は鉄剣 8 本で、その明細を下表に示す。

断面はレンズ状で鏑は明確でない。刃区を有し、鹿角のはばきをもっていたと思われる。いずれも保存処

理が施されている。

分析用試料は各鉄剣の長手方向中央部から刃先側にかけて、すでに横割れの発生している部分より下図の

ように 5 X 5 mmおよび 5 x 3 mmの大きさに乾式マイクロカッターで切断し採取した。 5 x 5 mm試料は組成分

析用に、 5 X 3 mm試料は顕微鏡組織観察用に供した。

l_1

_ 

第394図 分析試料採取位置の例

顕微鏡組織観察用試料は樹脂に埋め込み後、鉄剣長手方向に平行な断面（図 l に表示）をダイヤモンドペー

トで研磨し、金属顕微鏡及び走査型電子顕微鏡で観察した。非金属介在物など異状組織が観察された場合は、

EDX 分析（エネルギー分散型X線分析）により構成元素の定性分析を実施した。

化学組成分析用試料は小さく、かつ脆いために超音波洗浄は行わず、そのまま乳鉢で粉砕後、塩酸、硝酸、

弗酸の混酸中で高温加圧溶解し、 ICP 溶液発光分光分析により含有元素の分析値を定量した。なお、炭素お

よび硫黄は赤外吸収法により分析されるが、試料が少なく、かつ保存処理が施されているため省略した。

第 1 表資料ー観表 (cm)

番号 出土遺構 長さ 身幅 重ね 備 考 挿 図、写 真

1 2A号墓 SK 41 17.5 2.3 0.4ｱ 茎は比較的長い。 第185図ー 2 PL. 119 

2 2B号墓 SK 45 31.4 3.6 0.5ｱ 鹿角のはばきが付く。 第184図ー 1 PL. 119 

3 5 号墓 SK 84 29.2 2.9 0.5 土 茎に鹿角の把が残存する。 第203図一85 PL. 120 

4 5 号墓 SK 85 9.0+ 2 4 0\6 土 切っ先に近い部分が残存。 第203図ー88 PL. 120 

5 6 号墓 S K440 17 9 3.0 o ·P 土 茎に鹿角の把が残存する。 第215図ー 1 巻頭写真

6 18号墓 S K134 22.0 2.6 0.5ｱ 茎は短い。 第290図ー15 PL. 135 

7 19号墓 S Klll 53. 7 3.1 0.7 土 はばきが付く。 第298図ー12 PL. 135 

8 19号墓 S Kl40 16.1+ 2.5 0.6 土 茎は不明瞭。 第298図ー43 PL. 135 

長さは茎部も含む。はば中央部で挿図中断面図の位置。錆部分は計測値に含まれない。
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2
 
化学組成

各資料の化学組成を第 2 表に示す。

Si、 Al 量が多いのは、遺存中に周囲の土質中のSi02 、 Al203が鉄錆と一体となって固化したためで、 Si量

の多い資料ほど Al 量も多くなっている。各資料の Siと Al 量の関係をグラフに示すと第395図のように極

めてよい直線関係が得られる。
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第395図 S i量に対する Al 、 Ca 、 Mg、 Ti鼠の相関

同様に土質中に含まれる元素である Ca、 Mg、 Tiについて Si量との関係を求めると第395図に併記した

ようになり、相関のあることがわかる。 したがって、資料中のこれらの元素は、本来資料に含有されていた

ものでなく、主として遺存中に周囲の土質からの汚染により富化されたものであると判断できる。

Si約 5 ％を含む資料 3 について、 Si、 Al 、 Ca 、 Mg、 Ti量の含有比を求めると、 Si 61. 4% 、 Al 32.4% 、

Ca 3.3% 、 Mg 2.0% 、 Ti 0.8％となり、筆者が島根県の古墳より出土した鉄刀剣など35件を分析した際の平

均組成 (Si 1. 37% 、 Al 0.604% 、 Ca 0.077% 、 Mg 0.037% 、 Ti 0.018%) から求めたこれら元素の含有比、
(2) 

すなわち、 Si 65% 、 Al 29% 、 Ca 3.7% 、 Mg 1. 8% 、 Ti 0.9％とおおよそ一致する。粘土の組成は産地によ

り異なるが、上記の組成比は粘土の組成範囲に入るものである。

第395図によれば、 Si量を 0 ％とした場合、 Al量は 0 ％となるが、 Ca、 Mg、 Ti量は 0 ％に収飲しない。

Ca は約0.07% 、 Mgは0.05% 、 Ti量は0.015% となる。 これは本来鉄剣中に存在していた量と考えられる。

これらの量は上記島根県古墳出土鉄刀剣の平均組成とおおむね一致する。
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第 2 表 資料の化学組成（重量：％）

Si Mn p Ni Cr V Co Cu Al Ti Ca Mg Zr T•Fe 重屈
No. 

珪素 マンガン 燐 ニッケル クロム パナジウム コパルト 銅 アルミニウム チタン カルシウム マグネシウム ジルコニウム 全鉄量 (g) 

1 1. 77 0.014 0 168 0.010 O.Oll 0.031 0.002 0.108 1.06 0.015 0.069 0.060 0 009 63.75 0.1 

2 2.75 0 043 0.601 0.008 O.Oll 0.028 0 003 0 076 1.35 0 024 0 096 0.075 0 008 53.75 0.2 

3 5.18 0 116 0 118 0 008 O.Oll 0.018 0 002 0 106 2. 73 0 070 0 281 0.171 0.008 50.05 0.2 

4 2.68 0.062 0.329 0.010 0.010 0.017 0.002 0 069 1.49 0.029 0.134 0.103 0.007 54.95 0.25 

5 2.94 0 019 0.402 0.010 0.010 0.015 0.002 0.136 1.29 0.026 0 111 0.090 0.008 54 28 0 25 

6 0.96 0 037 0.333 0 010 0.010 0.039 0 003 0 050 0.472 0 020 0 099 0.062 0 007 59 75 0.2 

7 7.48 0 053 0.566 0 009 0.010 0.030 0 002 0 050 4.21 0 153 0 613 0.328 0.007 42 75 0.2 

8 2.37 0.017 0.172 0.009 0.010 0 032 0 002 0.030 1.36 0 015 0.099 0.085 0 008 48 50 0.1 

第 3 表 第 2 表における T • Fe に対する各元素の含有率（％）
Nu S1 Mn p Ni Cr V Co Cu Al Ti Ca Mg Zr 

1 2 78 0.02 0 26 0.016 0.017 0.049 0.003 0.17 1.66 0.024 0.11 0.09 0.014 

2 5 12 0 08 1.12 0.015 0 020 0.052 0.006 0 14 2.51 0.045 0.18 0 14 0 015 

3 10.35 0.23 0.24 0.016 0.022 0.036 0.004 0.21 5.45 0.140 0.56 0.34 0 015 

4 4.88 0.11 0.60 0.018 0.018 0.031 0.004 0 13 2. 71 0.053 0.24 0 19 0.013 

5 5 42 0 04 0. 74 0.018 0.018 0.028 0.004 0 25 2 38 0.048 0.20 0.17 0.015 

6 1. 61 0.06 0.56 0.017 0.017 0.065 0 005 0.08 0. 79 0.033 0 17 0.10 0.012 

7 17.50 0.12 1.32 0.021 0 023 0 070 0 005 0.12 9.85 0.358 1 43 0. 77 0.016 

8 4.89 0.04 0.35 0.019 0.021 0.066 0.004 0.06 2.80 0.31 0.20 0.18 0.016 

第 2 表は資料の化学分析値をそのまま示したものであるが、ほとんど銹化しているため、各元素の総計は

約60％程度にすぎない。残りは酸素や水素である。銹化した場合、ゲーサイト (Fe (OH)) の形になるので、

鉄分は約62.9％となる。これらの資料が銹化していない状態の化学組成を推定するために鉄分に対する各元

素の含有比（％）を求めた。結果を第 3 表に示す。 Si、 Al 、 Ti、 Ca、 Mgは汚染による富化が考えられるの

で参考値である。先に汚染がなかった場合の Ti、 Ca、 Mg量を推定したが、その値を用いて、同様に鉄分に

対する含有比（％）を求めると、全鉄量の平均を53.5％として Ca 0.13% 、 Mg 0.09% 、 Ti 0.028％となる。

次に他の化学組成における本資料の特徴をみると次が挙げられる。

(1) Mn 量は資料間の差が大きいが、やや多目である。
(3) 

砂鉄系原料を用いた鉄では、 Mn 0.02％以下が普通である。
(3) 

(2) Ni、 Cr、 Co量は少なく、砂鉄系原料による鉄と同程度である。

(3) V量は第 2 表において0.015~0.039%、平均0.026％を含有し、全鉄に対し平均0.05％を含む。これは、

かなり多い量であり、砂鉄系原料を用いた鉄であることを示唆する。

砂鉄中には Ti02l~10% 、 V20直 1~0.5％が含有され、砂鉄を原料とした鉄中には平均で Ti 0.02% 、
(3) 

V 0.01％を含むため、 Ti、 V量は鉄原料判定の有力な指標となる。

本資料の場合、 Ti (=,,O. 028%) 、 V (=,, 0. 05%) とも、この判定基準より多い。

(4) Zr も砂鉄中に0.01％程度含有される成分であり、近世たたら製鉄による玉鋼、左下鉄、流し鉄、包丁
(4) 

鉄に0.01~0.03％含まれている場合が多い。本資料でも約0.01％が含有され、砂鉄系を用いた鉄である

ことを示唆する。

(5) p量は多い。普通は 0.1 ％以下である。しかし、砂鉄系原料でも多い場合があり、また遺存中に富化
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7 鑑定分析

する場合も考えられるので、鉄原料推定の指標にはなりにくい。
(3) 

(6) Cu は0.1％程度含有されており多い。砂鉄系原料の場合、 0.02％以下が普通である。

Cu は同時に副葬されていた金銅製品から Cu が溶出し、鉄製品の上に晶出する場合がある。しかし、

本資料の場合は Cu 製品との同時副葬はなかったとのことであり、そうとすれば鉄剣中にもともと含ま

れていたことになる。その場合、鉄原料としては中国大陸の含銅磁鉄鉱を用いた可能性が示唆される。

以上、化学組成から推量すれば、鉄剣の製造に用いた鉄原料は、 Ti、 V、 Zr、 N i、 Cr、 Co 量の点で砂鉄

系、 Cu、 Mn 量の点で鉄鉱石系と判断される。

そこで、 Cu および Mn が真に鉄中に含まれていたものか、あるいは周囲環境からの汚染により富化した

ものかを判断するために、資料中とくに Cu、 Mn の多かった資料 3 の断面の元素分布をX線マイクロアナラ

イザーによるカラーマッピングにより調査した。

巻頭写真 4 は Fe、 0、 Siの濃度分布を示し、赤色の部分が多く、青～黒の部分が低い。 0 は全面にわたり

濃化し、資料が完全に銹化していることを示す。青い部分は孔である。 Fe は表面約0.8mmの部分の濃度が低

く、この部分では Siが多い。つまり外部からの汚染部分に相当する。 Cu 及び Mn の濃度分布では（同写

真）、 Cu は全面に低く、 0.02％以下と判断されるが、写真左上に局部的に Cu の高い点が認められる（矢印）。

この部分は巻頭写真 4 から孔の部分に相当し、外部からの汚染の影響をうけた部分である。資料 3 の Cu の

分析値は約0.1％であり、このカラーマッピングの結果と矛盾するが、 Cu が外部からの汚染によって局部的

に富化した部分があると考えられる。それ故、資料 3 の本来の鉄質中の Cu は低かったと考える。

Mn は外側に少なく内部に多く分布し、 Si、 0 の比較的少ない部分に多い傾向がある。多い部分で約0.3%

の濃度を有し、資料 3 の本来の鉄質中に0.2％程度含まれていた可能性は高い。

砂鉄中には0.2~0.7％程度の MnO が含まれており、鉄分対比約0.3~0.8％の Mn を含む。通常のたたら

製鉄では MnO は還元されず鉄滓中に入るために、玉鋼や包丁鉄中の Mn は0.02％ないしそれ以下の場合が

多い。しかし、十分還元性の強い製錬がおこなわれたとすれば0.2％程度の Mn が鉄中に入ることはあり得

る。砂鉄系原料を用い、そのような製錬によって作られた鉄素材を用いて、この鉄剣がつくられた可能性が

ある。当時、日本ではこのような進んだ製錬があったと考えられないので、大陸から舶載されたものと推察

する。

3 ミクロ組織

各資料切断面について光学顕微鏡及び走査型電子顕微鏡でミクロ組織を観察し色調の異なる部分あるいは

非金属介在物については EDX 分析（局部分析）を実施した。

しかしながら、資料はいずれも完全に銹化しており、金属組織を留どめているものはなかった。また、使

用原料や製鋼法を推定する証拠となる非金属介在物を探し、それと思われるものの EDX 分析も行ったが、

Fe のみが検出され、有効な情報は得られなかった。

4 結 言

有馬遺跡出土の鉄剣 8 本について、化学組成ならびにミクロ組織を調査した結果を要約すると次の通りで

ある。

(1) 各資料とも完全に銹化し、金属組織の痕跡も認められなかった。

(2) 各資料とも遺存中に局囲の土質によって汚染されている。
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(3) Ti、 V、 Zr、など砂鉄中に含まれる特有元素の全鉄分に対する含有量は、それぞれ約0.028% 、 0.05% 、

0.01％であり、砂鉄を原料とした鉄から製造された可能性が推定される。

(4) 一方、砂鉄中の含有が少なく、鉄鉱石中には含有されることのある Cu、 Mn の全鉄分に対する含有量

は、それぞれ0.1~0.2％および0.02~0.2％と高く、この面では鉄鉱石を原料とした鉄から製造された可

能性がある。

(5) しかし、 X線マイクロアナライザーによる Cu、 Mn の濃度分布測定結果により、 Cu は外部からの汚

染により、 Mn は鉄中に含まれていた可能性が高いことが分った。

(6) 以上の結果を総括し、本鉄剣は砂鉄を原料とし、かなり還元度の高い製錬によってつくられた鉄素材

を用いて製作されたものと推定され、恐らく、大陸から舶載された鉄素材を用いたか、鉄剣として製品

が舶載されたものであろう。

(7) 鉄剣の組織観察からは、全体が銹化しているため、金属組織の痕跡あるいは非金属介在物の残存を認

めることはできなかった。

最後に、本調査に当たり協力された日立金属株式会社安来工場冶金研究所瀬崎博史氏、山田英矢氏、小路

親利氏および分析課菊地孝人氏に深甚の謝意を表する。
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7 鑑定分析

(5) 有馬遺跡出土ガラス玉の材質分析

l) 慶応義塾大学・文学部

2) 東京大学・理学部

富沢威！、富永健久小泉好延3

〒 108 東京都港区三田二丁目 15

〒 113 東京都文京区本郷 7-3-1

3) 東京大学アイソトープ総合センター 〒 113 東京都文京区弥生 2-11-16

1 はじめに

ガラスは、人工的に合成される。したがって、ガラス材の組成や着色剤に関する知見は、わが国のガラス

の原材料の種類の推察やガラス製造技術の変遷の歴史を解明する際の重要な指標になるものと思われるが、

古代ガラスの分析例は少なく、ガラスの組成や着色剤に関する知見は必ずしも十分であるとは言えない現状

である。

今回は、群馬県渋川市八木原有馬遺跡（弥生時代後期～古墳時代前期）で出土した多数のガラス玉につい

て、螢光X線分析や PIXE分析、および中性子放射化分析を行い、組成や着色剤について検討し、いくつ

かの有用な結果を得ることができた。

2 実験

2 、 1 分析したガラス試料

有馬遺跡は、群馬県渋川市八木原に所在する。ガラス玉出土遺構は弥生時代後期、 3 世紀に属すると推定

されている。有馬遺跡では、多数の副葬品が発見された。副葬品には、ガラス玉、ヒスイ製勾玉、鉄釧、銅

釧、鉄剣などがある。

有馬遺跡で出土したガラス玉は、 348点の多数に及んでいる。ガラス玉は、一般に小玉あるいは中玉と呼ば

れている直径がおよそ 3~7 mmの玉であり、わが国の上古の遺跡で出土する代表的な玉である。ガラス玉の

色調には、淡い青色と紺色、および青緑色の 3 種類がある。青緑色のガラス玉は、中玉の一例だけが出土し

た。色調と形状との関連をみると、青色は小玉に紺色は中玉に多くみられる。出土数は、青色のガラス玉が

多くて紺色のガラス玉は少ない。青色のガラス玉と紺色のガラス玉の割合は、およそ 16 : 1 である。

2 、 2 実験の方法

2 、 2 、 1 螢光X線分析

出土例が少ないガラスなどの考古遺物の分析では、形状そのものが情報としての価値をもつことから、一

般には非破壊法が用いられる。ここで言うところの非破壊法とは、一部の試料をも採取しないことを意味し

ている。有馬遺跡で出土した全てのガラス玉について、代表的な非破壊法である螢光X線法を用いて分析を

行った。分析には、東京大学アイソトープ総合センターのエネルギー分散型の螢光X線分析装置を用いた。

システムの構成は、 lOOmCiの 241Am の RI 線源と Si (Li)半導体検出器、および4096チャネル波高分析器

である。測定時間は、 2000秒から 200000秒の間である。

446 



(5) 有馬遺跡出土ガラス製品の元素分析

2 、 2 、 2 PIXE分析

2 点のガラス試料について、 P I XE (particle-induced X-ray emission) 分析を行うことができた。 P

IXE法は、加速器から得られた高エネルギーのイオンを標的試料に照射し、励起された原子から発生する

特性X線を測定し、試料に含まれる元素を分析する方法である。 PIXE法では、原子番号20~30 と 80付近

の元素については特に高感度で元素分析ができる。測定は、東京大学原子力研究総合センターのタンデム型

イオン加速装置と Si (Li)半導体検出器、および2048チャネル波高分析器を用いた。今回の実験では、 4MeV

の陽子ビームを用い、ビーム電流は 2~5nA で、およそ500秒間測定した。

2 、 2 、 3 中性子放射化分析

3 点の試料の中性子放射化分析を行った。分析には、青色をしたガラス小玉を用いた。試料をポリエチレ

ン袋に封入して照射に供した。中性子の照射は、立教大学原子力研究所の照射孔を用いた。短寿命核種は、

気送管（熱中性子束：1.5 X 1012n ·cm― 2•sec― I) で30秒間照射、 7 分間冷却後、 Ge (Li)半導体検出器と 4096

チャネル波高分析器により 5 分間y線スペクトルの測定を行った。長寿命核種は、 F-21孔（熱中性子束：1. 5

x 1012n •cm―2•sec-1) で18時間照射、 7 日間冷却後、 Ge (Li)半導体検出器と 4096チャネル波高分析器で3000

秒間y線スペクトルの測定を行い、 1 ヶ月冷却後、 Ge (Li)半導体検出器と 4096チャネル波高分析器で10000

秒間y線スペクトルの測定を行った。短寿命核種、長寿命核種の定量には、化学試薬を調製した標準試料やN

BS のガラス標準試料No.89やNo.621、工業技術院地質調査所で調製した岩石標準試料のJB-1やJG-1および

米国地質調査所の G-2などを標準に用いた。定量に用いた主なァ線のエネルギーと半減期を表 1 に示す。

3 結果と考察

3 、 1 古代ガラスの組成

以下に、ガラスの種類や原料、およびガラスの製造法に関する基礎的な知見を述べておく。一般にガラス

の種類は、主成分に某づいて分類されている。ガラスの主成分は、ケイ素 Si、アルミニウム Al、ナトリウ

ム Na、カリウム K、マグネシウム Mg、鉄 Fe、カルシウム Ca、チタン Ti、マンガン Mn、鉛 Pb の10元

素である。ガラスは、これら 10元素の酸化物として表現される。わが国で出土するガラスの組成には、ソー

ダライム系ガラス、カリライム系ガラスおよび鉛ガラスがある。ガラスの種類は酸化鉛とケイ酸を主成分と

する鉛ガラスと、ケイ酸とアルカリ成分を主成分とするアルカリ石灰ガラスの二種類に大別されている。ヶ

イ酸とアルカリ成分を主成分とするアルカリ石灰ガラスでは、主なアルカリをナトリウムとするガラスを

ソーダライム系ガラス、主なアルカリをカリウムとするガラスをカリライム系ガラスとして区分している因

ガラス原料の重要な成分は、天然砂や長石、並びに天然ソーダなどのアルカリ分である。こうしたガラス

の主成分原料の供給源には、ケイ素原料のケイ砂や天然砂、アルミニウム原料の長石や粘土、ソーダ原料の

天然ソーダや芭硝、カリウム原料の植物灰や硝石、石灰原料である石灰石や貝殻およびケイ酸原料の不純物

などがある。ガラスは、これらの原料に着色剤などの副原料を加えて、調合・溶融されて人工的に合成され

る。したがって、ガラス組成の種類の相違は、ガラスの主成分となる原料の調合率の過多の差異で生じてい

ると考えることができる。

またガラスを特徴付ける要素に着色剤に関する情報がある。ガラスに微量に含まれるガラスの色を支配す

る金属酸化物を一般に着色剤と呼ぶが、表 2 に古代ガラスに用いられている主な着色剤を示しておく。金属

酸化物を用いたガラスの着色では、ガラスを合成する時の溶融状態が酸化雰囲気であるのか還元雰囲気であ

るのかの違いだけではなく、ガラス組成の相違によっても発色が異なることが知られている。
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3 、 2 分析結果

有馬遺跡では、青色と紺色の 2 種類の色調を示すガラス玉が多数出土している。図 1 と図 2 に、有馬遺跡

で出土する代表的な青色と紺色のガラス玉の螢光X線スペクトルを示す。図 1 は淡い青色の色調をした小玉

の螢光X線スペクトルであり、図 2 は紺色をした中玉の螢光X線スペクトルである。通常に用いられている

条件下での螢光X線分析では、原子番号20のカルシウム Ca よりも原子番号が大きい元素が測定できる。励

起エネルギーが高い 241Am を線源に用いたことで、原子番号56のバリウム Ba の K/3線 (36.376keV) まで

測定できる。螢光X線スペクトルで元素名を示していないピークは、 241Am 線源からのバックグラウンドに

よるものである。

青色のガラス玉の螢光X線スペクトルは、鉄 Fe、銅 Cu、鉛 Pb、スズ Sn、銀 Agのピークが認められ

る。青色のガラス玉は、着色剤に由来する銅に富んでいる。青色のガラス玉にみられる顕著なピークにスズ

があるが、これはわが国の青色の古代ガラスに見られる傾向である。着色剤の銅の原料に黄銅鉱 CuFeS2 を

用いたと考えるとスズを今有する理由が理解できる。その理由とは、黄銅鉱は黄錫鉱 Cu2FeSnS. を伴なうこ

とによる。

紺色のガラス玉の螢光X線スペクトルは、マンガン Mn、鉄 Fe、バリウム Ba のピークが認められる。

紺色のガラスは、バリウムやマンガンに富む特徴がある。今回の螢光X線分析ではコバルトの分析は困難で

あったが、色調からコバルトによる着色と判断される。コバルトを用いると、数百ppmの濃度でガラスの着色

が可能である。コバルトとマンガンは強い正の相関を示すので、マンガンに富むのは、コバルト着色である

ことを示唆するものであろう。また、鉄も着色剤として用いられたものと思われる。

螢光X線分析の結果から、鉛の含有率の違いに基づいて、簡便に鉛ガラスとアルカリ石灰ガラスの識別を

することが可能である。鉛のピークが全くみられない紺色のガラス玉はアルカリ石灰ガラスと判断される。

青色のガラス玉には、鉛のピークが認められるが、その鉛の含有量は、 X線強度から普通の鉛ガラスよりは

るかに少ないことが分る。

鉛の含有率は、密度測定から推察することができる。密度(g/cmりとは、単位体積あたりの重量である。

密度は、組成と密接な関連があり、鉛やバリウムなどの含有率が増すと、ガラスの密度は大きくなることが

知られている。例えばアルカリ石灰ガラスの密度はおよそ2.5であるが、鉛ガラスでは3.0~4.5の値となる。

青色のガラス玉の密度は2.6~2.8の付近に分布していることから、鉛を含有するアルカリ石灰ガラスと看倣

すことができる。極くわずかの鉛を含有する青色ガラスは特異的なガラスであり、鉛ガラスか或はアルカリ

石灰ガラスかという従来の分類法で識別することは甚だ困難である。したがつて、鉛ガラスやアルカリ石灰

ガラスと異なる点に着目して、鉛アルカリガラスと呼ぶことにする。後に示すが、わが国では多数の鉛アル

カリガラスが出土している。微量の鉛が含まれる理由であるが、黒鉱をガラス原料に用いたと考えると理解

できる。黒鉱は、バリウム、鉛、銅、銀、ヒ素などが濃集している。

一例であるが、バリウムに富む鉛アルカリガラスもある。図 3 に、奈良時代或は平安時代と見られるグリッ

ドで出土した青緑色のガラス玉 (S]1 12-1) の螢光X線スペクトルを示す。図 l に示した青色の鉛アルカリ

ガラスとは、バリウムの含有率に著しい差があることが分る。このガラスは、有馬遺跡ではむしろ特異的な

ガラスであると言えるだろう。

青色と紺色のガラスは、鉛やバリウムの含有率が異っていると言えよう。蛍光X線スペクトルを見ると、

ガラス玉は色調毎に概して類似していることが分かる。また、表面観察からでは、色調毎に同様の溶融状態

であると推察される。溶融状態や組成が各々の色調毎に類似している理由を、ガラスの製造条件に求めるこ
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ともできるだろう。例えば有馬遺跡で出土した青色のガラス玉の総重量はおよそ 10 g前後になるが、現在の

技術ではこの程度の重量のガラスは小さな柑渦を用いて一回で溶融することも可能である。もし一度の溶融

でつくられたガラスを用いたとすると、ガラス玉の材質はよく類似しているだろう。古代においてもガラス

の溶融が比較的簡便に行われたと考えると、大規模の施設は不要であるので、ガラスの生産跡が発見されな

い理由も理解しやすい。

螢光X線分析の結果を要約すると、次のようになる。有馬遺跡で出土した主なガラス玉は、青色と紺色の

2 つの色調である。紺色のガラス玉はバリウムに富むアルカリ石灰ガラスであり、青色のガラス玉はバリウ

ムが少ない鉛アルカリガラスである。さらにバリウムに富む鉛アルカリガラスの青緑色のガラス玉があるが、

出土地点の推定年代が奈良時代或は平安時代ということから、むしろ例外として考えた方がよいと思われる。

化学組成の内訳を表 3 に示すが、有馬遺跡出土のガラス玉は 3 つのグループに分類できる。

PIXE法は、微少量の試料について、迅速に非破壊で多元素を同時に分析できる特徴を持っている。非

破壊法である PIXE法は、試料採取ができない貴重な文化財資料の材質分析では極めて有効な手法である

と言えるだろう。このような特徴をもつ PIXE法を用いてガラスの材質分析を行なった。 PIXE分析で

検出された元素は、ケイ素 Si、カリウム K、カルシウム Ca、チタン Ti、マンガン Mn、鉄 Fe、銅 Cu、

鉛 Pb、ストロンチウム Sr、スズ Sn である。 PIXE法では、ケイ素 Si、カリウム K、カルシウム Caなど

のガラスの主成分の殆どを非破壊で分析することができる。 PIXE法を用いると、 K/Ca 比を求めること

ができるので、古代ガラスのうちアルカリ石灰ガラスについて、完全非破壊で簡便にソーダライム系ガラス

とカリライム系ガラスの分類ができるという可能性もある。また、 PIXE法は表面分析であるからマトリ

ックス効果の影響が小さくて、 X線強度は試料中の元素組成の割合を比較的よく再現しているとみることが

できる。図 4 に PIXE スペクトルを示す。

核的手法を用いる放射化法は、希土類元素などの化学的性質が類似する元素を化学分離せずに定量できる

などの特徴がある。試料を採取することができた 3 点の青色のガラス試料について、中性子放射化分析によ

る定量を行い、ガラス組成や着色剤について検討した。表 4 に、中性子放射化分析の結果を示す。中性子放

射化分析では、主成分のケイ素と鉛については定量ができない。定量結果は、ナトリウム Na20 の含有率は

1 ％以下であるが、カリウム K心を10％程度含むガラスである。アルカリ成分については、カリウムの含有

率がナトリウムよりも高いことから、基本的にはカリライム系ガラスであると言えるだろう。わが国で出土

するアルカリ石灰ガラスはナトリウムに富むが、鉛ガラスにはカリウムがナトリウムの含有率よりも高い傾

向がある。 3 試料の定量値は、類似している。着色剤に用いられた銅の含有率が高いなど、中性子放射化分

析の結果は、螢光X線分析の結果と良い対応を示している。

3 、 3 有馬遺跡で出土したガラス玉の化学組成の特徴

第 1 は、着色剤についての知見である。結果を検討すると、青色のガラス玉は銅 Cu、鉄 Fe を、紺色のガ

ラス玉はコバルト Co、銅 Cu、鉄 Feを着色剤に用いているものと考えられる。

第 2 は、ガラス組成に関する知見である。有馬遺跡で出土したガラス玉は、鉛アルカリガラスとアルカリ

石灰ガラスの 2 つの組成に分類される。青色をしたガラス玉は鉛アルカリガラスであり、紺色をしたガラス

玉はアルカリ石灰ガラスである。鉛アルカリガラスと名付けた青色のガラス玉は、基本的にはケイ素とカル

シウム、カリウムを主成分とするアルカリ石灰ガラス（カリライム系ガラス）である。有馬遺跡出土の青色

のガラス玉は、アルカリ石灰ガラスには一般には含まれないとされている鉛を、副成分として含有する。今

回は非破壊法による分析だけが許可されていたという理由から、鉛の定量分析をすることはできなかったが、
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7 鑑定分析

過去の分析データや今回の螢光X線分析の結果などから判断すると、鉛の含有率は、およそ 1 ％以下程度で

あると推定される。アルカリ石灰ガラスにわずかに鉛を含むガラス組成は、有馬遺跡の他には、弥生時代後

期の青色のガラス玉（静岡県袋井市愛野・向山遺跡2)) や、五世紀前後の古墳時代前期の関東地方の遺跡で出

土する紺色のガラス玉（群馬県邑楽郡大泉町古海原前古墳3)や神奈川県厚木市吾妻坂遺跡り、並びに古墳時代

後期の東北地方の遺跡の紺色のガラス玉（福島県福島市月ノ輪山古墳町など多数の出土例がある。アルカリ

石灰ガラスに鉛を含む鉛アルカリガラスは、関東地方や東北地方の弥生時代後期から古墳時代後期の遺跡で

出土するガラスの代表的な組成であると言えよう。このような原料の相違を示すと推察されるガラス組成の

特徴に関する知見は、わが国のガラス製造の歴史や技術の伝播、並びに文化の交流や交易を考察する上では

きわめて重要である。

第 3 は、微量成分として含有するバリウムについての知見である。バリウムを主成分として含有するガラ

スは、古代中国の戦国時代や漢代の鉛バリウムガラスが良く知られているが、今回分析した試料は、主成分

としてバリウムを含有する例ではない。螢光X線分析の結果は、試料間にバリウム含有率の明らかな差異が

あることを示している。従来の分析結果を基に螢光X線分析の測定値を判断すると、バリウムに富む紺色の

ガラス玉で、バリウムの含有率はおよそ2000ppm程度であると推定される。古代ガラスに微量に含有するバリ

ウムの供給源を黒鉱に求めると、バリウムの含有率の差異はガラス原料の違いを示すものであると考えられ

る。
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表 1 中性子放射化分析の定量に用いた核種のy線の

エネルギーと半減期

元素 核 種 半 減 期 澤エネルギー (keV)

Al 2’Al 2.3 min 1779 

V 52v 3.76min 1434 

Cu 66Cu 5.10 mm 1039 

Ti 51Ti 5.8 mm 320 

Ca "Ca 8.8 min 3084 

Mg 27Mg 9 5 mm 1014 

Mn 56Mn 2. 58 hr 847 

K "K 12. 52 hr 1525 

Na "Na 15 O hr 1369 

As 76As 26.40hr 559 

La 1•0La 40.2 hr 1596 

Sm 1s3sm 47.1 hr 103 

u 239Np 2.35 d 106 

Yb 175Yb 4.2 d 396 

Lu l”Lu 6. 7 d 208 

Ba 131Ba 12.0 d 496 

Rb 86Rb 18. 7 d 1076 

Th 233Pa 27 0 d 312 

Cr s1cr 27.8 d 320 

Ce 141ce 32 5 d 145 

Hf 181Hf 42 3 d 482 

Fe 59Fe 45.0 d 1292 

Sb l24Sb 60 1 d 1691 

Tb 160Tb 73 d 299 

Sc “Sc 83.8 d 1121 

Ta 1s2Ta 115 1 d 1221 

Ag 11omAg 253 d 658 

Co 6ーCo 5.26 y 1333 

Eu 1s2Eu 12.3 y 1407 

表 2 古代ガラスに用いられる主な着色剤

酸化条件 還元条件

鉄 黄褐色 青緑色

コバルト 紺青色 紺青色

マンガン 紫色 無色

クロム 黄緑色 エメラルド緑

カドミウム 無色 黄色

ニッケル すみれ色（カリガラス） すみれ色（カリガラス）

褐色（ソーダガラス） 褐色（ソーダガラス）

銅 青色 銅赤＊

金 金赤＊

＊コロイド着色、再加熱で発色させる。

表 5 -1 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重醤 形状 色調

1 SK41-l 48.40(mg) 小玉 青色

2 SK45-2 54.10 小玉 青色

3 SK45~ 3 74 00 小玉 青色

4 SK45-4 85.45 小玉 青色

5 SK45-5 72.80 小玉 青色

6 SK45-6 79.85 小玉 青色

7 SK45-7 77.47 小玉 青色

(5) 有馬遺跡出土ガラス製品の元素分析

表 3 有馬遺跡のガラス組成の内訳

鉛ア：カリ：・ラ： の 組 成 1 ：色調 1 個：：
バリウムに富む鉛アルカリガラス

バリウムに富むアルカリ石灰ガラス

青緑色

紺色

表 4 中性子放射化分析による定量結果

試料番号 346 347 

色試料重調鼠 青 色 青 色
23.3 (mg) 7.9 (mg) 

Al203(%) 4.78 4.2 

Na20 0.58 0.69 

氏〇 10.6 8.6 

CaO n.d n.d. 

T102 0.22 0 29 

MgO 1.2 0 92 

MnO n.d. 0.007 

Fe203 0 63 0.66 

Sc(ppm) 2 8 1.9 

V 20 22 

Cr 14 15 

Co 2 5 4 3 

Cu 14000 13000 

As 99 180 

Ag 18 13 

Rb 480 470 

Sb 46 36 

Ba n.d. n.d. 

La 8.6 5.0 

Ce 18 11 

Sm 1. 4 0.84 

Eu 0.33 0.52 

Tb 0.15 0.18 

Yb 0.91 0.76 

Lu 0.20 n.d. 

Hf 1.5 n.d 

Ta 0.92 n.d 

Th 3.6 3. 7 

u n.d n d. 

n.d. 検出限界以下で検出できず。

ガラス組成 分析法 特 徴

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

鉛アルカリガラス XRF 

19 

348 

青 色
28. 7 (mg) 

6.36 

0.63 

11.4 

n.d. 

0.25 

n.d 

n.d. 

0 58 

3.1 

20 

14 

2.1 

8400 

79 

2.6 

440 

13 

n.d. 

9.0 

22 

1.4 

0 33 

n d. 

0 87 

0 21 

1.5 

0.65 

3.3 

n.d 

遺物番号

2A号墓 3

2 B 号墓 3

II 4 

II 5 

II 6 

II 7 

II 8 
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7 鑑定分析

表 5 -2 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重量 形状 色調 ガラス組成 分析法 特 徴 遺物番号

8 SK45-8 74.lO(mg) 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 2 B 号墓 9, SK45~ 9 60.93 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

10 SK45-10 63.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF JI 11 

11 SK45-ll 69.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

12 SK45~12 79 45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

13 SK45-13 61.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

14 SK45-14 71 15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 

15 SK45-15 55 60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 16 

16 SK45-16 43.64 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

17 SK45-17 44. 95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 

18 SK45-18 62.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 19 

19 SK45-19 40.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 20 

20 SK45-20 40.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 21 

21 SK45~21 72.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 22 

22 SK54-8 46. 20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 3 号墓 11 

23 SK54-9 34 60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

24 SK54-10 33 50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

25 SK54-ll 33.43 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF FF 14 

26 SK54~12 31 88 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 15 

27 SK54-13 28 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF JI 16 

28 SK54-14 31.27 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

29 SK54-15 35.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 

30 SK72-2 45.51 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 土器棺D5

31 SK72-3 44.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

32 SK72-4 48.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

33 SK72-5 40.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

34 SK72-6 46.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
35 SK72-7 55.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 10 

36 SK75-2 37.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 4 B 号墓 2

37 SK78~ 1 63.32 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

38 SK83-l 29.22 小玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 5 号墓 1 

39 SK83-2 38.82 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 2 

40 SK83~ 3 36.22 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

41 SK83-4 35.92 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 4 

42 SK83-5 39.27 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 5 

43 SK83~ 6 37.17 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

44 SK83-7 36.07 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

45 SK83-8 52.12 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

46 SK83-9 29.92 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
47 SK83-10 24. 77 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

48 SK83~11 34.87 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

49 SK83-12 29.32 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

50 SK83~13 24.62 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

51 SK83~14 31.17 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

52 SK83-15 51.27 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 

53 SK83-16 38.77 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 

54 SK83-17 31. 72 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

55 SK83-18 28.22 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 

56 SK83-19 22. 77 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 19 

57 SK83-20 31.07 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 20 

58 SK83-21 35.47 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 21 

59 SK83-22 24.52 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 22 

60 SK83-23 31.82 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 23 

61 SK83-24 32.12 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 24 

62 SK83-25 28.42 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 25 

63 SK83~26 24 39 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 26 

64 SK83-27 29.57 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 27 

65 SK83-28 30.57 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 28 

66 SK83-29 30.37 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 29 

67 SK83-30 22.17 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 30 
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(5) 有馬遺跡出土ガラス製品の元素分析

表 5 -3 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重鼠 形状 色調 ガラス組成 分析法 特 徴 遺物番号

68 SK83-31 33.67(mg) 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 5 号幕 31 

69 SK83-32 43. 77 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 32 

70 SK83-33 61.09 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 33 

71 SK83-34 27.37 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 34 

72 SK83-35 33.17 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 35 

73 SK83-36 31.82 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 36 

74 SK83-37 30.07 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 37 

75 SK83-38 28.67 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 38 

76 SK83~39 34.27 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 39 

77 SK83-40 34.82 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 40 

78 SK83-4l 24.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 41 

79 SK83-42 25 20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 42 

80 SK83-43 34 20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 43 

81 SK83-44 26.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 44 

82 SK83-45 29 30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 45 

83 SK83-46 28 30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 46 

84 SK83-47 29.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 47 

85 SK83-48 27.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 48 

86 SK83-49 35.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 49 

87 SK83-50 26.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 50 

88 SK83-51 27.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 51 

89 SK83-52 27.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 52 

90 SK83-53 26.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 53 

91 SK83-54 26.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 54 

92 SK83-55 24.48 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 55 

93 SK83-56 27 00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 56 

94 SK83-57 38 15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 57 

95 SK83-58 24.18 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 58 

96 SK83-59 28.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 59 

97 SK83-60 36.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 60 

98 SK83-61 27 25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 61 

99 SK83-62 30.36 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 62 

100 SK83-63 21.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 63 

101 SK83-64 32. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 64 

102 SK83-65 21. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 65 

103 SK83~66 24.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 66 

104 SK83-67 25. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 67 

105 SK83-68 25.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 68 

106 SK83-69 23.90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 69 

107 SK83-70 22.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 70 

108 SK83-71 22 85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 71 

109 SK83-72 28 10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 72 

llO SK83-73 17 60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 73 

111 SK83-74 25.65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 74 

112 SK83-75 34.48 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 75 

113 SK84-2 32.70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 76 

114 SK84-3 22.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 77 

115 SK84-4 31.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 78 

116 SK84-5 29.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 79 

117 SK84-6 35.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 80 

118 SK84-7 22.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 81 

119 SK84-8 45.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 82 

120 SK84-9 43.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 83 

121 SK85~ 3 44.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 89 

122 SK85-4 55.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 90 

123 SK85-5 39 16 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 91 

124 SK85~ 6 28.75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 92 

125 SK85-7 53.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 93 

126 SK85-8 55.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 94 

127 SK85-9 58.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 95 
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7 鑑定分析

表 5 -4 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重鼠 形状 色調 ガラス組成 分析法 特 徴 遺物番号

128 SK85-10 35.20(mg) 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 5 号墓 96 

129 SK85-ll 54.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 97 

130 SK85-12 43.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 98 

131 SK85-13 55.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 99 

132 SK85-14 52 80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 100 

133 SK85-15 52 15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 101 

134 SK85-16 52 65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 102 

135 SK85-17 43 95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF FF 103 

136 SK85-18 35.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 104 

137 SK85-19 43.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 105 

138 SK85-20 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 

139 SK87-1 48.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF )) 107 

140 SK107-3 116. 25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 20号墓 3 

141 SK107~ 4 64.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 4 

142 SK108-l 36.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 19号墓 2 

143 SK108-2 31 30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

144 SK109-3 92 50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

145 SK109-4 91.38 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

146 SK109-5 79 15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

147 SK109-6 92 57 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
148 SKlll-3 27. 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

149 SK113-2 393.15 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 15 

150 SK113-3 439.15 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 16 

151 SK113-4 304. 20 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 17 

152 SK113~ 5 364. 90 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 18 

153 SK113-6 183.85 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 19 

154 SK113-7 149. 25 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 20 

155 SK113-8 215. 05 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 21 

156 SK113-9 147. 75 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Ba に富む II 22 

157 SK116-l 502.10 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Ba に富む 18号墓 4 

158 SK116-2 322. 80 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Ba に富む II 5 

159 SKl16-3 20.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

160 SK116~ 4 27.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

161 SK116-5 29.21 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

162 SK117,8-l 48.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

163 SK117,8-2 31.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

164 SK117,8~3 40.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

165 SK117,8-4 33.24 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

166 SK123-2 46.70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 土器棺All

167 SK123-3 52.75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

168 SK123-4 55.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

169 SK131-5 63.68 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 20号墓 10 

170 SK131~6 99.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

171 SK131~7 88.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

172 SK131-8 69.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 13 

173 SK131-9 83.65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

174 SK131-10 76.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF )) 15 

175 SK131~11 67.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 

176 SK131-12 79.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

177 SK131-13 61.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 

178 SK131-14 50.62 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 19 

179 SK131-15 54.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 20 

180 SK131-16 51.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 21 

181 SK131~17 58.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 22 

182 SK131-18 52.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 23 

183 SK131~19 43.84 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 24 

184 SK131~20 40.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 25 

185 SK131-21 44 40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 26 

186 SK131-22 54.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 27 

187 SK131-23 67 10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 28 
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表 5-5 ガラス試料の一覧
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188 SK131-24 98.20(mg) 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 20号墓 29 

189 SK131-25 87. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 30 

190 SK131-26 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 31 

191 SK132-l 26.96 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 19号墓 23 

192 SK132-2 23.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 24 

193 SK132-3 21. 77 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 25 

194 SK132-4 20.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 26 

195 SK132-5 17.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 27 

196 SK132-6 21.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 28 

197 SK132-7 17. 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 29 

198 SK132-8 13.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 30 

199 SK132-9 25.07 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 31 

200 SK132-10 21. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 32 

201 SK132-ll 12.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 33 

202 SK133-l 40.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 34 

203 SK133-2 24.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 35 

204 SK133-3 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 

205 SK135-1 38 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 36 

206 SK135-2 27.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 37 

207 SK135-3 23 80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 38 

208 SK135-4 28 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF )) 39 

209 SK137-l 39.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 17号墓 1 

210 SK137~ 2 39.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 2 

211 SK137-3 39.88 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

212 SK137-4 31.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 4 

213 SK137-5 34.76 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 5 

214 SK137-6 27.16 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

215 SK137~ 7 35.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

216 SK137-8 16.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 8 

217 SK137-9 32 60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
218 SK138-l 39.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

219 SK138-2 41.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

220 SK138-3 32. 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

221 SK138-4 39.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

222 SK138-5 42.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

223 SK138-6 35.62 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 

224 SK138-7 32.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 

225 SK138-8 44. 96 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

226 SK138-9 29.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 

227 SK138-10 29.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 19 

228 SK140-l 25 15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 19号墓 40 

229 SK140-2 18.21 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 41 

230 SK140~ 3 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 42 

231 SK365-1 42 60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 13号墓 1 

232 SK365-2 20.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 2 

233 SK365-3 22. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

234 SK365-4 22.53 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF JI 4 

235 SK365-5 22.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 5 

236 SK366~ 1 56.61 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

237 SK366-2 47.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

238 SK366-3 50.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11 8 

239 SK366-4 42.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
240 SK366-5 46.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

241 SK366-6 39.75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

242 SK366-7 39.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

243 SK366-8 41.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

244 SK366-9 19.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

245 SK369-4 44 30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 土器棺 B10

246 SK369-5 25 40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

247 SK369-6 19. 95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 
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7 鑑定分析

表 5 -6 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重量 形状 色調 ガラス組成 分析法 特 徴 遺物番号

248 SK369-7 14.90(mg) 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 土器棺B13 
249 SK369-8 14.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 
250 SK369-9 12 55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 
251 SK369-10 33 10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 
252 SK369-ll 25.95 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 
253 SK369-12 20.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 18 
254 SK369-13 7.40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 19 
255 SK369-14 19.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 20 

256 SK369-15 17 45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 21 

257 SK369-16 破片 小玉 緑色 鉛アルカリガラス XRF 

258 SK373-2 35.58 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 25 

259 SK373-3 28.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 26 

260 SK373~ 4 28.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 27 

261 SK373-5 29.85 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 28 

262 SK388-l 43.16 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 7 号墓 2 

263 SK390-l 28.64 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

264 SK401-l 34. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 14号墓 l 

265 SK404-2 38.90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 土器棺A16

266 SK404-3 47 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

267 SK409-l 39 35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 13号墓 18 

268 SK421-l 28 90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 8 号墓 l 

269 SK421-2 17 75 小玉 青色 鉛ア）レカリガラス XRF II 2 

270 SK421~ 3 26 55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 3 

271 SK421-4 24 10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 4 

272 SK424-3 300. 20 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 12号墓 7 

273 SK424-4 254. 80 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む II 8 

274 SK424-5 40.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
275 SK424-6 38.83 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

276 SK424-7 36. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

277 SK424-8 32.71 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

278 SK424-9 33.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

279 SK424-10 24.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

280 SK424-11 25.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 

281 SK424-12 15.65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 

282 SK424-13 20.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

283 SK425-3 32.22 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 20 

284 SK426-2 72.65 中玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 10号墓 2 

285 SK427-5 25.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 1/ 6 

286 SK427-6 25.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

287 SK427~ 7 18.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

288 SK428-l 26.15 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
289 SK430-3 27.90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 9 号墓 14 

290 SK432~ 1 23.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 16 

291 SK434-l 34.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11号墓 l 

292 SK434-2 31.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 2 

293 SK435-2 30.10 小玉 紺色 アルカリ石灰分ラス XRF Baに富む II 4 

294 SK435-3 24.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 5 

295 SK435~ 4 20.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF }} 6 

296 SK435-5 18. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

297 SK436-l 29.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

298 SK436-2 23.90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
299 SK441-l 28 40 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 6 号墓 2 

300 SK450~ 1 43 90 小玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 23号；；； 3 

301 SK451-2 破片 小玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む

302 SK452-1 19.80 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 2 

303 SJ112-l 150 90 中玉 青緑色 鉛アルカリガラス XRF Baに富む

304 SJ212-7 415 80 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 212住 , 
305 SJ257-5 48.75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 257住 20 

306 SJ257-6 33.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 21 

307 SZl周溝一 1 71.65 中玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 1 号墓 14 
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(5) 有馬遺跡出土ガラス製品の元素分析

表 5 -7 ガラス試料の一覧

試料番号 試料名称 試料重量 形状 色調 ガラス組成 分析法 特 徴 遺物番号

308 SZ4南溝ー l 破片 (mg) 中玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 4A号墓 5

309 SZ4南溝ー 2 42.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 6 

310 S24南溝ー 3 36. 70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 7 

311 SZ4南溝ー 4 37.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 8 

312 SZ4南溝ー 5 36.55 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II , 
313 SZ4南溝— 6 32.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 10 

314 SZ4南溝ー 7 34.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 11 

315 SZ4南溝ー 8 38.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 12 

316 SZ4南溝ー 9 31.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 13 

317 SZ4南溝ー10 33.70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 14 

318 SZ4南溝ー11 30.70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 15 

319 SZ4南溝ー12 33.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF /} 16 

320 SZ4南溝ー13 36.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 17 

321 SZ5-54 37. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 5 号墓 161

322 SZ5-55 41.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 162 

323 SZ6-152 67.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 6 号墓 155

324 SZ6-153 47.20 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 156 

325 SZ6-154 51.60 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 157 

326 S26-155 52.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 158 

327 SZ6~156 36.25 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 159 

328 SZ6-157 32.03 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 160 

329 S27-15 26.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 7 号墓 24 

330 SZ7-16 36.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 25 

331 SZ7-17 36.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 26 

332 SZ7-18 38.05 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 27 

333 SZ7-19 66.82 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 28 

334 SZ11-1 14. 75 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 11号墓 10 

335 sz15~ 1 39.35 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF 15号墓 6 

336 A地区拡張区l 43.80 小玉 紺色 アルカリ石灰ガラス XRF Baに富む 包含層 53 

337 A地区拡張区2 27.45 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 54 

338 3S-l 38.65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 51 

339 土器留り 1 23.90 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 52 

340 不明ー10 71.50 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 55 

341 不明ー11 33.10 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 56 

342 不明ー12 35.65 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 57 

343 不明ー13 29.00 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF II 58 

344 ARIG 19.44 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF、 PIXE

345 ARIB 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF、 PIXE

346 ARIT 23.30 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF、 NAA

347 ARll 破片 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF、 NAA

348 ARI2 28.70 小玉 青色 鉛アルカリガラス XRF、 NAA

*XRF、 PIXE、 NAA は、それぞれ螢光X線分析、 PIXE 分析、中性子放射化分析であることを示す。

* *N(l1~343の試料は、出土地点の確認がなされている。 N(l344~348 は、出土地点が確認できない試料である。
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8 まとめ

8 ま と め

1 集落の変遷

有馬遺跡における集落の形成は弥生後期第 1 期（後期前葉）に始まる。この時期にはH 区に 1 軒、南へ140

m隔てて F 区に 2 軒の住居が見られる。後期第 2 期（中葉）はH 区に 2 軒あり、 F 区に 1 軒この時期に属する

と思われる 273号住居がある。第 1 期、第 2 期の両時期とも第 3 期（後葉）に比べ格段に分布が希薄である。

調査区が住居群の中心部からはずれた可能性を考慮する必要がある。北に隣接する有馬条里遺跡に中期末葉

から後期第 2 期の住居が多数検出されていることから、後期第 2 期以前の集落の中心部はむしろ有馬条里遺

跡にかかる区域にあったとみられる。この時期に該当する墓は認められない。

後期第 3 期に集落は急激に大規模化する。集落の拡大、または移動を契機としたものだろうか。後期第 3

期にはG 区の傾斜面周縁部に帯状に 2 つの住居支群 (H 区住居支群、 G 区住居支群）を構成する。この二つ

の住居支群の間、及びG 区住居支群の南に墓支群が形成される。この期の集落構成については次の項で詳述

する。

古墳前期には第 3 期のH区住居支群の東端部に初頭段階と見られる一群の住居群が形成される。この住居

群からの出土土器は古式土師器と櫛描文の樽式土器が混在し、 86号住居で縄文を施す赤井戸式系の壺と甕を

出土している。この 7~8 軒からなる住居群は相互に著しい近接や重複はなく、しかも弥生後期第 3 期の住

居群域の住居との重複も見られない。しかしこの住居群と同期の畑（浅間C軽石層直下畑）が後期第 3 期の

住居群域を覆っている。樽式土器が払拭される段階の住居 (233号、 234号）では前代の弥生期の住居群域内

に延びている。一方、 G区住居支群域では弥生後期末～古墳初頭段階の住居は205号と 219局のみで他は櫛描

文系統の要素が払拭された段階の住居である。これらの住居は同期のもの同士の重なりは見られないが、弥

生後期の群域に完全に重なっている。この段階に属する 82号住居はH 区墓支群を侵し、 17号墓を断ち切って

いる。ここでも H区住居支群の場合と同様に前代の群域を引き継いでいると認められる。弥生後期から古墳

時代への移行期に集落構成＝集団構成が引き継がれた状況を示している。こういった状況からこの弥生後期

末～古墳初頭の一群や櫛描文土器が払拭される古墳前期の段階の住居群域は弥生後期の住居群域からこれと

血縁的につながる同系統の集団により継承されたのではないかと推測される。そして古墳前期のH区、及び

G 区の住居支群は北から南に盛衰したと認められよう。

古墳中期の段階では調査区域内に検出された遺構はH区で、有馬火山灰層の直下に小範囲に検出された

畑のみである。前代のH区の住居群域には既に廃棄され、埋没の進んだ竪穴住居の跡がすり鉢状の窪地と

して点在する状況を有馬火山灰面下に見ることができる。一帯に荒れ地と化したのだろうか。

古墳後期初頭段階のニツ岳火山灰 (FA) の降下直前には遺跡地全体的に整備された畑が営まれている。そ

の広がりは、遺跡地内に限っても延長500m、西方 3 kmに位置する吉岡村平石遺跡では同期の畑の良好な検出

がなされており、また北方 1 kmに所在する有馬条里、中村遺跡においても広範囲に同様の畑が調査されてい

る。ここには古墳社会の確立期における耕地の拡大に伴う村落景観の改変過程の一端をみることができる。
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8 まとめ

2 後期第 3 期の住居支群

H区住居支群は大小 2 2 軒の住居群からなる。支群の

西及び北方向への広がりは調査区域に限られていて不明

である。南は232号住居を南限とし、東部では住居群域は

同じ第 3 期に営まれた 8 号墓とその北の23号、 24号墓と

2~3mに近接する。以東には同期の住居は認められない

のでここが群域の限界となる可能性が高い。この時期の

住居と墓は至近距離に近接するが、相互の重複は認めら

れない。 241号住居と 8 号墓北側周溝との間隙は lm以内 H 

である。 23号、 24号墓の主体部と 255号、 263号住居との間

住居支群

\ ～＼＼＼匪蕊狐知‘]3曳号F：C軽石下畑

は 3~4mであり、もし、これらの墓が周溝を巡らしてい

たとしても、 8 号墓の場合と同様それぞれの領域は重な

ることはなかったろう。西南部では11号墓、 12号墓、 16号

墓の主体部との間でも、その間は 3~4mと、やはり同様

な状況を見ることができる。

G 区住居支群は幅30m北西ー東南方向に帯状の群域を

作る。群域の東南の限界は、 202号住居が東南端に位置し、

以東は広く遺構の空白地帯となっている。群域の西南部

は G 区の傾斜地の辺りで分布は希薄になるが、やや離れ

て極小型の住居が 2 軒一対をなして、傾斜地の裾部に占

地している。群域の西北部は調査区外に延びている。南側

の住居支群の更に南方向50m、 G 区の斜面上に 2 軒の住居

を認める。調査区の西縁辺に位置しており、西方向に更に

住居群が広がり、これが別の支群を形成するか否かは不

明である。

6号住。

7号位
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3 後期第 3 期の墓支群

G 、 H両住居支群間には周溝墓・単位墓群 8~9

基からなる H区墓支群が幅15m前後の比較的密な

帯状の群域を形成し、 G区住居支群のさらに南に

は13基の周溝墓・単位墓群よりなる F•G 区墓支

群が比較的分散的に形成されている。 F·G区墓

支群墓は15号墓を北端とし、南端部は 3 号墓とす

る。この間、南北50mにわたる広域な墓域を形成し

ている。この南北両墓支群はともに墓域内に同時

建

<9Iー

w
應
＇

F I 土器棺D群
• 273号住蘭急 I

鴫弥生後期第 1 期匿置弥生後期末～古墳初頭

一弥生後期第 2 期··'古墳前期

0 20m 
I ',  

期の住居が造られない。ただし古墳前期段階では 亡コ弥生後期第 3 期 ※墓、土器棺は弥生後期第 3 期

H 区幕支群の南端部には82局住居が17号墓を切っ

て、墓域を侵している。
第397図 有馬遺跡の集落構成（弥生・古墳時代）
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8 まとめ

4 住居支群と墓支群の構成

墓及び住居はそれぞれに群領域を異にする複数の支群を構成する。調査区内では住居、墓それぞれに 2~3

か所の支群を認める。調査区が遺構群域のどれ程の範囲を捕捉しているのか明らかではないので、不確定要

素をはらむが、住居及び墓支群相互の間には位置関係、および遺構数において対応関係が想定できる。遺構

数では、仮にH区墓支群にH区住居支群が対応するとして、単位墓群（主体部の最小単位群＝周溝墓など）

が 8~9 基 (1 華当たり主体部 3~5 基含む）に対して、住居軒数は22軒である。他方、 F·G区墓支群と

G 区住居支群が対応するとして、単位墓群13基に対して住居は25軒である。およそ住居軒数は単位墓群の 2

~ 3 倍である。
単位墓群・周溝墓は最大10基、最小 1 基、平均値3.1基の主体部から構成されている。単位墓群・周溝墓の

主体部は礫床・礫集積に特徴づけられる礫床墓であり、一部に土器棺を伴っている。それ以外の形式の主体

部では19号墓の S Kl09が礫を伴わないことから土壊墓であった可能性が高い。この他に主体部の痕跡は認め

られない。この平均3.1基の主体部からなる単位墓群・周溝墓の背景には支群に対応する集団よりも 1 段階小

さい集団の存在が想定される。他方これに対応するような小単位群が住居支群中に存在する蓋然性は大きい。

住居軒数は単位墓群・周溝墓の 2~3 倍である。南北両住居支群中には第 3 期の住居同士での重複や著し

い近接、拡張が少なからず見られる。南住居支群では 3 軒の重複例も見られる。このような状況から同時併

存住居数を半数以下と仮定すると、単位墓群、周溝墓に対応する最小単位集団（家族に相当する集団）の住

居軒数は 1~2 軒である。しかし、有馬遺跡の住居配置からこの最小単位群の居住領域を明確に摘出するの

は難しい。

5 土器棺墓の群構成

土器棺墓は総数46基が認められる。土器棺は大・中型の壺、または甕をもって棺とし、別個体の土器を蓋

として棺の開口部にあて、土壊内に直立、または斜位に埋置されるなどの状態で検出されている。そして土

器棺内からは歯や玉類など副葬品を伴う場合もある。しかし土器棺と認めたもののうちでも開口部や蓋を欠

損するなど遺存状態が不良で棺と認定する上の要件を十分備えていないものも少なくない。

土器棺の群構成の仕方には幾つかの形がある。第 1 は上器棺のみにより群域を形成する。ほとんどのもの

がこの形をとっており、調査区内にはA~E群とした 5 つの土器棺群を認めることができる。第 2 は単位墓

群・周溝墓に伴う場合である。この形をとる例は非常に少なく、全体で 5 例である。 5 号、 15号、 21号では

礫床墓の傍らに 1 基接して見られ、 18局墓、 20号墓では礫床墓からやや離れて、それぞれ 1 基の土器棺が検

出されている。第 3 は単独に他の棺と数十m以上離れて設けられている例であるが、この形をとるものも前者

と同様に少ない。

第 1 の土器棺による群域はG 区を中心に、傾斜地に沿って帯状に形成される。 A群は傾斜地の上部、 B群

は F•G 区墓支群の西に沿い、傾斜が最も強い区域に群域を形成する。この区域には挙～頭大の礫が表出し、

一帯に投棄された土器破片が多量に出土している。 C群は傾斜が緩く、墓支群域の北端部15号墓の周囲に群

を形成している。 D群は墓支群中、 4A号墓と 5 号墓の間の一画に小さな群を形成している。これらの土器

棺墓は礫床墓が大方周溝を伴いながら 2~10基の群を形成しているのに対して土器棺のほとんどは、この単

位群から外れ、 A群、 B群では墓支群からも外れ、それぞれ独自の群域を形成する。この背景には、土器棺

の被葬者が集落を構成する集団系列の外に置かれたことを想定させる。土器の被葬者の性格については棺内

から幼児の歯が検出されているものが 5 例あることから、土器棺が専ら幼児のための埋葬形態である可能性
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は高い。この土器棺被葬者に関する集団原理が果たして葬制に止どまるものか、日常の集団原理にまで及ん

でいるのかについては今後の課題として提起された問題である。

6 墓主体部の形態

有馬遺跡において調査された単位墓群・周溝墓を構成する埋

葬主体部は、土塙墓と認められるもの 1 例、土器棺は 5 例、構

築材として礫を用いる礫床墓は84例で圧倒的に多くを占めてい

る。礫床墓の検出に際しては土壊あるいは掘り方の形状把握が

明確にできなかったが、礫の配置形状が良好に把握されたこと

により、埋葬部の想定復元がある程度可能であり、主体部も以

下のように幾つかの形態に分類することが可能である。

A類埋葬部に礫床を伴い、埋葬部を挟み両端に礫を集積する。

32基（38%)

B類埋葬部に礫床を伴い、埋葬部を挟み両端に礫を集積する

とともに側部にも礫集積帯を設けている。 23基 (27.4%)

C 類埋葬部を挟んで両端に礫を集積する。礫床は伴わない。

14基（16.7%) 

D類 埋葬部を挟んで両端に礫を集積するとともに側部にも礫

集積帯を設ける。礫床は伴わない。 6 基 (7.1%)

E類 埋葬部に礫床を設け、埋葬部の端部、側部共に礫集積を

伴わない。 9 基（10.7%) 

このような形態差は何に由来するものか、様々の事柄が考えられるが、まずもって検討すべきは被葬者の

性格との関連である。

—— 
_
_
 

。

第398図礫床墓の形態

7 埋葬施設の形態と被葬者の性格 墓の類型と被葬者の年齢の相関

被葬者の性格については、性別、年令、出自、集団内での地位などが 関係表

その内容として考えられる。そのいずれが墓の形態に関わるのか検討す 成人・青年小児 幼児

る上の関連資料として、出土人骨や副葬品を多数得ている。出土人骨鑑 A 類 17 

゜ ゜定結果については第 7 章に掲載している。それによれば、性別について B 類 6 5 

゜は大方不明であるが、年令については良好な分析結果を得ている。その C 類 5 1 

゜年令構成の概要は幼児 5 体、小児 9 体、青年、壮年、熟年30体である。 D 類

゜
1 

゜この結果と墓の類型を比較すると、右の表のように一定の相関関係を認 E 類 1 1 

゜めることができる。
土器棺

゜ ゜
5 

この表から読み取れることは、土器棺の場合 5 体とも 4 歳以下の幼児で、小児や成人の遺体の歯や骨は検

出されておらず、また他の形態の埋葬施設には幼児骨は見られないので、幼児埋葬は専ら土器棺によったと

思われる。礫床墓の場合は最も数の多いA類で小児は見られない。形態特徴からの全体的な傾向としては、

埋葬部側部に礫集積帯を持たないA·C類では96％が青年、成人であり、側部に礫集積帯を配する B•D類

に小児埋葬の傾向が高いことが認められる。
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8 礫床墓の形態と規模

被葬者の年令に関連して埋葬部の規模と形態の関係をみると埋葬部の長さ（埋葬部長）の平均はA類145cm、

c類が129cm。これに対して B類は144cm、 D類が131cmである。被葬者が小児である 5 例の埋葬部長の平均値

は161cm。同じく壮年19例の平均値は149cmである。ここには被葬者の身長の差が埋葬施設の差に現れていな

い。これには埋葬体位が関係しているのであろう。すなわち 10号墓 S K426では屈葬が明らかになっている。

被葬者が壮年で埋葬部の最も小規模例は S Kl42で、埋葬部長が125cmである。成人で埋葬部長が140cmのもの

が 8 例ある。これらの場合伸展葬には無理があり、屈葬を考えるのが妥当である。

9 単位群と礫床幕の形態

単位墓群・周溝墓がどのような類型の礫床墓により構成されるかといった問題である。被葬者に成人が高

い率を占める A類• C類のみにより構成される例は 5 号、 6 号、 9 号、 14号、 17号、 18号の 6 例。小児の率

が高い B類、 D類のみによる構成は 8 号、 20号の 2 例で、他は各類型が混在する。この構成状況から次のよ

うなことが想定できる。各類型が混在する例が大半を占めていることにより、単位墓群・周溝墓の被葬者で

ある最小単位集団（家族に相当するか）の違いにより、それぞれの類型が採られるのではなく、最小単位集

団内の構成員それぞれの性格に従っていると考えられる。この性格については少なからず年令と関係してい

ることは上記のとおりである。それはこの最小集団との関係とも矛盾しない。しかし、年令との関係のみで

は計りきれない表れも認められる。この点については有馬遺跡の資料の分析のみでは明らかにできない。

10 礫床墓に伴う墓壊について

1 号、 6 号、 23号、 24号墓などにおいて埋葬部の周囲に浅い墓壊の周壁を検出している。平面形は、 1 号

墓は周壁が明確に検出できなかったため、不整形である。 6 号墓の場合も壁の検出は明確さを欠くが長方形

であり。 23局、 24号では隅丸長方形である。これらの墓壊の検出に際しては検出面はローム漸移層を前後す

るところである。構築時の、地表面からの深さは明らかではない。埋葬部の両端部の礫集積の頂部と地表と

のレベル差がいか程あったかということは埋葬部床面の地表面からの深さの問題と同時に、主体部間の重複

が殆ど見られないことと関係して、礫集積が表出し、墓標になりえたか否かの問題にも関わっている。

11 端部礫集積と地表面

墓が営まれた弥生後期の地表面は浅間 C軽石層下の第IV b 層上部である。第IV b 層は平均的には厚さ

20~30cm この上層は浅間 C軽石を含む黒色土第IV a 層で F 、 G 区では軽石混土層で厚さ 15~20cm。 H 区では、

浅間 C軽石は純層に近く、厚さ 15cmほどであり北半部では C軽石に直接覆われて比較的広く畑が検出されて

いる。また C軽石層の上面は有馬火山灰に覆われる。第399図のグラフでは礫床墓の端部礫集積の頂部と FA

直下畑の溝底 (F 区、 G 区）、有馬火山灰直下面 (H 区南）、 C軽石直下畑の溝底 (H 区北）とのレベル差を

表している。浅間C軽石直下畑との差は最小は14号墓の S K402で 4 cm、最大は23号墓 S K448の19cm、有馬

火山灰直下面との差は最小は 9 号墓 S K430の 3 cm、最大で11号墓の S K436の35cmである。 FA直下畑との

差では最小は 6 号募 S K440の 0 cm、最高は19号墓 S Kl35の45cmである。 FA直下畑、有馬火山灰では第IV

a 層の厚さ分として10~15cmを差し引くならば最大で30~35cm となる。なお、埋葬部床面レベルはこの礫集

積頂部より 20~30cm低い。同一単位墓群内でのレベル差の大きい例では、 19号墓の S KlOS と S Kl35は相互

に隣接するが、それぞれ23 cm と 45cmであり、 20号墓の S Kl07 と S Kl31 は22cm と 40cmで、これらは特に差が
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大きい例である。全般的傾

向としては相互に隣接する

主体部同士ではレベルの差

は小さい。

12 木棺について

調査では棺材そのものの

8 まとめ

募No. SKNo. 10 20 30 40 50 60 70 80 (cm) 

14-402 4-23 (cm) 
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7 

]6-35 
有馬火山灰層下面

認められなかった。しかし

埋葬部の両側に側板を設置

した痕跡を礫床側縁、端部

の礫集積部に認めることが

できる。礫床側縁は直線状

であり、礫床は中央がやや

低く、縁部の石はせり上

がっている。両側から板を

当てた上で礫を敷詰め、整

えている様子が窺える。 23

号墓 S K450 、 24号墓 SK4

51では礫床両側縁に沿って

細い溝が検出されており、

これは板の下端が埋め込ま

れていた痕跡だろう。端部

礫集積は礫床側縁の延長線

上に鈎状のくびれ、または

‘‘ほぞ、状の凹みが認めら

れる。この凹みやくびれは、

ここに側板を差し込むか、

組み込むことにより、側板

を内側に倒れ込まないよう

に、固定したものと思われ

る。

また、埋葬部・礫床部の

両端の礫集積下には円形ま

たは長円形の掘り方ピット

が検出される。これは埋葬

部の両小口部に杭、または

板を立て、内側から側板を
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おさえるか、両端に集積し

た礫が埋葬部に崩れ落ちな

いよう防いだものと思われ

る。ただし、礫床の短辺の

輪郭線はどれも不明瞭で、

幅広な板などで画された痕

跡は認められない。底板に

ついては、礫床面の状態か

ら、底板を設置した可能性

は低い。礫床面は両側縁が

中央部よりやや高くせり上

がっている場合が多く、 1

第400図礫床墓想定復元図

号墓 S K29や 19 号墓 S K142のように両側縁にやや大きい石を 1 列に並べる例もある。そうした礫床面上に

底板が安定した状態で設置されていた可能性は考えにくい。

礫床や礫集積により特徴づけられる、この礫床墓と称せられる主体部形式は現在までのところ弥生後期後

葉段階に渋川周辺地域にのみ類例が知られる。渋川市有馬条里遺跡で 2 例、同中村遺跡で 1 基の周溝墓の主

体部として 7 基調査されている。渋川市空沢遺跡で周溝墓の主体部として 1 例を見る。

この礫床墓は礫床と礫集積に特徴づけられ、この点地域色の強い、特異な形態といえるが、これに伴う他

の要素については弥生時代の各時期を通じて多くの類例をみる木棺墓に多くの点で共通する。とりわけ端部

礫集積下に検出される 2 個のピット（小口穴とも呼ばれる）と側板の痕跡であり、それは弥生時代の木棺墓

には通例のものである。群馬県地域では類例は少ないが、隣接県である長野県地域に調査例が多い。県内で

は沼田市石墨遺跡では 7 某、一部周溝をともなってみられ、長野県地域では長野県飯山市須田ケ峰遺跡の弥

生後期周溝墓に伴って 2 基、長野市伊勢宮遺跡では弥生中期段階の例であるが30基中22基にこの特徴が見ら

れる。このほか塩尻市丘中学校遺跡、岡谷市橋原遺跡、佐久市周防畑B遺跡などで類例の調査がある。西日

本ではこの形式の墓塙の検出例は多く、しかも、小口穴部に埋め込まれた木棺の小口板や側板の検出例も少

なくない。この小口穴を持つ墓墳の系譜は九州では弥生前期にその存在が認められており、この型式は、木

棺の出現期から存在し、以後、広範に伝播、継承されたようである。有馬遺跡の礫床墓もこの小口穴をもつ

型式の木棺墓に系譜上つながるものであり、礫床や礫集積は一種の地方的なバリエーションと理解するのが

妥当かと思われる。

13 副葬品

有馬遺跡の墓主体部内には多様な副葬品が検出されている。このことも有馬遺跡の墓制を特徴付けている

大きな要素といえよう。副葬品は、総数で鉄剣 8 本、鉄釧 2 個、銅釧 4 個 (1 束）、銅鏃 1 個、ヒスイ製勾玉

3 個、石製管玉 8 個、ガラス製小玉322個、ミニチュア土器など多数にのぼる。

ガラス小玉は副葬品の内でも最も数が著しく多い。これらの大部分は主体部の調査中に埋葬部の床面上に

点在、あるいは遺体の歯の周囲などに集中して検出されているが、少なからぬ部分が覆土をフルイにかけた

際摘出されている。主体部の覆土は基本的に総てフルイにかけているので、およそ取りこぽしはないと思わ

れる。礫床墓87基中ガラス小玉を伴うものは46基である。各主体部における出土点数については、壮年で最
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大75個、小児で最大22個である。玉を伴っているものに限っての出土個数の平均値は熟・壮年・成人・青年

を合わせた平均は12.2個、小児の平均は4.9個である。壮年の被葬者全体では平均5.3個、小児の被葬者平均

3.5個である。第401図のグラフでは前出の 5 つの主体部類型に従って、それぞれに出土点数を表している。

ガラス小玉を出土している主体部での出土点数の平均値はA類で11.4個、 B類は4.6個、 C類は 4 個、 D類は

3.3個である。なお、土器棺ではガラス小玉を伴うものは 6 例で、平均4.8個である。ガラス小玉の副葬は成

人のみでなく小児、幼児に対して行われるが、その数については成人に個数が多く、または被葬者に成人が

高い比率を占める A類に多くの点数を認める。小児、幼児にやや少ない傾向をみるが、両者間の出土点数に

顕著な差があるとは言い切れない。出土点数は 1~5 個の例が多く、特に 1 個の例が34例でとりわけ多いの

が注意される。ガラス小玉が副葬されるについては、これが生前の垂飾の延長なのか、あるいは小玉数個を

副葬することが葬送儀礼として行われたのか、また、数の多募は被葬者のどういった事情を反映しているの

か。ガラス小玉の数量分析結果はこの問題を検討する上に少なからず示唆を与えるものと思う。

鉄剣はそれぞれ別個の主体部に各 1 本伴っていた。出土状態は被葬者の腰部辺りに剣の尖端を足方向に向

けている。 111号の長剣だけは礫床側縁に沿って側板の内側か外側に接した位置に認められた。鉄剣が副葬さ

れた被葬者については成・壮・熟年が 5 例であるが、ガラス小玉の副葬は鉄剣を伴う主体部の場合、 2B号

墓 S K45の20個が最多で、平均値は7.1個で全体の平均値のおよそ 2 倍で、僅かながら鉄剣を伴う被葬者へ

の集中が認められる。

以上、ガラス小玉、鉄剣の副葬状況、特に数量的偏在性について、主体部の形態、被葬者の年令と関連さ

せて検討を試みた。この結果、個々の主体部間にはなんら副葬を見ないものから多数のガラス小玉を伴うも

のや鉄剣、その他釧など金属製品を伴う主体部まで様々である。しかしその一方ガラス小玉を除くと複数個

また品目の異なる副葬品の 1 主体部への一括集中も無く、墓の規模と副葬品の多寡は結びつの伴出は無く、

主
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かない。また、家族に相当するかと思われる最小単位集団によったと想定される周溝墓・単位墓群相互の間

の格差も一定程度見られながらも顕著なものになっていない。そうした一定の格差もその起因するところに

ついては、一部は年令によるものであることは判明したが、その他、被葬者の性別、出自、階層差、富裕な

ど様々な要因が想定されるが、現段階ではこれらのことについて明らかにすることはできない。ただいずれ

にせよ、副葬品、墓の規模、形態など墓制全般を通じて個々の被葬者間や最小単位集団間に突出した厚葬は

認められない。限られた調査区内での不確定要素を含んだ結果からではあるが、まだそうした厚葬が出現す

る社会状況を見るに至らない状況であったといえようか。

14 住居の平面構造

有馬遺跡の調査により弥生後期から古墳前期にかけての竪穴住居が83軒検出されたがそのうち時期が明ら

かになり、住居の平面形状が把握できるほどに検出できたものは、弥生後期前葉（第 1 期） 3 軒、中葉（第

2 期） 2 軒、後葉（第 3 期） 36軒、弥生時代終末～古墳時代初頭 8 軒、古墳前期、 11軒である。これら各時

期にわたる住居はそれぞれに規模の大小や、平面形状にも一定の差異が生じている。また同時に、時期を追っ

ての平面形状の変化も少なくない。住居の長辺と短辺の比率、主柱と炉跡の位置など、住居の基本構造に関

わる変化を認めることができる。またこの推移の大筋は近隣地域の在り方と同様であるが若干の地域色も窺

うことができる。

住居の規模は各時期にわ 2.0 

たって差は大きい。後期第

3 期では規模が10面前後で

形状が一律な小型住居が14

軒見られる。この住居は主

柱が中軸線に 2 本検出され

る場合が多く、構造上特異

である。最大規模の住居は、

263号住居で 6 本主柱、面積

は82面で他を大きく凌いで

いる。面積値の全体傾向は

比較的同規模な14軒の小型

住居を除き、これを越える規模の住居では面積は段階的で同じ規模に集中することはない。

1.0 

゜

1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 

雪古墳前期

二弥生末～古墳初

にコ弥生後 3 期
匹弥生後 2 期

IIIIlD 弥生後 1 期

1.6 1. 7 1.8 

第402図 住居の長短軸比率、時期別分布

古墳前期では83.2m'の82号住居が圧倒的に大きくその他は20面前後で差は小さい。

住居の平面形では長辺と短辺の比率に時期を追って推移が認められる。後期第 1 期では長辺と短辺の比率

の平均値が1. 3、後期第 2 期が 2 例であるが14.5、第 3 期が1. 38、弥生後期末～古墳初頭では1. 18、古墳前期

では1. 15である。関連資料として本遺跡の西に隣接する有馬廃寺遺跡の後期第 1 期の 2 軒の住居の平均値は

1. 15である。すなわち弥生中期後半から後期にかけてやや縦に長くなり、古墳前期に方形化する。

炉跡の位置にも同様の推移が見られる。後期第 1 期では奥側の主柱の間のやや中央寄りに地床炉が設けら

れる。有馬廃寺遺跡の場合も同様である。第 3 期では奥側の主柱間の外側の周壁寄りに設けられる。この炉

跡の推移の仕方は、弥生中期後半期の場合の住居中央部への設置とともに、これに引き続く推移として、榛

名山東南麓地域のこの時期の住居に一般的に認められる。
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8 まとめ

弥生時代から古墳前期にかけて、有馬遺跡においても住居構造上大きな転換が認められる。それは平面形

状、柱配置、炉跡の位置に見られるが、当然これは上屋構造の変化を伴ってのものである。主柱配置の原理

として「有軸対象主柱配列構造」と「求心主柱配列構造」があり、東・西日本の弥生時代の竪穴住居の殆ど

は原則としてこの二つの原理のいずれかに分類しうると指摘されている。群馬県地域における弥生時代から

古墳時代にかけての住居構造の推移はこの基本原理の転換を伴うものである。有馬遺跡では弥生時代から古

墳時代へ、出土土器や集落構成など総体に断絶なく、漸移的な推移が認められる。住居構造についても他の

文化要素にともなって基本原理の転換が漸移的に行われていく様子を観察することができる。画期における

文化内容の構造的推移の一例として興味深い。

15 周壁の高さ

住居の確認、検出は第IV層黒色土において行うよう務めたが少なからず、結果的に第V層ローム質土上面

か漸移層となった場合も少なくない。弥生時代後期の生活面は第IVB層中であるが、調査により検出され、

実測されている壁の高さはそのまま本来の高さを表さない。しかし有馬遺跡では住居廃絶後時期を隔てずに

営まれた畑が火山灰におおわれ良好に検出されている。そこで住居の覆土直上を覆う浅間 C軽石層直下の畑

の畝間の溝底から住居床面までの深さを算出した。この条件に恵まれない地区では有馬火山灰直下、及びニ

ツ岳火山灰 (FA) 層直下畑の畝間の溝底から住居床面までの深さを算出した。第405図はこの数値を個々の

住居ごとにグラフに表したものである。

弥生後期、または古墳時代前期の住居が営まれた時期から上記の火山灰、降下までの期間は最大で弥生後

期～古墳後期初頭、

最小で弥生後期～古 100[ 「浅間C下畑 l「有馬火山灰下
墳初頭である。上記 ，。 . 7 

80 
の 3 時期の火山灰直 70 

下の畑面などには随 60 
50 

所に廃絶住居の窪み 40 

が残っており、畑の 30 

20 

造成の際には削平や 10 

土盛りなど土を動か

した様子は認められ

FA下畑 ~ 

7

火
山
灰
下
・
畑
と
住
居
床
面
の
差
j

第405図 弥生・古墳時代住居の深さ一覧

ない。このことから

住居の壁の高さは少なくともグラフに表示された数値以上ではないといえよう。なお FA畑による地区は高

燥であり、浅間C軽石層は黒色土との混土層として存在し、有馬火山灰層は認められない。有馬火山灰によ

る地区は、浅間 C軽石層は比較的純度の高い混土層として存在している。低湿なH区の状況についてみると、

浅間 C軽石層直下の畑による深さでは最も深い例が227号住居の95cm、最も浅い例が260号の50cmである。平

均62cmである。高燥区の F·G区では FA層直下畑によれば最も深い例が223号住居の105cm、最も浅い例が

203号住居の35cmである。平均は66cmである。この数値はH区に比べやや高いが、両区の数値を比べる場合は

FA畑からの数値は、畑と住居との間に10~20cmの浅間 C軽石混土層を介在させているので、この分を考慮

に入れなければならないだろう。
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8 まとめ

16 出土石器について

調査区域内の遺構や包含層から多数の石器が出土している。下表は遺構、及び土器群内から出土した石器、

剥片などを総て集計している。出土数を遺構別にみると、住居から89点、土壊から 6 点、墓から 32点、その

他土器群内から 130点出土している。下表では石器の器種別数量、比率、器種と石材の関係について示してい

る。出土石器の時期についてはそのほとんどが弥生後期に属すると認められる。古墳前期の遺構から出土し

た石器は、この時期の住居出土石器の総数は 9 点である。器種は磨製石斧 2 点、土掘り具 4 点、刃器 2 点、

砥石 1 点である。弥生後期の住居の場合に比べると頻度は少なく、またこの内には弥生石器の混入も否定は

できない。しかし82号住居出土の 2 点の磨製石斧は共に床面に密着した状態で出土していることから、古墳

前期段階までこの種の石器が使われたことを示す資料として意義深い。遺構外では、主に投棄によるとみら

れる土器群内から出土の石器が130点を数えるが、これら石器の時期については、伴出土器に縄文土器の出土

が小片で 5 点に達しないことからほとんどのものが弥生時代に属すると認められる。

器種は剥片からなる刃器が最も多く、次に土掘り具となっている。刃器は不定形で、形状、大きさは一律

でなく、二次調整がなされないで、一次剥離による鋭利な側縁部に使用痕とみられる極細かい刻離が観察さ

れるものも多い。使用痕や二次調整の見られない剥片は圧倒的に多いが、これらは 2~3 cm以上の大きさの

ものであり、石器作成過程でのチップに限らず、刃器として使用されたものも少なくないだろう。この種の

石器については、県内の同期の遺跡においても同様の出土状況が認められている。今後、基幹的な文化要素

の一つとして多様な角度から注意を傾けていく必要があるだろう。

出土石器の器種と石材一覧（個）

器 種 刃器 剥片 土掘具 石核刃器 磨製石斧 石核 磨石 砥石 くぼみ石 打製石鉄 磨製石鏃 計 % 

ケイ質頁岩 4 4 1 9 3. 7 

ケイ質準頁岩 2 1 3 1.2 

灰色安山岩 1 4 2 2 , 3. 7 

輝 緑 右山 3 1 1 5 2 0 

輝緑疑灰岩 1 1 0 4 

黒色安山岩 3 3 6 2.4 

黒 色 頁 右山 33 64 16 1 3 1 1 119 47 8 

黒 曜 岩 , , 3.7 

砂 右LLl 1 5 1 3 10 4.0 

細粒安山岩 7 6 2 15 6.0 

石英閃緑岩 2 2 0.8 

粗粒安山岩 1 6 4 6 13 30 12. 0 

頁 石山 3 10 13 5.2 

変 輝 緑 岩 2 2 0.8 

変 玄 武 右山 1 1 0.4 

変質安山岩 1 1 2 0.8 

変質玄武岩 4 1 2 1 8 3.1 

流 紋 岩 1 1 0.4 

チ ヤ 卜 1 1 0.4 

硬 質 泥 岩 1 1 0.4 

かんらん岩 1 1 0.4 

緑 色 片 右山 1 1 0.4 

計 46 123 34 3 5 7 11 4 13 (20) 2 1 249 100 

% 18 50 13.4 1.2 2.1 2 8 4.4 1. 7 5 2 0 8 0 4 100 

※（ ）内の数は石材鑑定未済分
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